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序

　本県には、これまでに発見された約4,600か所の遺跡のほか、先人の遺

産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、地

域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造していく

うえで、欠くことのできないものであります。

　一方、これまで大きな洪水や渇水の被害に見舞われてきた米代川や阿仁

川の流域では、自然災害の脅威や不安を解消するためのダム建設が長く望

まれ、洪水被害の軽減、灌漑用水・水道用水の供給、水辺環境の保全など

を目的とする森吉山ダムの建設事業が行われてきました。このことをうけ

秋田県教育委員会では地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存

し、活用することに取り組んできました。

　本報告書は、森吉山ダム建設に先立って、平成14・15年度の２か年に北

秋田市（旧森吉町）において実施した森吉家ノ前Ａ遺跡の発掘調査成果を

まとめたものであります。調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡・土坑、中

世の掘立柱建物跡・竪穴状遺構・井戸跡・溝跡等が検出され、当時の人々

の生活の一端が明らかになりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御協

力いただきました国土交通省東北地方整備局森吉山ダム工事事務所、北秋

田市、北秋田市教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成18年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育委員会　

教育長　小 野 寺 　清　　



例　　言

１．本報告書は、森吉山ダム建設事業に係る森吉家ノ前Ａ遺跡の発掘調査報告書である。

２．森吉家ノ前Ａ遺跡の調査結果については、平成14・15年度刊行の『森吉家ノ前Ａ遺跡発掘調査資

料』、同『秋田県埋蔵文化財センター年報』等において、整理作業途上の所見を元にその概要を

報告したが、相違ある部分は、本報告書をもって訂正したものとする。なお、森吉家ノ前Ａ遺跡

については平成19年度に残余部分の調査が予定されており、その報告書によっても、さらに補訂

されることになる。

３．発掘調査における以下の作業を下記の業者に委託した。

　　　　　　水準測量および方眼杭設置：有限会社毛馬内測量（第１次・第２次調査）

　　　　　　　　　　遺跡空中写真撮影：株式会社シン技術コンサル（第２次調査）

４．以下の自然科学的分析は下記の業者に委託し、本報告書ではその成果報告を第５章に掲載した。

　　　放射性炭素年代測定・樹種同定等：パリノ・サーヴェイ株式会社　株式会社パレオ・ラボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社古環境研究所

　　　なお、本遺跡検出の中世建物跡群については八戸工業大学　高島成侑教授から、坩堝の成分分

析については秋田県産業技術総合研究センターから玉稿を賜った。記して謝意を表する。

５．本報告書の執筆は平成15年度・16年度に山本起嗣・菅原一彦が行い、出土遺物の観察表作成およ

び第４章第２節５の執筆は宇田川浩一・山田　子が、遺物撮影、図版レイアウトは徳永辰實・山

田徳道が平成17年度にそれぞれ担当した。なお、全体の編集は同年度に小林克が担当した。

凡　　例

１．本報告書に掲載した平面図の方位は、日本測地系平面直角座標第Ｘ系座標北である。原点（ＭＡ

50）における座標北と磁北との偏角は、西に８°10′である。本文および巻末の報告書抄録記載

の経緯度は世界測地系に基づく。

２．各遺構に付している略記号は以下のとおりである。

　　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＫ：土坑　ＳＢ：掘立柱建物跡　ＳＮ：焼土遺構　ＳＥ：井戸跡

　　ＳＤ：溝跡　ＳＫＰ：柱穴様ピット

３．遺構実測図・遺物実測図には、それぞれスケールを付して縮尺を表示した。

４．本報告書第１図は、国土地理院発行１/50,000地形図「米内沢」・「大葛」を複製し、また、第

２図は森吉山ダム工事事務所提供の１/2,500「森吉山ダム貯水池平面図」等をもとに作成した。

５．土層断面図等の土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修　財団法人日本色彩研究

所色票監修『新版標準土色帖』に拠った。

６．焼土範囲・炭化材混入範囲等は、挿図中にスクリーントーンの濃淡をもって表示し、図中に種別

を表記した。
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８　東側調査区 SK245 土坑内出土土器

図版17　１　東側調査区 SK258 土坑内出土土器
２　北側調査区 SK65 土坑内出土土器
３　北側調査区捨て場内（KT59）出土土器
４　北側調査区捨て場内（KS59）出土土器
５　北側調査区捨て場内（KS59）出土土器
６　北側調査区捨て場内（KT61）出土土器
７　北側調査区捨て場内（KS59）出土土器
８　北側調査区捨て場内（KT61）出土土器

図版18　１　北側調査区捨て場内（KT61）出土土器
２　遺構外（ME53）出土土器
３　遺構外（MA41）出土土器
４　西側調査区 SE434 井戸跡内出土木製品（下駄）
５　西側調査区 SE434 井戸跡内出土木製品（下駄）
６　西側調査区 SE434 井戸跡内出土木製品（漆塗皿）
７　西側調査区 SE434 井戸跡内出土木製品
８　西側調査区 SE506 井戸跡内出土木製品（砧）
９　東側、北側調査区 中世火葬墓等出土銭貨

図版19　１　南側調査区 SI219・SI221（P11）竪穴住居跡内出
　　　　　　土石器

２　南側調査区 SI221（P11）竪穴住居跡内出土石器
３　南側調査区 SI221（P11）竪穴住居跡内出土石器

図版20　１　南側調査区 SI221（P11）竪穴住居跡内出土石器
２　南側調査区 SI221（P11）竪穴住居跡内出土石器
３　南側調査区 SI221（P11）・SI227 竪穴住居跡内出
　　土石器

図版21　１　南側調査区 SI219・SI227・SI430 竪穴住居跡内、
　　SK415 土坑内出土石器
２　西側調査区 SD63 溝跡内出土石器
３　西側調査区 SD63 溝跡内出土石器

図版22　１　西側調査区 SD63 溝跡内、SE343 井戸跡内出土石
　　　　　　器

２　西側調査区 井戸跡内・土坑内・掘立柱建物跡内出
　　土石器
３　東側調査区 竪穴住居跡内・土坑内出土石器

図版23　１　東側調査区 土坑内出土石器
２　東側調査区 土坑内出土石器
３　東側調査区 SK213 土坑内出土石器（石皿）
４　東側調査区 SK213 土坑内出土石器
　　（擦切・折断石器素材）

図版24　１　東側調査区 土坑内出土石器
２　東側調査区 土坑内出土石器
３　東側調査区 SK260 土坑内出土石器（石棒）

図版25　１　東側調査区 土坑内・焼土遺構内・柱穴様ピット内
　　　　　　出土石器

２　北側調査区 竪穴住居跡内出土石器
３　北側調査区 土坑内・焼土遺構内柱穴様ピット内出
　　土石器
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　秋田・岩手の県境付近を源流とする米代川の流域では、過去、幾多の洪水による被害を受けてきた。

特に昭和47年７月に起きた大洪水は二ツ井町や能代市の市街地などを浸水させ、県北部に甚大な被害

を及ぼした。この大洪水を契機に「米代川水系工事実施基本計画」が改訂され、洪水調節を目的とす

る米代川上流ダム群の一つとして、阿仁川支流の小又川に阿仁川ダムが建設されることとなった。の

ちに森吉山ダムと改称されたこのダムは、洪水調節の他、既得取水の安定化、河川環境の保全、灌漑

用水の供給、水道用水の供給、水力発電などの多目的ダムとして計画が整備された。

　森吉山ダム建設に伴い、事業主体である建設省東北地方建設局森吉山ダム工事事務所（現国土交通

省東北地方整備局森吉山ダム工事事務所）は、文化財保護法に基づき、秋田県教育委員会に対し貯水

池流域面積248.0㎞
2

の遺跡分布調査を依頼した。この依頼に基づき、秋田県教育委員会は、遺跡分布

調査を1992（平成４）・1993（平成５）年の２年にわたって実施し、その結果、桐内遺跡等の６遺跡

が開発区域に係わることを新たに確認した。この結果に基づき、森吉山ダム工事事務所と秋田県教育

委員会は引き続いて事業区域内の確認調査を実施していくことを申し合わせた。この協議を承けて秋

田県教育委員会では、1994（平成６）年より確認調査を実施し、1998（平成10）年までに60の遺跡を

確認した（第１表）。

　森吉山ダム建設事業に係わる発掘調査は、確認調査を行った遺跡の中から、記録保存の必要なもの

について、工事工程に合わせて発掘調査を実施してきている。これまで1997（平成９）年から2005（平

成17）年の９年間で、深渡遺跡・砕渕遺跡・向様田Ａ～Ｆ遺跡・漆下遺跡・日廻岱Ｂ遺跡・地蔵岱遺

跡等の発掘調査を実施し、そのいくつかについては既に報告書も刊行され、調査を終了している。

　今回報告の森吉家ノ前Ａ遺跡の発掘調査は２か年にわたって行われ、遺跡総面積16,600㎡のうち、

平成14年度（2002年８月５日～10月22日）に5,600㎡を、平成15年度（2003年５月13日～９月19日）

に5,450㎡の調査を実施した。なお、残りの5,550㎡についてはダム建設工事の状況と合わせ、平成19

年度以降に調査することが協議了解されている。

　　第２節　調査要項

遺 跡 名　森吉家ノ前Ａ遺跡（もりよしいえのまえＡいせき）（略号２ＭＹＩＮＭ－Ａ）

所 在 地　秋田県北秋田市森吉字森吉家ノ前145外

調 査 期 間　平成14年度：平成14（2002）年８月５日～10月22日

　　　　　　　平成15年度：平成15（2003）年５月13日～９月19日

調 査 目 的　森吉山ダム建設事業に係る発掘調査

調 査 面 積　11,050㎡（平成14年度：5,600㎡　平成15年度：5,450㎡）

調 査 主 体 者　秋田県教育委員会
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調 査 担 当 者　

［平成14年度］山本　起嗣（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　菅原　一彦（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　石川　和良（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　菅野美香子（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　松尾　睦子（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　　　　　　　藤田　大誠（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　　　　　　　佐々木彩子（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

　　　　　　　福山　大智（秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員）

［平成15年度］山本　起嗣（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　菅原　一彦（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　石川　和良（秋田県埋蔵文化財センター学芸主事）

　　　　　　　松尾　睦子（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

　　　　　　　藤田　大誠（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

　　　　　　　鈴木　健一（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

　　　　　　　山田　　宗（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

総 務 担 当 者

［平成14年度］佐藤　　悟（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　嶋田　敏輝（秋田県埋蔵文化財センター主査）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　成田　　誠（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成15年度］金　　義晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　池端　　徹（秋田県埋蔵文化財センター副主幹）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成16年度］渡辺　　憲（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　池端　　徹（秋田県埋蔵文化財センター副主幹）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター主事）

［平成17年度］渡辺　　憲（秋田県埋蔵文化財センター総務課長）

　　　　　　　池端　　徹（秋田県埋蔵文化財センター副主幹）

　　　　　　　柴田　卓也（秋田県埋蔵文化財センター主任）

　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター主事）　　※職名は調査年当時のもの

調査協力機関　国土交通省東北地方整備局森吉山ダム工事事務所　北秋田市　北秋田市教育委員会
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　　第１節　遺跡の位置と立地

　森吉家ノ前Ａ遺跡は、秋田県北秋田市森吉字森吉家ノ前に所在する。遺跡のある北秋田市森吉地区

は県内陸北部に位置し、森吉山（標高1,454ｍ）の北麓を流れる小又川の右岸にある。遺跡の経緯度

は北緯40°02′49″、東経140°29′32″である。

　遺跡近くを流れる小又川は、三ツ又森（標高1,119ｍ）・柴倉岳（標高1,178ｍ）に源を発し、六郎

沢・粒様沢・ノロ川・連瀬沢などの支流を合わせ、森吉山北麓を蛇行しながら西流し、阿仁前田地内

で阿仁川と合流する。流域には集落・耕作地が分布する狭小な段丘面が認められ、中流域では洪積段

丘を含め最大６段の段丘面が確認される。平坦地は、広いところで南北約500ｍ、狭いところで約20

ｍ、南北両側から山が迫る。山麓の平地縁辺部は、集村形態をとる集落の居住地として利用され、平

坦部の多くは畑地や水田として利用されていた。現在は、森吉山ダム建設のために、桐内集落より上

流に点在していた各集落はすべて移転を完了している。

　この地域に分布する地質は、いわゆる東北地方日本海側グリーンタフ地域に属し、新第三紀中新世

の地層を主としている。先第三紀の古期堆積岩（粘板岩、ホルンフェルス）が小繋森の頂上付近に顔

を出しているが、それ以外の地域では、新第三紀中新世初期～中期の火山岩類、火山砕屑岩類および

堆積岩類を基盤岩としている。また、第四紀層の森吉山及び柴倉岳の火山活動に伴う泥流堆積物・段

丘堆積物・扇状地堆積物・河床堆積物・現河床堆積物が小又川に沿う平坦地を中心に被覆している。

　森吉家ノ前Ａ遺跡のある段丘面の標高は148～151ｍ前後で、北側の旧神社跡地で最も高く、南西の

方向に緩やかに傾斜し、小又川へは比高差11～12ｍの段丘崖となって続く。段丘上一帯は昭和40年代

にほ場整備され、以来水田として利用されていた場所である。

　　第２節　歴史的環境

　小又川流域の旧石器時代の遺跡としては、二重鳥Ａ遺跡、ネネム沢Ａ遺跡がある。特に平成15年に

発掘調査の行われた二重鳥Ａ遺跡では、ナイフ形石器や掻器を含む330点あまりの石器群が出土し、

阿仁川流域での最初の調査例となった。

　縄文時代の遺跡では、爪形文・貝殻沈線文・条痕文の遺物が出土した早期の桂の沢遺跡が阿仁川と

小又川との合流点近くに位置する。同じく貝殻腹縁文・条痕文の土器は、ダム堤体より上流の小又川

流域の姫ヶ岱Ｃ遺跡、地蔵岱遺跡でも出土している。さらに姫ヶ岱Ｄ遺跡では早期後半の赤御堂式土

器の破片が出土している。前期の遺跡としてはダム貯水池より上流に地蔵岱遺跡、深渡遺跡がある。

いずれも円筒下層ｂ式を中心とした土器が出土し、両遺跡とも竪穴住居跡の検出があって小規模な集

落が営まれていたことが確認されている。中期から晩期にかけては、姫ヶ岱Ｃ遺跡、姫ヶ岱Ｄ遺跡、

砕渕遺跡、日廻岱Ａ遺跡、日廻岱Ｂ遺跡、天津場Ｃ遺跡、上悪戸Ｄ遺跡、深渡遺跡、森吉家ノ前Ｂ遺

跡、向様田遺跡群、漆下遺跡などがある。総じて縄文時代後半の遺跡は、小又川流域に広く分布する

じゃきぶち

つぶさまさわ れんせざわ
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傾向を見てとれるが、なかでは、貯水池のほぼ半ばにある漆下遺跡や向様田遺跡群が拠点的な遺跡と

しての位置を占め、他は小規模な遺跡群である。

　古代の遺跡では本遺跡の対岸にある地蔵岱遺跡で、製鉄関連遺構を伴った環濠集落が確認されてお

り、その他天津場Ａ遺跡・ネネム沢Ａ遺跡でも少数ながら遺構・遺物が確認されている。中世以降の

遺跡では、阿仁川流域の旧森吉町内で10か所の館跡が確認されているものの、小又川流域のダム事業

地内ではいわゆる中世城館として登録されている遺跡はない。しかし前述の地蔵岱遺跡では古代以降

中世後期まで断続的に遺跡の利用がなされており、方形区画の濠や椀粗形等の木製品を出土した水場

遺構を伴って多くの建物跡群が確認されている。このほか、森吉家ノ前Ｂ遺跡で馬具の一部と思われ

る金具と、室町時代に属すると思われる珠洲系陶器がダム関連の調査で出土している。

　《参考文献》

秋田県農政部農地整備課　『大野台開発計画区域土地分類基本調査米内沢』1978（昭和53）年

川村公一　『子孫に残す歴史の記録森吉路過去から未来へ』　モリトピア選書２建設省東北地方建設局森吉山ダム工事事務所  

1993（平成５）年

秋田県教育委員会　『秋田県遺跡地図（県北版）』　1991（平成３）年

秋田県　『秋田県史考古編』　1977（昭和52）年

奈良修介・豊島昂　『秋田県の考古学』　郷土考古学叢書３　吉川弘文館　1966（昭和41）年

森吉町　「民俗資料ならびに考古学資料調査の協力依頼について」　『広報もりよし』　第127号　1968（昭和43）年

森吉町教育委員会　『諏訪岱遺跡～堤沢川流路溝工事に係る発掘調査報告～』　1992（平成４）年

森吉町教育委員会　『平成７年度埋蔵文化財発掘調査報告書～森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査～』

1996（平成８）年

森吉町教育委員会　『平成８年度埋蔵文化財発掘調査報告書～森吉山ダム建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査～』

1997（平成９）年

森吉町教育委員会　『上悪戸Ｄ遺跡発掘調査報告書～比内・森吉線地方道改良工事に係る発掘調査～』　1997（平成９）年

秋田県教育委員会　『秋田県の中世城館』　秋田県文化財調査報告書第86集　1981（昭和56）年

秋田県教育委員会　『桂の沢遺跡発掘調査報告書－小滝阿仁前田停車場線地方道改良事業に係る埋蔵文化財発掘報告－』

秋田県文化財調査報告書第247集　1994（平成６）年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第270集　1997（平成９）年
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�番号� 遺跡名� 　　　　　　　遺　　跡　　所　　在　　地　� 　　 時　　期

� 1� 桐内Ｃ� 北秋田市森吉字桐内家ノ上ミ岱11外� 縄文前～後期

� 2� 桐内Ｄ� 北秋田市森吉字桐内家ノ上川反19外� 縄文後期

� 3� 桐内沢� 北秋田市森吉字桐内沢関下タ103� 縄文前～後期

� 4� 日廻岱Ａ� 北秋田市森吉字日廻岱65,63-1外� 縄文前～晩期

� 5� 日廻岱Ｂ� 北秋田市森吉字日廻岱86,88,89,90,91� 縄文前・後期

� 6� 漆下� 北秋田市森吉字漆下2-1,4,5,6,7,8,14-2,37外� 縄文前～後期

� 7� 上ハ岱Ａ� 北秋田市森吉字上ハ岱102,104,105,106外� 縄文中～晩期・弥生

� 8� 上ハ岱Ｂ� 北秋田市森吉字上ハ岱70,71,72� 縄文前～晩期

� 9� 二重鳥Ａ� 北秋田市森吉字二重鳥31-1,32-2,47-1,106-1,134,135� 縄文晩期

� 10� 二重鳥Ｂ� 北秋田市森吉字二重鳥11,99,100外� 縄文中～後期

� 11� 二重鳥Ｃ� 北秋田市森吉字二重鳥93,94,95,96,97,110� 縄文前～晩期

� 12� 二重鳥Ｄ� 北秋田市森吉字二重鳥39� 縄文中～晩期

� 13� 二重鳥Ｅ� 北秋田市森吉字二重鳥65,66-1,69,70-2,70-3� 縄文前・晩期・弥生

� 14� 二重鳥Ｆ� 北秋田市森吉字二重鳥124-1� 縄文中～後期・弥生

� 15� 二重鳥Ｇ� 北秋田市森吉字二重鳥80,81-1,84-1� 縄文早・中～晩期・弥生・近世

� 16� 二重鳥Ｈ� 北秋田市森吉字二重鳥6,14,15� 縄文後期

� 17� 水上� 北秋田市森吉字水上42-1,43-1,44,113-6外� 縄文中・晩期・弥生

� 18� 天津場Ａ� 北秋田市森吉字天津場15-3� 縄文後期・古代

� 19� 天津場Ｂ� 北秋田市森吉字天津場16-1� 縄文後期

� 20� 天津場Ｃ� 北秋田市森吉字天津場87-1,87-3,88-2� 縄文中・後期

� 21� ネネム沢Ａ� 北秋田市森吉字ネネム沢26,27,28,29,30,31,32,33,34,35�旧石器･縄文後期･古代

� 22� ネネム沢Ｂ� 北秋田市森吉字ネネム沢17,19,22� 縄文後期

� 23� ネネム沢Ｃ� 北秋田市森吉字ネネム沢6-1� 縄文晩期

� 24�森吉家ノ前Ａ�北秋田市森吉字森吉家ノ前50,145,174,175,176,177,178�縄文前～後期･古代・中世

� 25� 森吉家ノ前Ｂ�北秋田市森吉字森吉家ノ前138,139,140,141,142� 縄文中～晩期･室町時代

� 26� 森吉家ノ前Ｃ�北秋田市森吉字森吉家ノ前101-1,103,114,115,116� 中世

� 27� 森吉Ａ� 北秋田市森吉字森吉95� 縄文後期・古代

� 28� 森吉Ｂ� 北秋田市森吉字森吉69� 縄文後期

� 29� 上悪戸Ａ� 北秋田市根森田字上悪戸4-1,9,10-1,11-1･2,12-1～4,13,14-1,16-1･2外� 縄文中～晩期

� 30� 上悪戸Ｂ� 北秋田市根森田字上悪戸8-12� 弥生後期

� 番号� 遺跡名� 　　　　　　　遺　　跡　　所　　在　　地　� 　　 時　　期

� 31� 上悪戸Ｃ� 北秋田市根森田字上悪戸7,8-9� 縄文後～晩期

� 32� 上悪戸Ｄ� 北秋田市根森田字上悪戸34-7,34-29～41,34-60･61･67･54外� 縄文後・晩期

� 33� 桐内Ａ� 北秋田市森吉字桐内前田5-1,6-1･3外� 縄文早・中～晩・弥生

� 34� 桐内Ｂ� 北秋田市森吉字家ノ下16、字桐内33-1,34～37外� 縄文晩期

� 35� 姫ヶ岱Ａ� 北秋田市根森田字姫ヶ岱8,9-1,10-1� 縄文前～晩期

� 36� 姫ヶ岱Ｂ� 北秋田市根森田字姫ヶ岱14-10～12� 縄文中～後期

� 37� 姫ヶ岱Ｃ� 北秋田市根森田字姫ヶ岱12-2～11,15外� 縄文早～晩期

� 38� 姫ヶ岱Ｄ� 北秋田市根森田字姫ヶ岱12-31外� 縄文早・中・晩期

� 39� 橋場岱Ａ� 北秋田市森吉字橋場岱48,49,50-1外� 縄文中期

� 40� 橋場岱Ｂ� 北秋田市森吉字橋場岱69,78外� 縄文後・晩期

� 41� 橋場岱Ｃ� 北秋田市森吉字橋場岱42,62外� 縄文後・晩期

� 42� 橋場岱Ｄ� 北秋田市森吉字橋場岱110-1� 縄文時代

� 43� 橋場岱Ｅ� 北秋田市森吉字橋場岱109� 縄文時代

� 44� 橋場岱Ｆ� 北秋田市森吉字橋場岱101,103,104� 縄文晩期

� 45� 橋場岱Ｇ� 北秋田市森吉字橋場岱6-1,39,40,46� 縄文後期

� 46� 向様田Ａ� 北秋田市森吉字向様田家ノ下モ8,9-1･2,11,16,81-1,82,83,84� 縄文晩期

� 47� 向様田Ｂ� 北秋田市森吉字向様田67-1･2,70,71-1,72,74,75外� 縄文後・晩期

� 48� 向様田Ｃ� 北秋田市森吉字向様田76,77,78,79� 縄文後・晩期

� 49� 向様田Ｄ� 北秋田市森吉字向様田家ノ下モ14-1,17,18,19-1,20� 縄文晩期

� 50� 向様田Ｅ� 北秋田市森吉字向様田家ノ下モ36,37,39,63,64� 縄文前・晩期・古代

� 51� 向様田Ｆ� 北秋田市森吉字向様田58,59外� 縄文後・晩期

� 52� 深渡� 北秋田市森吉字深渡104-1外� 縄文前～晩期

� 53� 深渡Ａ� 北秋田市森吉字深渡29外� 縄文後・晩期

� 54� 鷲ノ瀬� 北秋田市森吉字鷲ノ瀬80外� 縄文後期

� 55� 地蔵岱� 北秋田市森吉字地蔵岱74外� 縄文前～後期･古代

� 56� 地蔵岱Ａ� 北秋田市森吉字地蔵岱124外� 縄文中・後期

� 57� 惣瀬� 北秋田市森吉字惣瀬86外� 縄文後期・古代

� 58� 栩岱� 北秋田市森吉字栩岱74外� 縄文後・晩期

� 59� 砕渕� 北秋田市森吉字砕渕124外� 縄文中・後期

� 60� 丹瀬口� 北秋田市森吉字丹瀬口2-1外� 縄文後期

第１図　遺跡位置及び周辺遺跡分布図

第１表　周辺遺跡一覧

森吉家ノ前Ａ遺跡
東経140°

北緯40°
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第３章　調査の概要

　　第１節　遺跡の概観

　前述したように森吉家ノ前Ａ遺跡の発掘調査は、平成14年と15年の２か年にわたって行われた。調

査区は概ね北東側から南西側に向かって傾斜した地形である。平成14年度にはこのうち北東側の旧神

社跡地を含む高い部分を調査し、平成15年度には南西側の低い部分の調査を行った。なお、小又川に

沿った段丘崖に近い幅20～30ｍの範囲（約5,500㎡）は工事用の材料運搬路が既に建設されており、今

回の調査区からは除外されている。

　調査区は昭和40年代の圃場整備で造成された、25×80ｍほどの北東－南西に長い区画の水田で覆わ

れている。旧神社跡地や平成15年度調査区の小又川沿いの比較的標高の高い部分では、この圃場整備

による削平が地山面まで及び遺構はほとんど確認できなかった。しかし、調査区の南側部分、西側の

低い部分、盛土によって水田造成された東側部分、旧神社跡地を含む北側調査区内にあって、沢状の

地形部分には縄文時代前期から中世にかけての遺構が残されていた。

　　第２節　調査の方法

　１　発掘調査

　調査はグリッド法で行った。対象範囲全域に方眼杭を打設するため、森吉山ダム工事事務所が打設

した２級基準点№5（Ｘ座標5,231.70　Ｙ座標－29,238.00）及び３級基準点№10（Ｘ座標5,187.845　Ｙ

座標－29,482.767）を原点とし、これを基に遺跡内に基準杭（ＭＡ50：Ｘ座標5,285.000　Ｙ座標－29,107.000）

を設置した。基準杭を通る国家座標第Ｘ系の南北方向に南北基線、これに直交するラインを東西基線

とし、両基線を延長して当該区内に４ｍ×４ｍメッシュのグリッドを組み、その交点に方眼杭を打設

した。方眼の原点を通る南北線をＭＡ、同じく東西線を50とし、南北線はアルファベットの符号を西

に向かって昇順となるよう、東西線は数字の符号を北に向かって昇順となるよう、それぞれ付した。

なお、南北線に付した２文字のアルファベットはＡ～Ｔまでの20文字の繰り返しとなっている。この

方眼によって画する４ｍ四方の区画は、その南東隅を通る南北線の符号と東西線の符号とを組み合わ

せて、ＭＡ50区のように呼ぶこととした。

　遺構は、01からの通し番号を付して遺構種別を表す記号と組み合わせて呼称した。また、最終的に

遺構ではないと判断されたものについては欠番とした。遺構の掘削は原則として半截または十字に土

層断面用のベルトを残し、２分割法または４分割法による精査を行った。遺物は、グリッド単位で取

り上げ、出土した層位、グリッド名または遺構名、年月日を記入した耐久性荷札を添付した。なお、

遺構内およびその周辺出土の遺物については、トータル・ステーションで出土位置の計測を行った。

　平面図及び断面図は、原則として１／20の縮尺で作成し、細部状況を表すために適宜１／10の拡大

図も作成した。実測図の作成はグリッド杭を基準として簡易遣り方測量によったが、調査範囲やコン

ター図はトータル・ステーションによる測量を行い、パソコン上での処理を経た上で図面とした。発
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０ 50ｍ（Ｓ=１／1300）

第２図　グリッド設定図
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掘調査時の写真撮影は、遺構の検出状況・断ち割り状況・完掘状況の順で撮影し、適宜、遺物の出土

状況、遺構細部の拡大撮影などを加えた。また、広範囲の撮影、俯瞰状況での撮影にはローリング・

タワーを使用した。さらに、調査完了時の全景撮影として、ラジコン・ヘリコプターを使用しての航

空写真撮影も行った。写真撮影は基本的に35㎜カメラを用い、モノクロ、カラーリバーサル（スラ

イド用）、カラーネガフィルムによって記録した。

　２　室内整理

　各遺構は、現場で作成した図、およびトータル・ステーションで測量しパソコンによって出力した

図を第１原図とした。これを基に平面図と断面図の整合をはかった図を第２原図としてスキャニング

し、Adobe社「Ｐhotoshop5.5」・Adobe社「Illustrator8.0」を使用し、トレースおよびレイアウ

トまでの作業を行った。遺物は、洗浄・注記後、報告書に記載する遺物の選別を行い、その後基本的

に１／１で実測図を作成し、報告書に記載するに際しては適宜縮尺を変え、遺構図と同じソフト・ウ

ェアを用いてトレースおよびレイアウトを行った。なお、土器片の図化は拓本をとった上で遺構同様

の処理を経てレイアウトした。遺構図・遺物図ともにレイアウトされたファイルが版下とされている。

遺物写真はデジタル・カメラ（Nikon Ｄ2）を用いて撮影したデータを、遺構写真はスキャニングし

たデータを「Ｐhotoshop5.5」で編集して版下とした。

　　第３節　調査の経過

　平成14年、15年の調査の経過を、１週間毎の記録として第２表に示す。

　平成14年、15年ともに人力による掘削（粗掘り）以前に重機を用いた表土除去作業を行った。平成

14年度には８月第２週から人力の掘削を開始し、後１か月程度で遺構精査着手ができる段階となり、

９月初旬から遺構精査を開始した。９月第２週には北側調査区の捨て場を確認し、精査を進めた。ほ

ぼ同じ頃に西側調査区のＳＤ63溝跡を確認し、調査に着手した。10月には作業員等が増員され、10月

第２週には予定された範囲の掘削を終えた。第３週には北側調査区の捨て場の調査を終え、第４週に

はこの年度の調査を終了した。

　平成15年度の調査は５月第３週から開始した。第４週には調査区の南端で進めていた人力による掘

削が進み、竪穴住居跡が確認され精査に着手した。第５週には調査区南西部で旧河道が確認され、６

月第２週には西側調査区にあたる、この旧河道中から掘立柱建物跡が確認され始める。また、５月第

４週から始めていた東側調査区の土坑群の精査を進めた結果、６月第２週には西側調査区に近い部分

で焼骨の出土する火葬墓群を検出し、その精査に着手した。第３週には西側調査区の建物跡群の検出

が著しく増え、翌第４週には東側調査区の土坑群、西側調査区の建物跡群の精査を進めるために人員

の増員を図っている。８月第１週には東側調査区の土坑群の精査を終え、調査の主力を西側調査区の

建物跡群、７月初旬から確認され始めた井戸跡の調査に移した。８月第４週にはほぼ予定された範囲

の遺構精査を終えたが、西側調査区の建物跡群がさらに調査区域外に延びるため、その範囲を確定す

るトレンチによる調査を９月第２週まで行って、第３週にはこの年度の調査を終了した。なお、この

間、７月６日に現地見学会を開催した。
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�

� ７月３週� バックホウ、キャリアダンプによる表土除去を行う�

� ５週� � グリッド杭打設開始。

� ８月２週� 日廻岱Ｂ・漆下遺跡から発掘機材等の移動。５日調査開始、ヤード内、

� � 遺跡内の条件整備を行いながら、調査区北東側の粗掘を開始する。�

� ４週� ヤード内、調査区内の条件整備を引き続き行う。北東部神社跡地西側�

� � の粗掘を開始、北東部沢状の落ち込み部分にトレンチを設定するが遺�

� � 物包含層は認められず。�

� ５週� 北東部沢状の落ち込み部分に設定したトレンチとＬＪ74～ＬＦ70グリ�

� � ッドまでの壁を断面実測し、土層図を作成。南端から南東部では、Ｌ�

� � Ｏ43～ＭＦ52グリッドに基本土層ベルトを設定して断面実測図を作成。

� � 並行して付近の粗掘を行う。調査区南端に土坑群を検出。�

� ９月１週� 調査区南端で検出した土坑群の精査に本格的に着手する。� ５)杉渕北調査課長来跡。

� ２週� ＬＫ48グリッドから北西方向に延びる溝跡(幅約２ｍ、深さ約1.5ｍ)�

� � を検出。北東部神社跡地東側では、ＬＥ55～ＫＱ62グリッドにかけて�

� � ２ｍトレンチを設定したところ、遺物包含層が認められたため、厚く

� � 堆積する現表土を重機で除去することとした。�

� ３週� 南端から南西部にかけての精査を継続。調査区南西側の粗掘を行った

� � ところ、沢状に落ち込む箇所に遺物包含層を認めた。北東部神社跡地

� � 東側では遺物の広がりが確認され、小規模な捨て場と認定。精査を進

� � めることとした。�

� ４週� 溝跡・捨て場の精査に着手する。調査区中央部の粗掘を行うが、段丘�24)日廻岱Ｂ遺跡石川学芸主事・菅野文化財主事・作業員40名が合流。25)産業医

� � 礫層にぶつかり難航する。� (鷹巣町田村クリニック)による健康指導。26)杉渕北調査課長・児玉副主幹来跡。

� 10月１週� 溝跡から中世瀬戸美濃系小皿出土。捨て場の遺物取り上げ開始。南西�

� � 側で古代～中世の建物跡を検出するが、一部残土下に入り込んでいる�

� � ため、南西部全域を来年度に調査することとした。作業員の増加に伴

� � い、日廻岱Ｂ遺跡出土の遺物の洗浄を開始する。�

� ２週� 今年度調査区の粗掘を完了。捨て場では一部調査範囲を拡張し精査を�

� � 進める。調査区中央部で竪穴住居跡と思われる遺構を検出、精査を進�11)大野副所長・杉渕北調査課長、調査指導のため来跡。嵯峨・村山研修員来跡。

� � める。越冬小屋の設営を開始。�

� ３週� 捨て場の精査を完了する。来年度調査区の一部で粗掘を行い、南端部�16)杉渕北調査課長来跡。17)社会保険労務士宮川氏、保険等継続についての説明会

� � で検出した土坑墓群と一連のものと考えられる土坑群を検出。� のため来跡。

� ４週� 南西部で検出した遺構を除き、全域で精査を完了。越冬小屋に機材の�

� � 搬入。調査終了。�

� 平成15年�  

� ４月４週� バックホウ、キャリアダンプによる排土移動及び表土除去を行う。�

� ５月１週� � １)グリッド杭打設開始。

� ３週� 13日調査開始、ヤード内、遺跡内の条件整備を行う。� 14)杉渕北調査課長来跡。

� ４週� 昨年度調査区と一連の墓域を形成する土坑墓の精査を開始する。南側�

� � では粗掘を進め、竪穴住居跡を４軒検出し精査に着手した。�

� ５週� 南西部で旧河道を検出、遺物包含層が認められたため河道に直交する

� � トレンチを設定し、掘り下げを行う。�

� ６月１週� 土坑墓の精査を継続するが、遺物の出土が多く精査が難航する。� ４)文化財保護室藤澤・磯村学芸主事来跡。５)排土移動。

� ２週� 南西部で掘立柱建物跡を検出、旧河道上に位置するため検出が難航。　

� � 墓域周辺で焼骨片の混入する遺構を検出し精査に着手する。�

� ３週� 調査区西部の粗掘を進めた結果、中世の遺構を多数検出した。柱穴様�

� � ピットの検出が著しくなる。�

� ４週� この週より森吉家ノ前Ｃ遺跡の調査員及び作業員の応援を仰ぐ。� 25)森吉山ダム工事事務所笹木専門職・大曲工業高校土木科50名見学のため来跡。

� � � 26・27)排土移動。

� ７月１週� ＭＯ40グリッドで井戸跡を検出、廃絶されたものと判明。依然、西部�

� � での中世の遺構の検出が増加。遺跡見学会に向けた準備、リハーサル�

� � を行う。�

� ２週� 見学会で提示した遺構の精査に着手する。� ６)遺跡見学会を実施、約120名来跡。

� � � 10)文化財保護室武藤学芸主事・冨樫元秋田県立博物館長来跡。

� ３週� 北西部で柱穴様ピットの検出が増加したため、当該区域の調査範囲を�15)森吉山ダム開放セミナー見学者50名・森吉山ダム工事事務所山谷調査設計課長

� � 西側に拡張する。� ・笹木専門職来跡。17)山本学芸主事深渡遺跡現地協議へ出席、森吉家ノ前Ａ遺跡

� � � の調査を９月まで延長する件について協議。

� ４週� 南端部で調査範囲の拡張を行う。�

� ８月１週� 土坑墓群の精査を終了、全員を遺跡西側の精査に投入する。�

� ２週� SI221より剥片貯蔵穴を検出、出土状況を1/2図と写真に記録し、取り� ４・６)森吉山ダム工事事務所笹木専門職来跡。７)森吉山ダム探検隊見学者160名

� � 上げを開始する。� 来跡。

� ３週� 北西部での柱穴様ピットの精査をほぼ終了する。� 18)森吉山ダム工事事務所笹木専門職来跡。20)山本学芸主事、図解表現技術研修

� � � のため出張(22日まで)。

� ４週� 竪穴住居跡の精査を終了。� 27)大野所長来跡。

� ９月１週� 空中写真撮影にむけ、遺跡内の清掃を行う。� ４)森吉山ダム工事事務所笹木専門職・文化財保護室藤澤学芸主事・杉渕北調査課

� � � 長・榮学芸主事、現地協議のため来跡、遺跡拡大範囲について協議する。５)金足

� � � 農業高校環境土木科32名見学のため来跡。

� ２週� 遺跡西側へトレンチを設定し、遺跡拡大範囲を確認、さらに５ｍ程西�10)森吉山ダム工事事務所笹木専門職・文化財保護室磯村学芸主事・杉渕北調査課

� � 側へ拡大することを確認し、トレンチを埋め戻した。� 長・榮学芸主事、現地協議のため来跡、遺跡拡大範囲について協議する。11)八戸

� � � 工業大学教授高島成侑氏調査指導のため来跡。五十嵐学芸主事来跡。13)シン技術

� � � コンサルによる空中写真撮影業務委託。

� ３週� 現場、ヤード内機材撤去。西側遺跡拡大範囲については、次期調査に�

� � 備え養生を施し調査を終了した。�

�平成14年� 作業状況� 特記事項

22)芳賀所長・杉渕北調査課長・児玉副主幹・森吉山ダム工事事務所笹木専門職現

場視察のため来跡。

26)杉渕北調査課長・児玉副主幹来跡。

11)土佐組による表土除去及び排土移動。

９/30)漆下遺跡より藤田・佐々木非常勤職員、作業員40名が合流、110名体制とな

ったため調査工程を組み直す。

22)大野副所長・杉渕北調査課長、調査終了挨拶のため来跡。現場撤収。

22)大野所長来跡。

16)作業員健康診断。19)杉渕北調査課長来跡。

１)秋田テレビ記者２名、取材のため来跡。３)大野所長・金総務課長来跡。秋北新

聞記者１名、取材のため来跡。

16)杉渕北調査課長来跡。18)鷹巣阿仁地区高等学校初任者研修６名来跡。

第2表　発掘調査経過
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　　第１節　基本層序

　遺跡の基本層位図は第３図に示す調査区内の５か所で作成した［第４図～第６図］。

　１か所は平成14年度と15年度の調査区境界にあたる位置（Ａ－Ｄ）である。東側調査区と西側調査

区にかけて調査区全体を南東－北西に横断する部分であるが、東側調査区から西側調査区に移る付近

では、地山面が２ｍ近く落ち込んでいる。旧河道によって抉られた低地である。ここを境に東側調査

区では水田を造成する際に地山面を大きく削り、逆に西側調査区では厚く盛土して水田床土としてい

る。第４図に示した土層図のうち、Ⅳ層がそれにあたり、東側調査区では地山を削平した際に露出し

た大きな河床礫も所々に認められる。

　北側調査区と西側調査区にかけての間でも２か所で土層を観察した（Ｅ－Ｆ、Ｇ－Ｈ）。北側調査

区から西側調査区にかけては、ごく僅かに鞍状に地形の落ち込む部分が認められ、その部分を境とし

て北側から西側への傾斜が幾分急になる。Ｅ－Ｆ、Ｇ－Ｈの断面とも、この部分で1.5～２ｍほどの

幅で水路状落ち込みが確認された。調査区北東端（Ｉ－Ｋ）では北西側から南東側にごく僅かに傾斜

する地山面が認められる。比較的高い北西側では拳大の礫が地山上に露出し、水田造成時に一定程度

削平された可能性も考えられる。旧神社跡地東側は縄文時代前期の捨て場が形成されていた箇所であ

る。調査区の縁に沿って入れたトレンチ（Ｌ－Ｎ）では６層に分層されたが、うち最下層の６層で前

期の遺物が多量に出土した。

　　第２節　検出遺構と出土遺物

　平成14年度、15年度調査区全体の現水田面地形が北東側から南西側に向かう傾斜面にあることは前

述したとおりであるが、調査の結果、造成された水田面の下にやや複雑な自然地形が隠れていること

が明らかになった［第７図］。調査区全体は北東－南西に細長い区割りであるが、平成15年度調査区

にあたる南西側調査区の西側には、旧河道によって抉り取られた標高147.4～149.6ｍの弧状の低地が

ある。中世の建物跡群、井戸跡などを中心とした遺構がこの区域に存在する。この区域を西側調査区

と呼称する。弧状低地の東側は１～1.6ｍ高い、旧河道の自然堤防状の地形である。本来、全体に北

東側から南西側に向かう緩やかな斜面であったと推定されるが、水田造成の際の削平によって２段に

分けられる。南西側の標高148.6～149ｍのやや低い部分では南西端を中心にした部分で縄文時代の竪

穴住居跡群を中心とした遺構の分布が認められた。この区域を南側調査区と呼称する。北東側の標高

149.8～150.6ｍの部分には縄文時代の土坑を中心とした遺構群が広がり、西側調査区に面した部分で

は中世の柱穴群や焼骨の出土したピット等が分布する。この区域を東側調査区と呼称する。なお、東

側調査区の北東端には、西側調査区の北東端にかけて中世に開削された溝跡（ＳＤ63）がある。東側

および西側調査区のさらに北東側には、平成14年度調査区に対応し旧神社跡地を中心とした標高150

～151.6ｍの、調査区内にあって最も高い部分がある。この区域は水田造成によって大きく削り取られ、



－ －11

第２節　検出遺構と出土遺物

第３図　基本土層位置図
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旧神社跡地南西側を北西－南東に通っていた道路を示すラインのほかは地山面の等高線も旧地形を復

元できないほどに入り組んだものとなっている。この区域を北側調査区と呼称する。西側調査区に近

い部分の区域内南西側には、縄文時代の竪穴住居跡や多量の礫群が埋め置かれた大形土坑が集まる箇

所があり、また、旧神社跡地西側の沢状地形部分では縄文時代前期中心の捨て場が残されていた。

　以上、14年度、15年度の調査区内には自然地形とその後の地形改変によって区分される４つの区域

がある。調査区全体で検出された遺構は、竪穴住居跡11軒、土坑186基、焼土遺構14基、柱穴様ピッ

ト16基、竪穴状遺構６基、掘立柱建物跡56棟、井戸跡８基、溝跡２条、配石遺構１基、そして縄文

時代前期の捨て場１か所であるが、以下ではこの４つの区域毎に検出された遺構について述べる。

　１　南側調査区

　南側調査区には竪穴住居跡７軒、掘立柱建物跡４棟、土坑14基、配石遺構１基がある。竪穴住居跡

のうち帰属時期を確定できない１棟（ＳＩ218）を除いては、全て縄文時代中期後葉の住居跡あるい

は当該時期の可能性が高い住居跡である。７軒のうち５軒は調査区南東隅の標高148.6～148.7ｍの平

坦面に径18ｍ前後の弧を描いて配置し、他の２棟は西側調査区の旧河道に面した自然堤防状地形の肩

の部分に位置する。掘立柱建物跡は４棟のうち２棟が重複する。位置は同じく自然堤防状地形の肩の

部分であるが、西側調査区の建物跡群と近く、配置する方向もそろうため、中世に帰属する遺構とし

て良いであろう。土坑のうち遺物の出土した２基は中期後葉に帰属する。また、土坑のうち大形の２

基は、西側あるいは北側調査区での同種の遺構から中世に帰属する可能性がある。

ＳＩ218竪穴住居跡［第17図、図版2-1・2］

　ＭＯ29グリッドに位置する。地山面精査中、方形の石組み及び焼土を検出した。水田造成の際にそ

の大部分を失っているため、平面形は不明である。床面は全体に根による撹乱を受けるが、炉の周辺

では堅くしまる。柱穴は14基確認した。柱穴の規模は径26～40㎝の円ないし楕円形を呈し、深さは床

面より20～50㎝であり、ほぼ垂直に立ち上がる。主柱穴は炉を中心において４か所に配置し比較的深

さのあるＰ１・Ｐ８・Ｐ９・Ｐ13であるが、位置的な関係からＰ２・Ｐ７・Ｐ14は住居建て替えに伴

うＰ１・Ｐ８・Ｐ13それぞれの作り替えと判断される。炉は石囲炉と地床炉が組み合い、このうち、

最大長68㎝の方形に組んだ石囲部は、床面を掘りくぼめた後、30～45㎝ほどの扁平な礫を「コ」の字

に立てて組み、残りの一辺には30㎝ほどの円礫２点を斜めに置いて作っている。礫は内側が激しく被

熱し、礫を据えた面に径30×35㎝の焼土面がある。地床炉は石囲炉から10㎝ほど間を置いて北西に位

置し、残存する最大径は65㎝ほどである。焼土面は極めて堅くしまり赤変が著しく、焼土の広がりの

外側近くでは炭化物が僅かな量ながら含まれる。遺物は石囲炉内より縄文土器小片２点が出土した。

本住居跡は縄文時代中期末葉に営まれた住居群（ＳＩ219・221・227等）と弧状の配列をなすものの、

炉の形態が明らかに異なること、また、出土土器が小片であることから詳細な時期は不明である。

ＳＩ219竪穴住居跡［第18図、図版2-3・4・5］

　ＭＱ27・28、ＭＲ28グリッドに位置する。地山面上で検出された不規則に並ぶ礫のまとまりが、精

査によって埋設土器を伴う複式炉であることが確認され、竪穴住居跡と認められた。中期後葉の竪穴

住居跡である。水田造成の際に、炉本体も原形をとどめないほど大幅に壊され、平面形は不明である。

しかし炉の位置、柱穴配置などから復元すれば、直径４ｍ前後の円形プランを呈したものと考えられ
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る。柱穴は15基確認した。柱穴の規模は径20～42㎝の円ないし楕円形を呈し、深さは床面より10～26

㎝であり、ほぼ垂直に立ち上がる。主柱穴は炉との位置関係から複式炉を挟むＰ11・Ｐ13および、こ

の２つに対応して北に２ｍほどの位置にあるＰ６・Ｐ９と判断する。なお、複式炉の石組部から南側

を挟む位置にＰ２・Ｐ13があるが、この位置の柱も複式炉位置で上屋を支えた可能性がある。炉は２

基ある。住居跡南側に位置する１基は長軸63㎝ほどで長軸方向Ｎ－22.5°－Ｅの複式炉である。埋設

土器（29-1）は石組部に上部を傾け、斜位に置かれる。石組部は原形をとどめないが、30～50㎝ほど

の扁平な円形礫で、土器埋設部との境界が開いた「コ」の字状に組まれていたものと思われる。石組

部の南側はテラス状に１段高く、約30㎝の扁平礫が１点残る。長軸方向に左右対称の配置をもった前

庭部を構成する礫である。炉内覆土は石組部５層、土器埋設部３層に分層した。土器埋設部覆土には

焼土が認められないが、石組部底面近くの４層は焼土面、および焼土ブロックである。石組部の南東

隅にあるＰ12は本竪穴住居構築以前のピットで、覆土中に10～20㎝ほどの礫が５点埋められていた。

他の１基は住居跡北側にあり径90×60㎝の範囲に床面が焼土化した地床炉である。遺物は炉体土器の

ほか、摩滅した縄文土器小片44点、剥片１点、Ｐ４より凹石１点（31-16）、北側の地床炉からも凹

石１点（37-79）が出土している。

ＳＩ221竪穴住居跡［第19・20図、図版2-6～8・3-1～3］

　ＭＰ28・29グリッドに位置する。地山面精査中、数点の礫を伴う長軸４ｍほどの暗褐色土プランと

して検出した。中期後葉の竪穴住居跡である。水田造成の際に大幅な削平を受けるが、僅かに壁面が

残っている。平面形は長軸3.85ｍ、短軸3.1ｍの楕円形で、壁高約15㎝である。川砂層を掘り込んで作

られた床面は概ね平坦である。覆土は５層に分層した。４・５層は壁もしくは周堤等の崩落、他は住

居外からの流入土である。柱穴は10基確認した。柱穴の規模は径26～38㎝の円ないし楕円形を呈し、

深さは床面より18～40㎝であり、ほぼ垂直に立ち上がる。ほとんどの柱穴の覆土は地山土と区別がつ

きにくい。主柱穴は炉の中軸線延長を挟んで対に位置するＰ４・Ｐ５・Ｐ７およびＰ９・Ｐ８・Ｐ２

であるが、Ｐ３・Ｐ10・Ｐ12・Ｐ１については住居建て替えに伴う作り替えと判断される。炉は長軸

1.1ｍで、長軸方向Ｎ－53°－Ｗの複式炉である。埋設土器を欠く複式炉であり、石組部と前庭部か

らなる。石組部は10～30㎝ほどの大小の礫９点を台形状に組み、両側縁延長上前庭部に30㎝ほどの扁

平礫２点を置く。礫は炉内側に面した部分が強く被熱し、石組部内には径25×30㎝の塊状に焼土化し

た部分が、前庭部にも被熱し硬化した面が広がる。なお、炉の南西側に住居跡より旧いＳＫ3006があ

る。遺物は底部が穿孔された小形鉢形土器（29-2）を含む縄文土器片73点、スクレイパー１点（31-17）、

剥片類７点が住居内覆土から出土している。また、住居北側のＰ11より未使用、未加工の剥片51点が

出土した（31～36-18～68）。うちの50点は径12～16㎝の球状の密着状態で出土し、互いの剥片は複

雑に重なり合い、本来、布製の袋に貯蔵されたものと思われる。図示した51点の石器はいずれも珪質

頁岩であるが、５種の母岩から打ち割られたものであることを肉眼で観察し、第18表・第19表中に記

した。母岩認定の基準は、①表面色調、②斑模様、③表面のざらつき、④自然面の違い（凸凹の痘痕

状となるか、滑らかな風化面となるかなど）である。

　母岩１：①酸化鉄に被覆され明るい茶色を呈する。②φ0.1㎜程度の黒い粒、φ３㎜の不透明の黒

灰色粒がまばらに入る。③ややざらつく。④明るい灰色で滑らかである。

　母岩２：①酸化鉄の被覆割合が小さく、黒灰色から明瞭な黒色に漸移する。②φ１～３㎜の不透明
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～半透明の黒点が入る。③滑らかで縁はシャープである。④明るい灰色で滑らかである。

　母岩３：①明るい灰色。②均質。③やや風化し軟質でパサつく。④明るい灰色でざらつく。

　母岩４：①酸化鉄の被覆割合が小さく、黒灰色からやや暗い灰色へと漸移する。母岩１より暗く、

母岩２より明るい。②φ0.1㎜程度の黒い粒がまばらに入る。φ３㎜の不透明の黒灰色が入り、母岩１・

２より明瞭。③滑らか。④明るい灰色で滑らか。

　母岩５：①酸化鉄の被覆割合が小さく、黒灰色からやや暗い灰色へと漸移。母岩４より明るい。②

φ３㎜の不透明の黒灰色粒が母岩１より明瞭に入る。③母岩１より滑らか。④明るい灰色で滑らか。

　なお、母岩１・４・５はよく似ており、特に母岩４と母岩５は、同じ石の部分の違いである可能性

がある。母岩１と母岩４・５については、母岩１の原石サイズは径20～30cmに近い円礫から亜円礫

であるのに対し、母岩４・５の原石サイズは径15㎝程度の亜円礫と想定され弁別した。

ＳＩ224竪穴住居跡［第20図、図版3-4］

　ＭＮ26グリッドに位置する。地山面精査中、埋設土器を確認し周辺に焼土を認めた。東側調査区に

あって標高の高い部分に位置するため、削平が深く及び、平面形は不明であるが、他の住居跡との位

置関係から、本来竪穴住居跡であったと判断した。埋設された土器から、縄文時代中期中～後葉に帰

属しよう。炉は底部を打ち欠いた深鉢形土器を正位に埋設した土器埋設炉であり、口縁に４単位の突

起が付く深鉢形土器（29-3）が用いられている。内面には若干の被熱痕が観察できる。埋設土器内は

３層に分層した。４・５層の焼土は粒・ブロックの混入が多い。埋設土器の西側には１×２ｍほどの

焼土面が広がり、この面で火を焚いていたものであろう。遺物は炉体土器の他は、剥片１点である。

ＳＩ227竪穴住居跡［第21・22図、図版3-5～7］

　ＭＭ28・29、ＭＮ28・29グリッドに位置する。地山面精査中、炭化物が大量に伴う黒褐色土のプラ

ンとして検出した。ＳＫ301と重複し本竪穴住居跡が新しい。中期後葉の竪穴住居である。平面形は

長軸4.1m、短軸3.95mの略円形で、壁高約20㎝である。床面は多少の凹凸はあるものの、概ね平坦で

あり、堅くしまる。壁は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は４層に分層した。３・４層は地山土を

含む割合が高い。１・２層は炭化物を多く含む黒褐色～暗褐色土であり、住居廃絶時に火をかけた可

能性がある。Ｐ３・Ｐ５・Ｐ８付近で10～35㎝ほどの炭化材を検出したが、主柱の遺材であろう。柱

穴は８基確認した。主柱穴は既述のＰ２・Ｐ３・Ｐ５・Ｐ８であり、規模は径28～32㎝の楕円形を呈

し、深さは28～45㎝である。炉は長軸170㎝で、長軸方向Ｎ－47°－Ｗの複式炉である。埋設土器は

口縁部・底部を打ち欠いた後、逆位に埋置した深鉢形土器（30-5）であり、他に横位Ｓ字磨消文が施

された波状口縁深鉢形土器の大破片（29-4）が炉内部から出土している。土器の周囲には径10㎝以下

の礫が14個巡る。石組部は径40㎝ほどの扁平な礫を「コ」の字に組み、底面には著しく被熱した10～

15㎝ほどの扁平な礫が敷きつめられる。前庭部両側縁には石組部よりもやや小さめの扁平礫を配置す

る。遺物は縄文土器片144点、石鏃１点（36-69）、スクレイパー３点（36-70～72）、磨製石斧１点（37-

73）、磨石２点（37-74・75）、二次加工のある剥片２点、剥片類23点が出土している。

ＳＩ430竪穴住居跡［第23図、図版4-1］

　ＭＬ35・36グリッドに位置する。地山面精査中、複式炉の残存であるＴ字状に並ぶ礫を検出し、さ

らに炉の東側で弧状の壁溝を検出した。中期後葉の竪穴住居跡である。平面形は長軸4.4ｍ、短軸推

定４ｍの楕円形である。削平され壁面は検出できなかった。床面は東端で僅かに残るほかは、全て削
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平を受ける。覆土は２層に分層したが、１・２層とも炭化物を混じえる暗褐色土である。壁溝は炉の

反対側を住居の半周以上巡り、確認面からの深さは26㎝である。削平され複式炉近くでは失われてい

る。柱穴は２基確認した。炉は長軸推定1.2ｍ、長軸方向Ｎ－70°－Ｗの複式炉である。埋設土器は

石組部に開口部を傾け、斜位に埋置される。石組部は本来16～28㎝の扁平な礫を２列に立てて並べ、

土器埋設部を頂点とする二等辺三角形状に組んでいたものと考えられる。また、側縁延長上の前庭部

にも２列の礫が配置される。北側の礫が抜け、開いた形となるのは水田造成時の削平による。覆土は

４層に分層した。一度床面より25㎝ほど掘り下げ、３・４層土で礫及び土器の基底を固定し、石組上

部を固定した２層の上面を炉床にしている。１層は本来２層上面が焼土化したものである。遺物は器

面全体にＬＲ縄文が施された炉体土器の深鉢形土器（破砕が著しく図化不能）の他、縄文土器片数点、

円盤状土製品１点（30-7）、石鏃１点（37-76）、スクレイパー１点（37-77）、剥片類４点が出土し

ている。石器類はいずれも壁溝からの出土である。

ＳＩ510竪穴住居跡［第24図］

　ＭＯ31グリッドに位置する。地山面精査中、２点の礫を伴う暗褐色不整形のプランとして確認した。

本来、中期後葉の竪穴住居跡であった可能性がある。水田造成の際に著しい削平を受けており、平面

形は不明であるが、柱穴配置などを元に推測すれば、直径４ｍ前後の円形プランであったと考えられ

る。残存する壁高は20㎝程度である。覆土は２層に分層した。２層下位ではシルト質から粗砂へ漸移

的に変化し、明瞭な床面は把握できなかった。住居跡南東側の覆土中に２つの礫が確認されたが、こ

の礫周囲の１層には焼土ブロックが少量散らばっていた。柱穴は６基確認したが、いずれも浅く主柱

穴を抽出できるには至らなかった。遺物は縄文土器片８点、剥片１点が出土している。土器片には中

期後葉に属するものが５点含まれている。

ＳＱ429配石遺構［第22図、図版3-8］

　ＭＭ35グリッドに位置する。地山面精査中、６点の不規則に並ぶ礫を確認した。ＳＩ430竪穴住居

跡の南西側に位置し、礫配置などからも縄文時代中期後葉の竪穴住居跡に伴う炉であった可能性もあ

るが、明確な焼土が確認されていないことを考慮し、配石遺構とした。遺物の出土はない。

ＳＫ222土坑［第24図］

　ＭＰ28グリッドに位置する。長軸1.6ｍ、短軸1.08ｍの楕円形を呈し、深さは36㎝である。長軸方向

はＮ－44°－Ｗである。底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。覆土は色調により２層に分層した。１

層は褐色、２層は暗褐色を呈し、いずれも炭化物を僅かに含む。遺物の出土はない。

ＳＫ374土坑［第24図］

　ＭＰ31グリッド、南側調査区から西側調査区に移る斜面上に位置し、東～南側の立ち上がりを明確

に捉えることはできなかったが、径2.44ｍほどの円に近い平面形をもち、深さは26㎝である。底面は

南東側から北西側に向かって傾斜し、壁は緩く開いて立ち上がる。覆土は全体に黒～黒褐色を呈し、

木炭や地山土の混入の差により４層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ377土坑［第25図］

　ＭＳ31グリッド、南側調査区の斜面を下りた旧河道上に位置し、東側の立ち上がりは滞水性の土壌

中にあって明確に捉えることができなかったが、長軸2.68mほどの楕円形の平面形をもち、深さは24

㎝である。底面は平坦であり、壁はなだらかに傾斜しながら立ち上がる。覆土は黒～黒褐色を呈し、
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炭化物および酸化鉄分などの混入により２層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ415土坑［第25図、図版21-1］

　ＭＯ33グリッド、西側調査区に近い斜面上に位置する。長軸1.96ｍ、短軸1.24ｍの楕円形を呈し、

深さは40㎝である。長軸方向はＮ－18°－Ｗである。底面から壁にかけて湾曲した鍋底状を示す。黒

褐色土を主体にした覆土はシルトおよび地山土の混入の差により３層に分層した。３層とも土坑中央

からレンズ状に堆積し、最上位の１層中には36×22㎝の扁平な河原石が立て置かれていた。覆土中か

ら中期後葉の土器片３点（30-13・14・15）と、石匙１点（37-78）が出土した。

ＳＫ427土坑［第25図］

　ＭＮ35グリッド、西側調査区に近い斜面上に位置する。径1.36～1.48ｍの円形を呈し、深さは48㎝

である。底面は平坦で西側、南側で開口部よりやや張り出し、壁は垂直に近く立ち上がる。覆土は暗

褐色～黒褐色を呈し、色調および炭化物、地山土の混入の差で４層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ3006土坑［第25図］

　ＭＰ29グリッドに位置し、ＳＩ221と重なりこれよりも旧い。長軸1.48ｍ、短軸1.36ｍの楕円形を呈

し、深さは20㎝である。長軸方向はＮ－55°－Ｗである。底面は平坦であり、壁は垂直に近く立ち上

がる。覆土は暗褐色土１層であり、黒褐色土および炭化物、地山土粒を混入する。遺物の出土はない。

ＳＫ270土坑［第26図］

　ＭＱ29グリッドに位置する。径1.04～1.24mの円形を呈し、深さは56㎝である。底面は径1.42～1.5

ｍの円形で開口部よりも広く、壁は一部縊れるかオーバーハングして立ち上がる。覆土は褐色～黒褐

色を呈し、色調および炭化物、地山土の混入の差で10層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ228土坑［第27図］

　ＭＬ28グリッドに位置する。長軸1.28ｍ、短軸92㎝の楕円形を呈し、深さ36㎝である。長軸方向は

Ｎ－30°－Ｅである。底面は開口部より一回り小さな土坑が掘り込まれ、２段の鍋底状を呈する。壁

はやや開いて立ち上がる。褐色～黒褐色を呈する覆土は色調および炭化物、地山土の混入の差で４層

に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ269土坑［第27図］

　ＭＮ31グリッドに位置する。径１～1.04ｍの円形を呈し、深さは16㎝である。底面は平坦で、壁は

僅かに開いて立ち上がる。覆土は黒褐色～暗褐色を呈し、色調および炭化物、地山土の混入の差で３

層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ583土坑［第28図］

　ＭＮ34グリッドに位置する。長軸1.36ｍ、短軸1.24ｍの楕円形を呈し、深さ36㎝である。長軸方向

はＮ－11°－Ｗである。底面は平坦であり、壁は湾曲しながら立ち上がる。覆土は暗褐色～黒褐色を

呈し、色調および炭化物、地山土の混入により５層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ3010土坑［第28図］

　ＭＬ34グリッドに位置する。長軸1.44ｍ、短軸１ｍの楕円形を呈し、深さは32㎝である。長軸方向

はＮ－43°－Ｅである。底面は平坦であり、壁は垂直に立ち上がる。覆土は褐色～黒褐色を呈するが、

最上位１層は地山土の再堆積層である。遺物の出土はない。
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ＳＫ490土坑［第28図］

　ＭＲ28グリッドに位置する。ＳＫ491と重なり、これよりも新しい。径2.08～2.28ｍの不整円形を呈

し、深さは28㎝である。覆土中に径５～30㎝ほどの礫を多く含む。底面から壁にかけてなだらかに傾

斜して立ち上がる。覆土は暗褐色～黒褐色を呈し、地山土の混入の差で３層に分層した。遺物なし。

ＳＫ491土坑［第28図］

　ＭＲ28グリッドに位置し、ＳＫ490と重なり、これよりも旧い。長軸2.12ｍ、短軸1.04ｍの楕円形を

呈し、深さは12㎝である。底面は平坦であるが、壁はなだらかに傾斜して立ち上がる。覆土は地山土

に近い明黄褐色土と黒褐色土の２層に分けられる。遺物の出土はない。

ＳＢ4050建物跡［第26図］

　ＭＮ31グリッドに位置する。６か所の柱穴からなる１間×２間の建物跡であり、梁行き９尺、桁行

き８尺および8.5尺、桁方向はＮ－44°－Ｗである。遺物の出土はない。

ＳＢ4051建物跡［第26図］

　ＭＮ34グリッドに位置する。９か所の柱穴からなる２間×３間の建物跡であり、梁行き８尺および

8.5尺、桁行き８尺および8.5尺、桁方向はＮ－50°－Ｅである。南西隅および桁行き北東隅から２番

目の柱穴は確認できなかった。遺物の出土はない。

ＳＢ4052建物跡［第27図］

　ＭＬ34グリッドに位置する。７か所の柱穴からなる１間×３間の建物跡であり、梁行き8.5尺、桁

行き８尺、桁方向はＮ－50°－Ｅである。南東隅の柱穴は確認できなかった。遺物の出土はない。

ＳＢ4053建物跡［第27図］

　ＭＫ36グリッドに位置する。６か所の柱穴からなる１間×３間の建物跡であり、梁行き8.5尺、桁

行き7.5尺および９尺、桁方向はＮ－47°－Ｗである。北西隅、南西隅の柱穴は確認できなかった。

遺物の出土はない。

　２　西側調査区

　西側調査区では掘立柱建物跡50棟、竪穴状遺構６基、井戸跡８基、溝跡２条、焼土遺構６基、土坑

71基が見つかった。掘立柱建物跡、竪穴状遺構、井戸跡、溝跡、焼土遺構は配置や形状から中世に帰

属すると判断される。また、土坑については縄文土器や石器を出土したものが６基あり、特に石鏃や

スクレイパー等が出土した土坑は墓の可能性がある。

　中世の遺構群は旧河川の低地に分布するが、建物群は軸線を35゜前後東に振った縦列群が低地上に

位置し、北側調査区に近い部分に軸線を南北にそろえた、あるいは、軸線方向に規則性を失った群が

位置する。竪穴状遺構は６基のうち張り出しをもつ、あるいは長方形となる３基がこの北側調査区に

近い斜面部分に位置し、残り３基の正方形に近い、あるいは柱穴配置から本来正方形のプランをもっ

たものが、縦列群の中に散在する。井戸跡は北側調査区に近い部分から南西側に向かい調査区の縁に

並ぶ。焼土遺構は屋外カマドの類であるが、縦列群のうち中央の大形建物群がある位置で見つかって

いる。なお、大形で覆土中に礫敷された土坑は北側調査区に近い部分に４か所まとまって見つかって

いるが、配置や北側調査区での例から中世に帰属する可能性がある。
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ＳＢ掘立柱建物跡群［第56図～第68図、図版6-3・4、第５章第５節参照］

　50棟の掘立柱建物跡のうち軸線を35°前後東に振った縦列群の建物跡は、北東側はＭＨ46グリッド

付近に位置するＳＢ4019から、南西側はMQ32グリッド付近に位置するSB4046まで、長さ約67ｍにわ

たって旧河川上の低地に28棟位置する。大小の建物跡の重複が著しいが、大きくは北東側から、4019・

4020・4021・4022・4023・4024の６棟からなるＡ群、4029・4030・4031・4032の４棟からなるＢ群、

4033・4034・4035・4036・4037・4038・4039・4040・4041・4045の10棟からなるＣ群、4042・4043・

4044・4054の４棟からなるＤ群、4046・4047・4048・4049の４棟からなるＥ群の５つのブロックに

分けられる。Ａ群は桁方向が北西－南東主体の群であり、うち4019が桁５間梁２棟と最も大きい建物

跡である。Ｂ群は桁梁とも４間ずつの正方形プランとなる２棟（4029・4030）と、北東－南西に桁方

向をもつ２棟（4031・4032）からなる。Ｃ群は桁５間梁４間ないし桁梁とも３間ずつの正方形あるい

は正方形に近いプランの２棟（4035・4041）と、桁方向が北西－南東にある２棟（4036・4040）、

北東－南西方向にある６棟（4033・4034・4037・4038・4039・4045）からなる。Ｄ群は桁８間梁３

間の4043をはじめ桁方向が全て北東－南西で、Ｅ群は桁７棟梁３棟の4046が北東－南西に桁方向をも

ち、4047～4049が北西－南東に桁方向をもつ。

　南北に軸線をもつ群は、北東側はＭＢ55グリッド付近に位置するＳＢ4001から縦列建物群のうちＡ

群の位置するあたりまで約42ｍにわたって16棟あり、これに軸線方向に規則性を失った建物跡が６棟

重なる。Ａ群に重なりながらその北側にまとまりがあるほか、北側調査区に向かう斜面で３基の竪穴

状遺構に重なりながら位置するまとまり、北側調査区に接したＭＢ55グリッドに位置する２棟がある。

ＳＫＩ333竪穴状遺構［第40図、図版6-5］

　ＭＣ53グリッドに位置する。平面形は１辺が2.7m前後の正方形で、北側に長さ幅とも1.5m前後の

方形の張り出しが付く。長軸方向はＮ－３°－Ｗである。確認面から床面までの深さは20㎝ほどであ

る。張り出し部の北西隅はＳＫ331によって壊されている。柱穴は張り出し部の北東隅に１か所、竪

穴内に６か所ある。竪穴内の柱穴は張り出しの付く北辺と反対側の南辺に３か所ずつあり互いに細い

溝で繋がる。本来、張り出し部の北西隅にも１か所柱穴があった可能性がある。覆土は２層に分層し

た。１・２層とも黒褐色土が主体であるが上層の１層には地山ブロック・炭化物が混じる。遺物は縄

文土器が３点出土したのみである。

ＳＫＩ335竪穴状遺構［第41図、図版6-6］

　ＭＥ54グリッドに位置する。平面形は１辺が３mほどの方形で、北側に幅1.8ｍ長さ1.2ｍほどの張

り出し、西側に長さ幅とも60㎝ほどのスロープ状の小さな張り出しが付く。長軸方向はＮ－３°－Ｗ

である。確認面からの深さは13㎝ほどである。柱穴は10か所に確認した。西辺の張り出し部を挟ん

だ位置に２か所ずつ４か所、反対側の東辺に３か所、南辺および北辺中央に１か所ずつ、北辺の張り

出し部の付け根に１か所である。東辺の３か所は柱穴の掘り替えがされている。また、西辺の張り出

し部を挟んだ２か所ずつと東辺の柱穴の間は細い溝で繋がれ、南北辺中央に位置する柱穴は平面形が

細長く板状の柱材を立てたものと推定される。床面上、南西によった部分に径１ｍ前後の焼土面があ

る。覆土は黒褐色～暗褐色土を主体とし、地山ブロック等の混入の差で７層に分層した。遺物は出土

しなかった。なお、ＳＫＩ335の南辺から東辺を囲むように、幅50～60㎝、深さ50㎝ほど、延長16ｍ

ほどの溝跡ＳＤ339が確認された。ＳＫＩ335の壁からは２～３ｍほど離れた位置を巡るが、方向が一
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致することから同時存在と推定される。

ＳＫＩ441竪穴状遺構［第42図］

　ＭＨ45グリッドに位置する。平面形は１辺が2.1～2.3ｍほどの方形で、東側に幅36㎝、長さ27㎝ほ

どの張り出しが付く。長軸方向はＮ－34°－Ｅである。確認面からの深さは28㎝ほどである。柱穴は

床面４隅にあり、西隅を除く３か所では掘り替えがされている。床面西側に１ｍ×70㎝で西隅の柱穴

を覆って焼土の堆積が認められる。覆土は黒褐色土を主体とし、地山ブロック等の混入の差で６層に

分層した。全体的に炭化物の混入が認められる。遺物は出土しなかった。

ＳＫＩ444竪穴状遺構［第43図］

　ＭＫ42グリッドに位置する。平面形は１辺が2.2ｍほどの方形で、長軸方向はＮ－33°－Ｅである。

確認面からの深さは12㎝前後である。柱穴は床面４隅にある。覆土は全体的に炭化物を含む黒褐色土

で３層に分層した。うち、西側の２層は灰が混じる焼土層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫＩ573竪穴状遺構［第43図、図版6-7］

　ＭＧ51グリッドに位置する。平面形は長軸3.4ｍ、短軸2ｍの長方形で、長軸方向はＮ－5°－Ｗで

ある。確認面からの深さは36㎝ほどである。柱穴は床面４隅にある。覆土は黒～黒褐色土が主体で、

地山ブロック等の混入の差で７層に分層した。このうち、中央からやや北より部分に80×60㎝ほどの

範囲で堆積する２層は焼土層であり、その下５層中には焼土を囲む３か所に炭化物が広がる部分を確

認した。遺物は縄文土器２点（76-102・103）、スクレイパー１点（80-128）が覆土中から出土した。

ＳＫＩ584竪穴状遺構［第44図、図版6-8］

　ＭＮ34グリッドに位置する。北西辺を掘りすぎているが、本来、平面形は１辺が2.5ｍほどの隅丸

方形である。長軸方向はＮ－55゜－Ｗである。確認面からの深さは28㎝ほどである。柱穴は床面４隅

にある。なお、南西辺および北東辺中央の柱穴状ピットは覆土の堆積後掘り込まれたピットである。

覆土は炭化物を混じえる黒褐色土であり、２層に分層した。１層には僅かながら焼土粒が混入する。

遺物は出土しなかった。

ＳＥ334井戸跡［第47図、図版7-2］

　ＭＣ52グリッドに位置する。開口部1.2×1.16ｍの方形を呈し、深さ80㎝。素掘りの井戸である。現

状では湧水はないが、底面近く（７層下部）壁際に、滞水して沈殿した酸化鉄が多くあることから井

戸と認めた。覆土は７層に分層したが、２～６層で黒～暗褐色土と灰黄褐色土が互層をなして堆積す

る。遺物は出土しなかった。

ＳＥ343井戸跡［第47図］

　ＭＥ51グリッドに位置する。開口部2.48×2.2ｍの隅丸方形を呈し、深さ1.2ｍ。現状で湧水が認め

られる。覆土は16層に分層した。覆土の１～８層に大小の礫が詰め込まれ、最下部９～10層には腐朽

した炭化材が残されている。本来、枠が据え付けられた井戸であり、壁際には枠材の裏込め土が認め

られる。おそらく、廃絶に際し枠材の大半を抜き、礫群とともに埋めたものであろう。礫の中には凹

石（79-120）、扁平打製石器（79-121）が混じって出土した。

ＳＥ595井戸跡［第48図、図版7-4・5］

　ＭＨ49グリッドに位置する。開口部1.6×1.72ｍの隅丸方形を呈し、深さ1.2ｍ。現状で湧水が認め

られる。覆土は７層に分層した。本来、枠の据えられた井戸であり、枠材が多く出土した。ただし、
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断面には枠を押さえた裏込めの状況は認められず、廃絶に際し一旦枠は抜き取られ、材が土とともに

埋め戻されたものと判断される。遺物は箸（92-189～194）、柄（93-197）、棒状製品（94-202）、曲げ

物側板・底板（94-203・95-210）、木札（94-204～206）、抉りのある木製品（95-211）等が出土した。

ＳＥ434井戸跡［第48図］

　ＭＯ39グリッドに位置する。開口部2.32×2.72ｍの方形を呈し、深さ1.23ｍ。現状で湧水が認めら

れる。覆土は４層に分層した。壁際には枠を押さえた裏込め土が残り、枠の一部が立て板と横木を組

んだ状態で残り、他は内側から崩れた状況で出土した。遺物は踵の当たる部分に四星文、三叉文が彫

り描かれた下駄（81-135・136）や、漆器片（81-137・138）、有孔板（81-139）等が出土した。

ＳＥ452井戸跡［第49図］

　ＭＮ40グリッドに位置する。開口部2.44×2.2ｍの方形を呈し、深さ1.56ｍ。現状で湧水が認められ

る。覆土は３層に分層した。壁際に枠を押さえた裏込め土が残り、１層下部から２層上部にかけては

多くの礫が投げ入れられた状態で出土した。２層下部には四角に組まれた横木が残され、最下部には

曲物が残されていた。遺物は箸や串（84-155～165・167）、箆状木製品（84-166）等が出土した。

ＳＥ506井戸跡［第50図、図版7-3］

　ＭＯ37グリッドに位置する。開口部2.36×2.04ｍの隅丸方形を呈し、深さ1.06ｍ。現状で湧水が認

められる。湧水量がおびただしく覆土の観察が可能なのは中層までであるが、壁際に裏込め土の堆積

が残されていた。枠材は覆土中層に集まり、礫とともに出土した。遺物は砧（91-186）が出土した。

ＳＥ599井戸跡［第50図、図版7-6］

　ＭＪ45グリッドに位置する。開口部1.68×1.72ｍの隅丸方形を呈し、深さ1.2ｍ。現状で湧水が認め

られる。覆土は１層である。中層から枠材と礫が投げ入れられた状態で出土した。

ＳＥ3011井戸跡［第51図］

　ＭＩ47グリッドに位置する。開口部2.32×2.4ｍの方形を呈し、深さ1.48ｍ。現状で湧水が認められ

る。覆土は２層に分層した。中層に礫が投げ入れられた状況で、下層では枠の横板が四角に組まれて

出土した。遺物は箸（97-218・219、99-233～238、101-242～249）、串（97-220～224、101-250～252）、

箆状木製品（97-225～230）等が出土した。

ＳＤ63溝跡［第45図、第46図］

　遺跡中央部北より、ＬＫ48グリッドから北西方向に45ｍほど延び、東側調査区土坑群の北側を貫い

て、西側調査区まで延びて旧河川の低地に開口する。確認時、ＬＬ48グリッド付近の地山面を精査中、

撹乱土の下に黒褐色土のプランとして検出し、さらに広げていったところ40ｍを越える大溝として現

れた。断面の観察は任意に10ｍおきに設定したＡ～Ｆのセクション・ベルトによって行い、それぞれ

のベルトで区画される範囲をＡ～Ｄ区とし、調査を進めた。溝跡は北西－南東に延び、調査した全長

は45ｍである。幅はＡ区のほぼ中央付近で最も広く3.1ｍであり、南東側の調査区外との境界付近が

最も狭まり1.4ｍとなる。深さは地山面より0.64～1.62ｍであり、壁は両側ともやや傾斜して立ち上が

り、断面形は逆台形状を呈する。Ｃベルト付近で最も削平を受けるため、見かけ上71㎝と浅くなるが、

本来は溝跡全域において現状より深かったものと考えられる。溝跡は南東小又川方向に下っていく緩

やかな傾斜を持ち、Ａベルト～Ｆベルト間の底面高低差は73㎝に及ぶ。さらに本遺構は小又川沿いを

通る県道下に延びていく。土層断面観察用のベルトは６か所設置し、それぞれＡ～Ｆベルトとした。



－ －24

第４章　調査の記録

Ａ～Ｃ区は黒～暗褐色土を基調とし、底面直上から30㎝程度までの高さに大礫がやや多く混入する。

また、底面に近づくほど川砂利由来の粗砂を多く含む傾向にある。溝跡全域で壁面の崩落を認め、そ

の後の堆積も基本的には自然堆積であるが、上層において埋め戻しの痕跡も伺える。Ａ区３層・Ｂ区

４層・Ｃ区２層はグライ化過程にあり、10㎜以下の炭化物が大量に混入する。またＡ区北西側６・９

層で大量の焼土及び炭化材を検出しており、周囲から検出した礫は被熱し赤変する。Ｄ～Ｆベルト間

は細～巨礫が大量に混入する。この地区は元来段丘礫層を掘り込んでいるため、残土中にも段丘礫層

由来の礫が混入していたと考えられ、覆土中の礫は基本的には残土による埋め戻しと考えられる。遺

物はＡ～Ｄ区全てにおいて縄文土器小片を大量に検出した。76-104は瀬戸・美濃系大窯第Ⅱ～Ⅲ期所

産と思われる灰釉小皿である。口径10.4㎝、高さ2.6㎝、高台径5.6㎝であり、体部下方はやや丸みを

帯びるが、上方は若干開き気味である。全面に灰釉が施され、体部外面にはロクロ目を残し、底部内

面には菊花文が押印される。高台は削り出しによる調整で、高台内には輪トチン痕が残る。また、小

皿より20㎝ほど下のレベルからは2.2ｍほどの炭化材をはじめ、10㎝以上の炭化材を16点検出した。

特に加工痕は見あたらないものの、いずれも板材状と思われる。

　本遺構は既述の炭化材の年代測定から、少なくとも15世紀中ごろまでは開口状態と考えられ、溝と

しての機能を果たしていた可能性が高い。小又川方向に緩やかに傾斜し、底面には水の流れた痕跡が

あることから、本遺構は排水路としての機能を有していたものと推測する。遺跡南西部の掘立柱建物

跡群は遺跡内で最も標高が低く、降雨の際には泥水の流入が著しい地区に分布する。従って生活区域

への浸水を防ぐ目的で構築された溝と推測する。また、溝跡以北に中世の遺構が分布しないことから、

区画溝としての性格も与えることができようか。

　３　東側調査区

　東側調査区では縄文時代中期後葉～後期前葉の竪穴住居跡２軒、土坑87基、中世のものを含む柱穴

様ピット16基、焼土遺構５基が見つかっている。土坑と竪穴住居跡は西側調査区に接した自然堤防状

地形の肩から下りる斜面にある。土坑群は自然堤防上の東側調査区のほぼ全面に広がり、これらには

中期後葉から後期にかけての土坑墓が相当数含まれる。西側調査区に近い肩の部分では焼骨が収めら

れた比較的大形の柱穴様ピットが複数存在する。これらにはＭＡ46からＭＣ43にかけて直線上に並ぶ

群がある。また、焼骨とともに銭貨が収められた火葬墓、あるいは銭貨のみ出土する土坑がある。

ＳＩ230竪穴住居跡［第104図、図版7-7・8］

　ＭＣ45グリッドに位置する。西側調査区へ向かう傾斜の肩の部分に長軸2.5ｍ、短軸２ｍほどの楕

円形のプランとして確認した。出土土器および壁に接した石囲炉の特徴から縄文時代中期後葉の竪穴

住居跡と判断される。長軸方向はＮ－77°－Ｅで、深さは24㎝である。壁の立ち上がりは全体に緩や

かであるが、一部南壁は急角度で立ち上がる。暗褐色土を主体とする覆土は10層に分層され、東壁近

くは地山土のブロック状混入が認められる。住居跡の北東壁に11個の川原石で方形に組んだ石囲炉が

あり、炉の内側南よりに焼土化した面が認められる。また、石囲炉の東隣りにも５個の石が並んでい

るが、この両者とも被熱しており、炉の作り替えがなされた可能性が考えられる。柱穴は検出されな

かった。床面南東側に径60㎝前後で小礫が密集する箇所があり、その北側に一部重なるように径40㎝

前後で炭化物が集中する範囲が確認された。遺物は０段多条のＬＲ縄文を施した深鉢形土器胴部片（図
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示なし）を含む縄文土器小片が９点、石器３点が出土した。

ＳＩ3014竪穴住居跡［第105図、図版8-1～3］

　ＭＥ45グリッドに位置する。西側調査区へ向かう傾斜を下りきった部分に長軸5.7ｍ、短軸4.2ｍほ

どの楕円形のプランとして確認した。後期前葉の竪穴住居跡である。長軸方向はＮ－33°－Ｅで、深

さは22㎝である。確認調査のトレンチで壊された北西側を除いて、底に柱穴列が並んだ壁溝が巡る。

黒褐色土を中心とする覆土は壁溝、柱穴を除いて４層に分層され、北東側床面上には炭化物を多量に

含んだ地山土由来の再堆積土があり、その一部が炉の北東側で径１ｍ前後の不整形に焼土化している。

住居跡の中央に擂り鉢形の掘り込みの上に10個以上の川原石を円形に組んだ石囲炉がある。また、柱

穴は炉の南西側に２か所確認した。石囲炉内から器面に貼り付けた隆帯の両側に沈線を沿わせた深鉢

形土器胴部片（134-379）が出土した。

ＳＫ08土坑［第106図、図版8-4］

　ＬＮ45グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期前

葉の土坑である。平面形は長軸1.5ｍ、短軸1.4ｍほどの略円形で、深さ60㎝である。底面は東側にや

や傾斜する。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、開口部付近でややオーバーハング気味に立ち上がる。覆

土は４層に分層した。１層は当遺構覆土が落ち込んだ後に、自然堆積したものであろう。２～４層は

地山ブロックを大量に含む、連続した埋め戻し土である。出土する遺物は概ね覆土中層から底面直上

に分布するが、南北でその様相は異なる。北端の３層上位では壁面に接する形で土器のみを検出する

が、南半では中～巨礫と土器・石器が混在する。土坑内に埋め置かれた礫の配置に特に規則性は見ら

れないが、そのほとんどが底面直上からの検出であり、当遺構掘削後、遺体埋葬前に南壁に沿うよう

に組んだものである。中央底部付近で検出した礫は底面より高いレベルで検出しているため、遺体を

埋置した後被せるように置いたものか？遺物は縄文土器片27点、スクレイパーを含む剥片類３点が出

土している。縄文土器片のほとんどが縄文施文のみか、沈線による曲線文が施される。126-262はそ

のうち４点が接合したものであり、内面にかなりの熱を受けた痕跡を残す深鉢形土器胴部である。

ＳＫ09土坑［第106図、図版8-5］

　ＬＯ45グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期前

葉の土坑である。平面形は長軸1.1ｍ、短軸96㎝ほどのやや不整な楕円形で、長軸方向はＮ－20.5°－

Ｗ、深さ39㎝である。底面は概ね平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面・壁面ともに根痕によ

る凹凸が多少見受けられる。覆土は４層に分層したが、全層において黒褐色土に地山ブロック・粒が

大量に混入する。遺構構築時点での表土を含む掘削土を埋め戻したものであろう。覆土から検出した

礫は全て４層中からであり、遺体埋葬と同時に配置したものと推測する。遺物は覆土中位から底面の

出土が多い。出土した遺物は縄文前期～後期前葉の土器片32点、剥片２点、石核１点である。

ＳＫ10土坑［第106図］

　ＬＯ44グリッドに位置する。長軸56㎝、短軸44㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－38.5°－Ｗ、深さ20

㎝である。底面は根痕による凹凸が激しく、壁面は概ねほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層し

た。細砂質の地山土を含む埋め戻し土であり、２層は堅くしまる。底面直上から径10㎝ほどの板状礫

を検出するも、特に意図的に置かれたものかどうかは判然としない。遺物は無文・縄文施文のみの縄

文土器小片が３点出土した。
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ＳＫ12土坑［第106図］

　ＬＯ44グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。精査中、北西に

当遺構と切り合う２基の柱穴様ピットを確認したが、新旧関係は不明である。平面形は長軸50㎝、短

軸48㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－82°－Ｗ、深さ16㎝である。段丘砂礫層を掘り込んで作られた底

面は平坦で、壁面はやや開いて立ち上がる。覆土は４層に分層した。３・４層は開口状態での壁面崩

落の堆積と考えられ、その後１・２層が一気に埋め戻されたものである。底部中央部下層で板状礫１

点を検出している。遺物は縄文土器小片８点が出土するが、いずれも無文であり詳細な時期は不明で

ある。

ＳＫ14土坑［第107図、図版8-6・7］

　ＬＰ45グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土プランとして検出した。縄文時代後期中葉

の土坑である。平面形は径1.5ｍほどの略円形で、深さ53㎝である。底面は平坦で壁面はほぼ垂直に

立ち上がるが、南壁側ではやや外に張り出す。覆土は９層に分層した。８・９層で地山土の割合が多

くなる。５層は焼土ブロック、その上位の３層上面には破砕された凝灰岩が堆積する。坑底部付近の

西壁際に沿って人頭大の扁平礫が立てかけられるように検出された。遺物は縄文土器片145点、凹石

１点、使用痕のある剥片３点、剥片14点が出土している。127-271の深鉢形土器はＬＲ縄文が器面全

体に施される。127-273の鉢形土器は器面にＬＲ縄文が施され、底部には木葉痕が残る。127-274の深

鉢形土器は、口唇部に原体圧痕が、胴部にはＬＲ縄文が施される。ほかに、127-272の無文の壺形土

器、127-275の有文鉢形土器の装飾突起部分がある。

ＳＫ16土坑［第107図、図版8-8・9-1］

　ＬＰ44・45グリッドに位置する。地山面を精査中、ぼんやりとした黒褐色土のプランとして検出し

た。縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸2.1ｍ、短軸1.5ｍのやや不整な楕円形で、長軸方

向はＮ－74.5°－Ｅ、深さ44㎝である。底面は根痕による多少の凹凸があるものの概ね平坦で、壁面

はほぼ垂直に立ち上がるが、長軸方向東壁は上位で一度縊れてから外反して開く。南北中央付近の壁

が中央に向かってやや張り出すため、重複する２基の土坑である可能性も考慮して調査したが、覆土

の堆積状況及び遺物の分布状況から単一の土坑と判断した。覆土は３層に分層した。壁際２・３層に

は地山ブロックを含む黒褐色土が、坑中央部１層には黒色土が連続して埋め戻される。遺物は１層中

からのものが大半を占め、３条単位の沈線で縄文を曲線的な帯状に区画する土器（128-276・277・279・

280）等の縄文土器片216点、石鏃１点（135-393）、石匙２点（135-391・394）、スクレイパー２点

（135-390・392）、磨製石斧２点（135-395・396）、円盤状石製品１点（135-397）、敲石１点（136-

398）が出土している。

ＳＫ17土坑［第107図、図版9-2］

　ＬＯ、ＬＰ44グリッドに位置する。地山面を精査中、円礫２点を伴う黒褐色土のプランとして検出

した。縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸72㎝、短軸64㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－

47.5°－Ｅ、深さ12㎝である。覆土と地山土の区別がつきにくかったため、現状を底部と判断したが、

もう少し深かった可能性がある。底面は緩やかな鍋底状を呈し、壁面はそのまま緩やかに立ち上がる。

覆土は２層に分層した。１層は地山土の若干混入する黒褐色土であるが、人為的なものか、自然堆積

であるか判然としない。２層は一度掘削した後、土器を埋置する段階で埋め戻したものであろう。土
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器は横位に押しつぶされた様な状態で出土している。遺物は後期前葉に属する深鉢形土器（129-287）

の他、縄文土器片２点、剥片１点が出土している。

ＳＫ21土坑［第107図、図版9-3・4］

　ＬＱ46グリッドに位置する。地山面を精査中、ぼんやりとした黒褐色土のプランを検出した。縄文

時代後期中葉の土坑である。平面形は長軸1.6ｍ、短軸1.5ｍのやや不整な略円形で、深さ67㎝である。

底面はほぼ平坦で、壁面は垂直に近い傾斜をもって立ち上がる。覆土は５層に分層した。５層は地山

土が層をなして混入するため、開口状態で流入したものと考えられる。その後の堆積（１～４層）は

連続した埋め戻し土である。１層は焼土面であり、火を伴う葬送儀礼が行われた結果と推定する。覆

土中位３層付近での人頭大の礫の検出が多く、やや南西よりにまとまる傾向が見られる。遺体埋葬後、

雑然と配置されたものであろう。遺物は縄文土器片99点、スクレイパー１点（136-399）、磨＋凹石

２点（136-400・401）などが出土している。129-289は深鉢形土器口縁部であり、口唇部にはＲＬ縄

文が施される。129-290は小形の鉢形土器であり３条の沈線を重ねた弧線文が描かれる。129-291は鉢

形土器口縁部である。沈線間に刺突文が施され、波頂部に沈線で区画する突起部を表出する。129-

292は深鉢形土器胴部であり、縄文を区画する帯状文間に鋏状文が施される。

ＳＫ22土坑［第108図、図版9-5］

　ＬＱ46グリッドに位置する。地山面を精査中、大きな礫が置かれた黒褐色土のプランとして検出し

た。平面形は径1.1ｍほどのやや不整な円形で、長軸方向はＮ－63°－Ｅ、深さ24㎝、礫上部までの高さ

は45㎝である。底面はやや波打つものの比較的堅くしまり、南東側で一段低くなる。壁面は垂直に近

い傾斜をもって立ち上がる。覆土は３層に分層した。基本的に覆土全体が埋め戻し土であるが、西側

に位置する大礫がどの段階で入ったものかは判然としない。当該地区は現水田造成時に削平が及んで

おり、その時点で坑底部まで落ち込んだ可能性は考えられる。遺物は縄文土器片３点のみが出土した。

ＳＫ23土坑［第108図］

　ＬＲ、ＬＱ46グリッドに位置する。地山面を精査中、重複する２基の黒褐色土のプランを検出した。

精査の結果南側に２基の柱穴様ピットがあることがわかり、そのうち、１基は本土坑より新しい。平

面形は長軸96㎝、短軸92㎝の不整円形で、長軸方向はＮ－28°－Ｅ、深さ34㎝である。底面は丸底に

近く、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。２層で地山土が混入する割合が高くな

る。遺物は縄文土器片１点、剥片１点が出土している。

ＳＫ25土坑［第108図、図版9-6］

　ＬＰ45グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

1.1ｍ、短軸96㎝のやや不整な楕円形で長軸方向はＮ－35.5°－Ｅ、深さ46㎝である。底面は概ね平坦

で、壁面は南西半でオーバーハングして立ち上がるが、北東半は開口部に向け外傾して開く。覆土は

地山土の混入量差で４層に分層した。西側底面直上で検出した礫４点は壁際に整然と並ぶため、掘削

後、意図的に配置されたものであろう。遺物は縄文土器片６点、剥片１点が出土している。出土する

土器は全て無文の小片であり、詳細時期の特定は不可能である。

ＳＫ26土坑［第108図］

　ＬＰ47グリッドに位置する。地山面を精査中、礫を伴う不整な黒褐色土のプランとして検出した。

縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸1.6ｍ、短軸1.2ｍの不整形で、長軸方向はＮ－64°－Ｅ、
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深さ55㎝である。底面は北東部の撹乱を除き概ね平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は５層

に分層した。２・３層は地山ブロックが多く、壁面からの崩落土の可能性が高い。１層は混入する礫

の状態から一気に埋め戻したものであろう。なお、礫の配置には特に規則性などは看取されなかった。

遺物は縄文地に曲線的な沈線を描く土器（129-294・295）などの縄文土器片92点、石鏃１点（136-403）、

スクレイパー１点（136-404）、凹石１点（136-402）などが出土した。

ＳＫ27土坑［第108図］

　ＬＱ47グリッドに位置する。平面形は長軸80㎝、短軸76㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－63°－Ｅ、

深さ12㎝である。底面は概ね平坦で、壁は水田造成時の削平で大半が失われているが、ほぼ垂直に立

ち上がっていたものと思われる。覆土は１層である。人為的な堆積か自然堆積かは判然としない。遺

物は縄文土器片１点が出土するのみである。

ＳＫ28土坑［第108図］

　ＬＱ47グリッドに位置する。平面形は長軸1.1ｍ、短軸推定80㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－79°

－Ｅ、深さ16㎝である。水田造成時に大部分を削平されているが、残存部位から断面形状を推測する

と、底面は大きく弧を描く鍋底状を呈し、壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。覆土

は地山ブロックの混入する１層である。遺物の出土は無い。

ＳＫ33土坑［第109図］

　ＬＳ47グリッドに位置する。平面形は長軸96㎝、短軸80㎝のやや不整な楕円形で、長軸方向はＮ－

83°－Ｗ、深さ36㎝である。底面は西から東に向けて緩やかに傾斜する。壁は開口部に向け緩やかに

外傾して立ち上がる。覆土は３層に分層した。地山ブロックが混入する連続した埋め戻し土である。

遺物の出土は無い。

ＳＫ35土坑［第109図、図版9-7］

　ＬＳ46グリッドに位置する。地山面を精査中、礫を伴う不整な黒褐色土のプランとして検出した。

縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸1.25ｍ、短軸1.2ｍの隅丸方形で、長軸方向はＮ－52°

－Ｗ、深さ36㎝である。東端で近現代のものと思われるピット状の掘り込みで撹乱を受ける。底面は

概ね平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は２層に分層した。基本的に連続した埋め戻し

土であり、２層土に地山土の混入する割合が高い。遺物はほとんど１層中からの出土である。遺物は

波状口縁の鉢形土器（129-297）、３条単位の沈線で縄文を帯状に区画する鉢形ないし壺形土器（129-

298）を含む縄文土器片73点、ミニチュア磨製石斧１点（136-405）などが出土している。

ＳＫ37土坑［第109図、図版9-8］

　ＬＯ47グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は開口部

長軸1.05ｍ、短軸95㎝の方形で、長軸方向はＮ－２°－Ｅ、深さ38㎝である。底面は緩やかな鍋底状

で、壁面はフラスコ状にオーバーハングして立ち上がる。覆土は地山土の混入割合に応じて４層に分

層した。土坑掘削後、一気に埋め戻したものである。土坑中央部３層中位から、25㎝大の扁平な円礫

を１点検出した。遺物は縄文土器片32点、スクレイパー１点（136-406）などが出土した。土器片は

ほとんどが無文か摩滅したものである。

ＳＫ42土坑［第109図、図版10-1］

　ＬＯ49グリッドに位置する。地山面を精査中、黒色土のプランとして検出した。縄文時代後期前葉
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～中葉の土坑である。平面形は開口部長軸88㎝、短軸74㎝の楕円形で、底面は最大径1.18ｍの略円形

となる。深さ52㎝である。底面はほぼ平坦であり、壁面はフラスコ状にオーバーハングして立ち上が

る。覆土は４層に分層した。土坑掘削後、10数点の礫と共に一気に埋め戻したものである。扁平なも

のを選んだ礫の配置に特に規則性はないが、壁際の大礫３点は立置きされている。遺物は無文の壺形

土器（129-299）を含む縄文土器片25点、剥片２点などが出土した。壺形土器は底面直上よりほぼ完形

で出土した。

ＳＫ44土坑［第109図］

　ＬＰ49グリッドに位置する。平面形は長軸84㎝、短軸72㎝のやや不整な楕円形で、長軸方向はＮ－

79.5°－Ｗ、深さ８㎝である。水田造成時の削平を大幅にうけており坑底部のみの残存であるが、底

面は平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。地山ブロックの混入する埋め戻

し土である。遺物は縄文土器片１点、使用痕のある剥片１点が出土した。

ＳＫ46土坑［第109図］

　ＬＭ48グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸1.16

ｍ、短軸1.08ｍほどの楕円形で長軸方向はＮ－19°－Ｅ、深さ23㎝である。底面は緩やかな鍋底状で、

壁面はそのまま緩やかに立ち上がる。覆土は地山土の混入状況で５層に分層した。遺物は縄文土器片

２点が出土した。

ＳＫ70土坑［第110図］

　ＬＲ47グリッドに位置する。地山面を精査中、ぼんやりとした暗褐色土のプランとして検出した。

遺構かどうかの判断がつきにくかったため、南北方向にサブトレンチを設定し掘削したところ、底面

及び壁面の立ち上がりを認めた。縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸1.58ｍ、短軸1.36ｍ

の不整な楕円形で、長軸方向はＮ－56°－Ｅ、深さ60㎝である。底面は概ね平坦で、壁面は北端でオ

ーバーハングするが、その他は急角度で外傾して立ち上がる。覆土は６層に分層した。５・６層は黒

褐色土と地山土が互層をなし、開口状態で流入した堆積土であろう。１～４層は地山ブロックを大量

に含み、一気に埋め戻されたものである。北側で一部根の撹乱を受ける。遺物は２～３条単位で帯状

に縄文を区画する土器（129-300～303）を含む縄文土器片32点、使用痕のある剥片２点などが出土し

た。なお、129-305の土師器甕口縁部片は北側の撹乱土中からの出土である。

ＳＫ202土坑［第110図、図版10-2］

　ＭＡ41グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸1.32

ｍ、短軸1.2ｍのやや歪な楕円形で、長軸方向はＮ－80°－Ｗ、深さ16㎝である。底面は根による撹

乱を受け、多少の凹凸はあるがほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。覆

土全体に地山土が混入するため、掘削後、そのまま埋め戻したものと推測する。遺物は縄文土器片９

点、スクレイパー１点（137-407）が出土している。

ＳＫ203土坑［第110図］

　ＬＲ41グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。ＳＫＰ240と切り

合うが、新旧関係は不明である。平面形は長軸1.28ｍ、短軸１ｍの楕円形で、長軸方向はＮ－76°－

Ｗ、深さ12㎝である。底面は概ね平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がっていたものと思われる。

覆土は黒褐色土１層である。遺物は縄文土器片８点、石鏃１点（137-408）、剥片４点などが出土した。
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ＳＫ204土坑［第110図、図版10-3］

　ＬＲ42グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。ＳＫＰ229と切り

合うが、新旧関係は不明である。平面形は長軸1.38ｍ、短軸96㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－76°－

Ｅ、深さ12㎝である。底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がっていたものと思われる。覆土

は２層に分層した。遺物は縄文土器片１点、剥片１点などが出土している。

ＳＫ205土坑［第110図、図版10-4］

　ＬＱ42グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランを検出した。縄文時代後期前葉の土

坑である。平面形は長軸1.4ｍ、短軸1.24ｍのずんぐりとした楕円形で、長軸方向はＮ－44°－Ｗ、深

さ32㎝である。底面は平坦であるが、開口部に比して狭く、長軸方向北西側では緩やかな傾斜をもっ

て立ち上がり、そのまま壁となる。その他は概ねほぼ垂直に立ち上がる。覆土は４層に分層した。３・

４層に地山土混合の割合が高く、掘削時の土をそのまま埋め戻したものと推測する。遺物は折返し口

縁上に沈線を巡らした壺形土器口縁部（129-306）、縄文地に沈線を描く深鉢土器（129-307）を含む

縄文土器片55点、剥片８点が出土している。

ＳＫ206土坑［第111図、図版10-5］

　ＬＱ42グリッドに位置する。地山面精査中に確認した。南西側に柱穴状のピットがあるが、これよ

り新しい。平面形は長軸88㎝、短軸80㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－54.5°－Ｅ、深さ８㎝である。

底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がっていたものと考えられる。覆土は地山ブロックを大

量に含む、黒褐色土１層埋め戻し土である。遺物は縄文土器片２点が出土している。

ＳＫ207土坑［第111図］

　ＬＱ41・42グリッドに位置する。地山面精査中、暗褐色土のプランとして検出した。縄文時代中期

後葉の土坑である。調査区境界に位置し、南東側は削平により失われている。平面形は長軸1.28ｍ、

残存短軸1.08ｍ、長軸方向Ｎ－18°－Ｅであるが、本来は径1.3ｍ前後の略円形だったと思われる。深

さは40㎝である。底面はやや凹凸があり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は３層に分層した。全体

に地山ブロックが混入し、土坑掘削時の土を一括して埋め戻したと推測できる。遺物はＬＲ縄文を地

紋とし口縁部に平行沈線を巡らし胴部に縦位沈線を施した土器（130-308・309）を含む縄文土器片40

点、剥片３点が出土している。

ＳＫ208土坑［第111図、図版10-6］

　ＬＯ43グリッドに位置する。地山面精査中、黒色土のプランとして検出した。平面形は長軸1.26ｍ、

短軸1.04ｍの楕円形で、長軸方向はＮ－12°－Ｅ、深さ16㎝である。底面は緩やかに波をうち、壁は

底面より緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は黒色土１層であり、地山土が混入し一括して埋め戻し

たものと推測できる。遺物は縄文土器片８点が出土した。

ＳＫ209土坑［第111図、図版10-7］

　ＬＰ43・44、ＬＱ43・44グリッドに位置する。地山面精査中、暗褐色土のプランとして検出した。

縄文時代後期前葉の土坑である。平面形は長軸2.1ｍ、短軸1.52ｍの長楕円形で、長軸方向Ｎ－89°－

Ｗ、深さ40㎝である。底面は平坦で固くしまり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。

壁際に土坑掘削時に掘り上げられた地山土主体の黄褐色土が埋め戻され、続いて比較的地山土の混入

が少ない暗褐色土が埋め戻されたものである。なお、確認面中央で径45㎝ほどの扁平な凝灰岩礫を検
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出している。遺物は縄文地に沈線を描く（130-310）、あるいは沈線で帯状に縄文を区画する深鉢形

土器（130-311・312）を含む縄文土器片117点、石鏃１点（137-409）、スクレイパー２点（137-410

・411）などが出土している。

ＳＫ211土坑［第111図］

　ＬＲ42・43グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期

前葉の土坑である。北側で柱穴様のピットと重なり、本土坑が新しい。平面形は長軸1.6ｍ、短軸1.29

ｍの不整楕円形で、長軸方向はＮ－40.5°－Ｗ、深さ14㎝である。底面は小さな凹凸はあるものの、

概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。西側の底面直上には10㎝程度

の礫が数点置かれる。遺物は沈線で縄文を帯状に区画した深鉢形土器（130-313）を含む縄文土器片

27点、剥片３点が出土した。

ＳＫ212土坑［第112図、図版10-8・11-1］

　ＬＴ42グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期前葉

の土坑である。平面形は長軸1.28ｍ、短軸1.18ｍの略円形で、深さ36㎝である。底面は鍋底状で多少

凹凸があるが、壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は地山土の混入量割合で３層に分層した。遺物は底

面付近２・３層での出土であり、２条～４・５条の平行沈線を縄文地に描いた深鉢形土器（130-315）、

２条の沈線で縄文を方形帯状に区画した文様を施す壺形土器（130-316）を含む縄文土器、土器片81

点、剥片６点、使用痕のある剥片１点が出土している。130-315・316は底面からの出土である。

ＳＫ213土坑［第112図、図版11-2］

　ＭＡ41グリッドに位置する。地山面精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期前葉

の土坑である。平面形は長軸1.56ｍ、短軸1.24ｍの楕円形で、長軸方向はＮ－65゜－Ｗ、深さ28㎝で

ある。底面は平坦で、壁は傾斜しながら立ち上がる。覆土は２層に分層した。壁際には地山ブロック

を主体とする土が埋め戻され、続いて中央に少量の地山ブロックを混入する黒褐色土が埋め戻されて

いる。土坑中央からは多くの遺物が出土した。このうち、半割された石皿（138-418）と擦切・切断

された石器素材（139-419）は土坑確認面で重なって出土し、３条単位の沈線で縄文を帯状に区画し

た文様を施し波状口縁の深鉢形土器（130-318～320）はその周囲で出土した。

ＳＫ214土坑［第112図、図版11-3］

　ＭＡ42グリッドに位置する。ＳＫ256と重なり、これよりも新しい。縄文時代後期前葉の土坑であ

る。長軸2.28ｍ、短軸1.8ｍの楕円形を呈し、深さは44㎝である。長軸方向はＮ－41゜－Ｅである。底

面は僅かに凹凸があるがほぼ平坦で、壁は開いて立ち上がる。レンズ状に堆積する黒褐色土を中心と

する覆土は炭化物、地山土の混入の差で４層に分層されたが、このうち２層は焼土ブロックである。

覆土中から３条単位の沈線で帯状に縄文を区画する、あるいはクランク状のモチーフを描く波状口縁

の鉢形土器（131-321・323・324）などが、また、石器としてはスクレイパー（137-414）、敲石（137-

415）が出土している。

ＳＫ256土坑［第112図］

　ＭＡ42グリッドに位置する。ＳＫ214と重なり、これよりも旧い。径1.8～1.96ｍの不整円形を呈し、

深さは82㎝である。底面は平坦であり、壁は開いて立ち上がる。暗褐色～黒褐色を呈する覆土は炭化

物、地山土の混入の差で３層に分層した。遺物は縄文土器片が２点出土した。
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ＳＫ215土坑［第113図、図版11-4］

　ＭＡ42グリッドに位置する。ＳＫ223と重なり、これよりも新しい。縄文時代後期前葉の土坑であ

る。径1.4～1.52ｍの略円形を呈し、深さは56㎝である。底面は平坦であり、壁は垂直に近く立ち上が

る。黒褐色土を中心とする覆土は炭化物、地山土の混入の差で３層に分層した。遺物は３条の沈線で

帯状の縄文を区画する波状口縁の鉢形土器（131-328・329）や縄文施文の深鉢形土器底部（131-325）、

スクレイパー（137-416）、磨＋凹石（137-417）が出土した。

ＳＫ223土坑［第113図、図版11-4］

　ＭＡ42グリッドに位置する。ＳＫ215と重なり、これよりも旧い。径1.4ｍほどの略円形を呈し、深

さは28㎝である。底面は平坦で壁は開いて立ち上がり、北側に柱穴様ピットがある。覆土は暗褐色土

１層である。遺物の出土はない。

ＳＫ216土坑［第113図、図版11-5］

　ＭＡ42グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。長軸1.12ｍ、短軸96㎝の楕円形を呈

し、深さは32㎝、長軸方向はＮ－６゜－Ｅである。底面は平坦で壁は湾曲して立ち上がる。覆土は黒

褐色土１層である。遺物は２～３条の沈線で帯状に縄文を区画した波状口縁の鉢形土器（131-330）が

出土した。

ＳＫ217土坑［第113図、図版11-6・7］

　ＭＡ43グリッドに位置する。縄文時代後期前葉～中葉の土坑である。径2.16～2.2ｍの略円形を呈し、

深さは56㎝である。底面は平坦で、壁は開き南西側では２段になって立ち上がる。覆土は壁際ににぶ

い黄褐色土が、その内側に３層に分かれた暗褐色～黒褐色土が堆積する。３層上面には径20㎝ほどで

焼土化した面が認められる。遺物は３条の沈線で帯状の縄文を区画した土器（131-332・132-336）、

磨消縄文を施した土器（131-333・132-335）、沈線に沿って刺突列を施した土器（131-331）、口唇部

も含め全面縄文を施した土器（131-334）、６点の石鏃（140-420～425）などが出土している。

ＳＫ231土坑［第114図、図版11-8］

　ＬＴ44グリッドに位置する。縄文時代晩期末の土坑である。ＳＫ232と接するが新旧関係は不明で

ある。径1.32～1.4ｍの円形を呈し、深さは36㎝である。底面は平坦で壁は垂直に近く立ち上がる。暗

褐色～黒褐色を呈する覆土は３層に分層され、うち１層中に拳～人頭大の礫が８個認められた。遺物

は口縁下の屈曲部に刷毛目を施し口縁上端と胴部に縄文施文した鉢形土器（132-337）、磨石（140-426）、

磨＋凹石（140-427・428）が出土している。

ＳＫ232土坑［第114図、図版11-8］

　ＬＴ44グリッドに位置する。ＳＫ231と接する。径80～88㎝の円形を呈し、深さは40㎝である。底

面から壁にかけて鍋底状に立ち上がる。覆土は暗褐色～黒褐色を呈し、色調、炭化物、地山土の混入

の差で３層に分層した。遺物の出土はない。

ＳＫ233土坑［第114図、図版12-2］

　ＬＲ45グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。長軸1.96ｍ、短軸1.52ｍの楕円形を

呈し、深さは60㎝、長軸方向はＮ－30゜－Ｗである。底面は中央が僅かに盛り上がり、壁は湾曲して

開く。覆土はにぶい黄褐色～黒褐色を呈し、５層に分層した。遺物は２～３条の沈線で文様を描く土

器（132-338～340）、石皿片（141-429）、凹石（141-430）が出土している。
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ＳＫ234土坑［第114図］

　ＬＳ43グリッドに位置する。長軸1.76ｍ、短軸1.36ｍの楕円形を呈し、深さは24㎝、長軸方向はＮ

－37゜－Ｅである。底面は平坦であり、壁は緩やかに湾曲して開く。褐色～黒褐色を呈する覆土は２

層に分層した。無茎の石鏃１点（141-431）が出土している。

ＳＫ243土坑［第114図、図版12-4］

　ＬＳ44グリッドに位置する。縄文時代後期中葉の土坑である。径1.2～1.28ｍの円形を呈し、深さは

32㎝である。底面は平坦で、東壁は湾曲した後垂直に近く、西壁は大きく開いて立ち上がる。暗褐色

～黒褐色の覆土は３層に分層した。遺物は磨消縄文で幅広のモチーフを描く土器（132-341）、縄文

地に２条の沈線を描く土器（132-342）が出土している。

ＳＫ245土坑［第115図］

　ＬＳ45グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。径2.24～2.6ｍの不整円形を呈し、深

さは44㎝である。底面は平坦で壁は開いて立ち上がる。にぶい黄褐色～黒褐色を呈する覆土は６層に

分層した。無文の小形鉢形土器（132-346）や、２～３条の沈線により磨消縄文を施した土器（132-

343～345・347）、石鏃２点（141-432・433）、スクレイパー（141-434）などが出土している。

ＳＫ247土坑［第115図］

　ＬＴ44グリッドに位置する。ＳＫ249と重なりこれよりも新しい。縄文時代後期中葉の土坑である。

長軸1.4ｍ、短軸1.16ｍの楕円形を呈し、深さは36㎝、長軸方向はＮ－30゜－Ｅである。底面は中央が

僅かに盛り上がり、壁は湾曲した後やや開いて立ち上がる。褐色～黒褐色の覆土は３層に分層され、

うち、１層中には焼土ブロックが混入している。口縁無文で頸部以下の縄文地に平行沈線を巡らす土

器（132-149）、磨消縄文で帯状連弧文を施した土器（132-351・352）、石皿片（141-435）、凹石（141-

436）などが出土している。

ＳＫ249土坑［第115図］

　ＬＳ44グリッドに位置する。ＳＫ247と重なり、これより旧い。縄文時代後期前葉の土坑である。

長軸2.24ｍ、短軸1.8ｍの不整楕円形を呈し、深さは56㎝、長軸方向はＮ－23゜－Ｅである。底面は平

坦であるが南側では１段段差が付く。北壁はほぼ垂直に近く立ち上がる。覆土はレンズ状堆積の暗褐

色～黒褐色土からなり、１層中には拳～人頭大の礫が10数個詰め置かれている。３条沈線で帯状の縄

文を区画した土器（132-350）、無文の鉢もしくは壺形土器（132-353）、石鏃１点（141-437）が出土

している。

ＳＫ250土坑［第116図、図版12-5］

　ＬＲ45グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。径92㎝～1.12ｍの不整円形を呈し、

深さは44㎝である。底面は中央が窪み、壁は開いて立ち上がる。暗褐色～黒褐色を呈する覆土は３層

に分層した。２～３条の沈線で縄文を帯状に区画する土器（133-354・355）、スクレイパー２点（141-

438・439）が出土している。

ＳＫ257土坑［第116図］

　ＬＴ45グリッドに位置する。縄文時代中期後葉の土坑である。径80～96㎝の略円形を呈し、深さは

60㎝である。底面は平坦で開口部よりやや張り出し、壁はオーバーハングして立ち上がる。黒褐色を

呈する覆土は炭化物、地山土の混入で２層に分層した。磨消縄文で区画されたなかに刺突を施す土器
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（133-356）が出土している。

ＳＫ258土坑［第116図、図版12-6］

　ＬＳ46グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。長軸1.56ｍ、短軸１ｍの楕円形を呈

し、深さ32㎝、長軸方向はＮ－47゜－Ｗである。底面は平坦で、壁は湾曲した後垂直に近く立ち上が

る。暗褐色～黒褐色土のレンズ状堆積を示す覆土は３層に分層され、最上位の１層には焼土ブロック

が混じる。口縁下が屈曲し全面縄文の施される土器（133-357）、３条沈線で帯状の縄文を区画する

波状口縁の土器（133-358）、凹石（141-440）などが出土している。

ＳＫ260土坑［第117図］

　ＬＴ45グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代中期後

葉の土坑である。平面形は長軸2.56ｍ、短軸1.68ｍの大形の楕円形で、長軸方向はＮ－31°－Ｗ、南

側での深さ56㎝である。底面は２段に別れ、南側が深く北側で一段高くなる。壁は傾斜して開いて立

ち上がる。覆土は３層に分層した。南側の深い部分を中心にして堆積する２層中には焼土ブロックが

混入する。確認面上では片面の大半が被熱した石棒（142-441）が横置きの状態で、また、この石棒

とともに磨石（143-442）が出土した。他に北壁の覆土上位から磨石（143-443）が出土している。土

器は覆土中から逆Ｕ字状の懸垂区画文が施された土器（133-360・361）などが出土した。

ＳＫ261土坑［第117図、図版12-7］

　ＭＡ43グリッドに位置する。径96㎝～1.12ｍの略円形を呈し、深さは20㎝である。底面は平坦で壁

はなだらかに開く。覆土は黒褐色土１層である。石匙（143-444）が出土した。

ＳＫ283土坑［第118図］

　ＭＢ44グリッドに位置する。ＳＫＰ282、ＳＫ534と重なり、282より旧く、534より新しい。縄文時

代後期前葉の土坑である。径１～1.2ｍの略円形を呈し、深さは20㎝である。底部は平坦で壁は緩く湾

曲して立ち上がる。褐色～黒褐色の覆土は３層に分層され、１層には拳～人頭大の礫が10数個詰め置

かれている。３条沈線で帯状縄文を区画した土器（133-365・367）、折り返し口縁の土器（133-362）、

底部から直線的に立ち上がる深鉢形土器（133-366）、口頸部が無文で屈曲部に２条沈線を施す壺形

土器（133-368）などが出土した。なお、１層上部からは後世に納められた焼骨片が若干量出土した。

ＳＫ299土坑［第118図］

　ＭＣ45グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。径1.04～1.16ｍの略円形を呈し、深

さは20㎝である。底面から壁にかけて鍋底状に立ち上がる。覆土は黒褐色土１層である。縄文地に２

条沈線で曲線的なモチーフを描いた土器（133-370）が出土している。

ＳＫ302土坑［第119図、図版13-4］

　ＭＢ45グリッドに位置する。長軸1.64ｍ、短軸1.4ｍの楕円形を呈し、深さは48㎝、長軸方向はＮ－

87゜－Ｗである。底面は平坦であるが中央に柱穴様ピットがあり、壁はやや開いて立ち上がる。暗褐

色～黒褐色の覆土は５層に分層した。中央部に人頭大の礫２個がある。小形の両面調整石器（143-445）

が出土した。

ＳＫ472土坑［第119図］

　ＬＴ40グリッドに位置する。縄文時代後期前葉の土坑である。径1.28～1.32ｍの略円形を呈し、深

さは56㎝である。底面は撹乱部分を除いて平坦で拳～人頭大の礫数個が詰め置かれている。壁はほぼ
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垂直に立ち上がる。にぶい黄褐色～暗褐色を呈する覆土は４層に分層した。口縁直下に縄文原体の側

面圧痕を施し胴部全面が縄文施文となる土器（134-373）、スクレイパー（143-446）が出土している。

ＳＫ574土坑［第121図］

　ＭＥ45グリッドに位置する。ＳＫ597、ＳＫ558と重なり、これらより旧い。縄文時代後期前葉の土

坑である。径80～92㎝の円形を呈する。底面は中央が窪み、壁は擂り鉢状に立ち上がる。壁には礫層

中の礫が多く露出する。にぶい黄褐色～黒褐色を呈する覆土は10層に分層した。２条沈線間が隆線と

なり曲線的なモチーフが描かれる土器（134-374・375）が出土している。

ＳＫ593土坑［第121図］

　ＭＥ45グリッドに位置する。ＳＫ597と重なり、これより新しい。縄文時代後期前葉の土坑である。

長軸92㎝、短軸76㎝の楕円形を呈し、長軸方向はＮ－65゜－Ｗである。底面から壁は袋状に立ち上が

る。暗褐色～黒褐色の覆土は３層に分層した。撚糸文の地に３条沈線でモチーフを描いた土器（134-

376）が出土している。

ＳＫ3021土坑［第120図］

　ＭＡ45グリッドに位置する。縄文時代中期後葉の土坑である。径1.36～1.4ｍの円形を呈し、深さは

32㎝である。底面は北側に向かって傾斜する。黒褐色の覆土は地山土の混入の差で３層に分層した。

０段多条縄文を沈線で区画した磨消縄文の土器（134-377・378）が出土している。

ＳＮ470焼土遺構［第125図］

　ＬＲ40グリッドに位置する。地山面を精査中、焼土を混入した暗褐色土のプラン上の石囲炉として

検出した。北西側は確認調査時のトレンチによって壊されているが、平面形は長軸１ｍ、短軸68㎝の

不整な楕円形で、長軸方向はＮ－49゜－Ｗ、深さ16㎝である。プランの中央には５個の川原石で方形

に組まれた石組があり、全て被熱している。石組の南東隅にあたる部分では長さ26㎝の楕円形の礫抜

け痕があり、本来石組は全周していたと判断される。覆土は５層に分層した。石組の内側にあたる３

層が火床面であるが、外側の掘り込み内の覆土にも焼土のブロック状の混入が認められる。炉の作り

替えがなされた可能性もある。遺物の出土はない。

ＳＮ30焼土遺構［第125図］

　ＬＰ、ＬＱ47グリッドに位置する。地山面を精査中、数個の礫を伴い、焼土の混入する黒褐色土の

プランを検出した。石囲炉であり竪穴住居に伴った可能性が高い。平面形は長軸1.11ｍ、短軸推定95

㎝の不整な楕円形で、長軸方向はＮ－62.5°－Ｅ、深さ16㎝である。北西側に長さ約35㎝と約20㎝の

礫２点が埋め置かれる。底面は極めて堅くしまり、凹凸が激しく、北東側で一段高くなる。北西側で

検出した２点の礫は、埋められた部位より上部で強く被熱する。また、本来の炉体の掘方と思われる

周囲に小穴４基が巡るが、このうちＰ１を除く３基は石囲炉に用いられた礫抜け痕である。水田造成

時に礫が動いたものと判断される。この他に礫抜け痕は認められず、更に南東側に灰・焼土等の掻き

出し痕が認められることから、本来、南東側が開いた形の炉であったと考えられる。北東側に位置す

るＰ１は、確認段階で熱を受けた状況が観察され石囲炉が作られる以前に掘り込まれたと判断される。

覆土は５層に分層した。３層から５層上面にかけて焼土化した著しい赤変が認められる。遺物はＰ１

確認面近くで磨製石斧１点（143-447）を検出している。
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ＳＮ66焼土遺構［第125図］

　ＬＭ52グリッドに位置する。地山面を精査中、焼土を混入する暗褐色土の２つのプランを検出し、

東側をＳＫ67、西側をＳＮ66とした。東側でＳＮ67と重複するが、本遺構が旧い。平面形は長軸推定

66㎝、短軸41㎝の不整な楕円形で、長軸方向はＮ－40.5°－Ｗ、深さ７㎝である。底面は段丘砂礫層

を掘り込んでいるためやや脆く、東側に位置するピット状の掘り込み以外は概ね平坦である。壁面は

短軸方向でほぼ垂直に立ち上がるが、その他は緩やかに外傾する。覆土は２層に分層した。２層は段

丘砂礫層が被熱し赤変した層である。２層中より石器２点を検出したが、直上の１層に陥没する痕跡

がみられることから、水田造成の際に落ち込んだものと思われる。遺物は礫石器２点が重なった状態

で出土している。このうち１層下面から出土した敲石（143-448）は両極に敲打痕を残し、一方の側

面には磨りの痕跡がみられる。

ＳＮ67焼土遺構［第125図］

　ＬＬ、ＬＭ52グリッドに位置する。検出状況はＳＮ66と同様である。西側でＳＮ66と重複し、本遺

構が新しい。平面形は長軸1.24ｍ、短軸1.12ｍの楕円形で、長軸方向はＮ－11°－Ｅ、深さ９㎝であ

る。底面は段丘礫層中の大礫が露出し凹凸が激しい。壁は底面から緩やかな傾斜で立ち上がる。覆土

は２層に分層した。１層上位に堆積する地山土と黒褐色土は撹乱状態で流入したものか。１層確認面

直下には焼土粒が薄く堆積する。また、２層上位には焼土ブロックが混入する。遺物の出土は無い。

ＳＫＰ281柱穴［第123図、図版13-6］

　ＭＢ43グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒～黒褐色土のプランとして検出した。平面形は

長軸2.64ｍ、短軸1.08ｍの長方形～台形を呈し、深さは96㎝である。底面は西辺よりに平坦面があり

その西側に柱アタリを示すグライ化した３か所の楕円形の窪みがある。壁は西、南、北側で垂直に立

ち上がり、東側は底面から開口部までスロープ状に傾斜して立ち上がる。覆土は８層に分層した。１・

２層は柱痕跡の堆積土、３～８層は柱穴掘形内充填土である。１・２層の上位から焼土に混じり少量

の焼骨片が出土した。

ＳＫＰ282柱穴［第123図、図版13-7］

　ＭＢ44グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒～黒褐色土のプランとして検出した。平面形は

長軸2.52ｍ、短軸1.08ｍの長方形を呈し、深さは96㎝である。ＳＫ283を切って作られる。底面は西辺

よりに方形の平坦面があり、その西側に柱アタリを示す４か所の溝状ないし楕円形の窪みがある。壁

は西、南、北側で垂直に立ち上がり、東側は底面から半ばまで開きさらにスロープ状に傾斜して立ち

上がる。覆土は11層に分層した。１・２・３層は柱痕跡堆積土、４～10層は柱穴掘形内充填土、11層

は柱アタリ部分のグライ化層である。１・２層の上位から木炭に混じり焼骨片が出土した。

ＳＫＰ284柱穴［第122図］

　ＭＣ43グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

96㎝、短軸84㎝の略方形を呈し、深さは84㎝である。底面には北西辺に沿って溝状の柱アタリがあり、

北東辺および南東辺も浅く溝状に窪む。壁は垂直に立ち上がるが、南東側開口部は大きく傾斜して開

く。覆土は５層に分層した。１層は柱痕跡であり、２～５層は柱穴掘形内の充填土である。覆土の上

位で永楽通宝１点と焼骨片が出土している。
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ＳＫＰ285柱穴［第122図］

　ＭＣ43グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

80㎝、短軸56㎝の略方形を呈し、深さは32㎝である。底面は平坦な部分が北西辺によった部分にあり、

壁は南東辺が大きく傾斜し開くほかは、ほぼ垂直に立ち上がる。覆土は２層に分層した。１層は柱痕

跡であり２層は柱穴掘形内の充填土である。

ＳＫＰ295柱穴［第124図］

　ＭＣ44グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色～にぶい黄褐色土のプランとして検出した。

西側にさらに小さなピット（ＳＫＰ296）がある。平面形は長軸88㎝、短軸76㎝の略方形を呈し、深

さは32㎝である。底面は平坦で壁は底面からやや湾曲しながら立ち上がる。ＳＫＰ296も含め覆土は

９層に分層した。３・５層、６・７層がそれぞれ柱痕跡の堆積土であり、４・８・９層が柱穴掘形内

の充填土である。ＳＫＰ296の上位１層内からは焼骨片が出土している。

ＳＫＰ300柱穴［第124図］

　ＭＣ44グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

92㎝、短軸56㎝の楕円形を呈し、深さは80㎝である。底面は平坦な部分が北西側によった部分にあり、

その中央に柱アタリのグライ化した面が残る。壁は南東側で半ばから開口部が大きく傾斜し開くほか

は垂直に立ち上がる。覆土は３層に分層した。１～３層が柱痕跡の堆積土であり、４層が柱穴掘形内

の充填土である。覆土の上位から焼骨片が出土している。

ＳＫＰ306柱穴［第124図］

　ＭＡ46グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

１ｍ、短軸64㎝の方形を呈し、深さは60㎝である。底面はやや波打ち、壁は垂直に立ち上がる。覆土

は５層に分層した。１・２層が柱痕跡の堆積土であり、３～５層が柱穴掘形内の充填土である。３層

内からは多くの礫と焼骨片が出土している。

ＳＫＰ308柱穴［第124図］

　ＭＡ46グリッドに位置する。地山面を精査中に、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸

84㎝、短軸76㎝の方形を呈し、深さは48㎝である。底面はやや波打ち、西辺に沿って溝状の柱アタリ

のグライ化した面がある。壁は垂直に立ち上がる。覆土は５層に分層した。１・２層は柱が抜き取ら

れた後の充填土、３層は柱痕跡の堆積土、４・５層は柱穴掘形内の充填土である。１層上位から比較

的多く焼骨片が出土した。

　以上、ＳＫＰ281からＳＫＰ308については西側調査区に近い東側調査区の西端部分で確認した柱穴

群であるが、281・282・284・295・300・306・308の各柱穴の上部層からは焼骨片が出土し、最終的

に火葬墓とされたことがうかがわれる。ほぼ同じ区域にあって柱穴とは確認できなかったが、焼骨片

が出土し火葬墓としうる遺構には、ＳＫ283、ＳＫＰ286、ＳＫ290、ＳＫＰ296、ＳＫ303、ＳＫ304

がある。なお、銭貨が出土した遺構にはＳＫ3043（永楽通宝１、大観通宝１、開元通宝ほか３、皇宋

通宝ほか６）、ＳＫＰ284（永楽通宝１）、ＳＫＰ296（洪武通宝１、祥符通宝１、開元通宝１、銭銘

不詳１）、ＳＫ303（永楽通宝２ほか１）がある。



－ －38

第４章　調査の記録

　４　北側調査区

　北側調査区では帰属する細別時期不明のものを含む縄文時代の竪穴住居跡２軒、掘立柱建物跡２棟、

土坑14基、焼土遺構３基、捨て場１か所が見つかっている。これらの遺構は北側調査区にあって、西

側調査区に近い斜面下り際で見つかっている。本来、さらに北東側の旧神社跡地周辺まで遺構の分布

した可能性があるが、大きく削平されてそれを確かめることはできない。14基の土坑のうち西側調査

区に接して集まる大形土坑３基は、位置的には西側調査区の際で４基集中して見つかった群と対にな

る。同時のものと見られる。

ＳＩ91竪穴住居跡［第144図］

　ＬＲ、ＬＳ58グリッドに位置する。地山面を精査中、径１ｍほどの炭化物の集中するプランを検出

し、サブトレンチを設定したところその下層に焼土面を検出し、さらに周辺の精査を進めた結果、柱

穴プランを確認した。北側で重なるＳＫ144より旧い。水田造成の際に削平を受け、その大部分を失

っている。平面形は床面の硬化面をもとに推測すると、東西4.7ｍ、南北3.8ｍ程度の楕円形であった

と考えられる。床面は多少凹凸があるもののほぼ平坦であり、堅くしまる。柱穴は３基確認した。検

出した柱穴は径25～45㎝の楕円形を呈し、深さは56～78㎝である。炉は床面を掘り下げて炉床とした

地床炉である。床面の中央に位置し、深さは25㎝ほどである。覆土中位の３層に焼土面が形成される。

炉面西側に広がるテラス状の部位には焼土ブロックが混入し、灰や焼土を掻き出したものと推測する。

床面直上から石箆２点（157-476・477）、スクレイパー１点（157-478）、二次加工のある剥片１点、

使用痕のある剥片１点、その他の剥片13点のほか、縄文土器片４点が出土した。縄文土器は細片であ

り、時期確定には至らない。

ＳＩ120竪穴住居跡［第145・146図］

　ＬＲ55～57グリッドに位置する。地山面を精査中、10数基のピット及び焼土・溝跡等を検出した。

炉２が径60～70㎝、深さ30㎝のＳＫ123と重複し、これによって一部壊されている。縄文時代前期後

半の竪穴住居跡の可能性がある。水田造成の際に削平を受け、壁面及び床面の大部分は失われている。

平面形は壁溝をもとに推測すれば、長軸（南－北）12ｍほどの長楕円形を呈していたものと考えられ

る。北端に位置する壁溝は４ｍほどの長さで緩やかな弧を描き、深さは４㎝ほどである。床面上で13

基の柱穴を確認した。そのうちＰ１～Ｐ９を主柱穴と判断する。東西にＰ１～Ｐ４・Ｐ５～Ｐ８がそ

れぞれ対応して並び、床面中央部にＰ９が位置する。主柱穴の規模は、平面形が長軸35～63㎝の楕円

形を呈し、深さは19～58㎝であり、ほぼ垂直に立ち上がる。このうちＰ２・Ｐ８の壁面に沿うように

それぞれ20㎝大、30㎝大の板状礫を検出し、Ｐ２の底部北東において柱痕跡を検出した。板状礫は根

固めに使用したものと判断される。Ｐ４底部からは凹石１点を含む、10㎝大の円礫４点を検出し、同

じく根固めに使用したものと思われる。炉は両側の主柱穴列の間に地床炉を４基検出したが、北側の

炉１・２と南側の炉３・４では様相が異なる。炉１・２は床面を掘り窪めて使用したと考えられ、東

側に灰・焼土などの掻き出しに使われた一段高いテラス状の張り出し部分を有す。炉１では２・３層

に焼土面を確認することができたが、炉２では僅かに焼土ブロックを検出したにとどまった。炉３・

４は床面を掘り窪めず直に火を焚いたものである。遺物は炉２より摩滅した縄文土器小片１点及び磨

石（157-479）１点、既述のＰ４より凹石（157-481）１点などが出土している。炉２より検出した出土

炭化材１点の14Ｃ年代測定結果は、補正年代4,680±40BP（Ｃode.Ｎo.IAAA-31463）であった。
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ＳＫ06土坑［第147図］

　ＬＮ62グリッドに位置する。平面形は長軸80㎝、短軸48㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－23.5°－Ｗ、

深さ16㎝である。底面は全体にやや波打ち南側でやや低い。壁面は開口部に向けて緩やかに立ち上が

る。覆土は開口状態での自然堆積とも判断できるが、判然としない。遺物の出土は無い。

ＳＫ60土坑［第147図、図版14-1・2］

　ＬＮ52グリッドに位置する。地山面を精査中、暗褐色土のプランとして検出した。平面形は開口部

長軸1.06ｍ、短軸96㎝の楕円形で、底面は最大径1.34ｍの隅丸方形となる。長軸方向はＮ－45.5°－Ｅ、

深さ60㎝である。底面は概ね平坦で、段丘砂礫層を掘り込みやや脆い。壁面はフラスコ状に縊れて立

ち上がる。覆土は５層に分層したが、全体に概ね細砂質である。４層から５層中位にかけて25～40㎝

大の大礫４点を検出した。このうち南端壁際の扁平礫３点は、開口部より内側にあり、意図的に置か

れたものである。遺物は縄文土器片１点である。

ＳＫ61土坑［第147図、図版14-3］

　ＬＯ52グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。縄文時代後期前

葉の土坑である。水田造成時に大きく削平を受け坑底部のみが残ったものであるが、平面形は長軸

1.28ｍ、短軸1.07ｍの楕円形であり、長軸方向はＮ－60°－Ｅ、深さ11㎝である。底面は平坦で、残

存する壁面は緩やかに立ち上がる。覆土は黒色土１層である。覆土内から中～大礫が５点出土した。

遺物は全面縦位の撚糸文が施された胴部破片（155-452）を含む縄文土器片11点、石鏃１点（158-482）、

二次加工のある剥片１点、剥片４点が出土した。

ＳＫ65土坑［第147図］

　ＬＯ、ＬＰ51グリッドに位置し、ＳＤ63の直北に近接する。地山面を精査中、やや撹乱を受けた黒

褐色土の径３ｍ程のプランとして検出した。縄文時代後期中葉の土坑である。平面形は長軸2.76ｍ、

短軸2.48ｍ、深さ20㎝の略円形で、長軸方向はＮ－6.5°－Ｅである。底面はやや堅くしまり、若干の

凹凸はあるもののほぼ平坦である。壁面は南側で削平されるが、その他は概ね急傾斜をもって立ち上

がる。覆土は５層に分層され、この内２層中に焼土粒が認められた。４・５層は基本的に地山土を多

量に含む連続した埋め戻し土である。遺物は５層からの出土が大半である。155-453～458の中期後葉

および後期中葉に比定される土器片のほか、二次加工痕のある剥片３点などが出土した。

ＳＫ69土坑［第148図］

　ＬＬ52・53グリッドに位置する。地山面を精査中、多数の礫を伴う暗褐色土のプランとして検出し

た。南側で重複するＳＫＰ75よりも新しい。縄文時代晩期中葉の土坑である。平面形は長軸1.84ｍ、

短軸1.68ｍの楕円形で長軸方向はＮ－62.5°－Ｗ、深さ28㎝である。底面は緩やかに波打ち、段丘礫

層中の自然礫が露出し凹凸が激しい。壁面はほぼ垂直に近く急角度で立ち上がる。覆土は４層に分層

したが１～３層土には土坑掘削時の地山ブロックが多く混入し、基本的に連続して埋め戻されたと判

断される。遺物は前期後葉（156-459・460）、後期初頭（156-463・464）、晩期中葉（156-461・462）

に比定される土器を含む縄文土器片71点、石匙１点（158-483）、スクレイパー１点（158-484）、使

用痕のある剥片２点、剥片８点が出土している。

ＳＫ71土坑［第148図］

　ＬＯ54グリッドに位置する。地山面を精査中、数点の礫が伴う黒褐色土のプランとして検出した。
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縄文時代後期前～中葉の土坑である。平面形は開口部長軸1.36ｍ、短軸1.32ｍの略円形で、底面は最

大径（底径）1.58ｍの円形である。長軸方向はＮ－70°－Ｗ、深さ44㎝である。底面は平坦で、壁面

はフラスコ状にオーバーハングして立ち上がる。確認面で検出した礫は、水田造成時に混入したもの

であろう。覆土は地山土の混入量の違いで４層に分層し、遺物は後期前～中葉の土器（156-465～469）

を含む縄文土器片62点、スクレイパー２点、使用痕のある剥片１点、剥片13点が出土している。

ＳＫ78土坑［第148図］

　ＬＭ61グリッドに位置する。平面形は長軸84㎝、短軸80㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－52°－Ｅ、

深さ12㎝である。底面は緩やかな鍋底状で、壁面は底面からの傾斜を維持したまま緩やかに立ち上が

る。覆土は地山土の混入する暗褐色土１層である。遺物の出土は無い。

ＳＫ85土坑［第149図］

　ＬＰ63グリッドに位置する。平面形は長軸1.16ｍ、短軸92㎝の楕円形で、長軸方向はＮ－66.5°－

Ｅ、深さ28㎝である。底面は鍋底状で、やや南側が高くなる。南壁は倒木痕による撹乱を受けるが、

その他は概ね急傾斜をもって立ち上がる。覆土は２層に分層した。１層は地山土の混入する人為堆積

と考えられるが、２層土は流入による堆積か、埋め戻したものか判然としない。

ＳＫ105土坑［第149図］

　ＬＱ、ＬＲ61グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は

開口部長軸61㎝、短軸54㎝の略円形で、底面は最大径（底径）67㎝の略円形である。長軸方向はＮ－

71°－Ｗ、深さ36㎝である。底面は平坦で、壁面北半は中位程からオーバーハングし、南半はほぼ垂

直に立ち上がる。覆土は４層に分層した。３・４層は地山土の埋め戻しである。１・２層は３・４層が

落ち込んだ段階で、表土付近の土が流入したものであろう。遺物は３層上位より須恵器広口壷（156-

470）が正位の状態で出土している。外面はにぶい赤褐色を呈し、底部を含む全面がヘラケズリ、内

面はロクロの調整が残る。９世紀中葉～10世紀中葉に収まる五所川原産か？

ＳＫ72土坑［第152図、図版14-4］

　ＬＲ52・53、ＬＳ52・53グリッドに位置する。地山面精査中、長径3.5～５ｍ程の不定形プランを

３基検出した。南側をＳＫ72、西側をＳＫ76、北側をＳＫ77とした。平面形は長軸4.96ｍ、短軸3.60

ｍの不整形で、長軸方向はＮ－３°－Ｅ、最大深1.06ｍである。底面は凹凸が激しいが、部分的に平

坦面が残される。壁面は概ね擂り鉢状に開いていくが、北壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は18層に

分層した。Ｃ－Ｄベルトの堆積状況から、２層は新たに掘り込まれた可能性が高い。地山土の混入が

多くなる１・２層は再び掘削され埋め戻されたものであろう。また、覆土中から検出した礫は２層上

面北西部の略円形の範囲（径1.5ｍ程）に収まるため、意図的に集石したものであろう。これはＳＫ

76に埋置される礫の検出状況に極めて酷似しており、集石の中心部が落ち込んだ状態で出土している。

遺物は後期前葉の土器（156-471）を含む縄文土器片79点、土師器片１点、スクレイパー１点（158-488）、

二次加工のある剥片１点、使用痕のある剥片１点、石核１点、剥片25点が出土した。出土遺物のほと

んどが３～18層からであり、埋め戻し時に混入したものと思われる。

ＳＫ76土坑［第153図、図版14-4・5］

　ＬＲ53・54、ＬＳ53・54グリッドに位置する。平面形は長軸3.56ｍ、短軸3.52ｍの不整形で、長軸

方向はＮ－45°－Ｅ、深さ60㎝である。底面は北東側に大きな平坦面があり、南西側はテラス状に緩
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く傾斜して張り出す。他の壁面はやや急角度で外傾して立ち上がる。覆土は８層に分層した。基本的

に開口状態での連続した埋め戻しである。３～５層中で大礫がまとまって検出されている。平面的に

は約1.5ｍの略円形の範囲で検出され、中心部が凹む。ＳＫ72同様意図的に集石されている。遺物は

集石直下より鉄滓２点が出土するが、埋め戻し時の混入と思われる。

ＳＫ77土坑［第154図］

　ＬＲ53・54、ＬＳ53グリッドに位置する。平面形は長軸4.52ｍ、短軸2.68ｍの不整な楕円形で、長

軸方向はＮ－63°－Ｅ、深さ36㎝である。底面は凹凸が著しく部分的に平坦面が残される状況はＳＫ

72、ＳＫ76と同様である。壁面は概ね緩やかに外傾する。覆土は13層に分層した。基本的には一括の

埋め戻しと考える。１層上面には径60㎝前後の焼土範囲があり、１～３層には微量の焼土粒・ブロッ

クが混入する。４～13層はしまりの強い黒褐色土が主体となる。北西端３層上位～下位にかけて細か

い凝灰岩が長径70㎝程の範囲に分布し、この直下より大観通宝が出土した。またＥ－Ｆベルトの５・

10層間には微小の炭化物が薄く層をなす。遺物は縄文土器片68点、石匙１点（158-489）、二次加工

のある剥片２点、使用痕のある剥片４点、剥片20点、大観通宝１点（図版18-9）、鉄滓１点が出土した。

ＳＫ144土坑［第153図］

　ＬＲ58グリッドに位置する。地山面精査中、ＳＩ91の北側を掘り込む暗褐色土のプランとして検出

した。ＳＩ91より新しい。平面形は長軸1.48ｍ、短軸1.35ｍのやや不整な隅丸方形で、長軸方向はＮ

－80.5°－Ｅ、深さ22㎝である。底面は鍋底状で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は周辺の細砂

質地山土の混入量の違いで３層に分層した。各層ともしまりが弱い。遺物の出土は無い。

ＳＢ150掘立柱建物跡［第150図、図版14-6］

　ＬＭ61、ＬＮ60・61グリッドに位置する。地山面精査中、６基の柱穴列として検出した。建物の規

模は北東側で1.8ｍ、直交する南東側で1.6ｍとなる。桁行１間×梁行２間で、柱穴配置の主軸方位は

ほぼ北西－南東方向である。桁行の柱穴間（Ｐ１－Ｐ２・Ｐ５－Ｐ６）は約1.8ｍであり、梁行の柱

穴間（Ｐ１－Ｐ３・Ｐ３－Ｐ５・Ｐ２－Ｐ４・Ｐ４－Ｐ６）は約0.8ｍ前後となる。個々の柱穴は30

～40㎝程の楕円形平面を持ち、深さは25～70㎝程度であり、ばらつきが目立つ。Ｐ３底面には柱アタ

リが認められる。各柱穴とも遺物の出土は無かった。

ＳＢ151掘立柱建物跡［第151図、図版14-7］

　ＬＯ60、ＬＰ59・60グリッドに位置する。地山面精査中、６基の柱穴列として検出した。建物の規

模は北東側で1.8ｍ、直交する南東側で1.5ｍとなる。桁行２間×梁行１間で、柱穴配置の主軸方位は

ほぼ北西－南東方向であり、ＳＢ150と同様の規模・方位をもつ。本建物の桁行の柱穴間はＰ１－Ｐ

３・Ｐ２－Ｐ４が約0.8ｍ、Ｐ３－Ｐ５・Ｐ４－Ｐ６が約1.0ｍである。梁行の柱穴間はＰ１－Ｐ２が

約1.6ｍ、Ｐ５－Ｐ６は約1.5ｍとなる。個々の柱穴平面形は31～35㎝程の楕円形で、深さは34～68㎝

程度である。Ｐ２・３・５・６からそれぞれ柱痕跡を検出した。遺物の出土は無かった。ＳＢ150と

規模・建物方位が同じであり、同時に存在した可能性が高い。

ＳＮ02焼土遺構［第149図］

　ＬＮ62グリッドに位置する。地山面を精査中、３基が重複する黒褐色土プランとして検出したうち

の１基である。北側で重複するピットより新しいが、ＳＮ03との関係は判然としない。平面形は長軸

80㎝、短軸推定56㎝のやや不整な隅丸方形であり、長軸方向はＮ－82°－Ｅ、深さ12㎝である。底面
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は鍋底状でやや丸みを帯び、僅かに被熱し赤変する。壁面はそのまま緩やかに立ち上がる。覆土は３

層に分層した。１層は地山ブロックが混入し、２層は３層が被熱により焼土化し焼土・灰等の掻き出

し等で撹乱された堆積と考えられる。３層は底面直上に地山粒が混入するが、概ね黒褐色土を基調と

する粘性の強い覆土である。遺物の出土は無い。

ＳＮ03焼土遺構［第149図］

　ＬＮ62グリッドに位置する。ＳＮ02と接する。平面形は長軸52㎝、短軸48㎝のやや不整な楕円形で、

長軸方向はＮ－63°－Ｗ、深さ４㎝である。東側に近現代のものと思われる小ピットが掘り込まれて

いるが、それを除けば底面はほぼ平坦で堅くしまり、壁面は緩やかに立ち上がる。覆土は２層に分層

した。１層は焼土ブロックである。遺物の出土は無い。

ＳＮ07焼土遺構［第149図］

　ＬＮ63グリッドに位置する。地山面を精査中、黒褐色土のプランとして検出した。平面形は長軸80

㎝、短軸62㎝の楕円形の掘り込みを有する。長軸方向はＮ－３°－Ｅ、深さ13㎝である。底面は鍋底

状で、被熱し赤変する。壁面はそのまま緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色土１層である。覆土中に

は焼土ブロック等の混入はない。遺物はスクレイパー１点（158-487）が出土している。

捨て場［第6図、図版14-8］

　捨て場は旧神社跡地北東側に立地する。ＫＱ60、ＫＲ59～62、ＫＳ58～62、ＫＴ59～62の各グリッ

ドにまたがる範囲で集中的に土器・石器が出土した。検出地点は大型の段丘礫が盛り土される地点で

あり、当初遺構の存在は無いものと思われていた。遺構の有無確認のため調査範囲外との境界に２ｍ

トレンチを設定し、ＬＣ55グリッドより北東側へ調査を進めたところ、調査区北側から小又川へ南流

する旧河道を確認し、その中に形成された遺物包含層を検出した。河道は一気に30㎝程落ち込んだ後、

緩やかに北東方向へ傾斜する。遺物はこの緩やかな傾斜面に多く分布する。ＬＡ59から北方向へ旧水

田水路が走り、捨て場の南側は撹乱を受ける。捨て場の南東側（旧付け替え県道下）は調査区外であ

るが、更に小又川方向に遺物包含層が広がっていく可能性が高い。６層に分層した。１・２層は水田

造成時の盛り土であり地山土が主体となる。３層以下が自然堆積層となる。４・６層はグライ化過程

にあり、直下の地山面はグライ化する。５層は地山土を含む土が流入した可能性が高く、６層とは漸

移する。遺物包含層は最下層の６層に集中するが、特に５層土の流入する範囲で多くの遺物を出土し

た。遺物の多くは、当初廃棄された場所から検出地点まで流されている可能性が高いと思われる。基

本的には縄文時代前期後半に形成された小規模な捨て場であるが、中期後葉～後期前葉の土器片も数

点検出されており、当該地区は少なくとも後期前葉までは低地であったものと考えられる。

　５　出土遺物

　出土遺物は第９表～第22表にまとめた。中世の陶磁器等の遺物については西側調査区を中心とした

旧河川上から一定量の出土があるが、これについては平成19年度予定の残余部分の調査が西側調査区

の隣接部分を含むため、その報告時に併せて報告することとする。

　以下に今回報告の遺物のうち、おもに縄文土器を中心とした土器・土製品、および捨て場出土石器

類について概説する。

①土器・土製品
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　発掘調査で出土した土器および土製品類のうち、主体となるのは縄文時代の土器である。前期から

晩期終末までの各時期の土器が出土している。

第Ⅰ群土器：前期の円筒下層式に属する一群である。

ａ類：口縁胴部界が無く、器面全体に撚糸文が縦位回転施文される。円筒下層ａ式に比定される。

ｂ類：以下の特徴をもって円筒下層ｂ式に比定される土器である。

－１：口縁胴部界に隆線と単節か複節の原体による横位の側面圧痕が施文され、加えて点列

　　　が施文される場合もある。口縁部と胴部には横位回転による結束羽状縄文・斜縄文・

縦位回転による撚糸文が施文される。

－２：口縁胴部界に複数列の爪形文か刺突が施文され、口縁部と胴部は斜縄文が施文される。

　　ｃ類：以下の特徴をもって円筒下層ｃ式に比定される土器である。

－１：口縁胴部界に隆線と単節か複節の原体、もしくは絡条体の側面圧痕が施文される。口

縁部には、側面圧痕によって鋸歯状文が施文される。

－２：口縁胴部界に絡条体圧痕が施文され、胴部には結束羽状縄文が横位回転で施文される。

　　ｄ類：以下の特徴をもって円筒下層ｄ式に比定される土器である。

－１：胴部に木目状撚糸文が縦位回転で施文される。

－２：胴部に網目状撚糸文が縦位回転で施文される。

－３：胴部に縦位もしくは横位で綾繰文が施文される。

－４：口縁胴部界に斜位の刻み目のある隆線があり、胴部に多軸絡条体が縦位回転される。 

－５：波状口縁の頂部か平縁の口唇部から、単節の原体の側面圧痕が垂下する。垂下する側

面圧痕に隆線を伴う場合もある。

－６：口唇と口縁胴部界に刺突、口縁に単節の原体か絡条体の側面圧痕が横位で施文される。

－７：口縁部に単節の原体の側面圧痕が横位施文、側面圧痕の間に刺突列の施文例あり。

第Ⅱ群土器：中期中葉から末葉に属する一群である。大木式に比定されるものをａ～ｄ類、円筒

上層式に比定されるものをｅ類、北陸系のものをｆ類とした。

ａ類：大木８ｂ式に比定される土器である。文様に隆線・沈線・充填縄文が用いられ、楕円形・

渦巻文が描かれる。

ｂ類：大木９式に比定される土器である。文様に２重もしくは１重の沈線と充填もしくは磨消縄

文が用いられ、楕円形・渦巻文・Ｊ字文・Ｕ字文などが描かれる。器形は平縁か波状口縁

で、頸部で緩やかに縊れる深鉢形土器が主である。

ｃ類：大木10式に比定される土器である。

－１：文様に沈線と充填もしくは磨消縄文が用いられ、ｂ類より幅広のＪ字文・Ｕ字文など

が描かれる。器形はｂ類とほぼ同様である。

－２：縄文のみを縦位回転施文。器形は深鉢形土器のみで①口縁がほぼ直立、②頸部で外反

して口縁部でふくらみを持って内湾、③口縁部が外反、の３種がある。胴部や底部し

かない土器で、胎土焼成や施文されている縄文から本類に含めた場合がある。

－３：口縁部に幅広の無文帯を有し、胴部に縄文が施文される。口縁胴部界に複数の刺突列

施文例あり。器形は、底部から口縁胴部界に向かってふくらみ、口縁部で外反する深
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　　　鉢形土器である。

ｄ類：円筒上層式に比定される土器である。

－１：口唇部と口縁胴部界に刺突が、口縁部には横位の絡条体側面圧痕が施文される。円筒

上層ａ式に比定される土器である。

－２：口縁部に山形突起を持ち、口唇には刻目、胴部には斜縄文が施文される。胴部に細い

貼付隆線が施文されることもある。円筒上層ｄ式に比定される土器である。

ｅ類：主に縦位の櫛歯状沈線や、細い貼付隆線による斜位格子状文が施文される。北陸系の新保

・新崎式などに属すると推定される土器である。

第Ⅲ群土器：後期初頭から中葉に属する一群である。後期初頭と比定されるものをａ類、十腰内各式

と比定されるものをｂ～ｄ類とした。

ａ類：縄文か撚糸文を施文した上に沈線で方形文・波状入組文・三角文が描かれ、充填文様は描

かれない。後期初頭の馬立式・沖附(2)式・蛍沢式などに並行する土器である。

ｂ類：文様として、方形文・三角形文・縦横弧状文・波状入組文・Ｓ字状入組文・鋏状文が描か

れる。縄文は横位回転で施文される場合が多い。十腰内Ⅰ式と比定される土器である。

－１：文様が無文の器面に沈線で描かれる。

－２：文様が無文の器面に沈線と貼付隆線で描かれる。

－３：文様が沈線と充填もしくは磨消縄文で描かれる。

－４：口縁胴部界に沈線か横位の原体側面圧痕が施文され、口縁部は無文で、胴部は縄文が

横位回転で施文される。

－５：縄文もしくは撚糸文のみが施文される。器形は、口縁部で外反もしくは外傾する深鉢

形土器である。口唇は、面取されるか斜縄文が施文されている。胴部や底部しかない

土器で、胎土焼成や施文されている縄文・撚糸文から本類に含めた場合がある。

－６：無文。深鉢形土器・鉢形土器・壺形土器がある。

ｃ類：主な文様として幅広の平行沈線と入組文が描かれる。十腰内Ⅱ式と比定される土器である。

－１：文様が沈線と磨消縄文によって描かれる。外面に丹念にミガキが施されている場合が

多い。沈線に沿って刺突が並ぶ場合もある。

－２：口縁部に幅広の無文帯を持ち、胴部に斜縄文が施文される。器形は平縁であり、頸部

で屈曲し、口縁部が外傾して大きく開く深鉢形土器である。

－３：斜縄文のみが施文され、器形は底部から口縁部に向かって擂鉢状に開く深鉢形。

－４：無文。器形は底部から口縁部に向かって擂り鉢状に開く深鉢形土器である。

第Ⅳ群土器：晩期に属する一群で、晩期前中葉の土器群と末葉大洞Ａ’式に比定される類がある。

ａ類：晩期前葉大洞ＢＣ～Ｃ1式を中心とするあたりに比定される土器。

ｂ類：平縁で、沈線もしくは貼付隆線により変形工字文が施文される。器形は底部から外傾して

開き、口縁部で内湾する鉢形土器で、口縁部の内側に沈線がある場合もある。器厚が薄く、

胎土が著しく緻密で、内外面には丹念にミガキが施文される。

第Ⅴ群土器：古代以降に属する土器を一括した。76-104は16世紀の灰釉陶器、129-305は古代の土師器、

156-470は９～10世紀の須恵器、183-790は古代の土師器の付け高台部、183-791は坩堝で古代以降。
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土製品：30-7、76-94は円盤状土製品である。いずれも土器の胴部を打ち欠いて作成している。土器

分類にあてると、30-7はⅡｃ、76-94はⅡｂに相当する。183-786は土偶の頭部である。貼付隆線で鼻

梁を表現し、眉・目・鼻孔は刺突によって表現している。板状の胴部を持つ土偶であろう。Ⅲｂに相

当する。

②捨て場出土石器

　捨て場内からは石鏃、石箆、石槍、石匙、スクレイパー、石核、磨製石斧、石錘、半円状扁平打製

石器、敲石、磨石、凹石が出土した。

石鏃（168-609～613、174-662）

　石鏃は６点出土し、全てを図示した。168-609・610は凹基無茎鏃、168-611・613、174-662は柳葉形

尖基鏃、168-612は有茎尖基鏃である。168-609は先端部が欠損する。

石槍（169-626）

　石槍は１点出土した。169-626は両面に丹念な二次調整が施され、柳葉形に仕上げられた石槍であ

る。側縁から斜位に加えられた剥離が器体中央までおよび、素材剥片の背面・腹面ともに全面失われ

ている。最大幅部分が器体中央やや下にあるが、上下左右ともほぼ対称形に作られている。

石箆（168-614・616・617・619、169-621・622・624・625、171-645、174-664）

　石箆は10点出土し、全点を図示した。上下両端が丸みを帯びるもの（168-614・617・619、169-621・

624、171-645）と上部が尖るもの（168-616、169-622・625、174-664）がある。器体両面を二次加工

し形を整えるが、素材の背面あるいは礫皮を残すもの（169-622・625）、全面に丹念な調整を施しな

がら側縁の一部が素材縁を残すもの（174-664）がある。168-619、169-622・624、171-645は折損して

いるが、うち171-645は折損面に再調整を施す。

石匙（169-627～631、170-632～635）

　石匙は21点出土し、横形（169-629・630、170-633・634）４点、縦形（169-627・628・631、170-632・

635）５点の計９点を図示した。素材剥片の腹面から背面へ向かっての調整で全体形を整え、つまみ

部のみ背面・腹面相互に施した剥離で作り出している。つまみ部の位置が素材剥片の打点側にあるも

の（169-627～631、170-633）、末端側にあるもの（170-632・634・635）があるが、170-634は器体の

調整が少なく、打面も含め素材形状が大半残されている。170-633はつまみ部の２つあるタイプであ

り、169-630はつまみ部にアスファルトが付着する。

スクレイパーならびにコアスクレイパー

（168-615・618、169-620・623、170-636～639、171-640～644・646、172-647～655、174-658

～661・663、175-665）

　素材剥片・石核の一縁辺以上に連続した二次加工を施し、刃部を作り出しているものを一括した。

62点が出土し26点を図示した。うち、172-655、174-658・659が石核を素材としてのコアスクレイパ

ーで、他は剥片素材のスクレイパーである。剥片素材のスクレイパーでは、168-615・618、169-620、

170-638、171-642、172-648・650・651のように分厚い剥片を加工して全体形を卵形、短冊形、円形等

に整えながらも、加工は素材の背面側のみに施され、腹面はほぼそのままに残した甲高のスクレイパ

ーが目立つ。その他、171-640・644、172-652のように素材縁辺の凹部を用いて刃部を作り出し、抉

り入り削器としたものもある。
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石核（173-656・657）

　石核は18点出土し、そのうち２点を図示した。173-656・657とも大きさは10㎝以下で、全面に各方

向からの剥離が加えられている。素材としての目的剥片を剥ぎ取った後の残核である。

磨製石斧（175-666）

　１点が出土した。175-666は擦切磨製石斧である。側縁に素材緑色岩を擦り切った際の段差が残る。

刃部の潰れが著しく、また基部も折損している。折損面に若干の剥離が加えられていることから、ク

サビとして再利用されたことが考えられる。

石錘（175-667・668）

　２点が出土した。打欠石錘である。175-667は20㎝程の細長い円礫の両端を打ち欠いたものである。

175-668は扁平な礫の短軸側の縁辺凹部を打ち欠いたものである。

半円状扁平打製石器（175-669・670、176-671～675、177-676～678）

　大形扁平礫の長辺に連続した二次加工を施し、作用縁を作り出しているものについて一括した。22

点が出土し、10点を図示した。10点のうち９点までが両面両側縁に加工を施し、一側縁を作用縁とし

て使うタイプであり、実際に176-671・672・674では加工によって作り出された作用縁に擦面が残さ

れている。177-678は扁平楕円礫の片縁のみに加工を施して作用面を作り出したもので、両面に凹部

が残る。凹石との相互転用例である。

敲石および磨石類（177-679、178-680～682、179-683～688）

　拳大の円礫または、扁平な円礫を素材とし、磨痕、敲打痕等の使用痕の残るものについて一括した。

　敲石（178-680）

　２点が出土し、そのうち１点を図示した。硬質頁岩の石核を敲石として用いた石器である。敲打痕

が側縁全周にわたって残され、石核の稜が大きく潰されている。

　磨石（177-679、178-681・682、179-683）

　10点が出土し、そのうち４点を図示した。177-679は円礫の一方の平坦面に磨面を有し、178-681は

拳大円礫の両面に磨面を有する。178-682は拳大円礫の片面に磨面が残り、両面および側面には敲き

痕が残る相互転用例である。179-683もまた拳大円礫の両面に磨面が残り、下端に敲き痕が残る同様

の例である。

　凹石（179-684・685・686・687・688）

　31点が出土し、そのうち５点を図示した。拳大円礫を用い、いずれも両面に凹みが残されている。

179-686は両面に磨面も残る相互転用例である。

円盤状石製品（179-689）

　１点出土した。軟質な凝灰岩を素材として礫の両面及び側面を丁寧に研磨し、円形に整形したもの

である。

《参考文献》

村越潔　『円筒土器文化』　1974（昭和49）年　雄山閣

江坂輝彌　『石神遺跡』　1970（昭和45）年　ニュー・サイエンス社

山内先生没後25年記念論集刊行会　「青森是川一王寺貝塚出土　円筒下・上層式土器の型式別写真」　『画竜点睛』　

1996（平成８）年

石岡憲雄　「東北地方　前期（円筒下層式）」　『縄文時代　第10号』　1999（平成11）年



第3表　調査区別遺構一覧（1）

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

�ＳＢ� 4050� ８� 26� � 南側� ＭＮ31� 500� 300�─� � 中世

�ＳＢ� 4051� ８� 26� � 南側� ＭＭ34� 740� 490�─� � 中世

�ＳＢ� 4052� ８� 27� � 南側� ＭＬ34� 740� 260�─� � 中世

�ＳＢ� 4053� ８� 27� � 南側� ＭＫ36� 720� 260�─� � 中世

� � � � � � � � 360� 290�─

� � � � � � � � P6～P14� P1～P9

� � � � � 2-3 2-4 2-5 15-1� � � 365� 325�

� � � � � 19-1 21-1� � � P9～Ｐ2� P11～P6

� � � � � � � � � � � 2.17.18.19.20.21.22.23.24.25.

� � � � � 2-3 2-4 2-5 15-2� � � � � � 26.27.28.29.30.31.32.33.34.35.

� � � � � 15-2 19-1 19-2� � � � � � 36.37.38.39.40.41.42.43.44.45.

� � � � � 19-3 20-1 20-2� � � � � � 46.47.48.49.50.51.52.53.54.55.

� � � � � 20-3� � � � � � 56.57.58.59.60.61.62.63.64.65.

� � � � � � � � � � � 66.67.68

�ＳＩ� 224� ８� 20� 3-4 15-3� 南側� ＭＭ26� 138� 92� 16� 3� 縄文中期中～後葉

� � � � � 2-3 2-4 2-5�

� � � � � 15-3 15-4 20-3�

�ＳＩ� 430� ８� 23� 3-8 21-1� 南側� ＭＬ36� 440� (400)� 26� 7.76.77� 縄文中期後葉

�ＳＩ� 510� ８� 24� � 南側� ＭＯ31� 96� 81� 24� � 縄文中期後葉

�ＳＱ� 429� ８� 22� � 南側� ＭＭ35� 86� 80� ─

�ＳＫ� 222� ８� 24� � 南側� ＭＰ28� 160� 108� 36

�ＳＫ� 228� ８� 27� � 南側� ＭＬ28� 128� 92� 36

�ＳＫ� 269� ８� 27� � 南側� ＭＮ31� 104� 100� 16

�ＳＫ� 270� ８� 26� � 南側� ＭＱ29� 124� 104� 56

�ＳＫ� 301� ８� 22� 15-5� 南側� ＭＭ28� 217� 170� 39� 8.9.10.11.12� 縄文中期後葉

�ＳＫ� 374� ８� 24� � 南側� ＭＰ31� 244� ─� 26

�ＳＫ� 377� ８� 25� � 南側� ＭＳ31� 268� ─� 24

�ＳＫ� 415� ８� 25� 21-1� 南側� ＭＯ33� 196� 124� 40� 13.14.15.78� 縄文中期後葉

�ＳＫ� 427� ８� 25� � 南側� ＭＭ35� 148� 136� 48

�ＳＫ� 490� ８� 28� � 南側� ＭＲ28� 228� 208� 28� � 中世以降？

�ＳＫ� 491� ８� 28� � 南側� ＭＲ28� 212� 140� 12� � 中世以降？

�ＳＫ� 583� ８� 28� � 南側� ＭＮ34� 136� 124� 36

�ＳＫ� 3006� ８� 25� � 南側� ＭＰ29� 148� 128� 20

�ＳＫ� 3010� ８� 28� � 南側� ＭＬ34� 144� 100� 32

�ＳＢ� 4001� 11� 56� � 西側� ＭＢ55� 324� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4002� 11� 56� � 西側� ＭＢ55� 351� 297�─� � 中世

�ＳＢ� 4003� 11� 56� � 西側� ＭＥ54� 513� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4004� 11� 56� � 西側� ＭＤ53� 513� 283�─� � 中世

�ＳＢ� 4005� 11� 56� � 西側� ＭＥ52� 432� 243�─� � 中世

�ＳＢ� 4006� 11� 56� � 西側� ＭＥ52� 459� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4007� 11� 56� � 西側� ＭＥ52� 459� 216�─� � 中世

�ＳＢ� 4008� 11� 56� � 西側� ＭＦ52� 945� 594�─� � 中世

�ＳＢ� 4009� 11� 57� � 西側� ＭＧ52� 945� 229�─� 258� 中世

�ＳＢ� 4010� 10� 57� � 西側� ＭＨ49� 486� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4011� 10� 57� � 西側� ＭＩ48� 472� 256�─� � 中世

�ＳＢ� 4012� 10� 57� � 西側� ＭＨ49� 715� 472�─� � 中世

�ＳＢ� 4013� 10� 57� � 西側� ＭＨ49� 405� 297�─� � 中世

�ＳＢ� 4014� 11� 57� � 西側� ＭＧ48� 1080� 488�─� � 中世

�ＳＢ� 4015� 10� 58� � 西側� ＭＦ47� 783� 567�─� � 中世

�ＳＢ� 4016� 10� 58� � 西側� ＭＩ47� 459� 243�─� � 中世

�ＳＢ� 4017� 10� 58� � 西側� ＭＦ49� 364� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4018� 10� 58� � 西側� ＭＦ48� 472� 310�─� � 中世

�ＳＢ� 4019� 10� 58� � 西側� ＭＧ46� 1269� 486�─� � 中世

�ＳＢ� 4020� 10� 58� � 西側� ＭＩ47� 405� 283�─� � 中世

�ＳＢ� 4021� 10� 59� � 西側� ＭＨ45� 931� 121�─� � 中世

�ＳＢ� 4022� 10� 59� � 西側� ＭＩ45� 580� 243�─� � 中世

�ＳＩ� 218� ８� 17� 2-1 2-2� 南側� ＭＯ29� � � � � 縄文中期後葉？

�ＳＩ� 219� ８� 18� � 南側� ＭＱ28� � � ─� 1.16.79� 縄文中期後葉

�ＳＩ� 221� ８� 19� � 南側� ＭＰ29� 385� 310� 15� � 縄文中期後葉

�ＳＩ� 227� ８� 21� � 南側� ＭＮ28� 410� 395� 20� 4.5.6.69.70.71.72.73.74.75� 縄文中期後葉
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第２節　検出遺構と出土遺物

秋田県教育委員会　『池内遺跡　遺物・資料篇　―国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ―』　秋田県

文化財調査報告書第282集　1999（平成11）年

秋田県教育委員会　『和田Ⅲ遺跡　―農免農道整備事業金岡西部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書―』　秋田県文化財調

査報告書第350集　2003（平成15）年
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第４章　調査の記録

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

�ＳＢ� 4023� 10� 59� � 西側� ＭＨ47� 756� 229�─� � 中世

�ＳＢ� 4024� 10� 59� � 西側� ＭＧ44� 405� 283�─� � 中世

�ＳＢ� 4025� 10� 59� � 西側� ＭＦ49� 1012� 459�─� � 中世

�ＳＢ� 4026� 10� 59� � 西側� ＭＩ48� 1134� 459�─� 257� 中世

�ＳＢ� 4027� 11� 60� � 西側� ＭＦ47� 1147� 540�─� 133� 中世

�ＳＢ� 4028� 10� 60� � 西側� ＭＦ45� 810� 796�─� � 中世

�ＳＢ� 4029� 10� 61� � 西側� ＭＫ45� 1039� 1039�─� � 中世

�ＳＢ� 4030� 10� 62� � 西側� ＭＫ45� 985� 945�─� � 中世

�ＳＢ� 4031� 10� 60� � 西側� ＭＪ44� 769� 202�─� 132� 中世

�ＳＢ� 4032� 10� 61� � 西側� ＭＩ44� 1255� 256�─� � 中世

�ＳＢ� 4033� 10� 61� � 西側� ＭＬ43� 621� 243�─� � 中世

�ＳＢ� 4034� 10� 62� � 西側� ＭＬ42� 756� 216�─� � 中世

�ＳＢ� 4035� 10� 63� 6-3� 西側� ＭＩ40� 1161� 945�─� � 中世

�ＳＢ� 4036� 10� 62� � 西側� ＭＪ40� 783� 553�─� � 中世

�ＳＢ� 4037� 10� 64� � 西側� ＭＭ41� 1282� 499�─� � 中世

�ＳＢ� 4038� 10� 63� � 西側� ＭＭ40� 634� 202�─� � 中世

�ＳＢ� 4039� 10� 63� � 西側� ＭＭ40� 405� 229�─� 134� 中世

�ＳＢ� 4040� ９� 64� � 西側� ＭＪ39� 1257� 446�─� � 中世

�ＳＢ� 4041� ９� 64� � 西側� ＭＪ38� 770� 689�─� � 中世

�ＳＢ� 4042� ９� 65� 6-4� 西側� ＭＮ36� 1824� 797�─� � 中世

�ＳＢ� 4043� ９� 66� 6-4� 西側� ＭＯ35� 2081� 757�─� � 中世

�ＳＢ� 4044� ９� 64� � 西側� ＭＮ38� 797� 243�─� � 中世

�ＳＢ� 4045� 10� 68� � 西側� ＭＮ40� 945� 216�─� � 中世

�ＳＢ� 4046� ９� 67� � 西側� ＭＱ32� 1756� 662�─� � 中世

�ＳＢ� 4047� ９� 68� � 西側� ＭＰ34� 500� 351�─� 130� 中世

�ＳＢ� 4048� ９� 68� � 西側� ＭＱ33� 513� 256�─�129� 中世

�ＳＢ� 4049� ９� 68� � 西側� ＭＰ33� 486� 270�─� � 中世

�ＳＢ� 4054� ９� 68� � 西側� ＭＮ34� 297� 216�─� � 中世

� � � � � � � � � � � 80.81.82.83.84.85.86.87.88.89.� 中世

� � � � � � � � � � � 90.91.92.93.94.104.105.106.� 径1：最大幅

� � � � � � � � � � � 107.108.109.110.111.112.113.� 径2：最小幅

� � � � � � � � � � � 114.115.116.117.118.119� 深さ：平均

�ＳＤ� 339� 11� 41� � 西側� ＭＤ53� 60� 48� 39� 95� 中世

�ＳＥ� 334� 11� 47� 7-2� 西側� ＭＣ52� 120� 116� 80� � 中世

�ＳＥ� 343� 11� 47� � 西側� ＭＥ51� 248� 220� 120� 120.121� 中世

� � � � � 18-4 18-5 18-6 � � � � � � 135.136.137.138.139.140.141.

� � � � � 18-7 22-1� � � � � � 142.143.144.145.152.153.154

� � � � � � � � � � � 146.147.148.149.150.151.155.

� � � � � � � � � � � 156.157.158.159.160.161.162.

� � � � � � � � � � � 163.164.165.166.167.168.169.

� � � � � � � � � � � 170.171.172.173.174.175.176.

� � � � � � � � � � � 177.178.179.180.181.182.183.

� � � � � � � � � � � 184.185

�ＳＥ� 506� ９� 50� 7-3 18-8 � 西側� ＭＯ37� 236� 204� 106� 186.187.188� 中世

� � � � � � � � � � � 189.190.191.192.193.194.195.

� � � � � � � � � � � 196.197.198.199.200.201.202.

� � � � � � � � � � � 203.204.205.206.207.208.209.

� � � � � � � � � � �210.211.212.213.214.215.216.259

�ＳＥ� 599� 10� 50� 7-6� 西側� ＭＪ45� 172� 168� 120� � 中世

� � � � � � � � � � � 122.217.218.219.220.221.222.

� � � � � � � � � � � 223.224.225.226.227.228.229.

� � � � � � � � � � � 230.231.232.233.234.235.236.

� � � � � � � � � � � 237.238.239.240.241.242.243.

� � � � � � � � � � � 244.245.246.247.248.249.250.

� � � � � � � � � � � 251.252.253.254.255.256

�ＳＫ� 324� 10� 69� � 西側� ＭＫ41� 88� 80� 8� � 中世

�ＳＤ� 63� 11� 45� 15-7 21-2 21-3 22-1�西側� ＬＲ51� 310� 140� 87

�ＳＥ� 434� 10� 48� � 西側� ＭＯ39� 272� 232� 123� � 中世

�ＳＥ� 452� 10� 49� � 西側� ＭＮ40� 244� 220� 156� � 中世

�ＳＥ� 595� 10� 48� 7-4 7-5� 西側� ＭＨ49� 172� 160� 120� � 中世

�ＳＥ� 3011� 10� 51� � 西側� ＭＩ47� 240� 232� 148� � 中世

第4表　調査区別遺構一覧（2）



－ －49

第２節　検出遺構と出土遺物

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

第5表　調査区別遺構一覧（3）

�ＳＫ� 325� 10� 69� � 西側� ＭＫ41� 84� 72� 8

�ＳＫ� 331� 11� 41� � 西側� ＭＣ54� 528� 260� 40� � 中世以降？

�ＳＫ� 336� 11� 69� � 西側� ＭＤ52� 72� 68� 12

ＳＫ� 337� 11� 44� � 西側� ＭＥ53� 156� 148� 60� 123� 縄文

�ＳＫ� 340� 11� 41� � 西側� ＭＤ55� 312� 304� 24� � 中世以降？

�ＳＫ� 341� 11� 55� 7-1� 西側� ＭＣ56� 264� 248� 28� � 中世以降？

�ＳＫ� 344� 11� 55� � 西側� ＭＣ56� 260� 248� 16� � 中世以降？

�ＳＫ� 345� 11� 69� � 西側� ＭＥ51� 100� 68� 16� 124� 縄文

�ＳＫ� 346� 11� 69� � 西側� ＭＥ50� 100� 80� 24

�ＳＫ� 347� 11� 69� � 西側� ＭＤ49� 104� 104� 36

�ＳＫ� 348� 11� 69� � 西側� ＭＤ50� 88� 84� 12

�ＳＫ� 349� 11� 69� � 西側� ＭＥ50� 76� 72� 16

�ＳＫ� 351� ９� 69� � 西側� ＭＰ34� 68� 68� 12� 96� 縄文中期後葉

�ＳＫ� 375� ９� 70� � 西側� ＭＯ34� 92� 80� 8

�ＳＫ� 421� ９� 70� � 西側� ＭＮ38� 72� 64� 4

�ＳＫ� 422� ９� 70� � 西側� ＭＮ38� 76� 72� 8

�ＳＫ� 425� ９� 70� 4-3� 西側� ＭＪ38� 80� 76� 12

�ＳＫ� 426� ９� 70� � 西側� ＭＪ37� 84� 84� 12

�ＳＫ� 432� ９� 70� � 西側� ＭＮ39� 120� 96� 56

�ＳＫ� 436� 10� 38� � 西側� ＭＪ42� 148� 136� 40� 125� 縄文

�ＳＫ� 438� 10� 70� � 西側� ＭＭ40� 88� 68� 32

�ＳＫ� 439� 10� 71� 4-4� 西側� ＭＬ40� 82� 64� 12

ＳＫ� 445� 10� 55� � 西側� ＭＨ46� 72� 48� 56

�ＳＫ� 447� 10� 55� � 西側� ＭＩ46� 60� 56� 20

�ＳＫ� 449� 10� 71� 4-5� 西側� ＭＩ46� 136� 128� 32

�ＳＫ� 450� 10� 71� � 西側� ＭＨ46� 120� 112� 44

�ＳＫ� 451� 10� 71� 4-6� 西側� ＭＩ41� 80� 76� 8

�ＳＫ� 453� 10� 71� � 西側� ＭＩ40� 76� 64� 12

�ＳＫ� 454� 10� 71� � 西側� ＭＪ41� 128� 80� 36

ＳＫ� 455� ９� 38� 4-7� 西側� ＭＨ38� 208� 168� 36

�ＳＫ� 456� ９� 71� � 西側� ＭＪ37� 88� 72� 8

�ＳＫ� 457� ９� 71� � 西側� ＭＪ37� 112� 100� 24

�ＳＫ� 459� 10� 72� � 西側� ＭＭ43� 112� 88� 40

�ＳＫ� 460� ９� 39� � 西側� ＭＩ39� 308� 228� 12

�ＳＫ� 467� 11� 72� 4-8 5-1� 西側� ＭＤ47� 84� 84� 16� 97� 縄文

�ＳＫ� 469� 11� 72� 5-2� 西側� ＭＥ48� 88� 88� 24� 126� 縄文

�ＳＫ� 477� 10� 72� 5-3� 西側� ＭＦ46� 100� 88� 16

�ＳＫ� 478� 10� 72� � 西側� ＭＥ47� 88� 88� 12

�ＳＫ� 479� 10� 72� � 西側� ＭＥ47� 124� 108� 4

�ＳＫ� 480� 10� 72� � 西側� ＭＦ47� 112� 112� 20

�ＳＫ� 481� 10� 73� 5-4� 西側� ＭＦ46� 100� 88� 20

�ＳＫ� 488� 11� 73� � 西側� ＭＣ46� 72� 72� 24

�ＳＫ� 492� 10� 73� � 西側� ＭＬ42� 112� 100� 16

�ＳＫ� 493� 10� 73� � 西側� ＭＨ41� 184� 88� 56

�ＳＫ� 494� 10� 73� � 西側� ＭＨ40� 200� 176� 20

�ＳＫ� 495� ９� 39� 6-2� 西側� ＭＧ38� 168� 112� 40

�ＳＫ� 497� 10� 73� 5-5� 西側� ＭＭ40� 72� 64� 28

�ＳＫ� 498� ９� 39� 5-6� 西側� ＭＩ37� 224� 200� 64

�ＳＫ� 507� 10� 73� � 西側� ＭＫ42� 56� 52� 4

�ＳＫ� 509� 10� 73� � 西側� ＭＧ40� 120� 112� 8

�ＳＫ� 512� 10� 74� 5-7� 西側� ＭＨ44� 128� 112� 44

�ＳＫ� 535� 10� 74� � 西側� ＭＥ46� 76� 56� 24

�ＳＫ� 545� 11� 38� � 西側� ＭＤ50� 48� 40� 8

�ＳＫ� 546� 11� 38� � 西側� ＭＤ50� 44� 8� 2

�ＳＫ� 547� 11� 38� � 西側� ＭＣ50� 52� 16� 8

�ＳＫ� 548� 11� 38� � 西側� ＭＣ49� 76� 28� 12
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第４章　調査の記録

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

�ＳＫ� 549� 11� 38� � 西側� ＭＣ49� 152� 140� 16

�ＳＫ� 551� 11� 38� � 西側� ＭＣ49� 148� 60� 20

�ＳＫ� 581� ９� 74� � 西側� ＭＮ34� 84� 84� 28

�ＳＫ� 594� 10� 74� � 西側� ＭＨ50� 84� 68� 20

�ＳＫ� 598� 10� 74� � 西側� ＭＫ44� 72� 64� 4

�ＳＫ� 3000� 10� 74� � 西側� ＭＩ47� 24� 16� 8

�ＳＫ� 3001� 10� 74� � 西側� ＭＩ47� 48� 48� 20

�ＳＫ� 3004� 10� 74� � 西側� ＭＨ50� 92� 88� 20

�ＳＫ� 3012� 10� 75� � 西側� ＭＪ45� 92� 84� 20

�ＳＫ� 3007� 11� 75� 5-8� 西側� ＭＦ52� 84� 72� 28

�ＳＫ� 3008� 11� 75� 6-1� 西側� ＭＦ52� 96� 92� 20� 98.127� 縄文晩期末

�ＳＫ� 3013� 10� 75� � 西側� ＭＩ48� 152� 140� 12

�ＳＫ� 3017� 10� 75� � 西側� ＭＩ48� 64� 48� 8

�ＳＫ� 3040� ９� 75� � 西側� ＭＨ36� 84� 80� 24

�ＳＫＩ�333� 11� 40� 6-5� 西側� ＭＣ53� 444� 272� 20� 99.100.101� 中世

�ＳＫＩ�335� 11� 41� 6-6� 西側� ＭＥ54� 424� 344� 19� 131� 中世

�ＳＫＩ�441� 10� 42� � 西側� ＭＫ42� 236� 216� 28� � 中世

�ＳＫＩ�444� 10� 43� � 西側� ＭＨ45� 224� 224� 12� � 中世

�ＳＫＩ�573� 11� 43� 6-7� 西側� ＭＧ51� 340� 200� 36� 102.103.128� 中世

�ＳＫＩ�584� ９� 44� 6-8� 西側� ＭＮ34� 252� 252� 28

�ＳＮ� 315� 10� 52� � 西側� ＭＬ42� 212� 64� 4

�ＳＮ� 317� 10� 52� � 西側� ＭＫ44� 152� 60� 8

�ＳＮ� 318� 10� 52� � 西側� ＭＫ44� 104� 60� 8

�ＳＮ� 319� 10� 52� � 西側� ＭＫ44� 88� 64� 4

�ＳＮ� 323� 10� 52� � 西側� ＭＪ42� 88� 48� 36

�ＳＮ� 423� ９� 52� � 西側� ＭＫ38� 136� 63� 16

�ＳＩ� 230� 12� 104� 7-8 8-3� 東側� ＭＣ45� 252� 200� 12� 387.388� 縄文中期後葉

�ＳＩ� 3014� 12� 105� 7-7 8-1 8-2� 東側� ＭＥ45� 568� 420� 20� 379� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 08� 12� 106� 8-4� 東側� ＬＮ45� 152� 140� 60� 260.261.262.389� 縄文後期前葉

� � � � � � � � � � � 263.264.265.266.267.268.269.

� � � � � � � � � � � 270

�ＳＫ� 10� 12� 106� � 東側� ＬＯ44� 56� 44� 20

�ＳＫ� 12� 12� 106� � 東側� ＬＯ45� 50� 48� 16

�ＳＫ� 14� 12� 107� 8-6 8-7 15-6� 東側� ＬＰ45� 152� 148� 48� 271.272.273.274.275� 縄文後期中葉

� � � � � � � � � � � 276.277.278.279.280.281.282.

�ＳＫ� 16� 12� 107� 8-8 9-1 16-116-2� 東側� ＬＰ44� 212� 152� 44� 283.284.285.286.390.391.392.� 縄文後期前葉

� � � � � � � � � � � 393.394.395.396.397.398

�ＳＫ� 17� 12� 107� 9-2 16-3� 東側� ＬＰ44� 72� 64� 12� 287.288� 縄文後期前葉

� � � � � � � � � � � 289.290.291.292.293.399.400.

� � � � � � � � � � � 401

�ＳＫ� 22� 12� 108� 9-5� 東側� ＬＱ46� 112� 108� 24

�ＳＫ� 23� 12� 108� � 東側� ＬＲ46� 96� 92� 32

�ＳＫ� 25� 12� 108� 9-6� 東側� ＬＱ48� 108� 96� 48

�ＳＫ� 26� 12� 108� � 東側� ＬＰ47� 164� 120� 40� 294.295.296.402.403.404� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 27� 12� 108� � 東側� ＬＱ47� 80� 76� 12

�ＳＫ� 28� 12� 108� � 東側� ＬＱ47� 108� 80� 16

�ＳＫ� 33� 12� 109� � 東側� ＬＳ47� 96� 80� 36

�ＳＫ� 35� 12� 109� 9-7� 東側� ＬＳ46� 124� 120� 36� 297.298.405� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 37� 12� 109� 9-8� 東側� ＬＯ47� 105� 95� 38� 406� 縄文後期中葉？

�ＳＫ� 42� 13� 109� 10-1 16-4� 東側� ＬＯ49� 88� 74� 52� 299� 縄文後期前～中葉

�ＳＫ� 44� 13� 109� � 東側� ＬＰ49� 84� 72� 8

�ＳＫ� 46� 12� 109� � 東側� ＬＭ48� 116� 108� 20

�ＳＫ� 70� 12� 110� � 東側� ＬＲ47� 158� 136� 60� 300.301.302.303.304.305� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 202� 12� 110� 10-2� 東側� ＭＡ41� 132� 120� 16� 407� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 203� 12� 110� � 東側� ＬＲ41� 128� 100� 12� 408� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 09� 12� 106� 8-5� 東側� ＬＯ45� 108� 96� 40� � 縄文後期前葉

�ＳＫ� 21� 12� 107� 9-3 9-4� 東側� ＬＱ46� 160� 152� 64� � 縄文後期前～中葉

第6表　調査区別遺構一覧（4）
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第２節　検出遺構と出土遺物

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

�ＳＫ� 204� 12� 110� 10-3� 東側� ＬＲ42� 138� 96� 12� � 縄文後期前葉

�ＳＫ� 205� 12� 110� 10-4� 東側� ＬＱ42� 140� 124� 32� 306.307� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 206� 12� 111� 10-5� 東側� ＬＱ42� 88� 80� 8

�ＳＫ� 207� 12� 111� � 東側� ＬＱ41� 128� 108� 40� 308.309

�ＳＫ� 208� 12� 111� 10-6� 東側� ＬＯ43� 126� 104� 16

�ＳＫ� 209� 12� 111� 10-7� 東側� ＬＰ43� 210� 152� 40� 310.311.312.409.410.411� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 211� 12� 111� � 東側� ＬＲ42� 160� 129� 14� 313

� � � � � 10-8 11-1�

� � � � � 16-5 16-6�

�ＳＫ� 213� 12� 112� 11-2 23-3 23-4� 東側� ＭＢ41� 156� 124� 28� 318.319.320.412.413.418.419�縄文後期前葉

�ＳＫ� 214� 12� 112� 11-3� 東側� ＭＡ42� 228� 180� 44� 321.322.323.324.326.414.415�縄文後期前葉

�ＳＫ� 215� 12� 113� 11-4� 東側� ＭＡ42� 152� 140� 56� 325.327.328.329.416.417� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 216� 12� 113� 11-5� 東側� ＭＡ42� 112� 96� 32� 330 � 縄文後期前葉

� � � � � � � � � � � 331.332.333.334.335.336.420.

� � � � � � � � � � � 421.422.423.424.425

�ＳＫ� 223� 12� 113� 11-4� 東側� ＭＡ42� 140� 108� 28

�ＳＫ� 225� 12� 113� � 東側� ＭＡ43� 100� 88� 8

�ＳＫ� 231� 12� 114� 11-8 12-1� 東側� ＬＴ44� 140� 132� 36� 337.426.427.428� 縄文晩期末

�ＳＫ� 232� 12� 114� 11-8� 東側� ＬＴ44� 88� 80� 40

�ＳＫ� 233� 12� 114� 12-2� 東側� ＬＲ45� 196� 152� 60� 338.339.340.429.430� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 234� 12� 114� � 東側� ＬＳ43� 176� 136� 24� 431

�ＳＫ� 242� 12� 114� 12-3� 東側� ＬＳ44� 92� 84� 24

�ＳＫ� 243� 12� 114� 12-4� 東側� ＬＳ44� 128� 120� 32� 341.342� 縄文後期中葉

� � � � � � � � � � � 343.344.345.346.347.348.432.

� � � � � � � � � � � 433.434

�ＳＫ� 247� 12� 115� � 東側� ＬＴ44� 140� 116� 36� 349.351.352.435.436� 縄文後期中葉

�ＳＫ� 249� 12� 115� � 東側� ＬＳ44� 224� 180� 56� 350.353.437� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 250� 12� 116� 12-5� 東側� ＬＲ45� 112� 92� 44� 354.355.438.439� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 251� 12� 116� � 東側� ＬＲ45� 88� 64� 16

�ＳＫ� 256� 12� 112� � 東側� ＭＡ42� 196� 180� 82

�ＳＫ� 257� 12� 116� � 東側� ＬＴ45� 96� 80� 60� 356� 縄文中期後葉

�ＳＫ� 258� 12� 116� 12-6 17-1� 東側� ＬＳ46� 156� 100� 32� 357.358.359.440� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 259� 12� 116� � 東側� ＬＴ46� 124� 100� 24

�ＳＫ� 260� 12� 117� 24-3� 東側� ＬＴ45� 256� 168� 56� 360.361.441.442.443� 縄文中期後葉

�ＳＫ� 261� 12� 117� 12-7� 東側� ＭＡ43� 112� 96� 20� 444

�ＳＫ� 262� 12� 117� � 東側� ＭＡ45� 100� 88� 8

�ＳＫ� 263� 12� 117� 12-8� 東側� ＭＡ46� 120� 100� 20

�ＳＫ� 268� 12� 117� � 東側� ＬＳ45� 72� 64� 16

�ＳＫ� 283� 12� 118� � 東側� ＭＢ44� 120� 100� 56� 362.363.364.365.366.367.368�縄文後期前葉・焼骨(中世)

�ＳＫ� 289� 12� 117� � 東側� ＭＤ43� 96� 92� 20

�ＳＫ� 290� 12� 117� 13-1� 東側� ＭＤ43� 100� 96� 28� � 中世・焼骨

�ＳＫ� 291� 12� 117� � 東側� ＭＤ42� 104� 84� 12

�ＳＫ� 293� 12� 118� 13-3� 東側� ＭＤ43� 92� 72� 24� 369 

�ＳＫ� 297� 12� 118� � 東側� ＭＤ44� 120� 92� 20

�ＳＫ� 299� 12� 118� � 東側� ＭＣ45� 116� 104� 20� 370

�ＳＫ� 302� 12� 119� 13-4� 東側� ＭＢ45� 164� 140� 48� 445

�ＳＫ� 303� 12� 119� � 東側� ＭＢ45� 84� 60� 16� 371.372.図版18-9（銭貨）� 中世・焼骨

�ＳＫ� 304� 12� 119� � 東側� ＭＢ45� 72� 64� 16� � 中世・焼骨

�ＳＫ� 307� 12� 119� � 東側� ＭＡ46� 84� 80� 20

�ＳＫ� 472� 12� 119� � 東側� ＬＴ40� 132� 128� 56� 373.446� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 484� 12� 120� � 東側� ＬＴ40� 160� 96� 24

�ＳＫ� 486� 12� 120� � 東側� ＭＣ46� 92� 88� 44

�ＳＫ� 511� 12� 120� � 東側� ＭＣ46� 48� 40� 28

�ＳＫ� 525� 12� 120� � 東側� ＭＤ47� 76� 52� 28

�ＳＫ� 534� 12� 118� � 東側� ＭＢ44� 188� 120� 40

�ＳＫ� 558� 12� 121� � 東側� ＭＥ45� 80� 76� 30

�ＳＫ� 212� 12� 112� � 東側� ＬＴ42� 128� 118� 36� 314.315.316.317� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 217� 12� 113� 11-6 11-7 16-7� 東側� ＭＡ43� 220� 216� 56� � 縄文後期前～中葉

�ＳＫ� 245� 12� 115� 16-8� 東側� ＬＳ45� 260� 224� 44� � 縄文後期前葉

第7表　調査区別遺構一覧（5）
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第４章　調査の記録

�種別� 番号� 位置図� 挿図� 図版� 調査区�グリッド� � � �遺物� 時期・その他
�径1� 径2� 深さ

大きさ(㎝)

�ＳＫ� 574� 12� 121� � 東側� ＭＥ45� 92� 80� 67� 374.375� 縄文後期前葉

�ＳＫ� 575� 12� 120� � 東側� ＭＥ45� 88� 48� 16�

�ＳＫ� 576� 12� 120� � 東側� ＭＥ45� 52� 40� 24

�ＳＫ� 579� 12� 120� � 東側� ＭＥ45� 100� 80� 20

�ＳＫ� 593� 12� 121� � 東側� ＭＥ45� 92� 76� 37� 376

�ＳＫ� 597� 12� 120� � 東側� ＭＥ45� 136� 68� 42

�ＳＫ� 3021� 12� 121� � 東側� ＭＡ45� 140� 136� 32� 377.378

�ＳＫ� 3043� 12� 120� � 東側� ＭＤ44� 116� 68� 20�図版18-9（銭貨）� 中世

�ＳＫ� 3044� 12� 120� � 東側� ＭＥ43� 84� 48� 16

ＳＫＰ� 24� 12� 108� � 東側� ＬＲ46� 48� 48� 52� 380.381.382

ＳＫＰ� 40� 12� 122� � 東側� ＬＰ48� 48� 40� 32� 383

�ＳＫＰ� 45� 13� 122� � 東側� ＬＯ49� 48� 40� 32� 384

�ＳＫＰ� 51� 12� 122� � 東側� ＬＰ48� 68� 64� 52� 385

�ＳＫＰ� 57� 13� 122� � 東側� ＬＰ49� 60� 52� 60� 386

�ＳＫＰ� 281� 12� 123� 13-6� 東側� ＭＢ44� 264� 108� 96� 450.451� 中世・焼骨

ＳＫＰ� 282� 12� 123� 13-7� 東側� ＭＢ44� 252� 108� 96� � 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 284� 12� 122� � 東側� ＭＣ43� 96� 84� 84�図版18-9（銭貨）� 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 285� 12� 122� � 東側� ＭＣ43� 80� 56� 32� � 中世？

ＳＫＰ� 286� 12� 122� � 東側� ＭＣ43� 120� 88� 40� � 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 287� 12� 122� � 東側� ＭＣ43� 80� 60� 48� � 中世？

�ＳＫＰ� 295� 12� 124� � 東側� ＭＣ44� 88� 76� 32� � 中世？

�ＳＫＰ� 296� 12� 124� � 東側� ＭＣ44� 40� 36� 16�図版18-9（銭貨）� 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 300� 12� 124� � 東側� ＭＣ44� 92� 56� 80� � 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 306� 12� 124� � 東側� ＭＡ46� 100� 64� 60� � 中世・焼骨

�ＳＫＰ� 308� 12� 124� 13-5� 東側� ＭＡ46� 84� 76� 48� � 中世？

�ＳＫ� 309� 12� 124� � 東側� ＭＡ46� 76� 52� 16

�ＳＫ� 310� 12� 124� � 東側� ＭＡ46� 56� 48� 20

�ＳＮ� 30� 12� 125� � 東側� ＬＱ47� 111� 95� 16� 447

�ＳＮ� 66� 13� 125� � 東側� ＬＭ52� 66� 41� 7� 448

�ＳＮ� 67� 13� 125� � 東側� ＬＭ52� 124� 112� 9

�ＳＮ� 267� 12� 125� � 東側� ＬＳ46� 72� 72� 8� 449

�ＳＮ� 470� 12� 125� � 東側� ＬＲ40� 100� 68� 16

�ＳＢ� 150� 14� 150� 14-6� 北側� ＬＮ61� 204� 200� ─� � 縄文？

�ＳＢ� 151� 14� 151� 14-7� 北側� ＬＰ60� 208� 204� ─� � 縄文？

�ＳＩ� 91� 14� 144� � 北側� ＬＲ58� 470� 375� 11� 476.477.478� 縄文前期？

�ＳＩ� 120� 14� 145� � 北側� ＬＲ56� (1200)� ─� ─� 479.480.481� 縄文前期？

�ＳＫ� 06� 15� 147� � 北側� ＬＮ62� 80� 48� 12

�ＳＫ� 60� 14� 147� 14-1 14-2� 北側� ＬＮ52� 104� 96� 60

�ＳＫ� 61� 14� 147� 14-3� 北側� ＬＱ52� 128� 107� 11� 452.482

�ＳＫ� 65� 14� 147� � 北側� ＬＰ51� 276� 248� 20� 453.454.455.456.457.458� 縄文後期中葉

� � � � � � � � � � � 459.460.461.462.463.464.483.

� � � � � � � � � � � 484

�ＳＫ� 71� 14� 148� � 北側� ＬＯ54� 136� 132� 44� 465.466.467.468.469.485.486� 縄文後期前～中葉

�ＳＫ� 78� 14� 148� � 北側� ＬＭ61� 84� 80� 12

�ＳＫ� 85� 15� 149� � 北側� ＬＰ63� 116� 92� 28

�ＳＫ� 105� 14� 149� � 北側� ＬＰ61� 61� 54� 36� 470� 平安時代

�ＳＮ� 02� 15� 149� � 北側� ＬＮ62� 80� 56� 12

�ＳＮ� 03� 15� 149� � 北側� ＬＭ62� 52� 48� 4

�ＳＮ� 07� 15� 149� � 北側� ＬＮ63� 80� 62� 13� 487

�ＳＫ� 72� 14� 152� 14-4� 北側� ＬＲ53� 496� 360� 106� 471.488� 中世以降？

�ＳＫ� 76� 14� 153� 4-4 14-5� 北側� ＬＳ54� 356� 352� 60� � 中世以降？

� � � � � � � � � � � 472.473.474.475.489.

� � � � � � � � � � �図版18-9（銭貨）

�ＳＫ� 123� 14� 145� � 北側� ＬＲ55� 56� ─� 30

�ＳＫ� 144� 14� 144� � 北側� ＬＲ58� 148� 135� 22

�ＳＫ� 69� 14� 148� � 北側� ＬＬ52� 184� 168� 28� � 縄文晩期前葉

�ＳＫ� 77� 14� 154� � 北側� ＬＲ54� 452� 268� 36� � 中世以降？

第8表　調査区別遺構一覧（6）
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第８図　遺構配置図（南側調査区）
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第10図　遺構配置図（西側調査区②）
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第12図　遺構配置図（東側調査区①）
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第13図　遺構配置図（東側調査区②）
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第14図　遺構配置図（北側調査区①）
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第15図　遺構配置図（北側調査区②）
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第16図　遺構配置図（北側調査区③捨て場）
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(SI218炉)

(SI218)

０ ２ｍ

０ １ｍ

第17図　南側調査区検出遺構１（竪穴住居跡）

P1
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P3
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P8

P7

P10

P12

P14
P13

P11

P9

SI218

SI218炉

焼土
焼土

焼土

被熱痕

SI218内柱穴
P1　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性弱
　　　　炭化物微量混入
P2　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　炭化物微量混入　※P1よりやや明るい
P3　１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　極小炭化物微量混入
P4　１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ3～5㎜)１％混入
P5　１　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト　しまり強　粘性やや弱
P6　１　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
P7　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～2㎜)３％混入
P8　１　暗褐色土(7.5YR3/4)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ1～5㎜)３％、10YR2/2土ブロック(φ20～60㎜)５％混入
P9　１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ0.5～2㎜)３％、地山粒25％混入
P10 １　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％混入
P11 １　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～1㎜)微量混入
P12 １　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　　　炭化物(φ0.5㎜)極微量混入　※P11よりやや明るい
P13 １　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
P14 １　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％混入

SI218
１　褐色土(10YR4/6)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性なし
　　暗褐色土ブロック(φ50～100㎜)40％混入

SI218炉
１　黒褐色土(7.5YR2/2)　シルト　しまり極弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)５％、焼土粒微量、地山ブロック(φ10㎜)２％混入
２　黒褐色土(7.5YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)15％、３層土10％混入
３　暗赤褐色土(5YR3/6)　焼土　シルト～細砂　しまり強　粘性弱
４　黒褐色土(7.5YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)３％、地山粒５％混入
５　赤褐色土(5YR4/8)　焼土　粗砂　しまり極強　粘性なし
　　褐色土ブロック(φ5～10㎜)10％混入　硬質焼土ブロック層
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第18図　南側調査区検出遺構２（竪穴住居跡）
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焼土
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二次被熱範囲
(断面では確認出来ない
　　薄い層)

SI219炉
１　暗褐色土(7.5YR3/4)　粗砂～微量のシルト　しまり極強　粘性なし
　　炭化物(φ0.3～0.5㎜)15％、下位に10㎜程度の焼土層混入、
　　地山ブロック(φ30～50㎜)10％混入
　　※下位に10㎜以下の焼土集中層流入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒10％、焼土ブロック(φ3㎜)５％、粗砂10％混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物粒15％、焼土粒10％混入
４　暗赤褐色土(5YR3/6)焼土　粗砂　しまり強　粘性なし
　　炭化物粒微量、暗褐色土少量混入
５　黒褐色土(5YR2/2)　焼土　シルト～細砂　しまりやや強　粘性弱
　　３・４層土少量混入
SI219炉　埋設土器内
６　褐色土(7.5YR4/4)　焼土　シルト　しまり強　粘性なし
　　炭化物(φ2㎜)20％、粗砂～細礫10％混入
７　黒褐色土(7.5YR3/2)　焼土　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物粒３％、黒色土微量混入
８　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物粒微量、焼土粒５％混入

SI219内柱穴
P1
１　暗褐色土(10YR3/3)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～50㎜)５％混入、
　　下層に粗砂10％混入
P2
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり極強　粘性やや弱
　　10YR2/2黒褐色土10％、炭化物(φ0.5～1㎜)１％、粗砂３％混入
P3
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂　しまり強　粘性なし
　　※地山よりやや暗い色調
P4
１　暗褐色土(10YR3/4)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　10YR2/3土10％ぼんやりと混入
P5
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂　しまり強　粘性弱
　　上層に10YR3/3暗褐色土５％、下層に粗砂10％混入
P6
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、粗砂５％混入
P7
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、粗砂３％混入
P8
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、粗砂５％混入
P9
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山粒５％混入
P10
１　褐色土(10YR4/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　10YR3/4暗褐色土粒５％混入
P11
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　10YR3/1黒褐色土粒５％混入
P12
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性弱
　　細～粗砂15％混入
P13
１　黒褐色土(10YR3/2)　微細砂　しまり強　粘性なし
　　10YR2/2黒褐色土粒20％混入
P14
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性弱
　　下層に粗砂20％混入
P15
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山粒５％混入

0 2ｍ

(SI219)

0 1ｍ
(SI219炉)
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第19図　南側調査区検出遺構３（竪穴住居跡）
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SI221内柱穴
P1　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入
P2　１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ10㎜)１％、地山粒３％混入
P3　１　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、細砂30％混入
P4　１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　炭化物(φ0.5㎜)１％、細砂30％混入
P5　１　褐色土(10YR4/4)　微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　細砂40％混入
P6　１　褐色土(10YR4/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
P7　１　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　炭化物(φ0.5㎜)１％混入
P8　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
P9　１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ0.5～3㎜)３％、地山粒３％混入
　　２　褐色土(10YR4/4)　微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　１層土５％混入
P10 １　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
P11 １　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　微量の細砂　しまりやや弱　粘性なし
　　　　10YR3/2土５％混入
P12 １　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　地山細砂５％混入　※P2よりやや明るい

SI221覆土
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性極弱
　　炭化物(φ1㎜)10％、焼土粒微量、地山粒30％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、黒褐色土ブロック(φ5～10㎜)５％混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山粗砂５％混入
４　褐色土(10YR4/4)　シルト～細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物１％、地山粒30％以上混入
５　にぶい黄褐色土(10YR5/3)　微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山粒40％混入
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35-60

32-23
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33-36

32-27

36-65

32-24

36-62
32-25

36-63

35-58

33-32

29-3

焼土

焼土

焼土

31-21

33-33

31-20

被熱痕

焼土

SI224炉
１　暗褐色土(10YR3/3)　焼土　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、10YR2/2黒褐色土ブロック(φ5～10㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　焼土　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)５％、焼土粒40％混入
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1㎜)１％混入　※SRの裏込め土

SI224炉　埋設土器内
４　黒褐色土(10YR2/2)　焼土　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ3～5㎜)10％、焼土粒30％、地山粒10％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　焼土　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、焼土ブロック(φ5～10㎜)10％、地山粒３％混入
６　褐色土(10YR4/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％混入　※裏込め３層土に類似

SI221炉覆土
１　暗褐色土(7.5YR3/4)　シルト　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)３％、焼土粒５％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　微細炭化物微量、焼土粒５％混入
３　にぶい赤褐色土(5YR4/4)　焼土　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～20㎜)５％混入
４　褐色土(10YR4/4)　シルト～細砂　しまり強　粘性なし
５　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり強　粘性なし
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、焼土粒極少量混入
　　※4、5層は埋込土

0 10㎝

(SI221-P11)

0 1ｍ

(SI221・224炉)

第20図　南側調査区検出遺構４（竪穴住居跡炉及びその他）
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炭化物集中範囲

炭化材

炭化材

炭化材

Ｅ

P4

SI227覆土
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山粒３％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ10～30㎜)20％混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山粒10％混入
４　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山粒全体に20％混入

SI227内柱穴
P1
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％、地山粒５％混入
P2
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒20％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
P3
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)１％、地山粒５％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　※地山埋め戻し土
P4
１　SI227覆土２層と同じ
P5
１　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　微小炭化物１％、地山粒50％混入
P6
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　10YR3/2土ブロック(φ20～100㎜)上層に５％混入
P7
１　褐灰色土(10YR4/1)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ20～50㎜)５％、地山粒３％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　微小炭化物極微量混入　※地山埋め戻し
P8
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)２％、地山ブロック(φ20～30㎜)10％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％混入、根撹乱５％
　　※地山埋め戻し 0 2ｍ

第21図　南側調査区検出遺構５（竪穴住居跡）
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SI227複式炉覆土
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　10YR3/3暗褐色土15％、炭化物(φ5～10㎜)７％、焼土粒下層に少量混入、
　　地山ブロック(φ3～5㎜)３％混入
２　暗赤褐色土(5YR3/6)　焼土　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～10㎜)５％、焼土ブロック(φ0.5～10㎜)40％混入
３　暗褐色土(7.5YR3/4)　焼土　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ3～5㎜)20％、焼土ブロック(φ5～10㎜)30％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ5～30㎜)15％混入
５　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％混入
６　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり弱　粘性強
　　10YR3/4暗褐色土10％、炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ10㎜)１％混入
７　にぶい赤褐色土(5YR4/4)　焼土　微細砂　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5㎜)１％混入
　　※8層土が二次被熱したもの、基本的に地山埋め戻し
８　暗褐色土(10YR3/4)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5㎜)１％混入　※基本的に地山埋め戻し
９　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　10YR2/1黒褐色土粒３％混入
10　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ3～5㎜)２％、中礫少量混入
11　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土全体に20％混入
12　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ1㎜)１％混入
13　暗褐色土(10YR3/3)　粗砂　しまりやや強　粘性なし
　　中礫多量混入
14　暗赤褐色土(5YR3/6)　焼土　シルト　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1㎜)１％混入
15　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1㎜)１％混入

SK301
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～7㎜)３％、地山粒５％混入
２　にぶい黄褐色土（10YR5/4)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ2～7㎜)１％混入
３　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山粒３％混入
４　褐色土（10YR4/4)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1㎜)１％未満、細砂５％混入　

SQ429
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土30％混入

0 1ｍ

第22図　南側調査区検出遺構６（竪穴住居跡炉・配石遺構・土坑）



－ －69

第２節　検出遺構と出土遺物

Ａ′ ＢＡ

1
2

149.0ｍＡ Ｂ

Ｇ

Ｈ

SI430

P1

P2

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

Ｉ
Ｊ

1
3

21

S
S

RP

148.8ｍ

Ａ′

Ａ′

Ｂ

Ｂ

SI430炉

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ148.9ｍ 148.9ｍ

1 1

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ
148.9ｍ 148.9ｍ

1 1

P1 P2

焼土

焼土

焼土

4

SI430
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)５％、地山粒10％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山粒３％混入

SI430炉
１　赤褐色土(5YR4/6)　焼土　細砂　しまり強　粘性なし
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山粒微量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)５％、地山ブロック(φ10㎜)５％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山粒３％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ10～20㎜)20％混入
　　※土器の裏込め土

SI430炉　埋設土器内
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、焼土粒微量混入

SI430周溝
Ｃ-Ｄ
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)、地山粒20％混入
Ｅ-Ｆ
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、大礫少量混入

SI430内柱穴
P1
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％、地山粒10％混入
P2
１　褐灰色土(10YR4/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒20％混入

0 2ｍ

(SI430)

0 1ｍ

(SI430炉)

第23図　南側調査区検出遺構７（竪穴住居跡）
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SI510
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、焼土ブロック(φ5～10㎜)３％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土70％混入(1層土との混合土)

SI510内柱穴
P1
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり極強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)３％、酸化した鉄分10％混入
P2
１　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性やや強
P3
１　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性やや強
P4
１　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性強
P5
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性弱
　　粗砂５％混入
P6
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　10YR3/2黒褐色土粒５％混入

SK222
１　褐色土(10YR4/4)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　覆土左側を中心に10YR3/4暗褐色土10％、炭化物(φ1～3㎜)１％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％混入

SK374
１　黒色土(10YR1.7/1)　シルト(やや粘土質)　しまり弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ3～5㎜)５％、炭化物(φ1～5㎜)３％混入、
　　酸化した鉄分(土)少量混入
　　※自然堆積か？
２　黒褐色土(10YR2/3)　粘土質強い(ややシルト質)　しまりやや弱　粘性強
　　地山土(10YR4/4褐色土)20％マーブル状に混入、炭化物(φ3～5㎜)２％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　粘土質強い(ややシルト質)　しまりやや弱　粘性強
　　地山土(10YR4/4褐色土)５％マーブル状に混入、炭(φ1～3㎜)１％混入
４　黒色土(10YR2/1)　粘土質(細砂質少量含む)　しまり弱　粘性強
　　下面中心に大きいブロック状地山土15％、炭(φ1～3㎜)２％混入

0 2ｍ

(SI510)

0
(SK222・374)

2ｍ

第24図　南側調査区検出遺構８（竪穴住居跡・土坑）
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1

SK3006

SI221
 P1

P2

P12

SI221
 P12

SK3006
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　10YR2/3黒褐色土５％、炭化物(φ1～3㎜)１％、地山粒細砂10％混入

SK377
１　黒褐色土(10YR2/2)　粘土質(ややシルト質)　しまり弱　粘性強
　　酸化した鉄分(土)少量、炭化物(φ3～5㎜)2％混入、
　　地山土(暗オリーブ褐色土2.5Y3/3)マーブル状に30％混入

２　黒色土(10YR1.7/1)　粘土質(細砂質微量)　しまり弱　粘性極強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ1～3㎜)５％混入

SK415
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　10YR3/3暗褐色土マーブル状に５％、炭化物(φ3～5㎜)２％混入
　　※埋め戻し後の埋没による堆積
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～やや粘土質　しまりやや弱　粘性やや強
　　10YR4/4地山土マーブル状に15％、炭化物(φ3～5㎜)５％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　粘土質(細砂質微量)　しまり弱　粘性強
　　10YR4/4地山土下面中心に全体にマーブル状に30％混入

SK427
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山土微量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山土多量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山土少量混入
４　２層と類似
　　地山土下部に中量混入

0 2ｍ

第25図　南側調査区検出遺構９（土坑）
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SK270
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒(φ1㎜以下)・焼土粒極少量混入
　　地山ブロック(φ30㎜大)下位にやや多く流入、地山粒多量混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト(暗褐色土＋地山土)層　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒色土ブロック(φ10㎜以下)やや多く混入
　　※埋め戻し土
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり中　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒(φ2～5㎜大)少量、地山粒・地山ブロック(φ5～30㎜)多量混入
４　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり中　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ100㎜大)、暗褐色土ブロック(φ100㎜大)混入
　　※埋め戻し土
５　暗褐色土(φ10YR3/4)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山粒・地山ブロック(φ20㎜大)多量混入
　　※崩落土
６　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり中　粘性少しあり
　　地山粒多量混入
７　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物粒・焼土粒極微量流入、地山ブロック(φ30～80㎜大)中位に多量流入
８　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒極微量、地山粒多量混入
　　※炭化物粒の量は７層より少ない
９　褐色土(10YR3/3)　シルト～砂質　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　※地山粒＋暗褐色土の層
10　褐色土(10YR4/4)　シルト～砂質　しまり強　粘性ほとんどなし
　　※地山層＋暗褐色土
11　褐色土(10YR4/6)シルト～砂質　しまり強　粘性ほとんどなし
　　※地山層、暗褐色土やや多く流入

０ 2ｍ
(SK270)

5ｍ０
(SB4050・4051)

第26図　南側調査区検出遺構10（土坑・掘立柱建物跡）



－ －73

第２節　検出遺構と出土遺物

SB4053

(8.5尺)

(8.5尺)

9.
0尺

9.
0尺

9.0尺

7.
5尺

(7.5 尺
)

(9.0 尺
)

P1

P2 P3

P4
P5

P6

(P7)

(P8)

149.1ｍ

14
9.

1ｍ

149.1ｍ

149.1ｍ

14
9.

0ｍ

149.0ｍ

149.0ｍ

149.0ｍ

SB4052

8.0尺

8.0尺8.0尺(8.0尺)

8.0尺8.0尺

8.
5尺

(8.5尺
)

P1 P2 P3 P4

P5 P6 P7
(P8)

148.7ｍ 1

2
3

4

SK228

1 2 3 2 1

148.8ｍ

SK269

SK269
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ5～10㎜)10％、炭化物(φ1～3㎜)３％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ5～10㎜)５％底部に混入、炭化物(φ1～3㎜)３％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ3～10㎜)５％、炭化物(φ1～3㎜)３％混入

SK288
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　10YR4/4褐色土10％マーブル状に混入、炭化物(φ3～10㎜)5％混入
　　小礫(φ10㎜)わずかに混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト(やや細砂含む)　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山土(10YR4/6褐色土)15％全体にマーブル状に混入、炭化物(φ1～3㎜)２％混入、
　　礫(φ2～3㎜)少量混入
３　褐色土(10YR4/4)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　10YR3/4暗褐色土20％左右両脇の中位に混入、炭化物(φ1～5㎜)３％混入
　　※２・３層は地山土＋黒褐系の一括埋め戻しか？
　　　２・３層は地山土の割合及び黒褐系の土の混入の割合で分層
４　褐色土(10YR4/6)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや強

０ 2ｍ
(SK228・269)

5ｍ０
(SB4052・4053)

第27図　南側調査区検出遺構11（掘立柱建物跡・土坑）
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SK491

SK490

SK491
SK490

SK490
１　黒褐色土(10YR3/1)　しまりやや強　粘性強
　　地山粒(φ1～2㎜)１％、炭化物(φ2㎜)１％混入
　　大小礫が多量に混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまり弱　粘性強
　　地山粒(φ2～5㎜)３％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)＋明黄褐色土(10YR6/6)　しまり強　粘性やや強
　　※地山土と暗褐色土がマーブル状に混在

SK491
１　黒褐色土(10YR3/1)　しまり強　粘性やや強
　　地山粒(φ1～6㎜)10％混入
２　明黄褐色土(10YR6/6)＋黒褐色土(10YR3/1)　しまり強　粘性やや強

SK583
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　微細砂　しまりやや弱(1層より漸移)　粘性弱
　　炭化物(φ2～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)10％、地山粒10％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山粒10％混入
４　２層に類似
　　地山粒20％混入
５　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山粒20％混入

SK3010
１　(地山)褐色土(10YR4/4)　細砂　しまり強　粘性弱
　　黒褐色土(10YR3/2)ブロック(φ10～30㎜)５％、地山粗砂５％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入
　　※３層へ漸移する
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱

第28図　南側調査区検出遺構12（土坑）
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第29図　南側調査区出土遺物１（竪穴住居跡内）
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第30図　南側調査区出土遺物２（竪穴住居跡内・土坑内）
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第31図　南側調査区出土遺物３（竪穴住居跡内）
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第32図　南側調査区出土遺物４（竪穴住居跡内）
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第33図　南側調査区出土遺物５（竪穴住居跡内）

31(SI221)

32(SI221)

34(SI221)

35(SI221)

33(SI221)

36(SI221)

38(SI221)

40(SI221)

37(SI221)

39(SI221)

41(SI221)



－ －80

第４章　調査の記録

42(SI221)

43(SI221)

44(SI221)
45(SI221)

46(SI221) 47(SI221)

48(SI221)

49(SI221)

50(SI221)

51(SI221)

0 5㎝

第34図　南側調査区出土遺物６（竪穴住居跡内）
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第35図　南側調査区出土遺物７（竪穴住居跡内）
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第36図　南側調査区出土遺物８（竪穴住居跡内）
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第37図　南側調査区出土遺物９（竪穴住居跡内・土坑内）
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SK436
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～15㎜)５％、地山ブロック微量、礫少量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土全体に多量混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山ブロック微量混入

SK455
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ1～20㎜)５％、地山ブロック少量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山ブロック多量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山土全体に中量混入

SK545
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山土微量混入、
　　白色砂粒やや多く混入

SK546
１　黒色土(10YR1.7/1)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山粒(φ1㎜)３％混入

SK547
１　黒褐色土(7.5YR2/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山ブロック少量混入、
　　白色砂粒少量混入

SK548
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山土全体に少量混入
　　白色砂粒微量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや強　粘性弱
　　地山土全体に多量、白色砂粒微量混入

SK549
１　黒色土(10YR1.7/1)　しまり弱　粘性やや弱
　　地山粒(φ3㎜)２％、炭化物少量、焼土少量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物少量、焼土少量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまり弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ5㎜)３％、炭化物少量、焼土微量混入

SK551
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、白色砂粒微量混入

SK455　P1
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～15㎜)５％、地山土全体に多量混入
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第38図　西側調査区検出遺構１（土坑）
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１　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山土全体に中量混入
２　暗褐色土(7.5YR3/4)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土全体に中量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山土全体に中量混入
４　褐色土(7.5YR4/4)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山土全体に中量混入
５　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山土左側に多量混入
６　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)２％、地山土微量混入

SK495
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック多量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山土全体に多量混入
３　褐色土(10YR4/4)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山土全体に多量混入
４　褐色土(7.5YR4/4)　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック多量混入
５　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山ブロック少量混入

SK460
１　黒褐色土(7.5YR2/2)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～15㎜)７％、地山ブロック少量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山土下位に中量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)２％、地山土全体に多量混入
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第39図　西側調査区検出遺構２（土坑）
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１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　黒褐色土(10YR2/2)ブロック(φ5～10㎜)３％、微小炭化物１％混入、
　　地山ブロック(φ5～10㎜)15％、地山粒10％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山粒層状に混入
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第40図　西側調査区検出遺構３（竪穴状遺構）
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第２節　検出遺構と出土遺物
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SKI335
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山ブロック(φ5～10㎜)５％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　1層土ブロック(φ5～10㎜)５％、地山ブロック(φ5～10㎜)３％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　地山ブロック(φ5㎜)１％、地山粒３％混入
４　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　3層土ブロック(φ5～10㎜)５％、地山ブロック(φ5～10㎜)５％混入
５　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ5～15㎜)10％混入
６　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　黒色土10YR2/1ブロック(φ5～10㎜)５％、地山粒３％混入、
　　地山ブロック(φ5～10㎜)５％混入
７　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性やや弱

SKI335
焼土
１　にぶい赤褐色土(5YR4/4)　焼土　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ5～20㎜)10％、２層土10％混入
２　灰色土(N6/0)　焼土　シルト　しまり弱　粘性弱
　　黒褐色土(10YR3/1)10％、地山粒５％混入
P1
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　地山粒５％混入
P2
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ50㎜)10％混入
P3
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山粒10％混入
P4
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～20㎜)３％、地山粒３％混入
２　褐色土(10YR4/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山埋め戻しによる根固め土
P5
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性弱
　　地山粒10％混入
P6
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　地山粒５％混入
P7
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　地山粒５％混入
P8
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)３％混入
P9
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ5～7㎜)３％混入
P10
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～30㎜)５％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　地山埋め戻し土
P11
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ5～20㎜)３％混入
P12
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山粒３％混入
P13
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～7㎜)３％混入

SD339
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり弱　粘性やや強
　　酸化した鉄分５％、地山粒10％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、酸化した鉄分３％混入、
　　地山粒５％混入
３　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　酸化した鉄分10％、地山粒５％混入
４　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　酸化した鉄分１％、地山粒10％混入
５　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　酸化した鉄分１％、地山粒５％混入
６　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、酸化した鉄分１％混入、
　　白色微粒子上位に１％、地山粒３％混入
７　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒５％混入
８　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒15％帯状に混入
９　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ10～20㎜)下位に５％混入
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第41図　西側調査区検出遺構４（竪穴状遺構・溝跡）
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SKI441
１　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ3～5㎜)５％、焼土粒５％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　焼土粒２％、地山ブロック(φ5～20㎜)５％混入
３　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、焼土粒５％、地山ブロック(φ10～15㎜)10％混入
４　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　焼土粒４％、地山ブロック(φ10～30㎜)３％混入
５　黒褐色土(10YR3/1)　焼土　シルト～微細砂　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ10～40㎜)10％、灰50％混入
６　黒褐色土(10YR3/1)　焼土　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ5～10㎜)５％、灰10％混入

P1
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、焼土粒微量、地山粒10％混入
P2
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、焼土粒微量、地山粒10％混入
P3
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1㎜)１％、礫(φ微細)少量、地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1㎜)１％、地山土40％混入
P4
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、焼土粒微量、地山粒10％混入
P5
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、焼土粒微量、地山ブロック(φ5～10㎜)２％混入
P6
１　褐色土(10YR4/4)　微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　黒褐色土(10YR2/2)５％、炭化物(φ1～3㎜)１％、礫(φ微細)少量混入
P7
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の粘土　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、焼土粒微量混入
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第42図　西側調査区検出遺構５（竪穴状遺構）
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SKI444
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山ブロック(φ5～50㎜)30％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　焼土　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、灰50％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1㎜)１％、地山粒10％混入

P1
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入

P2
１　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入
P3
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入
P4
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入

SKI573
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂
　　しまりやや強　粘性やや弱　炭化物(φ1～10㎜)５％混入、
　　２層焼土少量、地山ブロック(φ5～15㎜)30％混入
２　赤褐色土(2.5YR4/6)　焼土　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性弱
　　１層土・３層土微量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)５％混入、
　　２層焼土微量、地山ブロック(φ5～15㎜)20％混入
４　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～50㎜)20％混入
５　黒褐色土(7.5YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～50㎜)10％、地山ブロック(φ10～20㎜)５％混入
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入
７　黒色土(10YR2/1)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～15㎜)３％混入

SK1573
P1～P4(共通)
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)２％、地山粒微量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山埋め戻し土

０ 2ｍ

第43図　西側調査区検出遺構６（竪穴状遺構）
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第44図　西側調査区検出遺構７（土坑・竪穴状遺構）
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第２節　検出遺構と出土遺物

焼　土

炭化物集中

被熱痕
※溝跡炭化材及び焼土検出状況（第46図）

０ 1ｍ

（断面図）

０ 10ｍ
（平面図）

０ 1ｍ

（断面図）
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第45図　西側調査区検出遺構８（溝跡）
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SD63　Ｋ－Ｌ
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　大～特大礫多量混入
２　褐色土(10YR4/3)　細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　黒褐色土(10YR3/2)少量、地山粒多量、中礫多量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　細砂　しまり弱　粘性弱
　　粗砂多量、中～大礫多量、特大礫少量混入

SD63　Ｉ－Ｊ
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～粘土　しまり弱　粘性やや強
　　大礫多量、10㎜未満の中礫多量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～粘土　しまりやや弱　粘性やや強
　　中礫、細礫多量混入
３　褐色土(10YR4/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　黒褐色土(10YR2/2)少量、地山粒多量、中礫多量混入
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SD63　Ａ－Ｂ
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％未満、地山ブロック(φ10～50㎜)５％、地山粒２％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％未満、地山粒１％混入
３　赤黒色土(7.5R1.7/1)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～10㎜)15％、酸化した鉄分微量、２層土微量混入
４　黒色土(10YR2/1)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～5㎜)１％、地山粒10％、中礫中量混入　２層より明るい
５　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ30～100㎜)30％混入(崩落土か？)　上位に４層との漸位層あり
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、地山粒５％、粗砂１％混入
７　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ30～100㎜)40％混入(崩落土か？)　５層土よりやや明るい
８　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ50～150㎜)50％混入(崩落土か？)
９　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％未満、地山粒５％、細砂２％混入
10　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)２％、地山粒５～10％混入（壁面近くで多くなる）
　　細砂２％混入
11　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ10㎜)２％、地山粒１％未満混入、
　　中礫少量混入
12　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)５％混入

SD63　Ｃ－Ｄ
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物微粒子１％未満、地山粒２％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％未満、地山粒５％混入
　　地山ブロック～地山粒が下層に流入堆積、10㎜程度の層をなす
３　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～10㎜)３％、地山粒１％混入
４　赤黒色土(7.5YR1.7/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ5～10㎜)10％、酸化した鉄分微量、地山粒極微量混入
５　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、焼土粒(φ1㎜未満)極少量、地山粒20％混入
６　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性弱
　　炭化物微粒子１％、地山粒20％混入(崩落土か？)
７　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　上位に６層土多い、炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒５％混入
８　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ50～150㎜)50％混入(崩落土か？)
９　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ0.1～2㎜)１％未満、地山ブロック(φ5～10㎜)40％混入
10　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～粘土　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ5㎜)１％、地山粒１％混入
11　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物微粒子１％未満、焼土粒１％未満、地山ブロック(φ5㎜程)５％混入、
　　地山粒20％混入
12　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　焼土粒11層よりやや多い、地山ブロック(φ5㎜程)10％、地山粒30％混入
13　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～10㎜)15％、地山粒20％混入

SD63　Ｅ－Ｆ
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ3～5㎜)１％、地山粒１％混入
２　赤黒色土(7.5YR1.7/1)　シルト　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～10㎜)10％、地山粒微量混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ2～5㎜)１％、酸化した鉄分微量、地山粒１％混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　地山粒２％、中礫少量混入
５　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～40㎜)５％混入、
　　地山粒５％混入
７　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂
　　しまり上位でやや弱く下位でやや強い　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～5㎜)１％、地山ブロック(φ20～70㎜)15％混入
　　地山粒５％混入

SD63　Ｇ－Ｈ
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、黒色土(10YR1.7/1)ブロック(φ50～70㎜)20％、地山粒５％混入
　　上位に５㎜程の炭化物層が堆積する
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ2～5㎜)２％、地山ブロック(φ20～50㎜)20％、地山粒５％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～20㎜)５％、地山粒５％混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山粒１％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)１％、地山ブロック(φ50～60㎜)10％、地山粒５％混入
　　　　　　　　　　　　６　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱　　
　　　　　　　　　　　　　　中～大礫中量、地山粒５％混入
　　　　　　　　　　　　７　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　　　　　　　　　　　　　中～大礫少量、地山粒５％混入
　　　　　　　　　　　　８　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂
　　　　　　　　　　　　　　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　　　　　　　　　　　地山ブロック(φ10～20㎜)10％、地山粒10％混入
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遺物番号

104(SD63)

第46図　西側調査区検出遺構９（溝跡炭化材及び焼土検出状況）
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炭化材

17

11　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ5㎜大)多量、粗粒砂多量、酸化鉄ブロック極少量混入
12　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性強
　　粗粒砂やや多く混入　地山ブロック(φ100㎜)＋黒褐色土層
13　黒色土(10YR2/1)　粘土質　しまり中～強　粘性強
　　粗粒砂やや多く、地山ブロック(φ3～10㎜)少量混入　水分を多く含む
14　黒色土(10YR2/1)　しまり強　粘性強
　　地山ブロック(φ3～10㎜)マーブル状に多量、炭化物(φ10㎜)やや多く混入
15　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中～強　粘性あまりなし
　　黒褐色土極少量、中礫少量混入　地山特大ブロック層
16　黒褐色土(10YR3/2)　粘土質　しまり強　粘性強
　　粗粒砂多量、地山粘土ブロック(φ30㎜)多量混入　水分を多く含む
17　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性ややあり
　　地山ブロック(φ3～5㎜)極少量、微細炭化物粒極少量混入、
　　粗粒砂多量、酸化鉄極少量混入

SE343
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ3～10㎜)極少量、酸化鉄極少量混入、
　　炭化物(φ3～5㎜)少量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中　粘性ややあり
　　地山粒・微細砂多量、黒褐色土少量混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中　粘性やや強
　　粗粒砂多量、酸化鉄やや多く混入
４　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性やや強
　　酸化鉄ブロック(φ10～30㎜)板状に多量混入
　　大小の礫を多く含む　
５　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性強
　　褐色土地山粒＋地山ブロック(φ3～50㎜)マーブル状に混入、
　　炭化物(φ微細～1㎜)少量混入　植物根多い
６　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中　粘性ややあり
　　2層と似ているが、砂は粗粒中礫を含む　植物の毛根多い
７　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～弱　粘性やや強
　　地山粒・地山ブロック・粗粒砂・ブロック(φ10～50㎜)多量混入、
　　炭化物(φ5㎜)少量混入　柱痕か？
８　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物粒多量、地山ブロック(φ10㎜未満)多量混入
　　水分を多く含み、押すと流れ出す
９　暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)　しまり中～弱　粘性ほとんどなし
　　緑色岩片(φ10㎜)少量含む、地山ブロック(φ5㎜)多量、粗粒砂多量混入
10　黒褐色土(10YR3/1)　しまり弱　粘性やや弱
　　粗粒砂(φ0.5㎜)・礫多量、炭化物(φ10㎜)多少混入
　　※９と10層の間に炭化材層(φ10㎜厚)があり、10層中間にも同様の層あり

SE334
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～40㎜)50％、地山粒30％、黒褐色土(10YR3/2)20％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ5～20㎜)５％、地山粒10％混入
３　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～60㎜)60％、地山粒20％、黒褐色土(10YR3/2)20％混入
４　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)20％、地山粒５％混入
５　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～20㎜)50％、地山粒20％混入
６　暗灰黄色土(2.5Y4/2)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山埋め戻し土
７　暗灰黄色土(2.5Y4/2)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性弱
　　黒褐色土(10YR2/2)ブロック(φ20～100㎜)10％混入　下部に酸化鉄多い

０ 2ｍ
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SE595

SE434
１　黒色土(10Y2/1)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山土微量混入
　　鉄分をやや含む
２　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック中量混入
　　小礫少量混入
３　黒色土(10YR1.7/1)　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山ブロック微量混入
　　小礫少量混入
４　緑黒色土(7.5GY2/1)　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山ブロック微量混入
　　砂粒少量混入

SE595
１　黒色土(10YR2/1)　粘土質　グライ土　しまり中～弱　粘性やや強
　　酸化鉄塊やや多く混入、青灰色粘土ブロック(φ5～20㎜)部分的に少量混入、
　　炭化物(φ5㎜)少量混入
２　黒色土(2.5Y2/1)　シルト～粘土質　グライ土　しまり中　粘性中～弱
　　青灰色粘土ブロック(φ10㎜)層全体に多量、酸化鉄塊極少量混入、
　　炭化物(φ5㎜)やや多く混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト～粘土質　グライ土　しまり中　粘性中～弱
　　上位に酸化鉄塊極少量混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　しまり弱　粘性中～弱
　　黒色グライ土、粗砂粒少々混入　地山ブロック(φ20㎜)層
５　黒色土(10YR2/1)　グライ土　しまり弱　粘性弱
　　粗砂粒(φ3㎜)多量、炭化物少量混入
６　黒色土(10YR2/1)　グライ土　しまり中　粘性中～強
　　3層と類似するも酸化鉄塊混入なし　粗砂粒多量混入
７　オリーブ黒色土(5Y2/2)　しまり中　粘性中～弱
　　地山粒(φ5㎜)～ブロック多量、粗砂粒多量混入

０ 1ｍ
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SE452

SE452
１　青黒色土(5BG2/1)　しまり弱　粘性やや弱
２　青黒色土(10BG2/1)　しまり弱　粘性弱
３　黒色土(10YR1.7/1)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山土微量、砂粒少量混入

1ｍ
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1

SE506

SE599

SE506礫および枠材出土状況（層上部）

SE506礫および枠材出土状況（層下部）

147.5ｍ

SE599
１　黒色土(7.5YR1.7/1)　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～15㎜)３％、地山ブロック極微量混入

SE506
１　黒褐色土(10YR1.7/1)　しまり弱　粘性やや弱
　　地山土微量、砂粒少量混入
２　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性やや弱
　　地山土微量、砂粒少量混入

０ 1ｍ
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SE3011

S

S

S

S

S

RW

RW

1

2

147.9ｍ

表～上層部層礫出土状況

礫および枠材出土状況（上より順に上～下層部）

SE3011
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性やや弱
　　※木の根が入り込んだ部分に鉄分が溜まり、酸化したものが含まれる
２　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　※１層とほぼ同じ、湧水の影響が大きく、極めて軟質

０ 1ｍ
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1
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SN323

焼土

焼土

焼土

焼土

SN318SN319

焼土

焼土

SN315
１　明赤褐色土(2.5YR5/8)～橙色土(2.5YR6/8)　焼土　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ3～5㎜)５％混入
２　橙色土(5YR6/8)　焼土　しまりやや弱　粘性強
　　黒褐色土(7.5YR2/2)粒10％混入
　　※分散した焼土ブロックか？
３　黒褐色土(7.5YR2/2)　しまり弱　粘性弱
　　地山粒(φ2～5㎜)10％、焼土粒(φ2～5㎜)10％混入

SN317
１　浅黄橙色土(7.5YR8/4)　焼土　しまりやや強　粘性弱
２　橙色土(7.5YR6/8)　焼土　しまりやや強　粘性弱
　　※１層とは色調、土質とも漸移する

SN318
１　橙色土(10YR6/8)＋黒褐色土(10YR3/2)　焼土　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ5～10㎜)30％混入
　　※10～30㎜の焼土ブロックと黒褐色土が混じり合っている

SN319
１　橙色土(7.5YR7/6)　焼土ブロック　しまりやや強　粘性やや弱
２　橙色土(7.5YR6/8)　焼土ブロック　しまりやや強　粘性やや弱
３　黒褐色土(10YR3/2)　しまりやや弱　粘性弱
　　焼土粒(φ1～5㎜)２％、炭化物(φ5～10㎜)50％混入

SN323
１　黒褐色土(7.5YR3/2)　しまりやや強　粘性弱
　　地山粒(φ5～10㎜)20％、焼土粒(φ5～10㎜)20％混入
　　地山土と焼土はフレーク状に全体に混ざる
２　黒褐色土(7.5YR3/2)　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)30％、焼土粒(φ5～15㎜)20％混入
３　明黄褐色土(10YR6/6)　焼土　しまりやや弱　粘性弱
　　地山粒(φ2～5㎜)５％混入
４　明褐色土(7.5YR5/6)　焼土　しまり弱　粘性弱
　　※３、４層は掘り込みはなく、火を受けた土が自然に焼けたもの

SN423
１　赤褐色土(2.5YR4/6)　焼土　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～50㎜)15％混入
　　黒褐色土(10YR2/2)が全体に撹乱気味に多量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土全体に中量混入

０ 2ｍ
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SK331
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　酸化した鉄分３％、地山ブロック(φ40㎜)１％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　酸化した鉄分１％、地山ブロック(φ40㎜)１％、地山粒下位に帯状に50％混入

０ 2ｍ
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SD339
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SK340
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　酸化した鉄分３％、地山ブロック(φ10～20㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)３％、地山粒５％、中～巨礫15％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～20㎜)30％混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～20㎜)５％、地山粒５％混入
５　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)20％、地山粒30％混入

０ 2ｍ

第54図　西側調査区検出遺構17（土坑）



－ －102

第４章　調査の記録

SK341・344

4 41

2

3

148.8ｍ

SK445

S
S

S

SK341SK344

1
2 3

42
1

149.7m
Ａ Ｂ

S
1

2

149.7mＣ Ｄ

S

S
S

S

S

S
S

1
45

149.7mＥ Ｆ

礫層

148.5ｍ

2

1

SK447

炭化物

削平
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炭化物

焼土

焼土

SK344
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト
　　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％混入、
　　地山ブロック(φ10～20㎜)５％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト
　　しまりやや弱　粘性強
　　地山ブロック(φ10～30㎜)１％、地山粒３％混入

SK341
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト
　　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％混入、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)１％、地山粒１％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト
　　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～15㎜)５％、地山粒10％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト
　　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％混入
　　地山ブロック(φ10～30㎜)１％、地山粒５％混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト
　　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土50％混入
５　黒色土(10YR1.7/1)　シルト
　　しまり弱　粘性やや強
　　地山粒３％混入

SK445
１　黒褐色土(10YR3/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　焼土粒(φ2～20㎜)20％、炭化物(φ2～5㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
３　灰黄褐色土(10YR4/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　※2層に地山土が混入した層
４　黒褐色土(10YR3/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　焼土粒(φ2～10㎜)10％、炭化物(φ2～5㎜)２％混入

SK447
１　橙色土(7.5YR7/6)　焼土　しまり強　粘性弱
　　※酸化鉄により非常に固くなっている
　　焼土ブロック(φ10～50㎜)少量、地山粒少量混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　しまり弱　粘性やや弱
　　※礫層と重なるため、プランが不明瞭
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148.3ｍ SK325 SK324

SK324SK325
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SK324
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～15㎜)７％、地山ブロック少量混入

SK325
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山ブロック微量混入
２　黒色土(10YR1.7/1)　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック多量混入

SK336
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)1％、酸化した鉄分微量混入

SK345・346
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ5㎜)１％、酸化した鉄分３％、地山粒５％混入

SK347
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　酸化した鉄分微量、炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入

SK348
１　黒褐色土(10YR3/1)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、酸化した鉄分１％混入

SK349
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、酸化した鉄分５％、地山粒３％混入

SK351
１　黒色土(10YR1.7/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　細砂～粗砂　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1㎜)１％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　細砂～粗砂　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山土５％混入
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SK375
１　黒色土(10YR1.7/1)　粘土質(シルト少量)　しまり弱　粘性強
　　地山ブロック(φ10～30㎜)７％、炭化物ブロック(φ30～50㎜)３％混入、
　　焼土ブロック(φ1～3㎜)２％混入
２　黒色土(10YR2/1)　ほぼ粘土質　しまり弱　粘性強
　　地山ブロック(φ5～10㎜)３％、焼土ブロック(φ3～5㎜)３％混入、
　　炭化物ブロック(φ3～5㎜)５％混入
３　黒色土(10YR1.7/1)　粘土質(細砂質少量)　しまり弱　粘性強
　　地山土マーブル状に７％、炭化物(φ1～3㎜)３％混入

SK421
１　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山土微量混入

SK422
１　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1㎜)、地山土微量混入

SK425
１　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山土微量混入

SK426
１　黒褐色～暗褐色土(10YR3/2～3/3)　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～15㎜)３％、地山ブロック少量混入

SK432
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック中量、炭化物(φ1～15㎜)７％、砂粒多量混入

SK438
１　黒色土(10YR2/1)　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック多量、炭化物(φ1～10㎜)３％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック全体に多量混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)３％、地山土多量混入
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SK449
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SK439
１　黒褐色土(10YR2/2)　粘土質(ややシルト含む)
　　しまり弱　粘性強
　　地山ブロック(φ5～10㎜)７％混入、
　　炭化物(φ3～5㎜)５％、焼土粒微量混入

SK449
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂
　　地山粒(φ3～5㎜)10％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂
　　しまり弱　粘性やや弱
　　地山粒(φ3～5㎜)１％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂
　　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～10㎜)50％混入
４　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂
　　しまり弱　粘性弱
　　地山粒(φ3～5㎜)５％混入

SK450
１　黒色土(10YR2/1)　シルト
　　しまりやや強　粘性強
　　酸化した鉄分１％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト
　　地山粒３％、地山ブロック(φ5㎜)１％混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト
　　しまりやや強　粘性強
　　地山ブロック(φ100㎜)５％混入
５　黒褐色土(10YR2/3)　シルト
　　地山粒５％混入

SK453
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　焼土粒微量、炭化物(φ3～5㎜)２％混入、
　　地山土～地山ブロック(φ5～10㎜)全体にマーブル状に30％混入

SK454
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～砂粒(粘土質少量)
　　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ3～5㎜)３％、地山ブロック(φ5～10㎜)１％、
　　暗褐色土(10YR3/2)の砂質土10％マーブル状に混入
２　黒色土(10YR1.7/1)　シルト～砂粒(粘土質少量)
　　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ5～10㎜)５％、焼土粒少量混入、
　　地山ブロック(φ5～10㎜)２％混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト～砂粒(粘土質少量)
　　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ3～5㎜)３％、地山土マーブル状に10％混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～砂質(粘土質少量)
　　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％混入

SK456
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ1～15㎜)７％、地山ブロック中量混入
SK457
１　明黄褐色土(10YR6/8)＋黒褐色土(10YR2/3)　しまり極強　粘性やや弱
　　※地山土に黒褐色土が混じる
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ1～20㎜)５％、地山ブロック中量混入

SK451
１　黒褐色土(10YR2/2)
　　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)２％混入、
　　地山土微量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)
　　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山土中量混入
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SK459
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山土微量混入
P1
　　黒色土(10YR2/1)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山土少量混入
P2
　　黒色土(10YR2/1)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～15㎜)３％、地山土少量混入

SK467
１　黒褐色土(10YR3/2)
　　しまりやや強　粘性やや強
　　ローム粒(φ1㎜)１％、
　　ロームブロック(φ20㎜)１％混入

SK469
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト
　　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒３％、
　　酸化した鉄分微量混入

SK477
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒３％、酸化した鉄分微量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまり弱　粘性やや弱
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒50％混入
４　褐色土(10YR4/4)　微量の細砂　しまりやや弱　粘性弱

SK479
１　にぶい橙色土(7.5YR6/4)　焼土　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～3㎜)３％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山粒(φ2～5㎜)５％、焼土粒(φ2～5㎜)５％、炭化物(φ2～3㎜)３％混入
SK480
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山粒(φ5～10㎜)10％、焼土粒(φ5～10㎜)10％混入

SK478
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ5～20㎜)10％、焼土粒(φ2～3㎜)５％混入、
　　炭化物(φ2～3㎜)３％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR5/3)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
３　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり弱　粘性弱
　　地山粒(φ5～10㎜)20％、焼土粒(φ2～5㎜)５％混入、
　　炭化物(φ2～5㎜)２％混入
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SK481

1

1

148.2ｍ

SK492

2

SK481
１　黒色土(10YR1.7/1)　粘土質　しまり中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～30㎜)少量混入、
　　中央に地山ブロック(φ80㎜)混入、
　　酸化鉄全体に多量混入

SK492
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～15㎜)５％、地山ブロック微量混入

SK493
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山土南西方向に多量混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山土全体に多量混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土全体に微量混入

SK494
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山ブロック少量混入

SK497
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～20㎜)５％、地山ブロック中量混入

SK507
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山土極少量混入
２　黒色土(10YR2/1)　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック全体に多量混入

SK509
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)２％、地山ブロック少量混入
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SK598
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134 2

SK512
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂
　　しまり弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入、
　　地山粒(φ2～10㎜)30％混入

SK535
１　黒色土(10YR2/1)　しまり中　粘性やや強
　　酸化鉄ブロック(φ1～5㎜)多量混入、
　　白色石粒(?)中～上位に少量混入、
　　地山粘土ブロック(φ5㎜)やや多く混入、
　　炭化物(φ1～8㎜)多量混入

SK581
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～7㎜)５％地山土全体に微量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性弱
　　地山土全体に中量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)３％地山土全体に多量混入

SK3000
１　黒色土(10YR2/1)　粘土質　グライ土　しまり中　粘性強
　　オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山ブロック(φ5～30㎜)少量混入
SK3001
１　黒色土(10YR2/1)　粘土質　グライ土　しまり中～弱　粘性中～強

SK3004
１　黒色土(10YR1.7/1)　粘土質　しまり中～強　粘性強
　　焼土ブロック(φ5～10㎜)少量混入、
　　白色粘土ブロック(φ5㎜)やや多く混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　粘土質　しまり中　粘性強
　　白色粘土ブロック(φ5㎜)少量混入
　　※1、2層ともに中央に集中して板状緑色石が多く
　　重なり合って出土、いずれも被熱し変色またはもろくなっている

SK594
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性やや強
　　微細炭化物、焼土粒(φ1㎜)少量混入、
　　軽石(φ1～3㎜)少量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)やや多く混入、
　　地山ブロック(φ15～30㎜)やや多く混入、
　　地山ブロック(φ20㎜)少量混入、
　　酸化鉄粒中央部にやや多く混入

SK598
１　黒色土(10YR1.7/1)　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ1～7㎜)３％、地山ブロック極小量混入
２　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック極小量混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山ブロック中量混入
４　黒色土(10YR2/1)　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山ブロック少量混入
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SK3012

148.2ｍ

1

149.1ｍ

SK3008

2

SK3007
１　黒褐色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ3～5㎜)５％、軽石粒(φ1～3㎜)５％混入
　　※底面は岩盤

SK3008
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ3～5㎜)５％、地山ブロック(φ5～10㎜)１％混入、
　　軽石粒(φ1～3㎜)５％混入
２　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　※１層、２層とも底部は岩盤

SK3012
１　黒色土(10YR2/1)　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山土微量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土全体に中量混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性弱
　　地山土全体に中量混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土少量混入

SK3013
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ5～15㎜)20％、炭化物(φ1～5㎜)１％混入
SK3017
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ5～15㎜)30％混入

SK3040
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山ブロック極微量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック全体に多量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや強
　　地山土微量混入

０ 2ｍ

第75図　西側調査区検出遺構38（土坑）
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第２節　検出遺構と出土遺物

80(SD63) 81(SD63) 82(SD63) 83(SD63) 84(SD63)

85(SD63) 86(SD63) 87(SD63) 88(SD63) 89(SD63)

90(SD63)

91(SD63) 92(SD63) 93(SD63) 94(SD63)

101(SKI333)

95(SD339)
96(SK351)

97(SK467)

98(SK3008)

99(SKI333)
100(SKI333)

102(SKI573) 103(SKI573)

104(SD63) 0 5㎝

（104）

0 10㎝

（104以外）

第76図　西側調査区出土遺物１（溝跡内・土坑内・竪穴状遺構内）
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第４章　調査の記録

アスファルト付着

107(SD63)

108(SD63) 109(SD63)

110(SD63)
111(SD63)

112(SD63)

105(SD63)

106(SD63)

0 5㎝

第77図　西側調査区出土遺物２（溝跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

114(SD63)

115(SD63)

118(SD63)

116(SD63)

117(SD63)

113(SD63)

0 10㎝

(115～118)

０ ５㎝

(113,114)

第78図　西側調査区出土遺物３（溝跡内）
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第４章　調査の記録

擦り面

擦
り
面

119(SD63)

120(SE343)

121(SE343) 0 10㎝

第79図　西側調査区出土遺物４（溝跡内・井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

122(SE3011) 124(SK345)123(SK337)

125(SK436)

126(SK469)

127(SK3008)

128(SKI573)

129(SB4048-P5)

130(SB4007-P1)

131(SKI335) 132(SB4031-P4)

133(SB4027-P4)

134(SB4039-P6)

0 5㎝

0 10㎝

(123～134)

(122)

第80図　西側調査区出土遺物５（井戸跡内・土坑内・掘立柱建物跡内）

擦り面
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第４章　調査の記録

漆膜

135(SE434)

136(SE434)

137(SE434)

138(SE434) 139(SE434)

0
10

㎝

第81図　西側調査区出土遺物６（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

140(SE434)

141(SE434)

142(SE434)

143(SE434)

144(SE434)

145(SE434)

0 25㎝

第82図　西側調査区出土遺物７（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

146(SE452)

147(SE452)

148(SE452)

149(SE452)

150(SE452) 151(SE452)

152(SE434)

153(SE434)

154(SE434)

0 5㎝

(146～151)

０ 20㎝

(152～154)

第83図　西側調査区出土遺物８（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

155(SE452)

156(SE452)

157(SE452)

158(SE452)

159(SE452)

160(SE452) 161(SE452)

162(SE452) 163(SE452)

164(SE452) 165(SE452)

166(SE452)

167(SE452)

168(SE452)

0 5㎝

(155～167)

0 10㎝

(166～168)

第84図　西側調査区出土遺物９（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

169(SE452)

170(SE452)

171(SE452)

0
10

㎝

第85図　西側調査区出土遺物10（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

0
10

㎝

第86図　西側調査区出土遺物11（井戸跡内）

172(SE452) 173(SE452)

174(SE452)
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第４章　調査の記録

175(SE452)

0 10㎝

第87図　西側調査区出土遺物12（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

176(SE452)

177(SE452)

0
15

㎝

第88図　西側調査区出土遺物13（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

178(SE452) 179(SE452) 180(SE452) 181(SE452)

0
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㎝ (1
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～
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0
20

㎝ (1
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)

第89図　西側調査区出土遺物14（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

182(SE452) 183(SE452) 184(SE452) 185(SE452)
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20
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)

第90図　西側調査区出土遺物15（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

186(SE506)

187(SE506)
188(SE506)

0
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㎝
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15

㎝

0
20

㎝

第91図　西側調査区出土遺物16（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

189(SE595)

190(SE595)

191(SE595)

192(SE595)

193(SE595)

194(SE595)

195(SE595)

196(SE595)

0 5㎝

(190～194)

0
10

㎝

(1
95

,1
96

)

第92図　西側調査区出土遺物17（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

197(SE595)

199(SE595)

200(SE595)

198(SE595)

201(SE595)

0
10

㎝

第93図　西側調査区出土遺物18（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

202(SE595)

203(SE595)

204(SE595)

205(SE595) 206(SE595) 207(SE595)

208(SE595)

209(SE595)

0
10

㎝

第94図　西側調査区出土遺物19（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

210(SE595)

211(SE595)

212(SE595) 213(SE595)

214(SE595)

0 5㎝

(210,211)

0
10

㎝

(2
12

～
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4)

第95図　西側調査区出土遺物20（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

215(SE595)

216(SE595)

217(SE3011)
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㎝

第96図　西側調査区出土遺物21（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

218(SE3011)

219(SE3011)

220(SE3011)

221(SE3011)

222(SE3011)

223(SE3011)

224(SE3011)

225(SE3011)

226(SE3011)

227(SE3011)

228(SE3011)

229(SE3011)

230(SE3011)

0 5㎝

(218～228)

0 10㎝

(229,230)

第97図　西側調査区出土遺物22（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

231(SE3011) 232(SE3011)

0
10

㎝

第98図　西側調査区出土遺物23（井戸跡内）



－ －146

第４章　調査の記録 第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

233(SE3011)

234(SE3011) 235(SE3011)

236(SE3011) 237(SE3011)

238(SE3011)

239(SE3011)

240(SE3011)

0 5㎝

(233～238)

0 10㎝

(239,240)

第99図　西側調査区出土遺物24（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

241(SE3011)

0 10㎝

第100図　西側調査区出土遺物25（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

242(SE3011)

243(SE3011)

244(SE3011)

245(SE3011)

246(SE3011)

247(SE3011)

248(SE3011)

249(SE3011)

250(SE3011)

251(SE3011)

252(SE3011)

253(SE3011)
0 5㎝

第101図　西側調査区出土遺物26（井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

254(SE3011)

255(SE3011)

256(SE3011)

第102図　西側調査区出土遺物27（井戸跡内）
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第４章　調査の記録

被熱痕

257(SB4026-P8)

258(SB4009-P8)

259(SE595)

0
5
㎝

0
1
0
㎝

0
2
5
㎝

第103図　西側調査区出土遺物28（掘立柱建物跡内・井戸跡内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

SI230

6 3
9

6
8

10
漸移層

炭化物集中層

地山ブロック
150.3ｍＡ Ｂ

S

S

S

S

礫集中層

RP

1 235
9

7

地山ブロック

6

4

150.3ｍＣ Ｄ

漸移層

S

S

RP
3 6

79

10

150.3ｍＥ Ｆ

炭化物集中範囲

礫集中範囲

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

被熱痕

被熱痕

SI230
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒褐色土斑状に混入、砂・炭化物(φ微細～5㎜)やや多く混入、
　　焼土粒やや多く混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性ほとんどなし
　　地山粒～10㎜大地山ブロック少量混入、炭化物(φ微細～5㎜)やや多く混入(１層より多い)
３　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性少しあり
　　砂１層より多量混入、地山ブロック(φ50㎜)・炭化物(φ微細～10㎜)多量混入、
　　小礫(φ5～10㎜)少量、下位に砂さらに多量混入、微細炭化物集中層
４　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ3㎜)少量混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　３層とほぼ同じ層だが砂の混入は少量、中礫(φ10～80㎜)少量混入、
　　炭化物微細粒やや多く混入、焼土粒極少量混入
６　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中～強　粘性多少あり
　　砂・焼土少量混入　黒褐色土＋地山ブロック層
７　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　砂粒少量、炭化物(φ微細～3㎜)極少量混入　礫集中層、地山粒＋黒褐色土層
８　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　砂多量、焼土少量混入、炭化物(φ1～3㎜)やや多く混入　地山土＋黒褐色土層
９　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　礫石(φ5～30㎜)やや多く混入、砂・焼土多量混入
10　暗褐色土(10YR3/3)　粗砂粒　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山粒・焼土多量混入　炭化物(φ微細～12㎜)集中層

０ 2ｍ

第104図　東側調査区検出遺構１（竪穴住居跡）

焼土
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第４章　調査の記録

焼土範囲

ト レ ン チ

ト レ ン チ

ト
レ
ン
チ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ148.5ｍ

5 3

1
2

4

4

6
7

3 5

SI3014

SI3014炉

S

S
S

4
3

4
6

5
2

1
5

3

焼土ブロック
149.0ｍ

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

SI3014
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまりやや強　粘性やや強
　　黒色土ブロック(φ80㎜)少量、地山粒やや多く混入、
　　焼土粒、粗粒砂少量混入
２　黒褐色土(7.5YR3/2)　二次被熱粗粒土　しまり強　粘性なし
　　にぶい黄褐色土(10YR5/3)ブロック下位に多量、炭化物粒多量混入
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまりやや強　粘性多少あり
　　床面の漸移層に細砂粒多量混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　黒褐色土＋暗褐色土がブロック状に混入
５　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性少しあり
　　黒褐色土ブロック・地山ブロック(φ20～30㎜)少量混入、
　　地山粒・粗粒砂多量混入
６　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～40㎜)やや多く混入、砂少量混入
７　黒色土(10YR2/1)　しまり強　粘性強
　　地山ブロック(φ10㎜)少量混入

SI3014炉
１　暗褐色土(7.5YR3/4)　焼土　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　暗赤褐色土(5YR3/6)ブロック(φ30㎜)が層の右側に集中、
　　暗褐色土上位から浸透、炭化物(φ微細～5㎜)微量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　砂質土　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山粒多量、地山ブロック(φ10㎜)少量混入、
　　焼土ブロック(φ5～10㎜未満)微量混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　焼土粒・炭化物(ともに極小)微量混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中～強　粘性多少あり
　　地山粒多量混入、砂が集中的に混入する部分あり
５　褐色土(10YR4/4)　粗砂層　しまり中　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土ブロックやや多く混入
６　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中　粘性ほとんどなし
　　粗砂粒やや多く混入　地山ブロック＋暗褐色土ブロック層

０ 1ｍ

０ 2ｍ
(SI3014)

(SI3014炉)

第105図　東側調査区検出遺構２（竪穴住居跡）
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第２節　検出遺構と出土遺物
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1
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S

150.6ｍ

150.6ｍ

RQ

RP RP

SK08
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
２　褐色土(10YR4/6)　微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、暗褐色土(10YR3/4)20％混入、
　　黒褐色土(10YR2/2)７％、小礫(φ5㎜)混入、地山埋め戻し土
３　褐色土(10YR4/6)　微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、黒褐色土(10YR2/2)ブロック(φ40～50㎜)７％混入、
　　暗褐色土(10YR3/4)ブロック(φ70～80㎜)20％混入
４　褐色土(10YR4/4)　微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　黒褐色土(10YR2/2)粒(φ2～3㎜)２％、地山土７％混入

SK09
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、黒色土(10YR2/1)ブロック(φ20～50㎜)30％、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　３層土由来地山土30％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒１％混入(３層土に近い)
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)５％、地山土５％混入

SK10
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性強　
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒10％混入

SK12
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、白色粒状物30％、暗褐色土(10YR3/3)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ20～40㎜)10％、地山土５％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～50㎜)５％、地山土30％混入
４　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまり強　粘性弱
　　地山崩落土

０ 2ｍ
(SK08～10)

０ 1ｍ
(SK12)

第106図　東側調査区検出遺構３（土坑）
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SK14
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強　
　　炭化物(φ3～5㎜)１％、地山ブロック(φ5～30㎜)５％、地山粒２％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、酸化した鉄分微量、地山粒１％未満混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～50㎜)１％混入(２層よりやや明るい)
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山粒５％、地山粒１％未満混入
５　暗赤褐色(2.5YR3/6)　焼土　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ2㎜程)２％、地山粒２％混入
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ2～5㎜)２％、地山ブロック(φ10～30㎜)３％混入(３層よりやや暗い)
７　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ20～30㎜)２％、地山粒５％混入
８　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％未満、地山粒40％混入
９　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ20～30㎜)５％、上位に地山粒10％混入

SK16
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～7㎜)５％、地山粒１％未満混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)３％、地山ブロック(φ30～50㎜)３％、地山粒５％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ50～10㎜)20％、地山粒15％混入

SK17
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ2～5㎜)やや多く混入、地山ブロック(φ5㎜)少量混入、
　　地山粒多量、微小砂粒少量混入　覆土
２　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまりやや強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ2～4㎜)少量混入、地山漸移層

SK21
１　暗褐色(7.5YR3/4)　焼土　シルト　しまり強　粘性やや弱　
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入、１・３層土の漸移層
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～10㎜)１％、地山粒全体に50％混入
４　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒全体に10％混入
５　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土50％層をなして混入

０ 2ｍ

第107図　東側調査区検出遺構４（土坑）



－ －155

第２節　検出遺構と出土遺物

削平

SK28

1

SK25

1
2

3

4

S

150.1ｍ

SK26

撹乱

4 S

150.7ｍ

S
S

S

S 1
5

2

3
RQ

RQ

RQ

S

136-402

3

SK26
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ3～5㎜)、極小礫(φ10㎜)多量混入(中央部に集中)
２　暗褐色土(10YR3/3)　細砂　しまり強　粘性ほとんどなし
　　焼土・炭化物(φ10㎜)少量、地山ブロック(φ5～20㎜)多量混入、
　　地山粒多量混入　崩落土
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強～中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～80㎜)、地山粒多量混入
４　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～粘土　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ10㎜)少量混入　
５　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ1㎜)少量、地山粒多量混入、地山粒(φ30～50㎜)板状に少量混入

SK27
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山粒１％、白色砂粒物微量に混入
SK28
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％、地山粒５％混入

SK23
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性強　
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒２％混入
２　暗褐色土(7.5YR3/4)　微量の細砂　しまり極強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ10～30㎜)10％、地山粒20％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性強　
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒10％混入

SKP24
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山粒20％混入(床～壁面は地山土との漸移層)

SK25
１　黒褐色土(10YR2/3)　細砂　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山土(細～粗砂)中量、小礫(φ2～5㎜)２％混入
２　暗褐色土(7.5YR3/4)　細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、黒褐色土(10YR2/2)ブロック(φ10～50㎜)20％、
　　地山土の割合50％、地山土(細～粗砂)中量、小礫(φ2～5㎜)３％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　細砂　しまりやや弱　粘性弱　１～２層土の中間
　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、地山土(細～粗砂)中量、小礫(φ1～2㎜)１％混入、
　　１層よりやや明るい　
４　暗褐色土(7.5YR3/4)　細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　炭化物(φ1㎜)１％、黒褐色土(10YR2/2)ブロック(φ10～30㎜)10％混入、
　　地山土50％、地山土(細～粗砂)中量、小礫(φ1～3㎜)１％混入、
　　地山埋め戻し土

SK22
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、白色砂粒物極少量、地山粒１％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　１層土由来地山粒５％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　微量の細砂　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ10～50㎜)30％混入、
　　１層土と地山土の混合土

０ 2ｍ

第108図　東側調査区検出遺構５（土坑・柱穴様ピット）
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SK42
１　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、白色粒状物微量、地山粒３％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック(φ20～100㎜)20％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性強
　　地山粒５％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～10㎜)２％、地山ブロック(φ50～70㎜)10％混入

SK44
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～8㎜)多量、地山ブロック(φ30㎜)やや多く混入
２　褐色土(10YR4/4)　シルト～細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ3㎜)少量、地山ブロック(φ5～3㎜)やや多く混入

SK46
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　地山粒５％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　地山粒10％混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまり極強　粘性なし
　　黒褐色土(10YR2/2)50％、地山粒50％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまり極強　粘性なし
　　地山粒30％混入

SK33
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)多量、地山ブロック(φ5～30㎜)やや多く混入、
　　地山粒多量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ5㎜)やや多く、地山粒多量混入、崩落土ブロック状に流入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物微粒子少量混入

SK35
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)やや多く混入、
　　暗褐色土(10YR3/3)ブロック(φ50～80㎜)で少量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ3～10㎜)が層の中～上位にやや多く混入、
　　地山ブロック(φ50㎜)少量混入

SK37
１　黒褐色土(10YR2/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山粒５％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック(φ30～100㎜)20％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入、
　　地山粒３％混入
４　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック(φ30～50㎜)10％混入、
　　地山粒５％混入

０ 2ｍ

第109図　東側調査区検出遺構６（土坑）
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SK70
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　粘性やや弱　しまりやや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土マーブル状に30％混入
２　黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物極少量、暗褐色土(10YR3/4)15％、地山土20％混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山ブロック(φ10～40㎜)15％、地山土10％混入
４　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)３％、地山土10％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)２％、黒褐色土(10YR2/2)10％、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％、地山土３％混入
６　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～細砂　しまり極強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)８％、黒褐色土(10YR2/2)下部に５％、
　　地山ブロック(φ10～60㎜)５％、地山土マーブル状に25％混入

SK202
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック(φ50～70㎜)15％、地山粒10％混入

SK203
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、地山ブロック(φ30～50㎜)５％混入

SK204
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)５％、地山粒10％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微粒砂　しまり強　粘性やや弱
　　黒褐色土(10YR2/2)５％混入　地山埋め戻し土

SK205
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山ブロック(φ10～30㎜)３％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山粒５％混入(1層より若干明るい)
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山ブロック(φ10～40㎜)20％、地山粒10％混入
４　黄褐色土(10YR4/3)　しまり極強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山土50％混入

０ 2ｍ

第110図　東側調査区検出遺構７（土坑）
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SK206
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山ブロック(φ20～50㎜)20％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、地山土30％混入

SK207
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ微細～20㎜)多量混入、
　　炭化物(φ微細～10㎜)上位にやや多く混入
２　黒褐色土(7.5YR2/2)　しまり中　粘性少しあり
　　地山粒(φ微細～10㎜)やや多く、炭化物多量、焼土粒やや多く混入、
　　焼土ブロック(φ5㎜)極少量、地山ブロック(φ10㎜)少量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中～強　粘性少しあり
　　黒褐色土ブロック＋地山ブロック

SK208
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒10％混入
　　※上層は重機によって撹乱される

SK209
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山粒５％、地山ブロック(φ50㎜)１％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　微細砂　しまり極強　粘性やや弱
　　1層土から漸移　地山埋め戻し土

SK211
１　黒褐色土(10YR2/3)
　　地山ブロック(φ微細～80㎜)多量、炭化物(φ1～5㎜)極少量混入
２　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒(φ10～50㎜)・地山ブロック多量、炭化物(φ2㎜)少量混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ5㎜)多量、炭化物(φ微細～5㎜)極少量混入、
　　地山粒多量混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物(φ微細～5㎜)多量、地山ブロック(φ3～10㎜)多量混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　暗褐色土ブロック(φ50～130㎜)多量、地山ブロック(φ微細～50㎜)多量、
　　炭化物(φ微細～15㎜)多量混入
６　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土少量混入　地山ブロック層
７　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ5～50㎜)やや多く、炭化物(φ微細～5㎜)極少量混入

０ 2ｍ

第111図　東側調査区検出遺構８（土坑）
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SK212
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～8㎜)２％、酸化した鉄分微量、白色粒状物(極小)微量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒・炭化物(φ5～10㎜)５％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ5～10㎜)５％、地山粒10％混入

SK213
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)多量、地山粒・地山ブロック(φ10㎜未満)少量、
　　下位に小豆大の礫少量混入
２　褐色土(10YR4/4)　しまり中～強　粘性少しあり
　　黒褐色土多量、炭化物(φ2～5㎜)少量混入
　　地山ブロック(φ10㎜～特大(φ100～200㎜))層

SK214
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ2～5㎜)５％、地山粒１％混入
２　暗赤褐色土(10YR3/6)　焼土　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～7㎜)５％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ5～10㎜)５％、地山粒５％混入
　　下層で４層へ漸移し、地山粒多くなる
４　黒褐色土(10YR3/2)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　３層土ブロック(φ50～200㎜)20％混入　地山埋め戻し土

SK256
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山粒３％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山土20％、地山ブロック(φ30～70㎜)10％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　２層土が上層に10％、黒色土(10YR2/1)30％、炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入

０ 2ｍ

第112図　東側調査区検出遺構９（土坑）
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SK223
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山粒全体に10％混入　根による撹乱多い

SK215
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、白色微粒子１％、地山粒５％、
　　地山ブロック(φ10～50㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ50～70㎜)10％混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山粒10％混入

SK216
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山粒下層に20％混入

SK217
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ微細～8㎜)多量混入、地山粒が層をなして部分的に混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　炭化物粒(φ微細～20㎜)やや多く、地山ブロック(φ3～30㎜)少量混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ20～100㎜)多量、炭化物(φ8㎜)極少量混入、
　　焼土粒(φ2㎜)極少量、地山粒多量混入
４　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中　粘性中～強
　　黒褐色土ブロック(φ50㎜)少量混入　地山ブロック層

SK225
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、灰黄褐色土(10YR4/2)10％、地山粒５％混入

０ 2ｍ
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SK231
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、白色微粒子３％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒10％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山粒20％混入　２層土が上層に10％漸移

SK232
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、白色微粒子上層に５％、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、地山粒10％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山土30％混入　２層土が上層に10％漸移

SK233
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山粒１％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒１％混入　１層土よりやや明るい
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒10％、地山ブロック(φ20～100㎜)30％混入
４　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂　しまりやや強　粘性弱
　　３層土10％混入　地山埋め戻し土
５　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　２層土10％、地山粒15％、炭化物(φ0.5～1㎜)１％混入

SK234
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入、
　　地山粒５％混入
２　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　１層土20％漸移して混入　地山埋め戻し土

SK242
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物(φ1～3㎜)少量混入
　　暗褐色土＋地山ブロック(φ10～50㎜)層
２　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック層＋暗褐色土ブロック少量、炭化物粒(φ3㎜)少量混入

SK243
１　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)５％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～7㎜)１％、地山粒５％混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　微細砂　しまり強　粘性弱
　　２層土10％、極小炭化物微量混入 ０ 2ｍ
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SK245
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物(φ微細～10㎜)多量、地山ブロック(φ8㎜)少量混入、
　　焼土粒微量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　炭化物(φ1～8㎜)やや多く混入(１層より少ない)、
　　地山ブロック(φ10㎜未満～30㎜)やや多く混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ10～200㎜)微量、微細炭化物微量混入
４　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック＋暗褐色土ブロック層(φ3㎜)多量、地山粒多量混入、
　　炭化物微量混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒多量、地山ブロック(φ10㎜未満～30㎜)やや多く混入、
　　炭化物(φ5㎜)極少量、微細炭化物少量混入
６　にぶい黄褐色土(10YR5/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土ブロック＋地山ブロック層多量、地山粒多量混入

SK249
１　黒褐色土(10YR2/1)　粘土質～シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ3㎜)少量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ50㎜)少量、炭化物(φ1～8㎜)少量混入、
　　小礫(φ5㎜)極少量混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ50～100㎜)少量混入、
　　炭化物粒(φ2～10㎜)少量混入

SK247
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性少しあり
　　炭化物(φ微細～5㎜)多量混入、
　　下位に地山ブロック(φ10㎜)やや多く混入
　　中央に焼土粒集中箇所あり
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土＋地山ブロック層
３　褐色(10YR4/4)　シルト　しまり中　粘性あまりなし
　　炭化物(φ2㎜以下)少量混入
　　黒褐色土＋地山ブロック(φ10～50㎜)層

０ 2ｍ
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SK250
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ5㎜)３％、地山粒５％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、地山粒10％混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　地山粒20％混入

SK257
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、白色微粒子１％、細砂２％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、細砂５％、地山粒10％混入

SK258
１　極暗褐色土(7.5YR2/3)　焼土　シルト　しまりやや強　粘性少しあり
　　炭化物(φ微細～8㎜)やや多く混入、　焼土ブロック(φ10㎜未満)少量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり中　粘性少しあり
　　炭化物(φ微細～15㎜)多量、焼土粒多量混入、
　　焼土ブロック(φ3～20㎜)やや多く混入
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり中　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ3～5㎜)少量、焼土ブロック(φ8㎜)微量混入
　　地山ブロック(φ30～100㎜)＋暗褐色土層
４　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり中　粘性中～強
　　炭化物粒(φ2～5㎜)少量混入
　　地山ブロック＋黒褐色土層

SK251
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性やや弱
　　地山粒５％混入

SK259
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物やや多く、ケイ質土粒(φ1～3㎜)多量混入、
　　下位に地山ブロック(φ10㎜)極少量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　崩落土　シルト　しまり極強　粘性ほとんどなし
　　ケイ質土粒中量、地山ブロック(φ5㎜)多量混入、
　　炭化物粒少量、下位に地山ブロック(φ50㎜)少量混入
３　灰黄褐色土(10YR4/2)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ3～5㎜)極少量、ケイ質土粒やや多く混入
　　暗褐色土＋地山ブロック(φ50㎜)層
４　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒微量、焼土粒微量、地山ブロック(φ1～3㎜)多量混入
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SK260
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～7㎜)２％、地山粒１％、白色微粒子１％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　焼土ブロック(φ5～15㎜)２％、地山粒５％混入
　　1層よりやや明るい
３　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　１層土ブロック(φ5～20㎜)５％、地山ブロック(φ50～200㎜)10％、地山粒15％、
　　炭化物(φ1～2㎜)１％混入

SK268
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　地山粒10％混入 
２　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまりやや強　粘性なし
　　１層土５％混入

SK263
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　細砂状地山粒全体に10％、地山ブロック(φ50～70㎜)３％混入

SK261
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ5～10㎜)10％混入

SK262
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土＋地山ブロック(φ50～80㎜)層、炭化物粒(φ3㎜)少量混入

SK289
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中　粘性少しあり
　　層全体に地山ブロック(φ50㎜)やや多く混入、
　　地山粒多量、黒褐色土ブロック(φ50～100㎜)少量混入、
　　炭化物(φ微細～5㎜)多量混入
SK290
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ50～150㎜)全体に少量混入、
　　炭化物(φ微細～50㎜)多量混入、
　　焼土ブロック(φ5㎜)微量、焼土粒多量混入

SK291
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　壁際から底部にかけて地山ブロック(φ50㎜)やや多く混入、
　　地山粒やや多く混入
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SK283
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性中
　　炭化物(φ微細～10㎜)上位～中位にかけて多量混入、
　　地山ブロック(φ3～10㎜)少量、地山粒・砂・焼骨片が上位に少量混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒多量、地山ブロック(φ5～30㎜)やや多く混入、
　　炭化物(φ3㎜)やや多く混入
３　褐色土(10YR4/6)　しまり極強　粘性ほとんどなし
　　地山土＋暗褐色土が層状に流入

SK534
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山粒極少量、炭化物(φ3㎜)下位にやや多く混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山粒、地山ブロック(φ1㎜未満)多量混入、
　　地山ブロック(φ20～50㎜)少量、微細炭化物微量混入、
　　部分的に黒色土ブロック少量混入
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中　粘性ほとんどなし
　　暗褐色土ブロック(φ50～100㎜)少量混入、
　　中央部に地山ブロック(φ200㎜)混入、
　　坑壁～底部際に炭化物(φ5㎜)少量流入　暗褐色土＋地山土層
４　褐色土(10YR4/4)　しまり中～弱　粘性ほとんどなし
　　地山土＋黒褐色土がブロック状に少量混入

SK297
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　層の底部に地山ブロック(φ10㎜)少量混入、
　　炭化物粒(φ2㎜)少量、骨粉多量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性ほとんどなし　
　　地山ブロック(φ30～50㎜)多量流入、
　　炭化物(φ2㎜)少量、骨粉やや多く混入

１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり中～弱　粘性少しあり
　　微細炭化物少量、地山ブロック(φ50㎜)多量混入、
　　地山粒多量混入

SK293

SK299
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ5～10㎜)２％、下層に細砂状地山粒５％混入
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SK303
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ3～8㎜)やや多く混入、炭化物(φ2㎜)微量混入、
　　地山粒・骨粉多量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ3～30㎜)少量、炭化物粒微量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10㎜未満)多量、炭化物粒微量混入
４　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック＋暗褐色土層

SK304
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ1～5㎜)やや多く混入、地山ブロック(φ10㎜)少量混入、
　　骨粉(φ1～2㎜)多量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり中～強　粘性少しあり
　　炭化物(φ1㎜)少量、骨粉(φ10㎜)多量混入

SK302
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　層の中心部に炭化物(φ10～30㎜)３㎜厚の板状に集中して混入、
　　地山ブロック(φ30㎜)板状に集中して混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや強　粘性少しあり
　　炭化物(φ2㎜)少量、ケイ質土粒やや多く、地山粒多量混入
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　骨粉シルト　しまりやや強　粘性少しあり
　　炭化物(φ3㎜)微量混入　地山粒＋暗褐色土層
４　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　微細炭化物微量、粗粒砂多量混入　地山粒＋暗褐色土層
５　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中　粘性やや強
　　微細炭化物微量、地山ブロック(φ30～50㎜)多量混入

SK307
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10～30㎜)少量混入、
　　地山粒マーブル状ブロック(φ50㎜)少量混入、
　　炭化物(φ微細～3㎜)少量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物粒(φ微細）極少量混入　褐色土＋地山ブロック(φ5㎜)層
３　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ微細～2㎜)やや多く混入　黒褐色土＋地山粒層

SK472
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ5～30㎜)多量、炭化物粒(φ3㎜)やや多く混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ2～10㎜)やや多く混入
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山粒多量、地山ブロック(φ10～30㎜)少量混入、
　　炭化物(φ5㎜)少量混入
４　褐色土(10YR4/6)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山粒・地山ブロック・暗褐色土少量混入

SK484
１　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10～30㎜)やや多く混入、炭化物粒(φ1～5㎜)多量混入
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SK576
１　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中　粘性ほとんどなし
　　粗砂粒・地山粒多量混入
２　褐色土(10YR4/6)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山土＋暗褐色土粒やや多く混入

SK575
１　黒褐色土(7.5YR3/2)　焼土　しまり強　粘性ほとんどなし
　　炭化物(φ5～10㎜)・粗砂粒・軽石粒多量混入、
　　粗粒石(φ3㎜)多量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山粒少量、地山漸移層ブロック(10YR3/3)底部に少量混入

SK579
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10㎜未満～100㎜)ほぼ中央にやや多く混入、
　　炭化物粒(φ1㎜)極少量混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山粒・粗砂粒多量混入

SK3021
１　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山ブロック(φ50～200㎜)40％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　地山粒30％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　地山粒10％混入

SK3043
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ1～5㎜)２％、地山ブロック(φ10～50㎜)５％、地山粒30％混入

SK3044
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや強
　　地山土30％混入
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SK558
１　黒褐色土(10YR3/2)　粘土質　しまり中～強　粘性やや強
　　黒色土(φ50㎜)ブロック少量、炭化物粒(φ2㎜)少量混入、
　　一部に地山ブロック(φ5㎜以下)集中部分あり
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10㎜未満)やや多く混入、焼土粒(φ3㎜)微量混入

SK574
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり中～強　粘性やや強
　　炭化物(φ微細～5㎜)やや多く混入、
　　下位に地山粒(φ10～20㎜)の層流入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ5㎜)多量、地山微粒子多量、上位礫の周辺に地山粒集中的に混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　粘土質　しまり強　粘性強
　　地山粒(φ5㎜)＋炭化物(φ5㎜)マーブル状に少量流入、
　　地山粒粗粒子少量混入
４　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり強　粘性中～弱
　　暗褐色土少量混入　地山ブロック層
５　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性中～弱
　　炭化物(φ8㎜)少量、地山粒(φ5㎜)極少量混入
６　黒色土(10YR2/1)　シルト～粘土質　しまり強　粘性強
　　小礫(φ10㎜未満)少量混入
７　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性中～強
　　炭化物(φ5㎜)少量混入
　　地山粒ブロック＋黒褐色土ブロック　マーブル状に混入
８　黒褐色土(10YR2/3)　粘土質　しまり中～強　粘性強
　　地山ブロック(φ微細～50㎜)多量混入
９　暗褐色土(10YR3/4)　粘土質　しまり強　粘性強
　　地山粒多量、地山ブロック(φ微細～5㎜)多量混入
10　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～強　粘性やや強
　　鮮やかな地山ブロック(φ10～30㎜)多量、地山粒やや多く混入、
　　水分を多量に含む

SK593
１　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ微細～5㎜)多量、礫(φ30～80㎜)少量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中～弱　粘性やや強
　　微細炭化物少量、地山粒やや多く混入、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)少量混入
３　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性やや強
　　微細炭化物少量、地山ブロック(φ10～100㎜)多量混入、
　　礫(φ10～50㎜)やや多く混入
SK597
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物粒(φ微細)少量、地山土(粗粒)少量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ3～5㎜)・粗粒地山土・地山ブロック(φ50㎜)多量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性中～弱
　　炭化物(φ2㎜)少量混入、粗粒地山土やや多く流入
４　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性中　粗粒地山土少量混入
５　黒褐色土(10YR2/3)　粘土質　しまり中　粘性中
　　地山ブロック(φ50～100㎜)多量混入
６　黒褐色土(10YR3/1)　しまり中～強　粘性中
　　炭化物(φ3㎜)少量、地山粒多量混入
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SKP286
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10㎜)少量、地山粒やや多く混入、極小炭化物微量混入、
　　焼骨片少量混入

SKP284
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　焼骨片(粉)(φ0.5～15㎜)上層に３％、下層に極少量混入、
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山粒２％混入、
　　地山ブロック(φ10～20㎜)２％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまり強　粘性やや弱
　　焼骨粉(φ0.5～2㎜)１％、炭化物(φ2～5㎜)１％混入、
　　地山ブロック(φ10～20㎜)10％、地山粒30％混入
３　褐色土(10YR4/4)　地山土
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり弱　粘性やや強
　　※根による撹乱か？
５　３層と同じ

SKP285
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ3～20㎜大)多量混入(両脇が密度が濃く、中央は薄い)、
　　地山粒多量、微小炭化物粒やや多く混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10㎜未満～30㎜大)多量混入
　　黒褐色土＋地山ブロック層

SKP40
１　暗褐色土(7.5YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山ブロック(φ30㎜)５％、地山粒１％混入

SKP45
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、白色微小砂粒少量混入、
　　地山ブロック(φ20～70㎜)10％、地山粒３％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ40～100㎜)多量混入
　　１層土と地山土の混合土、１層よりやや明るい

SKP51
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　地山粒(φ30㎜)ブロック状に少量、炭化物微粒子極少量混入、
　　地山粒多量混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微粒子　しまり強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ30㎜)少量、微粒子炭化物少量混入
　　※地山ブロックは崩落土
３　褐色土(10YR4/4)　しまりやや強　粘性やや強
　　暗褐色土(10YR3/3)ブロック(φ50～100㎜)少量、炭化物(φ20㎜)少量混入

SKP57
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)３％、地山土マーブル状に20％混入

SKP287
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10㎜未満)多量、地山ブロック(φ50～100㎜)少量混入、
　　炭化物(φ10㎜未満)微少量混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(粘土)＋褐色土
３　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山層＋黒色土微少混入　柱アタリ

０ 2ｍ

第122図　東側調査区検出遺構19（柱穴様ピット）
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RP S

SKP281

SKP282

SK534

SK283

焼骨

焼骨範囲

焼骨範囲

焼骨

SKP282
１　黒色土(10YR1.7/1)　しまり中(下位に向かい弱)　粘性やや強
　　炭化物(φ微細～3㎜)少量(上位やや多い)混入、
　　焼骨粉・焼骨片？(φ1～10㎜)層上位に少量混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中(下位に向かい弱)　粘性やや強　
　　地山粒(φ2㎜以下)・地山ブロック密集して混入、
　　炭化物(φ1～5㎜)・焼骨粉層上位に少量混入
３　褐色土(10YR4/6)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒褐色土少量混入　地山ブロック層
４　黒褐色土(10YR3/2)　粘土質　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒(φ5㎜)～地山ブロックやや多く混入、
　　炭化物(φ2㎜)・焼骨層上位にやや多く混入
５　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中～強　粘性少しあり
　　砂少量、地山ブロック(φ5～20㎜)多量混入　地山粒＋暗褐色土
６　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性強
　　地山粒～地山ブロック(φ10㎜未満)層が20～50㎜厚で２～３回流入
７　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～強　粘性やや強　
　　地山ブロック(φ5～15㎜)少量、炭化物(φ3㎜)やや多く混入
８　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～50㎜)多量、炭化物(φ5㎜)極少量混入
　　※地山混入状況は６層に類似、地山ブロックは６層より大きい
９　黒色土(10YR2/1)　粘土質　しまり中～弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10㎜)やや多く混入、炭化物(φ3㎜)少量、焼土極少量混入
10　黒色土(10YR2/1)　粘土質　しまり中～弱　粘性やや強
　　地山粒極少量混入
11　灰黄褐色土(10YR4/2)　粘土質　しまり強　粘性やや強
　　酸化鉄粒やや多く混入　黒色粘土ブロック＋灰黄褐色粘土ブロック層

SKP281
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ微細～3㎜)少量、地山ブロック(φ1～10㎜)少量混入、
　　層上位に焼骨少量混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～弱　粘性やや強
　　焼土(φ微細～50㎜)・焼骨片層上位にやや多く混入
　　黒褐色土＋地山粒～地山ブロック層
３　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒褐色土ブロック(φ10㎜未満)やや多く混入
　　地山ブロック層
４　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性やや強
　　炭化物(φ10㎜)・焼骨少量、地山ブロック(φ微細～50㎜)やや多く混入
５　黒色土(10YR2/1)　しまり中　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)極少量、地山ブロック(φ1～5㎜)極少量混入
６　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～強　粘性少しあり
　　炭化物(φ5㎜)極少量、地山ブロック(φ30㎜)極少量、地山粒多量混入
７　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10㎜未満)少量、地山粒多量混入
８　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒褐色土ブロック(φ10㎜未満)やや多く混入
　　地山ブロック層

０ 2ｍ

第123図　東側調査区検出遺構20（柱穴様ピット）
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SKP296
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり極強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック層＋暗褐色土多量、炭化物(φ2～20㎜)多量、焼土微量混入、
　　骨粉ブロック(φ1～10㎜)少量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり中～弱　粘性やや強
　　層全体に地山粒多量、黒色土ブロック(φ30㎜)少量混入、
　　炭化物粒(φ2㎜以下)少量、骨粉上位に少量混入

SK310
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒多量、地山ブロック(φ5㎜)少量、炭化物(φ1～3㎜)やや多く混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　しまり中　粘性ほとんどなし
　　地山粒・地山ブロック(φ5㎜)多量、炭化物(φ1～3㎜)少量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　地山粒少量、炭化物(φ微細)少量混入

SK309
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山粒・地山ブロック(φ3㎜)多量、炭化物粒(φ微少～2㎜)やや多く混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性少しあり
　　微細炭化物少量混入　黒褐色土＋地山ブロック(φ1～30㎜)層

SKP306
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり強　粘性少しあり
　　地山粒多量、下位に地山土を多量に含むブロックが層状に混入、
　　炭化物粒(φ5㎜)やや多く混入、上位にケイ質土粒(φ1～3㎜)多量混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～50㎜)板状に多量混入
３　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10～80㎜)少量、炭化物(φ1～8㎜)多量混入、
　　ケイ質土粒(φ3㎜)多量、ケイ質石(φ30㎜)少量混入
４　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　粗粒シルト　しまり中　粘性少しあり
　　地山粒多量混入　黒褐色土＋地山ブロック層
５　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～弱　粘性やや強い
　　地山ブロック(φ小～10㎜)やや多く混入、地山粒多量混入
　　黒褐色土＋地山ブロック層

SKP300
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　焼骨粉(φ1～10㎜)３％、炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入、
　　地山ブロック(φ10～30㎜)２％混入
２　１層土に類似
　　骨粉１％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入
３　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり弱　粘性強
　　地山粒２％混入
４　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ5～60㎜)30％＋地山粒40％混入の埋め戻し土
　　※骨の混入はなし
　　アタリは褐灰色土(10YR5/1)で非常にかたくしまっている

SKP308
１　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　骨粉(φ5～10㎜)多量混入(中央より右側に著しい)、
　　炭化物(φ5～10㎜)多量、地山ブロック(φ5～10㎜)少量混入
　　※中央より左側は地山ブロックが集中しやや固く、骨粉・炭化物の混入少ない
２　黒褐色土(10YR2/3)　しまり中　粘性少しあり
　　炭化物(φ8㎜)極少量混入、地山ブロック(φ5～20㎜)多量流入
３　黒褐色土(10YR2/2)　しまり中～弱　粘性少しあり
　　地山粒・地山ブロック(φ5㎜)少量混入
４　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山粒やや多く混入
５　褐色土(10YR4/4)　しまり強　粘性ほとんどなし
　　黒褐色土＋地山ブロック層
　　※柱抜きとり(３層)、１・２層で埋め戻し、４・５層は３層の裏込土

SK295
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり中　粘性少しあり
　　地山ブロック(φ10㎜未満)多量、炭化物(φ2㎜)やや多く混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ20㎜)少量、焼土・炭化物粒極少量混入
３　黄褐色土(10YR5/6)　しまり極強　粘性ほとんどなし
　　地山層＋黒色土ブロック少量混入　※柱アタリのため変質
４　黒褐色土(10YR3/2)　シルト　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　地山ブロック(φ1～5㎜)多量、地山ブロック(φ10～30㎜)少量混入、
　　炭化物粒極少量混入
５　黒褐色土(10YR3/2)　しまり中～弱　粘性少しあり
　　地山粒多量混入
６　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　地山層＋暗褐色土ブロック(φ10㎜)多量混入
７　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　しまり中～強　粘性強
　　暗褐色土＋地山ブロック(φ5～20㎜)多量混入

SKP295

SKP296

０ 2ｍ

第124図　東側調査区検出遺構21（柱穴様ピット等）
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SN267

焼土

SN30　A－B
１　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり極強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)多量、焼土粒多量、黒色土少量混入
２　にぶい赤褐色土(5YR4/4)　焼土　粗いシルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ微細)極少量、暗褐色土ブロック(φ10～30㎜)少量混入
３　赤褐色(5YR4/6)焼土　粗いシルト　しまり強　粘性やや強
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　地山被熱部分　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ3㎜)少量、焼土粒(φ微細)極少量混入
５　赤褐色土(5YR4/8)　焼土　粗いシルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1㎜)極少量混入　※鮮やかな赤い層

SN30　C－D
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)上位に多量、焼土上位に極少量混入

SN66
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～10㎜)15％、焼土全体に30％、地山粒少量混入
２　明赤褐色土(5YR5/8)　焼土　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物極少量、地山粒中量混入

SN67
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山土25％、上層に黒褐色土(10YR2/2)10％、
　　焼土粒下部に８％、焼土ブロック(φ10㎜)15％混入、
　　下部に赤褐色焼土(2.5YR4/8)の大ブロックあり
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまり弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～12㎜)７％、地山ブロック(φ5㎜)５％混入

SN267
１　赤褐色土(5YR4/8)　焼土　シルト～粗砂　しまり強　粘性ほとんどなし
２　褐色土(10YR4/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　焼土粒(φ1～3㎜)多量、炭化物少量混入
３　褐色土(7.5YR4/4)　シルト　しまり強　粘性ほとんどなし
　　焼土１層より流入

SN470
１　にぶい赤褐色土(5YR4/4)　焼土　しまり強　粘性少しあり
　　炭化物(φ1～10㎜)少量、焼土ブロック(φ5㎜)やや多く混入
２　暗褐色土(7.5YR3/4)　焼土＋地山粒層　しまり中～強　粘性ほとんどなし
３　暗赤褐色土(5YR3/6)　焼土　しまり中～強　粘性ほとんどなし
４　褐色土(10YR4/4)　地山層　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　焼土少量混入
５　にぶい赤褐色土(5YR4/3)　しまり中～強　粘性ほとんどなし
　　焼土ブロック＋暗褐色土層

０ 2ｍ

第125図　東側調査区検出遺構22（焼土遺構）
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第２節　検出遺構と出土遺物

260(SK08)

261(SK08)

262(SK08)

263(SK09)

264(SK09)

265(SK09)
266(SK09) 267(SK09)

268(SK09)

269(SK09)

270(SK09)

0 10㎝

第126図　東側調査区出土遺物１（土坑内）
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第４章　調査の記録

271(SK14)

272(SK14)

273(SK14)

274(SK14)

275(SK14)

０ 10㎝

第127図　東側調査区出土遺物２（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

276(SK16) 277(SK16)

278(SK16)

279(SK16)

280(SK16)

281(SK16)

282(SK16)

283(SK16)

284(SK16)

285(SK16)

286(SK16)

０ 10㎝

第128図　東側調査区出土遺物３（土坑内）
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第４章　調査の記録

287(SK17)

288(SK17)
289(SK21)

290(SK21) 291(SK21)

292(SK21)

293(SK22)
294(SK26)

295(SK26) 296(SK26)

297(SK35)
298(SK35)

299(SK42)

300(SK70) 301(SK70) 302(SK70)

303(SK70) 304(SK70)

305(SK70)

306(SK205) 307(SK205)

０ 5㎝

(299以外)

(299)

０ 10㎝

第129図　東側調査区出土遺物４（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

308(SK207)
309(SK207)

310(SK209) 311(SK209)
312(SK209)

313(SK211) 314(SK212)

316(SK212)

315(SK212)

317(SK212)

318(SK213)

319(SK213)

320(SK213)
０ 10㎝

第130図　東側調査区出土遺物５（土坑内）
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第４章　調査の記録

漆膜

321(SK214)
322(SK214)

323(SK214)

324(SK214)

325(SK214)

326(SK214)
327(SK215)

328(SK215) 329(SK215)

330(SK216)

331(SK217)

332(SK217)

333(SK217)
334(SK217) 0 10㎝

第131図　東側調査区出土遺物６（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

335(SK217)

336(SK217)

337(SK231)
338(SK233)

339(SK233)
340(SK233) 341(SK243) 342(SK243)

343(SK245)
344(SK245)

345(SK245)

346(SK245)

347(SK245) 348(SK245)

349(SK247)
350(SK249)

351(SK247)
352(SK247)

353(SK249)

０ 10㎝

第132図　東側調査区出土遺物７（土坑内）
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第４章　調査の記録

354(SK250) 355(SK250) 356(SK257)

357(SK258)

358(SK258) 359(SK258) 360(SK260)

361(SK260)

362(SK283)
363(SK283)

364(SK283) 365(SK283)

366(SK283)

367(SK283)

368(SK283)

369(SK293)
370(SK299)

０ 10㎝

第133図　東側調査区出土遺物８（土坑内）



－ －181

第２節　検出遺構と出土遺物

379(SI3014炉)

380(SKP24)

381(SKP24) 382(SKP24) 383(SKP40)

384(SKP45)

385(SKP51)

386(SKP57)

377(SK3021) 378(SK3021)376(SK593)

374(SK574)

375(SK574)

373(SK472)

371(SK303)

372(SK303)

０ 10㎝

第134図　東側調査区出土遺物９（土坑内・竪穴住居跡炉内・柱穴様ピット内）
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第４章　調査の記録

アスファルト付着

387(SI230)

389(SK08)

388(SI230)

390(SK16)

391(SK16)
392(SK16)

393(SK16)

394(SK16)

395(SK16)

396(SK16) 397(SK16)

0 5㎝

(387～394)

0 10㎝

(395～397)

第135図　東側調査区出土遺物10（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

擦り面

398(SK16)

399(SK21) 400(SK21)

401(SK21)
402(SK26)

403(SK26)

404(SK26)

405(SK35)
406(SK37)

０ 10㎝

(398～402,404)

０ 5㎝

(403,405,406)

第136図　東側調査区出土遺物11（土坑内）
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第４章　調査の記録

擦り面擦り面

407(SK202)

408(SK203) 409(SK209)

410(SK209)

413(SK213)

411(SK209)
412(SK213)

414(SK214)

415(SK214)

417(SK215)

416(SK215)
０ 10㎝

(413,415,417)

０ 5㎝

(407～412,414,416)

第137図　東側調査区出土遺物12（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

418(SK213)

０ 10㎝

第138図　東側調査区出土遺物13（土坑内）
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第４章　調査の記録

419(SK213)

０ 10㎝

第139図　東側調査区出土遺物14（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

擦り面

420(SK217)

421(SK217)

422(SK217)

423(SK217)

424(SK217)

425(SK217)

426(SK231)

427(SK231)

428(SK231)

摩耗

０ 5㎝ ０ 10㎝

(420～425) (426～428)

第140図　東側調査区出土遺物15（土坑内）
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第４章　調査の記録

アスファルト付着

アスファルト付着

429(SK233)

430(SK233)

431(SK234)

438(SK250)

440(SK258)
439(SK250)

432(SK245) 433(SK245)

437(SK249)

436(SK247)

434(SK245)

435(SK247)

0 5㎝ 0 10㎝

(429,431～434,437～439) (430,435,436,440)

第141図　東側調査区出土遺物16（土坑内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

被熱痕

441(SK260)

０ 10㎝

第142図　東側調査区出土遺物17（土坑内）

被

441(SK260)
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第４章　調査の記録

擦り面

442(SK260)

443(SK260)

444(SK261) 445(SK302)

446(SK472)

450(SKP281)

451(SKP281)

448(SN66)

449(SN267)

447(SN30)

０ 5㎝

０ 10㎝

(442,443,448,451)

(444～447,449,450)

第143図　東側調査区出土遺物18（土坑内・柱穴様ピット内・焼土遺構内）
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第２節　検出遺構と出土遺物

P2

1

Ｇ Ｈ151.0ｍ
Ｉ Ｊ

1

P3
151.0ｍ151.0ｍ

1

Ｅ Ｆ
P1

SK144

SI91Ｃ
Ｄ

P1 P2

P3

151.0ｍＡ Ｂ

2

4
3

1

Ｃ
1
5
1
.0

ｍ

1

Ｄ

Ｉ

Ｊ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ Ｂ

S
焼土

焼土

SI91炉
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、焼土(7.5YR3/4)ブロック(φ100㎜程)混入、
　　地山ブロック(φ1～3㎜)３％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％混入
３　褐色土(7.5YR4/4)　焼土　シルト～細砂　しまり極強　粘性弱
　　炭化物微量混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1㎜)３％混入

SI91
P1　１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　　　地山粒２％混入
P2　１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　シルト　しまりやや弱　粘性弱
　　　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック(φ2～5㎜)２％混入
P3　１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト　しまりやや弱　粘性弱
　　　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック(φ2～5㎜)２％混入

0 2ｍ

第144図　北側調査区検出遺構１（竪穴住居跡）
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第４章　調査の記録
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SI120壁溝断面
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0 2ｍ

第145図　北側調査区検出遺構２（竪穴住居跡）
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第２節　検出遺構と出土遺物

Ｄ

Ｄ

12 3

4

5

6

S

151.0ｍＣ
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SI120炉1

S

151.0ｍ
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Ｋ Ｌ
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SI120炉4
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SI120炉3
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S

151.0ｍＥ Ｆ
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SI120炉2

P5

i

j

Ｅ Ｆ

Ｈ

Ｇ

SK123
157-479

157-480

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

SK
12

3

SI120壁溝
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物粒１％　地山土30％混入

SI120
P1
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P2
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P3
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
　　※柱痕跡あり　礫出土
P4
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P5
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P6
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂～シルト　しまり強　粘性弱
　　炭化物１％混入
P7
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P8
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
　　※礫出土　円礫
P9
１　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂～シルト　しまりやや強　粘性弱
　　※礫出土　緑色凝灰岩(角石)
P10
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまりやや強　粘性やや弱
　　炭化物粒２％、地山土５％混入
P11
１　暗褐色土(10YR3/3)　細砂～シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物粒１％、地山土５％混入
P12
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山土５％混入

SI120炉１
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまり極強　粘性やや強
　　炭化物１％混入
２　暗褐色土(7.5YR3/4)　焼土　細砂～シルト　しまり極強　粘性やや弱
３　黒褐色土(7.5YR3/2)　焼土　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物１％混入　※弱く被熱
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物１％、地山小ブロック(φ10㎜)３％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　地山土５％混入
６　にぶい黄褐色土(10YR4/3)　細砂～シルト　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物２％混入
SI120炉２
１　黒褐色土(10YR3/2)　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ2～10㎜)４％、地山ブロック(φ10～30㎜)10％混入
　　焼土ブロックを少量含む
２　暗褐色土(10YR3/3)　しまり強　粘性やや強　炭化物粒１％混入
SI120炉３
１　赤褐色土(2.5YR4/6)　焼土　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　暗褐色土シミ状に70％混入
SI120炉４
１　赤褐色土(5YR4/6)　焼土　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　黒褐色土多量に混入
SK123
１　暗褐色土(10YR3/3)　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～8㎜)３％混入、平面では焼土ブロック(φ10㎜前後)３コ確認
　　地山ブロック(φ30～80㎜)上方に30％混入

0 1ｍ

第146図　北側調査区検出遺構３（竪穴住居跡炉）
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第４章　調査の記録

1
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SK60

SK60 礫出土状況

SK61
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SK65１　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山ブロック(φ10～40㎜)５％混入、
　　地山粒10％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ1～7㎜)５％、焼土粒上層に10％、地山粒５％混入
３　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～10㎜)３％、地山ブロック(φ50～100㎜)５％混入
４　暗褐色土(10YR3/4)　微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　炭化物(φ5㎜)１％、黒色土ブロック(10YR1.7/1)30％混入
５　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　地山ブロック10％混入

SK60
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山粒１％未満混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　黒褐色土(10YR3/1)ブロック(φ200㎜)、地山ブロック(φ150㎜)混入
　　※地山土埋め戻し
３　暗褐色土(7.5YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　１層土粒全体に10％混入、地山土埋め戻し
４　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ0.5～5㎜)１％、地山粒５％混入
　　※地山土埋め戻し
５　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　炭化物(φ2～5㎜)２％、地山粒10％混入、地山土埋め戻し
　　※４層土よりやや明るい
SK61
１　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや弱　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ10～25㎜)３％混入、
　　地山粒２％混入

SK06
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　微小炭化物１％、地山粒５％混入
２　にぶい黄褐色土(10YR4/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　微小炭化物１％、地山粒５％混入(１層土と地山の混合土)

0 2ｍ

第147図　北側調査区検出遺構４（土坑）
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SK69
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)７％、地山ブロック(φ5～50㎜)20％混入、
　　地山土右端に５％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)２％、地山ブロック(φ10～30㎜)５％混入、
　　地山土マーブル状に40％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～15㎜)５％、地山粒５％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～10㎜)３％、地山粒３％混入

SK71　
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)８％、地山ブロック(φ2～10㎜)30％、地山粒５％混入
２　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山ブロック(φ2～25㎜)20％、地山粒10％混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック(φ2～30㎜)15％、地山粒３％混入
４　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまり強　粘性強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土マーブル状に35％混入

SK78
１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)３％、地山粒10％、下部に地山土15％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)10％、地山粒５％、地山土10％混入
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第148図　北側調査区検出遺構５（土坑）
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SN02
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山ブロック(φ10～50㎜)３％混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～細砂　しまりやや強　粘性やや弱
３　にぶい赤褐色土(2.5YR4/4)　焼土　細砂　粘性弱　しまり強
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山粒10％混入

SN03
１　にぶい赤褐色土(2.5YR4/4)　焼土　細砂　しまり強　粘性弱
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　粘性やや強　しまり強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)３％、地山ブロック(φ10～50㎜)10％混入

SN07
１　黒褐色土(10YR3/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山粒１％未満混入
　　※底部に焼土の広がりがある

SK105
１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ50㎜)下部に５％、地山粒７％混入
２　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)３％、地山ブロック(φ5～30㎜)８％、地山粒５％混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、黒褐色土(10YR2/3)ブロック(φ5～15㎜)５％混入、
　　地山ブロック(φ5～50㎜)15％混入
４　暗褐色土(10YR3/4)　細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％混入、地山土埋め戻し

SK85
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)５％、地山ブロック(φ5～10㎜)10％混入
２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山土マーブル状に25％混入
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第149図　北側調査区検出遺構６（土坑・焼土遺構）
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SB150
P1　１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～15㎜)10％、地山ブロック(φ10～50㎜)10％、地山土７％混入

P2　１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微細砂　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ1～5㎜)９％、地山粒10％、地山土マーブル状に15％混入

P3　１　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～10㎜)５％、地山ブロック(φ1～20㎜)10％混入

P4　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～2㎜)７％、地山ブロック(φ10～30㎜)10％、地山土５％混入

P5　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまり弱　粘性強
　　　　炭化物(φ1～5㎜)８％、地山ブロック(φ5～30㎜)15％、地山土10％混入

P6　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～10㎜)15％、地山ブロック(φ10～100㎜)30％混入、
　　　　地山土マーブル状に35％混入

0

第150図　北側調査区検出遺構７（掘立柱建物跡）
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SB151
P1　１　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性弱
　　　　炭化物極少量、地山ブロック(φ10～20㎜)５％、地山土15％混入

P2　１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　炭化物極少量、地山土10％混入
　　２　暗褐色土(10YR3/4)　しまりやや強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ1～5㎜)５％、地山土マーブル状に25％混入

P3　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～3㎜)７％、地山ブロック(φ5～30㎜)15％、地山土５％混入
　　２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、地山土マーブル状に50％強混入

P4　１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～2㎜)２％、地山ブロック(φ5～25㎜)25％混入、
　　　　地山土マーブル状に20％、小礫やや多く混入
P5　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～3㎜)10％、地山ブロック(φ5～20㎜)20％、下部に地山土25％混入
　　２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　　　炭化物(φ0.5～1㎜)１％、地山土60％上部に多く混入

P6　１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　　　炭化物(φ1～3㎜)３％、地山ブロック(φ5～25㎜)15％、地山土20％混入
　　２　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～微量の細砂
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第151図　北側調査区検出遺構８（掘立柱建物跡）
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SK72
１　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～50㎜)10％、地山土上層に帯状に混入
２　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％未満、黒色土(10YR2/1)下層に10％混入、
　　地山ブロック(φ10～150㎜)30％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～3㎜)１％未満、地山ブロック(φ20～50㎜)１％、地山粒３％混入
４　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ20～60㎜)５％、地山粒５％混入
５　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまりやや強　粘性なし
　　地山土100％
６　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山ブロック(φ10～50㎜)５％、地山粒３％混入
７　暗褐色土(10YR3/3)　微量の細砂　しまりやや強　粘性弱
　　地山粒60％以上混入

８　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性弱
　　地山ブロック(φ10～50㎜)10％、地山粒10％混入
９　黒色土(10YR2/1)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山ブロック(φ10～30㎜)10％、地山土40％混入
10　緑黒土(5G1.7/1)　シルト～微量の粘土　しまりやや強　粘性強
　　地山粒１％混入
11　黒色土(10YR2/1)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性強
　　地山粒１％混入
12　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～40㎜)20％混入
13　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり弱　粘性弱
　　炭化物(φ3～5㎜)１％、地山粒１％混入
14　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまりやや強　粘性なし
　　地山土100％
15　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性弱
　　13層土微量、地山粒70％混入
16　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまり弱　粘性弱
　　６層土微量、地山粒60％混入
17　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)１％、地山粒１％混入
18　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～5㎜)２％、下位に地山土100㎜程度帯状に混入
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第152図　北側調査区検出遺構９（土坑）
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SK76
１　黒色土(10YR1.7/1)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
２　褐色土(10YR4/4)　細砂　しまり極強　粘性弱
　　黒褐色土(10YR2/1)帯状に10％混入、
　　暗褐色土(10YR3/3)ブロック(φ30～50㎜)５％混入
３　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ2～3㎜)１％未満、地山粒３％混入
４　黒色土(10YR1.7/1)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　５層土５％混入

５　黒褐色土(10YR2/2)　細砂　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％混入
６　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　地山土両端に30％混入
７　黒色土(10YR2/1)　微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　地山ブロック(φ10～50㎜)５％混入
８　暗褐色土(10YR3/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山土20％混入

SK144
１　暗褐色土(10YR3/3)　シルト　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土15％混入
２　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)３％、地山土７％混入
３　暗褐色土(10YR3/4)　シルト～細砂　しまりやや弱　粘性やや弱
　　炭化物(φ1～3㎜)１％、地山土10％混入
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第153図　北側調査区検出遺構10（土坑）
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SK77
１　黒色土(10YR2/1)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや強
　　焼土粒５％、地山土５％混入
２　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ1～5㎜)５％、焼土(5YR3/6)ブロック(φ15～30㎜)５％、焼土粒微量混入
３　黒色土(10YR2/1)　シルト　しまり強　粘性やや強
　　炭化物(φ2～3㎜)１％、焼土粒１％、地山ブロック(φ10㎜)５％混入
４　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ2～5㎜)１％、地山粒３％混入
５　黒褐色土(10YR2/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ0.5～2㎜)１％、地山ブロック(φ20～100㎜)20％混入
６　黒褐色土(10YR3/1)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、５層土全体に10％、地山ブロック(φ10～30㎜)10％混入
７　黒色土(10YR2/1)　シルト～微量の細砂　しまりやや弱　粘性やや強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％混入
８　褐色土(10YR4/4)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　９層土下層に10％混入
９　黒褐色土(10YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや強
　　黒色土(10YR2/1)下層に50％混入

10　黒褐色土(10YR2/2)　シルト　しまりやや強　粘性強
　　炭化物(φ1～2㎜)１％、黒色土(10YR2/1)５％混入、
　　地山ブロック(φ10～20㎜)５％混入
11　黒褐色土(7.5YR3/2)　シルト～微量の細砂　しまり強　粘性やや弱
　　炭化物(φ1㎜以下)微量、地山粒20％混入
12　黒褐色土(10YR2/3)　シルト～微量の細砂　しまりやや強　粘性やや弱
　　地山ブロック(φ20～30㎜)５％混入
13　黒色土(10YR1.7/1)　シルト　しまり弱　粘性強
　　炭化物(φ0.5～3㎜)１％、地山粒３％混入

0 2ｍ

第154図　北側調査区検出遺構11（土坑）

5
4 13

12



－ －202

第４章　調査の記録

452(SK61)

453(SK65)

454(SK65)
455(SK65)

456(SK65) 457(SK65)

458(SK65)
０ 10㎝

第155図　北側調査区出土遺物１（土坑内）



－ －203

第２節　検出遺構と出土遺物

459(SK69)
460(SK69)

461(SK69) 462(SK69)

463(SK69)
464(SK69)

465(SK71) 466(SK71)

467(SK71) 468(SK71)

469(SK71)

470(SK105)

471(SK72) 472(SK77)

473(SK77) 474(SK77)

475(SK77)

０ ５㎝

０ 10㎝

(470)

(470以外)

第156図　北側調査区出土遺物２（土坑内）



－ －204

第４章　調査の記録

擦り面

476(SI91)
477(SI91) 478(SI91)

479(SI120) 480(SI120)

481(SI120-P8)

０ ５㎝

(476～478)

０ 10㎝

(479～481)

第157図　北側調査区出土遺物３（竪穴住居跡内）



－ －205

第２節　検出遺構と出土遺物

焼ハジケ

482(SK61)

484(SK69)

485(SK71)

486(SK71)

487(SN07)

488(SK72)

489(SK77)

483(SK69)

０ ５㎝

第158図　北側調査区出土遺物４（土坑内・焼土遺構内）



－ －206

第４章　調査の記録

490(KT59)

491(KS59)

492(KS59)

493(KS61) 494(KS63)

495(KS59)

496(KS59)

497(KT60)

498(KS59)

０ 10㎝

第159図　北側調査区出土遺物５（捨て場内）



－ －207

第２節　検出遺構と出土遺物

499(KT59)

500(KT60)

501(KS60)

502(KS60) 503(LA63) 504(KT59)

505(KS59)

506(KS58)

507(LA61)

508(KS58)

０ 10㎝

第160図　北側調査区出土遺物６（捨て場内）



－ －208

第４章　調査の記録

509(KT61)
510(KT60)

511(KS59)

512(KT61)

513(KT61)

514(KT61)

515(KS59)

516(KT60) 517(KS60) 518(KS60)

519(KS59)

520(LA61) ０ 10㎝

第161図　北側調査区出土遺物７（捨て場内）



－ －209

第２節　検出遺構と出土遺物

521(KT60)
522(KT61)

523(KT60)

524(KT58)
525(KT61)

526(KS59)
527(KT61)

528(KT62)

529(KS59) 530(KS59)
０ 10㎝

第162図　北側調査区出土遺物８（捨て場内）



－ －210

第４章　調査の記録

531(KS60)

532(KT60)
533(KT60)

534(KT61)

535(KS59)

536(KT60)

537(KT60)

538(KS59)

539(KT59)

０ 10㎝

第163図　北側調査区出土遺物９（捨て場内）



－ －211

第２節　検出遺構と出土遺物

540(KS62) 541(KS60)

542(KT61) 543(LA63)

544(KS60)

545(KS62) 546(KS61)
547(KS61)

548(KT61)
549(KT60) 550(KS62)

551(KS62) 552(KS62)

553(KS61)
554(KR61)

555(KT60)

０ 10㎝

第164図　北側調査区出土遺物10（捨て場内）



－ －212

第４章　調査の記録

556(KT63)

557(KS60)

558(KT60)
559(KT60)

560(KS59)
561(KS59)

562(KS60) 563(KT62)
564(KS63) 565(KT62)

566(KT61)
567(KR61)

568(KS63)
569(KS59)

570(KT61)

571(KT60)

572(KS61)

０ 10㎝

第165図　北側調査区出土遺物11（捨て場内）



－ －213

第２節　検出遺構と出土遺物

０ 10㎝

第166図　北側調査区出土遺物12（捨て場内）



－ －214

第４章　調査の記録

589(KS61)
590(KS61)

591(KR61)

592(KS63) 593(KS62) 594(LA63)

595(KS63)
596(LA63)

597(KS59)
598(KS61)

599(KS61)

600(LA63) 601(KS61)

602(LA64)
603(LA64) 604(LA64)

605(KT62) 606(KS61)
607(KS62) 608(KT63)

０ 10㎝

第167図　北側調査区出土遺物13（捨て場内）



－ －215

第２節　検出遺構と出土遺物

アスファルト付着

609(KT60)
610(KS63) 611(KT61)

612(KS63)
613(KT60)

614(KT60)

615(KT61)

616(KT60) 617(KT60)

618(KQ61)

619(KT60)

0 5㎝

第168図　北側調査区出土遺物14（捨て場内）



－ －216

第４章　調査の記録

アスファルト付着

620(KS60)
621(KT63)

622(KT59)

623(KT60)
624(KS58)

625(KT59)
626(LA62)

627(KR61)

628(KR61)

629(KT62)

630(KS61)

631(KS61)

0 5㎝

第169図　北側調査区出土遺物15（捨て場内）



－ －217

第２節　検出遺構と出土遺物

632(LA61)

633(KT61)

634(LA64)
635(LA62)

636(KS59)

637(KS59)

638(KS59)
639(KT61)

0 5㎝

0 10㎝

(637)

(637以外)

第170図　北側調査区出土遺物16（捨て場内）



－ －218

第４章　調査の記録

640(KT61) 641(KS59)

642(KQ61)
643(KT60)

644(KT61)

645(KS61) 646(LA61)

０ ５㎝

第171図　北側調査区出土遺物17（捨て場内）



－ －219

第２節　検出遺構と出土遺物

647(KS59)

648(KS60)

649(KT61)

650(KT62)

651(KR61)

652(LA64) 653(KS59) 654(KT60)

655(KT61)

０ ５㎝

第172図　北側調査区出土遺物18（捨て場内）



－ －220

第４章　調査の記録

656(KR61)

657(KQ61)

０ ５㎝

第173図　北側調査区出土遺物19（捨て場内）



－ －221

第２節　検出遺構と出土遺物

658(KR62)

659(KS61)

660(KS59) 661(KR60)

662(KR61) 663(KS59)

664(KS60)

０ ５㎝

第174図　北側調査区出土遺物20（捨て場内）



－ －222

第４章　調査の記録

0 10㎝

0 5㎝

(666)

(666以外)

第175図　北側調査区出土遺物21（捨て場内）



－ －223

第２節　検出遺構と出土遺物

擦り面

０ 10㎝

第176図　北側調査区出土遺物22（捨て場内）



－ －224

第４章　調査の記録

擦り面

０ 10㎝

第177図　北側調査区出土遺物23（捨て場内）



－ －225

第２節　検出遺構と出土遺物

擦り面

680(KS61)

681(KT61)

682(KR61)

0 10㎝

0 5㎝

(680)

(681,682)

第178図　北側調査区出土遺物24（捨て場内）



－ －226

第４章　調査の記録

擦り面

683(KT61)

684(KT62)

685(KT60)

686(KS59)

687(KT60)

689(KS59)

688(KQ61)

０ 10㎝

第179図　北側調査区出土遺物25（捨て場内）

10㎝



－ －227

第２節　検出遺構と出土遺物

690(MF51)
691(LT44)

692(LQ43) 693(LR53)

694(MC49) 695(MA45) 696(MB52)
697(LK52)

698(LR53)
699(LO43)

700(LP46) 701(LR45)

702(MB53) 703(LO53) 704(MA52) 705(MB41)

706(MB52)
707(MB53)

708(LT52)
709(MA50) 710(MB42)

711(LR47) 712(MB53) 713(LS48)

714(LT51)
715(MB52)

716(MB53)
717(LT52) 718(LS46)

0 10㎝

第180図　遺構外出土遺物１



－ －228

第４章　調査の記録

719(MA47)

720(MB53)

721(LQ45)

722(LH65)

723(MR47)

724(MB44) 725(LQ43)
726(LS46)

727(LS46)

728(MB52) 729(LP63) 730(LP50) 731(LR44)

732(LR53) 733(MB53) 734(MC54)

735(MB54)

736(LO44)

737(LR45)

738(LR54) 739(LR45) 740(MB46) 741(MB53)

742(MB52) 743(MB53) 744(LR45) 745(LO53) 746(LS45)

747(LS46) 748(LO53) 749(LP44) 750(LR54)

0 10㎝

第181図　遺構外出土遺物２



－ －229

第２節　検出遺構と出土遺物

751(LT47) 752(MB52) 753(MB52)

754(MB52)

755(LO53)

756(LS45)

757(LQ43) 758(MB41)

759(MB42)

760(MB52)

761(LR53) 762(MB52) 763(MB52)

764(L047) 765(LR42) 766(LR47) 767(LR49)
768(LS46)

769(MA45) 770(MA47) 771(MB52) 772(MB53)
773(MB53)

774(MB53) 775(LT42) 776(MC53) 777(MF51)

778(MC53) 779(MB52) 780(ME52) 781(MF51)

0 10㎝

第182図　遺構外出土遺物３



－ －230

第４章　調査の記録

溶融範囲
　試料採取位置
　(第５章第４節参照)

782(MB47)

783(LO46) 784(LS45) 785(MA44)

786(LP49)

787(MA41)

788(ME53)

789(ME53)

790(LO46) 791(MB55)

0 10㎝

0 5㎝

(786,787)

(782～785,788～791)

第183図　遺構外出土遺物４



－ －231

第２節　検出遺構と出土遺物

792(LO48)

793(LQ61)

794(LR50)

795(LR55)

796(LR56)

797(MB47)

798(MC46)

799(MC48)

800(MC49) 801(MD46) 802(MD52) 803(ME50) 804(MF46)

805(MF51) 806(MF53) 807(MG45) 808(MG50)

809(MG51)
810(MG50) 811(MG51) 812(MH45)

813(MH46) 814(MH49)
815(表採) 816(MI45)

アスファルト付着

被熱痕

アスファルト付着

アスファルト付着

0 5㎝

第184図　遺構外出土遺物５



－ －232

第４章　調査の記録

817(LS52) 818(LS53)

819(MD49)

820(MF49)
821(MG51)

822(MH49) 823(MI48)
824(MJ48)

825(LN61) 826(LP44) 827(LP50)

0 5㎝

第185図　遺構外出土遺物６



－ －233

第２節　検出遺構と出土遺物

828(LP50) 829(LJ68)

830(ME47)

831(MD44)

832(MD53) 833(MB50)

834(MF24) 835(MF51)

アスファルト付着

0 5㎝

第186図　遺構外出土遺物７



－ －234

第４章　調査の記録

836(MH46) 837(MJ43)

838(ML42)

839(MM45)

840(ML42)

841(MN27)

842(MO28)

843(LT47)

844(LR53)

アスファルト付着

0 5㎝

第187図　遺構外出土遺物８



－ －235

第２節　検出遺構と出土遺物

845(MB46) 846(MB49) 847(MC44)

848(MD47) 849(MD53)

850(MD54)

851(MD55)

0 5㎝

第188図　遺構外出土遺物９



－ －236

第４章　調査の記録

852(MG50) 853(MH48)

854(MH49)

855(MP30)

856(LK64)
857(LO57)

858(LO64) 859(LN62)
0 5㎝

第189図　遺構外出土遺物10



－ －237

第２節　検出遺構と出土遺物

860(LO47)

861(LQ57)

862(LR51)
863(LT47)

864(MC47)
865(MC48)

866(MC48)

867(MC45)
868(MC49)

869(MC49)

870(MC54) 871(MC56) 0 5㎝

第190図　遺構外出土遺物11



－ －238

第４章　調査の記録

872(ME42)

873(ME46)

874(ME48)

875(MH48) 876(MK41)
877(MF41)

878(MM36)

879(MM37)

880(ML29)

被熱痕

0 5㎝

第191図　遺構外出土遺物12



－ －239

第２節　検出遺構と出土遺物

881(LJ68)

882(LL48)

883(LM49)

884(LQ54)

885(LS50)

886(LS59)

887(MA41)

888(MC50)

0 10㎝

第192図　遺構外出土遺物13



－ －240

第４章　調査の記録

889(MD47)

890(MD48)
891(ME45)

892(MF46)

893(MF49)

894(MG44)

895(MP29)
896(MP36)

897(MQ30)

898(MB45)
0 10㎝

第193図　遺構外出土遺物14



－ －241

第２節　検出遺構と出土遺物

899(LR43) 900(MI48)

901(LJ54) 902(MM35)

903(LR45)

904(MC46)

905(ME51)

906(MA55)

907(MD55)

擦り面

0 5㎝

(899,901～903,905)

0 5㎝

(906)

0 10㎝

(900,904,907)

第194図　遺構外出土遺物15



－ －242

第４章　調査の記録

�器形� 部位� 口唇部・口縁部� � 肩・胴部� 底部� 分類� � ��備考

�29� 2� SI221�深鉢� 完形� 山形突起(１単位) 口唇面取� ─� 無文� 穿孔� Ⅱd-2� 44� 22� 42

�29� 3� SI224�深鉢� 口～胴� � ─� RL縄文縦位回転� ─� Ⅱd-2� 228�─� ─� 炉体土器

�29� 4� SI227�深鉢� 口～胴�波状口縁� ─� � ─� Ⅱc-1� 402� ─� ─

�126� 264� SK09�深鉢� 口～胴� 口唇RL縄文横位回転� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─

�126� 268� SK09�深鉢� 口縁部� � ─� LR縄文縦位回転 沈線� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�76� 96� SK351�深鉢� 口縁部�� ─� ─� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�76� 104� SD63�小皿� 完形� ─� ─� 内面に菊の印花� � Ⅴ� 104� 56� 26

�76� 82� SD63� 深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱa� ─� ─� ─

�76� 83� SD63� 深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱe� ─� ─� ─

�76� 84� SD63� 深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�30� 10� SK301�深鉢� 胴部� ─� ─

第9表　遺構内出土土器観察表（1）

�挿図�遺物� 出土� � � � 口縁胴部界� � � � 口径�底径� 器高
�番号�番号� 地区� � � � 頸部� � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)�

�76� 90� SD63� 深鉢�口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

�76� 94� SD63�円盤状土製品� � ─� ─� � ─� Ⅱb� ─� ─� ─

�126� 269� SK09�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─

�127� 271� SK14�深鉢� 胴～底� ─� ─� LR縄文横位回転� 笹痕� Ⅲb-5� ─�114� ─�

�29� 1� SI219�深鉢� 胴～底� ─� ─� RLR縄文縦位回転 � ─� Ⅱc-2� ─� 90� �炉体土器

� � � � � � � � � � � � � �小形土器

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � � 山形突起(4単位)�

� � � � � � 口唇刻目 貼付隆線�

� � � � � � � � Ｊ字文 � �

� � � � � � � � 磨消縄文(RL縄文縦位回転)�

�30� 5� SI227�深鉢� 胴部� ─� ─� RLR縄文縦位回転� ─� Ⅱc-2� ─� ─� ─� 炉体土器

�30� 6� SI227�深鉢� 胴～底� ─� ─� LR縄文縦位回転� 柱状台付� Ⅲc-3� ─� 18�─� 小形土器

�30� 7� SI430�円盤状土製品� � ─� ─� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱc� ─� ─� ─�

�30� 8� SK301�深鉢� 口～胴� ─� ─� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

�30� 9� SK301�深鉢� 口～胴� 口唇部無紋� ─� RLR縄文縦位回転� ─� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

� � � � � � � � 沈線 刺突�
─� Ⅱc-1� ─� ─� ─

�

� � � � � � � � Ｕ字文(LR縄文縦位回転充填)�

�30� 11� SK301�深鉢� 口～胴� 無文 波状口縁� ─� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱc-3� 285�─� ─�内面被熱痕

�30� 12� SK301�深鉢� 口～胴� 無文� ─� Ｕ字文 磨消(LR縄文縦位回転)� ─� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

�30� 13� SK415�深鉢� 底部� ─� ─� ─� 平底� Ⅱc-2� ─� 60�─�小形土器？

�30� 14� SK415�深鉢� 口縁部� 口唇面取� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱc-1� ─� ─� ─�

�30� 15� SK415� ？� 胴部� ─� ─� 貼付隆線� ─� Ⅱa� ─� ─� ─�

�76� 80� SD63�深鉢� 胴部� ─� ─� 沈線による区画(RL縄文充填)� ─� Ⅱc-1� ─� ─� ─�

�76� 81� SD63�深鉢� 胴部� ─� 貼付隆線� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱa� ─� ─� ─�

� � � � � � � � LR縄文横位回転� �

� � � � � � � � 貼付隆線(渦巻文？)�

� � � � � � � � 櫛歯状沈線� �

� � � � � � � � (沈線による区画内充填？)�

� � � � � � 平行沈線 方形文� �

� � � � � � 磨消(LR縄文縦位回転)�

�76� 85� SD63�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 方形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�76� 86� SD63� 壷� 肩～胴� ─� 平行沈線� 平行沈線� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�76� 87� SD63�深鉢� 口縁部� 平行沈線(RL縄文充填)� ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�76� 88� SD63�深鉢� 口縁部� 口唇面取 口縁部平行沈線� ─� 磨消縄文(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1�─� ─� ─� 外面ミガキ

�76� 89� SD63� 壷� 肩� ─� ─� ─� ─� Ⅲc-1�─� ─� ─� 外面ミガキ

� � � � � � 波状口縁 平行沈線�

� � � � � � 磨消(RL縄文縦位回転)�

�76� 91� SD63�深鉢� 口縁部� ─� ─� 沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

�76� 92� SD63�深鉢� 口縁部� 結束羽状縄文横位回転� ─� ─� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

�76� 93� SD63� 鉢� 口唇部� 貼付突起� ─� ─� ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─�

� � � � � � � � 平行沈線による円形文� �

� � � � � � � � (RL縄文充填)�

�76� 95� SD339� 鉢� 口縁部� 平行沈線 内面沈線� ─� ─� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � � �

� � � � � � (LR縄文縦位回転充填)�

�76� 97� SK467� � 底部� ─� ─� ─� 上底風� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

�76� 98� SK3008�深鉢� 口～胴� 小波状口縁 平行沈線� ─� LR縄文斜位回転� ─� Ⅳ� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�76� 99� SKI333�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 盲孔 内外面ミガキ

�76� 100� SKI333�鉢� 口縁部�小波状口縁 平行沈線 内面沈線� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅳ� ─� ─� ─�

�76� 101� SKI333�鉢� 胴部� ─� ─� 変形工字文� ─� Ⅳ� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�76� 102� SKI573�鉢� 口縁部� 口唇面取 平行沈線� ─� ─� ─� Ⅳ� ─� ─� ─�内外面ミガキ

�76� 103� SKI573�鉢？� 口縁部� 口唇面取 山形突起 内面沈線� ─� 変形工字文？� ─� Ⅳ� ─� ─� ─�

� � � � � � � � � 削り出� � � � �灰釉 大窯Ⅱ期

� � � � � � � � � し高台� � � � � 16C中葉

�126� 260� SK08� 鉢� 口縁部� 山形突起� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5�─� ─� ─�

�126� 261� SK08�深鉢� 胴部� ─� ─� 網目状撚糸文(無節)� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�外面被熱痕

� � � � � � � � � � � � � �内外面被熱痕

�126� 262� SK08�深鉢� 口～胴� 口唇部無紋� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面ナデミガキ

�126� 263� SK09�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文斜位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�内外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面ナデ、ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面媒状炭化物

�126� 265� SK09�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線垂下 LR縄文� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�被熱痕

�126� 266� SK09�深鉢� 口～胴� ─� ─� RL縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─� 内面被熱痕

�126� 267� SK09�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転 沈線� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

� � � � � � 口唇面取 貼付隆線と�

� � � � � � 沈線による方形文�

� � � � � � � � � � � � � �内面被熱痕

� � � � � � � � � � � � � �煤状炭化物 ケズリ

�126� 270� SK09�深鉢� 口縁部� 口唇面取� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

� � � � � � � � � � � � � �外面被熱痕

� � � � � � � � � � � � � �内面煤状炭化物
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第２節　検出遺構と出土遺物

�挿図�遺物� 出土� � � � 口縁胴部界� � � � 口径�底径�器高
�番号�番号� 地区� � � � 頸部� � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)�

器形� 部位� 口唇部・口縁部� � 肩・胴部� 底部� 分類� � ��備考

第10表　遺構内出土土器観察表（2）

�129� 307� SK205�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲa� ─� ─� ─

�130� 308� SK207�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�129� 305� SK70�甕� 口縁部� 横ナデ� ─� 底→口方向の粗いケズリ� ─� Ⅴ� ─� ─� ─

�129� 303� SK70�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�129� 304� SK70�深鉢� 口縁部� 口唇部LR縄文横位回転� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─

�129� 291� SK21�深鉢� 口縁部� � ─� 波状沈線 刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�129� 292� SK21�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─

�128� 285� SK16�深鉢� 胴部� ─� ─� 縦位LR縄文斜位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─

�128� 286� SK16�深鉢� 口縁部� 無文� ─� ─� ─� Ⅲb-6� 153�─� ─

�128� 279� SK16�深鉢� 口～胴� � � � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面煤状炭化物

�128� 280� SK16�深鉢� 口～胴� � � � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�127� 272� SK14�壷� 頸～胴� ─� ─� 無文� ─� Ⅲb-6� ─� ─� ─

�128� 276� SK16�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面被熱痕

�129� 300� SK70�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�129� 302� SK70�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面輪積痕

� � � � � � � � � � � � � �外面ナデ ミガキ

�127� 273� SK14�深鉢� 胴～底� ─� ─� LR縄文横位回転� 木葉痕� Ⅲb-5� ─� 105�─� 内面ナデ

�127� 274� SK14�深鉢� 口～胴� 口唇部LR縄文 口縁部無文� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲc-2� 246�─� ─� 内面ナデ

�127� 275� SK14�深鉢� 口縁部� 突起 沈線文 刺突� ─� ─� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

� � � � � � 山形突起 平行沈線 波状口縁

� � � � � �(LR縄文横位回転充填)�

�128� 277� SK16�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 LR縄文縦位回転� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ�

�128� 278� SK16�鉢� 完形� ─� ─� 無文� 平底� Ⅲb-6� 117� 51� 66�内外面ナデ

� � � � � �山形突起 平行沈縁 波状口縁�
─

� 平行沈線による波状入組文

� � � � � �(LR縄文横位回転充填)� � (LR縄文横位回転充填)�

� � � � � �山形突起 平行沈線 波状口縁�
─

� 平行沈線による波状入組文� � � � � �内面煤状炭化物

� � � � � �(LR縄文横位回転充填)� � (LR縄文横位回転充填)� � � � � � 補修孔 279と同一個体

�128� 281� SK16�深鉢� 完形� 山形突起(５単位)� ─� RL縄文横位回転� 線状痕� Ⅲb-5� 135� 57� 111�

�128� 282� SK16�深鉢� 口～胴� ─� ─� 無文� ─� Ⅲb-6� ─� ─� ─� 内面ナデ 外面ミガキ

�128� 283� SK16�深鉢� 底部� ─� ─� ─� 線状痕� Ⅲb-6� ─� 72�─� 外面被熱痕

�128� 284� SK16�深鉢� 口縁部�RL原体側面圧痕� ─� RL縄文横位回転� ─� Ⅲb-4� ─� ─� ─� 外面被熱痕

� � � � � � � � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ 補修孔

� � � � � � � � � � � � � �内面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �外面ミガキ

�129� 287� SK17�深鉢� 口～胴� 折返し口縁� ─� 無文� ─� Ⅲb-6� 216�─� ─� 口縁部ナデ

� � � � � � � � � � � � � �内面被熱痕

�129� 288� SK17�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�129� 289� SK21�深鉢� 口縁部� 口唇部LR縄文� ─� 無文� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─� 外面ミガキ

�129� 290� SK21�深鉢� 口～底� 山形突起 波状沈線� ─� 平行沈線� 平底� Ⅲb-1� 69� 30� 36�小形土器

� � � � � �山形突起 突起頂部�

� � � � � �内面沈線 RL縄文横位回転�

� � � � � � � � 平行沈線 鋏状文� � � � � �内外面ミガキ

� � � � � � � � 磨消(LR縄文横位回転)� � � � � �外面煤状炭化物

�129� 293� SK22�深鉢� 胴部� ─� ─� 網目状撚糸文(L原体)� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

�129� 294� SK26�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内面被熱痕�

�129� 295� SK26�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文横位回転 方形文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

�129� 296� SK26�深鉢� 胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

�129� 297� SK35�鉢� 口縁部� 波状口縁 LR縄文横位回転� ─� ─� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�129� 298� SK35�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�129� 299� SK42�壷� 口～胴� ─� ─� 無文� 平底� Ⅲb-6� 147� 69� 204�外面ミガキ 小形土器

� � � � � � � � 平行沈線 鋏状文�

� � � � � � � � 磨消(LR縄文横位回転)�

�129� 301� SK70�深鉢� 口縁部
� 低波状口縁 平行沈線鋏状文�

─
�

─
�

─
�

Ⅲb-3� ─� ─� ─�外面煤状炭化物
� � � � � �(LR縄文横位回転充填)�

�

� � � � � � � � 平行沈線 方形文�

� � � � � � � � 円弧文(LR縄文充填)�

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面被熱痕 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �内面ヘラケズリ

� � � � � � � � � � � � � �外面口縁胴ケズリ・ヘラ

� � � � � � � � � � � � � �砂粒1㎜大が多く混入

� � � � � � � � � � � � � �土師器

�129� 306� SK205�壷� 口縁部� 折返し口縁 肥厚 沈線� ─� ─� ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � � LR縄文横位回転� �

� � � � � �平行沈線 方形文�

� � � � � � � � 縦位の沈線�

� � � � � � � � 磨消(LR縄文縦位回転)�

�130� 309� SK207�深鉢� 口縁部� 平行沈線� ─� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�
130� 310� SK209�深鉢� 口縁部

� 波状口縁 沈線磨消

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転) �
─

�
─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

� � � � � �波状口縁 平行沈線�

� � � � � �(RL縄文縦位回転充填)�

� � � � � �  � ─� 平行沈線(LR縄文充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─
�

内面ミガキ

� � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � �

外面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �

煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �

朱彩痕跡

� � � � � � � � � � � � � �

315と同一個体

� � � � � �

波状口縁 波状平行沈線�

� � � � � �(LR縄文横位回転充填）

�

� � � � � � � � � � � � � �

外面ミガキ

 

� � � � � � � � � � � � � �

煤状炭化物

�130� 311� SK209�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�130� 312� SK209�深鉢� 胴部� ─

�130� 313� SK211�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�130� 314� SK212�壷� 胴部� ─� ─� S字状入組文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─

�130� 315� SK212�深鉢� 略完形� � ─� 横弧状文(LR縄文横位回転充填)� 網代痕� Ⅲb-3� 246� 81� 204�補修孔

�130� 316� SK212�壷� 胴～底� ─� 平行沈線�平行沈線 方形文 磨消(LR縄文)� 線状痕� Ⅲb-3� ─� ─� ─
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第４章　調査の記録

�挿図�遺物� 出土� � � � 口縁胴部界� � � � 口径�底径�器高
�番号�番号� 地区� � � � 頸部� � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)�

器形� 部位� 口唇部・口縁部� � 肩・胴部� 底部� 分類� � ��備考

�130� 317� SK212�壷� 肩部� ─� � S字状入組文� ─� Ⅲb-1� ─� 81�─� 外面ミガキ

�130� 318� SK213�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�130� 319� SK213�深鉢� 口～胴

�131� 323� SK214�深鉢� 口～胴� � ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�131� 324� SK214�深鉢� 口～胴� � ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面ミガキ 煤状炭化物

�131� 328� SK215�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 補修孔

�131� 329� SK215�深鉢� 口～胴� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�131� 330� SK216�深鉢� 口縁部� � ─� 曲線文 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�131� 331� SK217�深鉢？� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

�131� 332� SK217�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�132� 335� SK217�深鉢� 口～胴� � ─� 波状入組文� ─� Ⅲc-1� 165� ─� ─

�132� 336� SK217�壷� 胴� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�133� 354� SK250�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�133� 355� SK250�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ

第11表　遺構内出土土器観察表（3）

�132� 344� SK245�深鉢� 口縁部� � ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面煤状炭化物

�132� 347� SK245�深鉢？� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 外面ミガキ

�132� 350� SK249�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�133� 358� SK258�深鉢� 口縁部� � ─� 横弧状文 刺突� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�132� 353� SK249�深鉢� 底部� ─� ─� 無文� 上底風� Ⅲb-6� ─� 48� ─

�132� 352� SK247�深鉢� 胴部� ─� ─� 波状平行沈線(LR縄文充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─

�132� 351� SK247�深鉢？� 胴部� ─� ─� 横弧状文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─

�132� 345� SK245�深鉢� 口縁部� 平行沈線(RL縄文横位回転充填)� ─� 平行沈線(RL縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�132� 338� SK233�深鉢� 口～胴� 平行沈線� ─� 平行沈線 三角形文(LR縄文充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

� � � � � � � 平行沈線 �

� � � � � � � 方形文

� � � � � �波状口縁 平行沈線�

� � � � � �竹管刺突 方形文(LR縄文充填)�

� � � � � �波状口縁 平行沈線�
─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)�

� � � � � �波状口縁 平行沈線� � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)� � � � � � � �外面煤状炭化物

�131� 321� SK214�深鉢� 口～胴� 波状口縁 波状平行沈線� ─� 平行沈線 方形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�131� 322� SK214�深鉢� 口縁部� 山形突起 頂部貼付渦巻文� ─� RL縄文横位回転� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

� � � � � �波状口縁 平行沈線� � 平行沈線 S字状入組文� �

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)� � 磨消(LR縄文横位回転) 竹管刺突

� � � � � �波状口縁 平行沈線� � クランク文

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)� � 竹管刺突磨消(LR縄文横位回転)�

�131� 325� SK214�深鉢� 胴～底� ─� ─� LR縄文縦位回転� 平底� Ⅲb-5� ─� 78�─� 内外面ミガキ

�131� 326� SK214�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 LRL縄文横位回転� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�

�131� 327� SK215�？� 胴部� ─� ─� 漆塗� ─� Ⅳ� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � �山形突起 波状沈線 方形文 波状口縁�

� � � � � �竹管刺突 磨消(LR縄文横位回転)�

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �波状口縁 平行沈線� � � � � � � �外面煤状炭化物 

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)� � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � � � � 沈線 竹管刺突�

� � � � � � � � 磨消(RL縄文縦位回転)�

� � � � � �平行沈線 方形文 竹管刺突�

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)�

�131� 333� SK217�壷� 胴～底� ─� ─� 沈線(RL縄文横位回転充填)� 平底� Ⅲc-1� ─� 51�─�

�131� 334� SK217�深鉢� 口～胴� 口唇RL縄文横位回転� ─� RL縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

� � � � � �口唇面取� � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � �平行沈線(LR縄文横位回転充填)� � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � クランク文 横弧状文�

� � � � � � � � 平行沈線 磨消(LR縄横位回転)�

�132� 337� SK231�深鉢� 口～胴� 口唇面取 LR縄文横位回転� ミガキ� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� 216�─� ─� 外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �被熱痕 ミガキ

�132� 339� SK233�深鉢� 口縁部� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�132� 340� SK233�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 渦巻文� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�132� 341� SK243�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文縦位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�132� 342� SK243�深鉢？�胴～底� ─� ─� 平行沈線 磨消(RL縄文横位回転)� 高台� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�132� 343� SK245�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� � � � � �口唇面取 平行沈線�

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)�

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

�132� 346� SK245�浅鉢� 口～底� 無文� ─� 無文� 平底� Ⅲb-6� 69� 42� 27�小形土器

� � � � � � � � 平行沈線 �

� � � � � � � � 曲線文(LR縄文横位回転充填)�

�132� 348� SK245�深鉢？�口縁部� 口唇部LR縄文横位回転� ─� ─� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� SK215と遺構間接合

�132� 349� SK247�深鉢� 口縁部� 口唇面取 平行沈線� ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�内外面ミガキ

� � � � � � � � 平行沈線 三角形文�

� � � � � � � � 磨消(LR縄文横位回転)�

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �煤状炭化物

� � � � � � � � 平行沈線 竹管刺突�

� � � � � � � � 磨消(LR縄文)�

� � � � � �平行沈線 方形文�

� � � � � �竹管刺突(RL縄文充填)�

�133� 356� SK257�深鉢� 胴部� ─� ─� 沈線 磨消(RL縄文縦位回転) 刺突� ─� Ⅱb-1� ─� � ─

� � � � � � � � � � � � � �補修孔

�133� 357� SK258�深鉢� 口縁部� LR縄文横位回転� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� 168�─� ─� 内外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �波状口縁 平行沈線� � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �磨消(LR縄文横位回転)� � � � � � � �煤状炭化物

�133� 359� SK258�深鉢� 胴部� ─� ─� 楕円形文(LR縄文横位回転)� ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─�

�130� 320� SK213�深鉢� 口縁部� � ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─



�133� 365� SK283�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�133� 367� SK283�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─

�133� 370� SK299�深鉢� 口－胴� � 平行沈線� LR縄文縦位回転 S字状入組文� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�134� 372� SK303�深鉢� 口縁部� 折返し口縁 平行沈線� ─� � ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�

�156� 462� SK69�鉢� 口～胴� 口唇刻目 口縁部平行沈線� ─� ─� ─� Ⅳ� ─� ─� ─

�156� 464� SK69�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱe� ─� ─� ─�460と同一個体

�156� 469� SK71�深鉢� 胴部� � � � ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�外面煤状炭化物
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第２節　検出遺構と出土遺物

�器形� 部位� 口唇部・口縁部� � 肩・胴部� 底部� 分類� � �� 備考

�155� 458� SK65�深鉢� 口～胴� 口唇LR縄文横位回転� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲc-3� 408�─� ─

�156� 459� SK69�深鉢� 口縁部� � ─� ─� ─� Ⅰd-3� ─� ─� ─

第12表　遺構内出土土器観察表（4）

�挿図�遺物� 出土� � � � 口縁胴部界� � � � 口径�底径�器高
�番号�番号� 地区� � � � 頸部� � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)�

�134� 381� SKP24�鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅳ� ─� ─� ─

�133� 360� SK260�深鉢� 口縁部�楕円形文(RL縄文横位回転充填)� ─� ─� ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�133� 361� SK260�深鉢� 胴部� ─� ─� 楕円(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─�

�133� 362� SK283�深鉢� 口縁部� 折返し口縁 口唇面取� ─� ─� ─� Ⅲb-6� ─� ─� ─�

�133� 363� SK283�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文 渦巻文� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�

�133� 364� SK283�深鉢� 胴部� ─� ─� 方形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

� � � � � �口唇面取 竹管刺突� � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �沈線磨消(LR縄文横位回転)� � � � � � � �外面煤状炭化物

�133� 366� SK283�深鉢� 胴～底� ─� ─� 沈線文� 綿状痕� Ⅲb-3� ─� 105�─� 外面煤状炭化物

� � � � � � � � S字状入組文�

� � � � � � � � 磨消(LR縄文横位回転)�

�133� 368� SK283�壷� 口縁部� 無文� 平行沈線� ─� ─� Ⅲb-1� 120�─� ─� 内外面ミガキ

�133� 369� SK293�鉢？� 底部� ─� ─� 無文� 上底風� Ⅲb-6� ─� 132�─�

� � � � � � LR縄文縦位回転�

� � � � � �平行沈線 入組文�

�134� 371� SK303�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 波状入組文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� � � � � � � � LR縄文縦位回転�

� � � � � � � � 平行沈線 入組文？�

�134� 373� SK472�深鉢� 口～胴� 口唇面取 LR原体側面圧痕� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-4� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � � � � 沈線と貼付隆線�

� � � � � � � � による波状入組文�

� � � � � � � � � � � � � � 373と同一個体

� � � � � � � � � � � � � �内外面ミガキ

�134� 376� SK593�深鉢� 胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(L原体) 平行沈線� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�134� 377� SK3021�深鉢� 胴部� ─� ─� 楕円形文 磨消(LR縄文縦位回転)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�134� 378� SK3021�深鉢� 胴部� ─� ─� Ｊ字文 磨消(LR縄文縦位回転)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�134� 379� SI3014�深鉢� 胴部� ─� ─� 貼付隆線 波状入組文� ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�134� 380� SKP24�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(RL縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

� � � � � � � � 平行沈線� � � � � �大洞Ｃ１式か？

� � � � � � � � 磨消(縦位LR縄文斜位回転)�

�134� 382� SKP24�深鉢� 胴部� ─� ─� 沈線� ─� Ⅳ� ─� ─� ─�大洞ＢＣ～Ｃ１式か？

�134� 383� SKP40�深鉢� 口縁部� 貼付隆線 沈線文� ─� ─� ─� Ⅱa� ─� ─� ─�

�134� 384� SKP45�深鉢？� 胴部� ─� ─� LR縄文� ─� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

�134� 385� SKP51�深鉢� 底部� ─� ─� 無文� 網代痕� Ⅱc-2� ─� ─� ─�

�134� 386� SKP57�深鉢� 胴部� ─� ─� 撚糸文(L原体)� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�

�155� 452� SK61�深鉢� 胴部� ─� ─� 櫛状沈線� ─� Ⅱe� ─� ─� ─�

� � � � � � � � � � � � � �内面輪積痕

� � � � � � � � � � � � � �外面ミガキ

�155� 454� SK65�壷� 胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

� � � � � �貼付隆線 � �

� � � � � �渦巻文(LR縄文縦位回転充填)�

�155� 456� SK65�壷� 口縁部� 口唇面取 無文� ─� ─� ─� Ⅲc-4� 162�─� ─� 内外面ナデ

�155� 457� SK65�深鉢� 胴部� ─� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �羽状縄文(RL原体)� �

� � � � � �結束による綾繰文�

�156� 460� SK69�深鉢� 口縁部�RL縄文縦位回転� 燃糸文(RL原体)�RL縄文縦位回転� ─� Ⅰc-2� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�156� 461� SK69�？� 胴部？� ─� ─� 撚糸文横位回転(L原体)� ─� Ⅳ� ─� ─� ─�

� � � � � � � � � � � � � � 大洞Ｃ１式か？

� � � � � � � � � � � � � � ミニチュア

�156� 463� SK69�深鉢� 胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(L原体) 平行沈線� ─� Ⅱe� ─� ─� ─�

� � � � � � � � 撚糸文縦位回転(L原体)�

� � � � � � � � 平行沈線 多重縦走沈線�

�156� 465� SK71�深鉢？� 胴部� ─� ─� 沈線(LR縄文充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�156� 466� SK71�深鉢� 口縁部� 折返し口縁� ─� 撚糸文縦位回転(R原体）� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─� 内面ケズリ

�156� 467� SK71�深鉢� 胴部� ─� ─� 沈線(LR原体充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 外面ミガキ

�156� 468� SK71�鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 S字状入相文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 小型土器

� � � � � � � 貼付隆線沈線文� LR縄文縦位回転�

� � � � � � � (RL縄文縦位回転充填)�平行沈線 楕円形文�

� � � � � � � � � � � � � �内面ロクロ痕

�156� 470� SK105�鉢� 胴～底� ─� ─� ─� ケズリ� Ⅴ� ─� 60� �外面火ダスキ

� � � � � � � � � � � � � �須恵器9～10C

�156� 471� SK72�深鉢� 胴部� ─� ─� 貼付隆線 楕円形文(刺突充填)� ─� Ⅱa-1� ─� ─� ─�

�156� 472� SK77�深鉢� 胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 外面ミガキ

� � � � � � � � LR縄文横位回転� �

� � � � � � � � 平行沈線 渦巻文�

� � � � � � � � LR縄文縦位回転�

� � � � � � � � 平行沈線 三角文�

�156� 475� SK77�深鉢� 胴～底� ─� ─� 撚糸文縦位回転(L原体) 沈線文� 網代痕� Ⅲb-3� ─� 91� ─�

�156� 473� SK77� 深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─

�156� 474� SK77� 深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�

�155� 453� SK65�深鉢� 胴部� ─� ─� 貼付隆線 磨消(LR縄文縦位回転)� ─� Ⅱa� ─� ─� ─

�155� 455� SK65�深鉢� 口縁部� � ─� LR縄文縦位回転� ─� Ⅱa� ─� ─� ─

�134� 374� SK574�深鉢� 口～胴�口唇面取 山形小突起 波状口縁� ─� � ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�134� 375� SK574�深鉢� 口縁部� 口唇面取� ─� 沈線と貼付隆線� ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─
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第４章　調査の記録

� 挿図� �出土� � � � � � � 口径� 底径� 器高

� 番号� �地区� � � � � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)
� 遺物� �器形� 部位� 口唇部・口縁部� 口縁胴部界・頸部� 肩・胴部� 底部� 分類� � � � 備考

第13表　北側調査区内捨て場出土土器観察表（1）

� 159� 490�KT59�深鉢�口～胴�撚糸文縦位回転(L原体)� 撚糸文横位回転(L原体)� 撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅰa� 127� (82)� (149)� 繊維含有

� 159� 491�KS59�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� 貼付隆線(爪形の刻目)� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 繊維含有

� 159� 492�KS59�深鉢�口～胴�LR縄文縦位回転� ─� ─� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 外面煤状炭化物

� 159� 493�KS61�深鉢� 胴部� ─� ─� 木目状撚糸文縦位回転(R原体)� ─� Ⅰd-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面煤状炭化物

� 159� 494�KS63�深鉢� 胴部� ─� ─� 木目状撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅰd-1� ─� ─� ─� 繊維含有

� 159� 495�KS59�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� 貼付隆線 横位LR原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� 139�─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 159� 496�KS59�深鉢�口～胴�波状口縁 結束羽状縄文横位回転�隆線 横位LR原体 側面圧痕 列点 擦痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� 264�─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � �波状口縁 撚紋横位回転(LR原体)� 貼付隆線 横位LR・RL原体側面圧痕� � � � � � �繊維含有 内面ミガキ

� � � � � �鋸歯状文(LR原体側面圧痕)� 擦痕� � � � � � �煤状炭化物

� � � � � � � 貼付隆線 横位LR原体側面圧痕�

� � � � � � � 列点 擦痕�

� 160� 499�KT59�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� 隆線 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � �波状口縁�

� � � � � �鋸歯状文(LR・RL原体側面圧痕)�

� � � � � � � 隆線斜位 刻目�

� � � � � � � 横位LR・RL原体側面圧痕�

� 160� 502�KS60�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� 隆線 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 160� 503�LA63�深鉢� 胴部� 結束羽状縄文横位回転� 貼付隆線 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� 160� 505�KS59�深鉢� 胴部� ─� ─� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰ� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� 160� 507�LA61�深鉢� 胴部� ─� 隆線 爪形文� LR縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 160� 508� KS58�深鉢� 胴部� 結束羽状縄文横位回転� 隆線 爪形文� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維含有 内面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �ミガキ

� � � � � �波状口縁 口唇RL原体横位回転�

� � � � � �口縁部結束羽状縄文横位回転

� � � � � �波状口縁 鋸歯状文�

� � � � � �結束羽状縄文横位回転�

� 161� 512�KT61�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� 横位LR原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有

� 161� 513�KT61�深鉢�口～胴�口唇面取� 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� 161� 514�KT61�深鉢�口～胴�波状口縁 結束羽状縄文横位回転� 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有

� 161� 515�KS59�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転� 絡条体側面圧痕(L原体)� ─� ─� Ⅰc-2� ─� ─� ─� 繊維含有

� 161� 516�KT60�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転� 横位LR・RL原体側面圧痕 列点� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 列点は刺突状

� 161� 517�KS60�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転� 横位L原体側面圧痕 列点 擦痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� 1b-1� ─� ─� ─� 列点は刺突状

� 161� 518�KS60�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転� 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有

� � � � � �波状口縁 結束羽状縄文横位回転�

� � � � � �縦位LR原体側面圧痕�

� � � � � � � 横位RL原体側面圧痕�

� � � � � � � 横位絡条体側面圧痕(L原体)�

� � � � � �波状口縁�

� 162� 521�KT60�深鉢�口縁部�撚糸文横位回転(L・R原体)� 横位L・R原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─� 繊維含有�

� � � � � �鋸歯状文(L・R原体側面圧痕)�

� � � � � �波状口縁 撚糸文横位回転(LR原体)

� � � � � �鋸歯状文(LR原体側面圧痕）�

� � � � � �波状口縁�

� 162� 523�KT60�深鉢�口縁部�撚糸文横位回転(LR・RL原体)� 横位LR・RL原体側面圧痕� ─� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ�

� � � � � �鋸歯状文(LR原体側面圧痕)�

� 162� 524�KT58�深鉢�口縁部�横位LR原体側面圧痕� ─� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─� 繊維含有

� 162� 525�KT61�深鉢�口～胴�横位LR原体側面圧痕� ─� 縦位RLR縄文斜位回転� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─� 繊維含有

� 159� 497�KT60�深鉢�口～胴�� � 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─

� 159� 498�KS59�深鉢�口～胴�結束羽状縄文横位回転� � 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 161� 509�KT61�深鉢�略完形�結束羽状縄文横位回転� 横位LR・RL原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� 上底風� Ⅰb-1� 99� 60� 129

� 161� 510�KT60�深鉢�口～胴� � 横位LR・RL原体側面圧痕� 撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅰb-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 161� 511�KS59�深鉢�口縁部�� 横位絡条体側面圧痕(R原体)� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-1� 174� ─� ─� 内面ミガキ

� 162� 522�KT61�深鉢�口～胴�� 横位LR原体側面圧痕� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面煤状炭化物

� 161� 519�KS59�深鉢�口縁部�� ─� ─� ─� Ⅰd-5� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ外�

� 161� 520�LA61�深鉢�頸～胴�結束羽状縄文横位回転� � 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-2� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 160� 504�KT59�深鉢� 胴部�LR縄文横位回転� 隆線 爪形文� LR縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─

� 160� 506�KS58�深鉢� 胴部� ─� 隆線 爪形文� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─

� 160� 500�KT60� 深鉢�口縁部�� 隆線 横位LR原体側面圧痕� LR縄文縦位回転� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 160� 501�KS60�深鉢�口～胴�横位LR・RL原体側面圧痕� � 多軸撚糸文縦位回転(LR原体)� ─� Ⅰd-4� ─� ─� ─� 内面ミガキ



� 164� 555�KT60�壷� 肩部� � � 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� 165� 556�KT63�深鉢�口～胴�� 半截竹管刺突� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─

� 165� 557�KS60�深鉢�口縁部�� ─� ─� ─� Ⅰd-5� ─� ─� ─�
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第２節　検出遺構と出土遺物

� 挿図� � 出土� � � � � � � 口径� 底径� 器高

� 番号� � 地区� � � � � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)
� 遺物� �器形� 部位� 口唇部・口縁部� 口縁胴部界・頸部� 肩・胴部� 底部� 分類� � � � 備考

第14表　北側調査区内捨て場出土土器観察表（2）

� 164� 552�KS62�深鉢�口縁部�� 隆線 刺突� ─� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� 165� 559�KT60�深鉢�口～胴�横位LR・RL原体側面圧痕� 隆線 横位LR原体側面圧痕�結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─

� 164� 547�KS61�深鉢�口～胴� � 隆線 半栽竹管刺突� RL縄文(結束第一種)� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─�

� 164� 548�KT61�深鉢�口縁部� � 隆線 刺突� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰc-1� ─� ─� ─�

� 164� 549�KT60�深鉢�口～胴�波状口縁 横位絡条体側面圧痕(R原体)� � 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� 164� 550�KS62�深鉢�口縁部�� � 多軸絡条体縦位回転(R原体)� ─� Ⅰd-4� ─� ─� ─�

� 164� 544�KS60�深鉢�口縁部�� � ─� ─� Ⅰd-2� ─� ─� ─�

� 164� 545�KS62�深鉢�口縁部�� � 多軸撚糸文縦位回転� ─� Ⅰd-5� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

� 164� 540�KS62�深鉢�口～胴�� � 多軸絡条体縦位回転(L原体)� ─� Ⅰd-5� ─� ─� ─� 繊維含有

� 164� 541�KS60�深鉢�口縁部� � 隆線 刺突� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─�  

� 164� 542�KT61�深鉢�口縁部� � 隆線 刺突� 多軸絡条体縦位回転(L・R原体)� ─� Ⅰd-6� 258�─� ─� 補修孔

� 162� 526�KS59�深鉢�胴～底�─� ─� 結束羽状縄文横位回転� 上底風� Ⅰ� ─�150� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 162� 527�KT61�深鉢�胴～底�─� ─� 結束羽状縄文横位回転� 平底� Ⅰ� ─� 99�─� 繊維含有 内面ミガキ

� 162� 528�KT62�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転 横位R原体側面圧痕� ─� ─� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 162� 529�KS59�深鉢� 胴部� ─� ─� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰ� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 162� 530�KS59�深鉢� 胴部� ─� ─� 羽状縄文(LR・RL縄文)� ─� Ⅰ� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 163� 531�KS60�深鉢� 胴部� ─� ─� 結束羽状縄文横位回転 横位綾繰文� ─� Ⅰd-3� ─� ─� ─�繊維含有 内面煤状炭化物

� 163� 532�KT60�深鉢� 胴部� ─� ─� 結束羽状縄文横位回転 横位綾繰文� ─� Ⅰd-3� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 163� 533�KT60�深鉢� 胴部� ─� ─� 結束羽状縄文横位回転 横位綾繰文� ─� Ⅰd-3� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� 163� 535�KS59�深鉢� 胴部� ─� ─� 多軸絡条体縦位回転(R原体)� ─� Ⅰd-4� ─� ─� ─� 繊維含有

� 163� 536�KT60�深鉢� 胴部� LR縄文横位回転� ─� 網目状撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅰd-2� ─� ─� ─� 繊維含有 内面ミガキ

� 163� 537�KT60�深鉢� 胴部� ─� ─� 木目状撚糸文縦位回転(L原体)� ─� Ⅰd-1� ─� ─� ─� 内面煤状炭化物 ミガキ

� 163� 538�KS59�深鉢� 胴部� ─� ─� 多軸絡条体縦位回転(R原体)� ─� Ⅰd-4� ─� 99�─�

� 163� 539�KT59�深鉢�胴～底�─� ─� 撚糸文縦位回転(R原体)� 上底風� Ⅰ� ─� ─� ─� 繊維含有

� � � � � �口唇LR縄文縦位回転� 隆線 刺突�

� � � � � �口縁部R原体側面圧痕� 横位R原体側面圧痕�

� � � � � �口唇縄文横位回転 刺突� � � � � � � � 539と同一個体か�

� � � � � �口縁部絡条条体側面圧痕(L原体)� � � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �口唇斜位刻目 山形突起 波状口縁�

� � � � � �口縁部R原体側面圧痕�

� 164� 543�LA63�深鉢�口縁部�口唇刺突 絡条体側面圧痕(L原体)� 隆線 刺突� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─� 537と同一個体か 内面ミガキ

� � � � � �口唇RL縄文縦位回転� 横位L・R原体側面圧痕� � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � �口縁部絡条体側面圧痕 隆線� 隆帯線刻目� � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �口唇LR縄文縦位回転� 横位L・R原体側面圧痕�

� � � � � �横位縦位L原体側面圧痕� 隆線 刻目�

� 164� 546�KS61�深鉢�口縁部�横位RL原体側面圧痕 隆線垂下� 隆線 半栽竹管刺突� LR縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─� 頸部より外反

� � � � � �口唇半栽竹管刺突�

� � � � � �口縁部鋸歯状文(絡条体側面圧痕R原体)

� � � � � �波状口縁 鋸歯状文�

� � � � � �横位絡条体側面圧痕(R原体) 刺突

� � � � � � � 隆線 絡条体側面圧痕(R原体)�

� � � � � � � 刺突�

� � � � � �口唇刻目 波状口縁� 隆線 刻目� � � � � � �繊維微量含有

� � � � � �横位絡条体側面圧痕(R原体)� 横位絡条体圧痕(R原体)� � � � � � �内面ミガキ

� � � � � �口唇LR縄文横位回転�

� 164� 551�KS62�深鉢�口縁部�結束羽状縄文横位回転� 隆線 刺突� ─� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� � � � � �横位絡条体側面圧痕(R原体)�

� � � � � �口唇LR縄文縦位回転 結束羽状縄文�

� � � � � �横位絡条体側面圧痕(R原体)�

� 164� 553�KS61�深鉢� 胴部� ─� 隆線 刺突� RL縄文横位回転� ─� Ⅰb-2� ─� ─� ─�

� 164� 554�KR61�深鉢�口縁部�横体絡条体側面圧痕(L原体)� 隆帯 刺突� RL縄文横位回転� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─�

� � � � � �結束羽状縄文横位回転� 隆線 竹管刺突�

� � � � � �横位RL原体側面圧痕� 横位絡条体側面圧痕(R原体)

� � � � � �口唇縦位R原体側面圧痕� � � � � � � �繊維微量含有

� � � � � �口唇部横位条体側面圧痕(R原体)� � � � � � � �内面煤状炭化物

� � � � � �波状口縁 刺突 口唇横位R原体側面圧痕�� � � � � � �繊維徴量含有

� � � � � �口縁部横位R原体側面圧痕� � � � � � � �内面ミガキ

� 165� 558�KT60�深鉢�口縁部�横位絡条体側面圧痕(L原体) 刺突� ─� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─� 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維微量含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� 165� 560�KS59�壷� 口～肩�波状口縁 横位L・R原体側面圧痕 刺突� ─� 結束羽状縄文横位回転� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�

� 163� 534�KT61�深鉢�胴～底�─� ─� 多軸絡条体縦位回転(L・R原体)�上底風�Ⅰd-4� ─� ─� ─



� 166� 585�KT61�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱe� ─� ─� ─�

� 166� 586�KS61�深鉢� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱb� ─� ─� ─�外面煤状炭化物
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第４章　調査の記録

� 遺物� �器形� 部位� 口唇部・口縁部� 口縁胴部界・頸部� 肩・胴部� 底部� 分類� � � � 備考
� 挿図� � 出土� � � � � � � 口径� 底径� 器高

� 番号� � 地区� � � � � � � (㎜)� (㎜)� (㎜)

� 165� 561�KS59�深鉢� 口縁部� 横位R原体側面圧痕 刺突� ─� ─� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─�内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �繊維微量含有 内面ミガキ

� � � � � � � � � � � � � �外面煤状炭化物

� 165� 563�KT62�深鉢� 口縁部� 刺突横位LR原体側面圧痕� 隆線 刺突� 横位綾繰文(R原体)� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─�

� 165� 564�KS63�深鉢� 口縁部�横位L・R原体側面圧痕 半栽竹管刺突�─� ─� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─�

� � � � � �縦位貼付隆帯(縦位LR側面圧痕)�

� � � � � �横位L原体側面圧痕 半栽竹管刺突�

� 165� 566�KT61�深鉢� 口縁部� 波状口縁 横位LR原体側面圧痕� ─� ─� ─� Ⅰd-7� ─� ─� ─�繊維含有

� 165� 567�KR61�深鉢� 口縁部�口唇刺突 口縁部絡条体側面圧痕(L原体)� ─� ─� ─� Ⅱd-1� ─� ─� ─�繊維微量含有

　　　　　　　　　　　　　　　　　波状口縁

� 165� 568�KS63�深鉢� 口縁部� 横位R原体側面圧痕 刺突� ─� ─� ─�Ⅰd-6� ─� ─� ─�

� � � � � � � 半截竹管押引文� � � � � � �内面ミガキ

� � � � � � � 横位絡条体側面圧痕(R原体)�� � � � � �外面煤状炭化物

� 165� 570�KT61�深鉢� 胴部�─� ─� 木目状撚糸文縦位回転(R原体)� ─�Ⅰd-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 165� 571�KT60�深鉢� 胴部� ─� ─� LRR縄文横位回転� ─� Ⅰd-4� ─� ─� ─�繊維含有 内面ミガキ

� 165� 572�KS61�深鉢� 胴部� ─� ─� 多軸撚糸文縦位回転(R原体)� ─� Ⅰd-4� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 166� 573�KS60�深鉢� 底～台�─� ─� 撚糸文縦位回転(L原体)� 窪み� Ⅰ� ─� 93� ─�

� 166� 574�KT60�深鉢� 胴部？� ─� ─� LR縄文縦位回転 竹管刺突� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�

� 166� 575�LA64�深鉢� 口縁部� 口唇面取� ─� 楕円形文(RLR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�

� 166� 576�LA64�深鉢� 口縁部� 横位貼付隆線� ─� 楕円形文(貼付隆線 RLR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� 166� 577�KT60�深鉢� 胴部�横位貼付隆線 盲孔� ─� 渦巻文� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�

� 166� 578�KS63�深鉢� 口～胴� ─� ─� 楕円形文(RLR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�補修孔

� 166� 579�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 沈線(RL縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 166� 580�KS61�深鉢� 口縁部� ─� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 166� 581�KS61�深鉢� 口縁部� 口唇面取� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� 166� 582�KS61�深鉢� 口縁部� ─� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�

� 166� 583�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 沈線(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�内面煤状炭化物

� 166� 584�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�

� � � � � � � � 結束羽状縄文横位回転�

� � � � � � � � 撚糸文縦位回転(R原体)�

� � � � � � � � 沈線(LR縄文縦位回転充填)�

� � � � � � � � 楕円形文(刺突充填)�

� 166� 587�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 楕円形文(RLR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 166� 588�KS62�深鉢� 胴部�─� ─� 沈線（RLR縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�

� 167� 589�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 楕円形文(RL縄文縦位回転充填)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 167� 590�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 沈線(撚糸文縦位回転充填・L原体)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�内面被熱痕

� 167� 591�KR61�深鉢� 口～胴� 波状口縁 渦巻文� ─� 平行沈線� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� 167� 592� KS63�深鉢� 胴部�─� ─� 渦巻文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� 167� 593�KS62�深鉢� 胴部�─� ─� 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� 167� 594�LA63�深鉢� 胴部�─� ─� 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� 167� 595�KS63�深鉢� 胴部�─� ─� 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 167� 596�LA63�深鉢� 口縁部� 口唇面取 LR縄文横位回転 平行沈線� ─� LR縄文縦位回転 横弧状文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� 167� 597�KS59�深鉢� 胴部�─� ─� 平行沈線 三角形文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面煤状炭化物

�
167� 598�KS61�深鉢� 口縁部

� 口唇面取貼付隆線(LR縄文) 方形文�
─� ─� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

　　　　　　　　　　　　　　　　　波状口縁

� 167� 599�KS61�深鉢？� 胴部�─� ─� 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�内面煤状炭化物

� 167� 600�LA63�深鉢� 胴部�─� ─� LR縄文縦位回転 弧状文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

� 167� 601�KS61�深鉢� 胴部�─� ─� 網目状撚糸文縦位回転(R原体)� ─�Ⅲb-5� ─� ─� ─�

� 167� 602�LA64� 壷� 口縁部� 口唇面取 無文� 平行沈線� ─� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

� 167� 603�LA64�深鉢� 胴部�─� ─� 弧状文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�内外面ミガキ

� 167� 604�LA64�深鉢� 胴部�─� ─� 横弧状文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

� 167� 605�KT62�深鉢� 胴部�─� ─� 楕円形文 磨消(LR縄文縦位回転)� ─�Ⅱb� ─� ─� ─�

� 167� 606�KS61�深鉢？� 胴部�─� ─� 曲線文(平行沈線)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�

� 167� 607�KS62�深鉢？� 胴部�─� ─� RL縄文横位回転 縦位平行沈線� ─�Ⅲa� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

� 167� 608�KT63�深鉢？�胴部？� ─� ─� 渦巻文 平行沈線� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

第15表　北側調査区内捨て場出土土器観察表（3）

� 165� 569�KS59�深鉢� 頸部？� ─� � ─� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─�

� 165� 562�KS60�深鉢� 口縁部� 刺突 横位絡条体側面圧痕(R原体)� 刺突� RL縄文横位回転� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─

� 165� 565�KT62�深鉢� 口縁部�� ─� ─� ─� Ⅰd-6� ─� ─� ─�
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第２節　検出遺構と出土遺物

�挿図�遺物� � 出土� � � � � �� 口径� 底径�器高�

�番号�番号� � 地区� � � � � �� （㎜)� （㎜)� (㎜)�
��器形� � 部位� 口唇部・口縁部� 口縁胴部界・頸部� 肩・胴部� 底部� 分類� � � 備考

�180� 690�深鉢�MF51�口縁部� 隆線� ─� 楕円形文(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱa� ─� ─� ─�内面ミガキ

�180� 691�深鉢�LT44�口縁部� 横位沈線� ─� 楕円形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅱb-1� ─� ─ � ─�

� � � � � �山形突起 �

� � � � � �貼付隆線(LR縄文横位回転）�

�180� 693�深鉢�LR53�口縁部� 貼付隆線� ─� 撚紋縦位回転(R原体)� ─� Ⅱd-2� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

�180� 694�深鉢�MC49�口縁部� 口唇面取 折返し口縁 肥厚� ─� 縦位櫛歯状沈線文� ─� Ⅱe� ─� ─� ─�

�180� 695�深鉢�MA45�口縁部� 貼付隆線による格子状文� 貼付隆線� 縦位櫛歯状沈線文� ─� Ⅱe� ─� ─� ─�内外面煤状炭化物

�180� 696�深鉢�MB52�口縁部� 山形突起 沈線 ボタン状貼付� ─� RL縄文縦位回転充填 三角形文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

� � � � � � � 隆線(LR縄文横位回転）

� � � � � � � 平行沈線

�180� 698�深鉢�LR53�口縁部�山形突起 縦位貼付隆線 方形文� 平行沈線� LR縄文縦位回転 渦巻文� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�内面ミガキ 煤状炭化物

�180� 699�深鉢�LO43�口縁部� 口唇部肥厚� ─� 楕円形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─

�180� 700�深鉢�LP46�口縁部� 山形突起 平行沈線� ─� 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�180� 701�深鉢�LR45�口縁部� 口唇部貼付隆線 平行沈線� ─� 渦巻文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�180� 702�深鉢�MB53�口縁部
� 口唇面取 山形突起 平行沈線� ─�

平行沈線 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�内外面ミガキ 外面煤状炭化物
� � � � � �波状口縁

� � � � � �平行沈線 � � � � � � � �外面煤状炭化物 

� � � � � �三角文(LR縄文横位回転充填)�� � � � � � �内面ミガキ

�180� 704�深鉢�MA52�口縁部�平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)�─� 三角形文 磨消(LR縄文横位回転) 刺突� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�180� 705�深鉢�MB41�口縁部�平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� 方形文 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�180� 706�深鉢�MB52�口縁部�口唇面取 口縁部方形文� ─� 三角形文(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�内外面ミガキ 外面煤状炭化物

� � � � � �口唇面取 � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � �平行沈線(LR縄文横位回転充填)� � � � � � � �外面煤状炭化物

� � � � � �口唇面取 � � � � � � � �内外面ミガキ

� � � � � �平行沈線(LR縄文横位回転充填)� � � � � � � � 内面煤状炭化物�

�180� 709�深鉢�MA50�口縁部�口唇LR縄文横位回転� 沈線� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-4� ─� ─� ─�内面ミガキ

�180� 710�深鉢�MB42�口縁部� 口唇LR縄文横位回転� LR原体側面圧痕� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-4� ─� ─� ─�

�180� 711�深鉢�LR47� 口縁部� 口唇LR縄文横位回転� ─� LR縄文横位回転� ─� Ⅲb-5� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

�180� 712�深鉢�MB53�口～胴� 無文� ─� 無文� ─� Ⅲb-6� 90� ─� ─�内面煤状炭化物

�180� 713�深鉢�LS48�口縁部� 口縁部突起 刺突 沈線� ─� 曲線文(沈線 刺突LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�補修孔 内面煤状炭化物

�180� 714�深鉢�LT51�口縁部�口唇LR縄文横位回転 口縁部刺突� 沈線� 沈線(LR縄文充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

�180� 715�深鉢�MB52�口縁部�口唇面取 平行沈線� ─� ─� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�内外面ミガキ

�180� 716�深鉢�MB53�口縁部� LR縄文横位回転� 無文� LR縄文横位回転� ─� Ⅳa� ─� ─� ─�内外面煤状炭化物

�180� 717�深鉢�LT52�口縁部�口唇面取 変形工字文 平行沈線� ─� ─� ─� Ⅳb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�180� 718�鉢� LS46�口縁部� 平行沈線 内面沈線� ─� ─� ─� Ⅳb� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�181� 719�深鉢�MA47� 胴部� ─� ─� 木目状撚紋縦位回転� ─� Ⅰd-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

�181� 720�深鉢�MB53� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転 綾繰文縦位回転� ─� Ⅰd-3� ─� ─� ─�内面ミガキ

�181� 721�深鉢�LQ45� 胴部� ─� ─� 貼付隆線 渦巻文(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱa� ─� ─� ─�

�181� 722�深鉢�LH65� 胴部� ─� ─� 沈線(LR縄文縦位回転充填)� ─� Ⅱb� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

�181� 723�深鉢�MR47� 胴部� ─� ─� 渦巻文 楕円形文(RL縄文充填)� ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─�

� � � � � � � � LRL縄文縦位回転�

� � � � � � � � 縦位貼付隆線 平行沈線

�181� 725�深鉢�LQ43� 胴部� ─� ─� 沈線 磨消(RL縄文縦位回転)� ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─�

�181� 726�深鉢�LS46� 胴部� ─� 刺突� RL縄文縦位回転� ─� Ⅱc-3� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

�181� 727�深鉢�LS46�頸～胴� 無文� 刺突� RL縄文縦位回転� ─� Ⅱc-3� ─� ─� ─�

�181� 728�深鉢�MB52� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転 貼付隆線� ─� Ⅱd-2� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �隆帯剥落 外面煤状炭化物

� � � � � � � � � � � � � �内面ミガキ

�181� 730�深鉢�LP50� 胴部� ─� ─� 櫛歯状沈線� ─� Ⅱe� ─� ─� ─�

�181� 731�深鉢�LR44� 胴部� ─� ─� LR縄文 三角形文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

�181� 732�深鉢�LR53� 胴部� ─� ─� LR縄文横位回転 平行沈線� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面ミガキ

�181� 733�深鉢�MB53� 胴部� ─� ─� RL縄文横位回転 平行沈線 三角形文 鋏状文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

�181� 734�深鉢�MC54� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転 渦巻文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面ミガキ

�181� 735�深鉢�MB54� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転 方形文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

�181� 736�深鉢�LO44� 胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(R原体) 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�内面ミガキ 外面煤状炭化物

�181� 737�深鉢�LR45� 胴部� ─� ─� RL縄文横位回転 渦巻文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�外面煤状炭化物

第16表　遺構外出土土器観察表（1）

�180� 692�深鉢�LQ43�口縁部� � ─� 貼付隆線(LR縄文)� ─� Ⅱd-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

�180� 697�深鉢�LK52�口縁部� 口唇面取 口縁部 平行沈線� � LR縄文 沈線� ─� Ⅲa-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

�180� 707�深鉢�MB53�口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�180� 708�深鉢�LT52�口縁部� � ─� 平行沈線(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�181� 724�深鉢�MB44� 胴部� ─� ─� � ─� Ⅱb-1� ─� ─� ─�内面ミガキ

�181� 729�深鉢�LP63� 胴部� ─� ─� LR縄文縦位回転充填 貼付隆線 � ─� Ⅱd-2� ─� ─� ─

�180� 703�深鉢�LO53�口縁部� � ─� ─� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�
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第４章　調査の記録
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第17表　遺構外出土土器観察表（2）

�181� 738�深鉢�LR54�胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文 RL縄文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�181� 739�深鉢�LR45�胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文 RL縄文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�181� 740�深鉢�MB46�胴部� ─� ─� 撚糸文斜位回転(R原体) 入組波状文� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

�181� 741�深鉢�MB53�胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(R原体) 平行沈線 竹管刺突� ─� Ⅲa� ─� ─� ─�

�181� 742�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 撚糸文斜位回転(R原体) 平行沈線� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物

�181� 743�深鉢�MB53�胴部� ─� ─� 撚糸文縦位回転(R原体)� ─� Ⅲa� ─� ─� ─� 内面ミガキ 外面煤状炭化物

�181� 744�深鉢�LR45�胴部� ─� ─� 平行沈線 波状入組文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�181� 745�深鉢�LO53�胴部� ─� ─� 隆線 方形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�181� 746�深鉢� LS45�胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�181� 747�深鉢� LS46�胴部� ─� ─� 平行沈線 方形文 渦巻文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 朱彩

�181� 748�深鉢�LO53�胴部� ─� ─� 隆線 平行沈線 三角形文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�181� 749�深鉢� LP44�胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�181� 750�深鉢�LR54�胴部� ─� ─� 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 751�深鉢�LT47�胴部� ─� ─� 平行沈線 三角文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 752�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 渦巻文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 朱彩

�182� 753�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 隆線 平行沈線 渦巻文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�182� 754�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 隆線 平行沈線 曲線文� ─� Ⅲb-1� ─� ─� ─�

�182� 755�深鉢�LO53�胴部� ─� ─� 隆線 沈線 三角形文� ─� Ⅲb-2� ─� ─� ─�

�182� 756�深鉢� LS45�胴部� ─� ─� 方形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ 煤状炭化物

�182� 757�深鉢�LQ43�胴部� ─� ─� 三角形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 外面煤状炭化物

�182� 758�深鉢�MB41�胴部� ─� ─� 三角形文 磨消(RL縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�182� 759�深鉢�MB42�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(RL縄文横位回転)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 外面煤状炭化物

�182� 760�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 方形文(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 761�深鉢�LR53�胴部� ─� ─� RL縄文 平行沈線� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物 内面ミガキ

�182� 762�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 撚糸文斜位回転(R原体) 三角形文� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�182� 763�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 平行沈線(LR縄文横位回転充填)� ─� Ⅲb-3� ─� ─� ─�

�182� 764�深鉢�LO47�胴部� ─� ─� 曲線文(RL縄文縦位回転充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 765�深鉢�LR42�胴部� ─� ─� 曲線文磨消(RL縄文縦位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 766�深鉢�LR47�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(RL縄文縦位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 外面煤状炭化物

�182� 767�深鉢�LR49�胴部� ─� ─� 沈線(RL縄文横位回転充填) 竹管刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 768�深鉢� LS46�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(RL縄文縦位回転) 竹管刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 内面煤状炭化物

�182� 769�深鉢�MA45�胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ 外面煤状炭化物

�182� 770�深鉢�MA47�胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転) 刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

�182� 771�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 772�深鉢�MB53�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(RL縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 外面煤状炭化物 内外面ミガキ

�182� 773�深鉢�MB53�胴部� ─� ─� 平行沈線 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 774�深鉢�MB53�胴部� ─� ─� 平行沈線(RL縄文横位回転充填)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─�

�182� 775�壷� LT42�肩部� ─� ─� 方形文 磨消(LR縄文横位回転) 刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 776�壷� MC53�肩部� ─� ─� 曲線文 磨消(RL縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 外面ミガキ

�182� 777�深鉢�MF51�胴部� ─� ─� 平行沈線 刺突� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内外面ミガキ

�182� 778�深鉢�MC53�胴部� ─� ─� 曲線文 磨消(LR縄文横位回転)� ─� Ⅲc-1� ─� ─� ─� 内面ミガキ 外面煤状炭化物

�182� 779�深鉢�MB52�胴部� ─� ─� LR縄文� ─� Ⅳa� ─� ─� ─� 内面ミガキ 内外面煤状炭化物

�182� 780�鉢� ME52�胴部� ─� ─� 貼付突起 貼付隆線 変形工字文� ─� Ⅳb� ─� ─� ─� 内面ミガキ

�182� 781�鉢� MF51�胴部� ─� ─� 平行沈線方形文� ─� Ⅳb� ─� ─� ─� 内外面煤状炭化物

�183� 782�─� MB47�底部� ─� ─� ─� 笹痕� Ⅱ� ─� ─� ─�

�183� 783�─� LO46�底部� ─� ─� ─� 網代痕� Ⅱ� ─� 63�─�

�183� 784�─� LS45�底部� ─� ─� ─� 葉脈痕� Ⅱ� ─� ─� ─�

�183� 785�─� MA44�底部� ─� ─� ─� 網代痕� Ⅱ� ─� ─� ─�

� � � � � �目・鼻孔・眉：刺突��

� � � � � �鼻梁：隆線

�183� 787�壷� MA41�略完形� 山形突起(3単位）� 平行沈線� 渦巻文� 平底� Ⅲb-1� 21� 21� 48�外面ミガキ

�183� 788�鉢� ME53�胴～底� ─� ─� 隆線 平行沈線 変形工字文� 上底風� Ⅳ� 129� 60� 60�内外面ミガキ

�183� 789�鉢� ME53�略完形�平行沈線 変形工字文� 沈線� 沈線 磨消(LR縄文横位回転)� 上底風� Ⅳb� 171� 72� 75�内外面ミガキ

�183� 790�鉢� LO46�底部� ─� ─� ─� 台付� Ⅴ� ─� 54� ─� 土師器

�183� 791�坩堝�MB55�胴～底� ─� ─� ─� 丸底� Ⅴ� ─� ─� ─� 内面鉄付着

�183� 786�土偶� LP49�頭部� � ─� ─� ─� Ⅲb� ─� ─� ─
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第２節　検出遺構と出土遺物

� 挿図� 遺物� 遺構� 遺構� � � 最大長� 最大幅� 最大厚� �
� 番号� 番号� 種別� 番号� � � （㎜）� （㎜）� （㎜）器　　種� 　　　　石　　質� � � 重量（ｇ）� 備　考

� 31� 16� SI� 219�凹石� 多孔質安山岩� 125� 86� 65� 834.5
� 31� 17� SI� 221�スクレイパー� 凝灰岩（流紋岩質）� 41� 37� 10� 8.5�風化著しい。
� 31� 18� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 49� 58� 8� 19.5� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。
� � � � � � � � � � � �P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 32� 25� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 89� 46� 10� 46.5� P11より一括出土(母岩2)。
� 32� 26� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 68� 48� 11� 30.5� P11より一括出土(母岩1)。
� 32� 27� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 69� 53� 15� 39.8� P11より一括出土(母岩1)。
� 32� 28� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 64� 49� 11� 34.5� P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � �P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 32� 30� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 58� 47� 14� 31.2� P11より一括出土(母岩1)。
� 33� 31� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 71� 57� 15� 48.0� P11より一括出土(母岩1)。
� 33� 32� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 45� 53� 6� 15.5� P11より一括出土(母岩2)。
� 33� 33� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 73� 48� 8� 22.5� P11より一括出土(母岩2)。
� 33� 34� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 41� 33� 11� 11.8� P11より一括出土(母岩2)。
� 33� 35� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 52� 57� 11� 36.5� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 33� 37� SI� 221� ＲＦ� 珪質頁岩� 44� 63� 13� 21.8� P11より一括出土(母岩3)。
� 33� 38� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 55� 52� 14� 32.0� P11より一括出土(母岩4)。
� 33� 39� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 40� 51� 8� 13.8� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 33� 41� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 53� 47� 12� 24.5� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 背面に自然面残る。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 34� 44� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 56� 26� 7� 8.5� P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � �P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 34� 49� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 36� 25� 4� 5.8� P11より一括出土(母岩5)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。背面にも自然面残る。
� 35� 53� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 51� 40� 11� 24.5� P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。
� 35� 55� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 44� 49� 12� 9.8�P11より一括出土(母岩4)。アスファルト付着。

� 35� 56� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 80� 34� 11� 13.8� P11より一括出土(母岩5)。
� 35� 57� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 46� 47� 14� 45.8� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � � P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � � №52と同一母岩。
� 35� 59� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 50� 34� 9� 13.0� P11より一括出土(母岩1)。
� 35� 60� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 70� 52� 16� 27.2� P11より一括出土(母岩1)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。P11より一括出土
� � � � � � � � � � � (母岩3)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。P11より一括出土
� � � � � � � � � � � (母岩4)。
� � � � � � � � � � � 自然面打面。P11より一括出土
� � � � � � � � � � � (母岩1)。

� 31� 19� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 63� 42� 17� 41.8

� 31� 20� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 71� 63� 12� 38.5

� 31� 21� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 79� 62� 17� 84.8

� 31� 22� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 78� 86� 17� 116.5

� 32� 23� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 70� 82� 20� 68.0

� 32� 24� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 66� 34� 13� 28.5

� 32� 29� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 70� 38� 11� 21.0

� 33� 36� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 72� 50� 10� 36.5

� 33� 40� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 52� 24� 9� 10.5

� 34� 42� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 49� 44� 12� 25.5

� 34� 43� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 38� 35� 8� 7.5

� 34� 45� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 59� 33� 14� 26.5

� 34� 46� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 56� 49� 12� 37.8

� 34� 47� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 59� 39� 4� 14.5

� 34� 48� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 73� 52� 11� 27.5

� 34� 50� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 34� 40� 6� 6.2

� 34� 51� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 51� 72� 11� 29.5

� 35� 52� SI� 221� ＲＦ� 珪質頁岩� 54� 49� 19� 46.0

� 35� 54� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 54� 53� 11� 17.8

� 35� 58� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 49� 41� 14� 29.8

� 36� 61� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 36� 44� 6� 6.0

� 36� 62� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 63� 55� 14� 50.5

� 36� 63� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 45� 40� 4� 7.0

第18表　遺構内出土石器観察表（1）
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第４章　調査の記録

�挿図� 遺物� 遺構� 遺構� � � 最大長� 最大幅� 最大厚� �
�番号� 番号� 種別� 番号� � � （㎜）� （㎜）� （㎜）� �

器　　種　　　　　　石　　質 重量（ｇ） 備　考

� 36� 64� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 41� 20� 4� 3.8� 自然面打面。P11より一括出土(母岩4)。
� 36� 65� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 35� 32� 10� 13.5� P11より一括出土(母岩2)。
� � � � � � � � � � �背面に自然面残る。P11より
� � � � � � � � � � �一括出土(母岩4)。
� 36� 67� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 41� 47� 9� 16.5�自然面残る。P11より一括出土(母岩4)。
� � � � � � � � � � �自然面打面。背面にも一部
� � � � � � � � � � �自然面残る。P11から一括出土(母岩1)。
� 36� 69� SI� 227�石鏃� 珪質頁岩� 17� 8� 3� 0.4�
� 36� 70� SI� 227�スクレイパー� 珪質頁岩� 36� 43� 9� 14.8�自然面残る。
� 36� 71� SI� 227�スクレイパー� 珪質頁岩� (41)� 37� 14� 22.5�末端折断(背→腹)。
� � � � � � � � � � �自然面打面残る。
� � � � � � � � � � �左側縁腹面側ガジリあり。
� 37� 73� SI� 227�磨製石斧� 変質流紋岩（グリーンタフ）� 25� 17� 5� 3.8�
� 37� 74� SI� 227�磨石� 輝石安山岩� 80� 61� 36� 258.8�
� 37� 75� SI� 227�磨石� 輝石安山岩� 150� 69� 59� 930.0�
� 37� 76� SI� 430�石鏃� 珪質頁岩� 21� 8 � 3� 0.4�
� 37� 77� SI� 430�スクレイパー� 珪質頁岩� 50� 31� 9� 11.5�自然面打面。
� 37� 78� SK� 415�石匙� 珪質頁岩� 31� (38)� 4� 3.2�両端欠損(腹→背)。
� 37� 79� SI� 219�凹石� 輝石安山岩� 101� 85� 40� 459.5�
� 77� 105� SD� 63�石鏃� 玉髄� (24)� 13� 4� 0.6�先端衝撃剥離で欠損。
� 77� 106� SD� 63�石錐� 珪質頁岩（玉髄質）� 38� 12� 6� 2.1�
� � � � � � � � � � �折れ面にも微細な剥離痕がつく
� � � � � � � � � � �(背→腹)。
� 77� 108� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 54� 42� 12� 19.3�素材打面上面に残る。
� 77� 109� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 55� 41� 12� 23.2�アスファルト付着。
� 77� 110� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩（玉髄質）� 46� 36� 13� 20.3�素材腹面に刃部をつける。
� 77� 111� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 69� 35� 9� 11.7�素材腹面に刃部をつける。
� � � � � � � � � � �素材打面残る。
� � � � � � � � � � �素材腹面に刃部をつける。
� � � � � � � � � � �末端折断(腹→背)。
� � � � � � � � � � �折断面にも微細な剥離痕あり。
� 78� 114� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 68� 49� 19� 59.4�
� 78� 115� SD� 63�磨製石斧� 緑色岩（曹長岩質）� (92)� 46� 23� 162.6�基部折損。
� 78� 116� SD� 63�磨り＋凹＋敲石� 安山岩� 101� 84� 41� 383.8�
� 78� 117� SD� 63�磨り＋凹� 輝石安山岩� 146� 79� 41� 569.9�
� 78� 118� SD� 63�磨石� 輝石安山岩� 90� 67� 56� 495.1�
� 79� 119� SD� 63�磨り＋凹＋敲石� 多孔質輝石安山岩� 132� 110� 49� 857.7�
� 79� 120� SE� 343�凹＋敲石� 輝石安山岩� 140� 85� 56� 925.5�
� 79� 121� SE� 343�半円状扁平打製石器� 安山岩� 91� (132)� 18� 314.0�折断(腹→背)。
� 80� 122� SE� 3011�敲石� 珪質頁岩� 84� 53� 40� 226.6�石核を転用。
� 80� 123� SK� 337�石鏃� 珪質頁岩� (15)� 15� 3� 0.5�先端折損。
� 80� 124� SK� 345�スクレイパー� 珪質頁岩� (48)� 36� 10� 18.0�素材打面残る。折断(腹→背)。
� 80� 125� SK� 436�スクレイパー� 珪質頁岩� 65� 36� 9� 24.5�素材打面上端に残る。
� 80� 126� SK� 469�石鏃� 珪質頁岩� 35� 14� 8� 3.5�石鏃未製品か？
� 80� 127� SK� 3008�石鏃� 珪質頁岩� 27� 14� 3� 0.6�
� 80� 128� SKI� 573�剥片� 珪質頁岩� 30� 52� 8� 10.5�スクレイパーの刃部再生剥片の可能性あり。

� 80� 129� SB� 4048�スクレイパー� 珪質頁岩� 50� 47� 13� 31.0�素材腹面に刃部をつくる。
� 80� 130� SB� 4007�スクレイパー� 珪質頁岩� 54� 32� 8� 17.5�素材腹面に刃部をつくる。
� 80� 131� SKI� 335�石錘� 珪質頁岩� 31� 14� 6� 2.6�
� 80� 132� SB� 4031�石鏃� 珪質頁岩� 40� 22� 6� 3.6�
� 80� 133� SB� 4027�スクレイパー� 珪質頁岩� 71� 42� 7� 26.0�素材腹面に刃部をつくる。
� 80� 134� SB� 4039�敲石� 輝石安山岩� 92� 59� 43� 369.0�末端鼓状につぶれる。
� � � � � � � � � � �腹面側末端よりリタッチあり。
� � � � � � � � � � �背面に自然面残る。
�135� 388� SI� 230�スクレイパー� 珪質頁岩� 42� 46� 12� 13.0�素材剥片折断して刃部調整。
� � � � � � � � � � �大型スクレイパーを折断。
� � � � � � � � � � �分割面にも調整あり。自然面残る。
�135� 390� SK� 16�スクレイパー� 砂質頁岩� 56� 53� 13� 26.1�石錘の可能性あり。
� � � � � � � � � � �つまみにアスファルト付着。
� � � � � � � � � � �上端に素材打面残る。
�135� 392� SK� 16�スクレイパー� 珪質頁岩� 83� 29� 9� 9.5�自然面打面。
�135� 393� SK� 16�石鏃� 珪質頁岩� 27� 13� 2� 1.2�
�135� 394� SK� 16�石匙� 赤玉（鉄石英）� 59� 48� 10� 16.9�
�135� 395� SK� 16�磨製石斧� 曹長岩� (51)� 47� 23� 88.2�刃部のみ。折損後クサビに転用。
�135� 396� SK� 16�磨製石斧� 閃緑岩� (38)� 45� 21� 40.8�刃部のみ。折損(腹→背)。
�135� 397� SK� 16�円盤状石製品� 擬灰岩(流紋岩質）� 60� 53� 15� 45.7� 縁辺敲打により形を整える。
�136� 398� SK� 16�敲石� 輝石安山岩� 70� 121� 46� 538.2�
�136� 399� SK� 21�スクレイパー� 珪質頁岩� 64� 67� 12� 48.8�自然面残る。素材打面折断(腹→背)。
�136� 400� SK� 21�磨り＋凹石� 輝石安山岩� 120� 75� 35� 497.1�
�136� 401� SK� 21�磨り＋凹石� 多孔質輝石安山岩� 101� 77� 48� 451.4�

� 36� 68� SI� 221�剥片� 珪質頁岩� 48� 38� 12� 14.0

� 36� 72� SI� 227�スクレイパー� 珪質頁岩� 78� 28� 8� 20.2

� 77� 107� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 43� 40� 10� 8.5

� 77� 112� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 68� 65� 20� 71.5

� 78� 113� SD� 63�スクレイパー� 珪質頁岩� 73� 52� 24� 77.9

�135� 387� SI� 230�スクレイパー� 珪質頁岩� 66� 60� 14� 44.0

�135� 389� SK� 08�スクレイパー� 珪質頁岩� 60� 52� 16� 28.5

�135� 391� SK� 16�石匙� 珪質頁岩� 96� 25� 15� 21.5

� 36� 66� SI� 221� ＲＦ� 珪質頁岩� 58� 66� 16� 60.2

第19表　遺構内出土石器観察表（2）
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第２節　検出遺構と出土遺物

�挿図� 遺物� 遺構� 遺構� � � 最大長� 最大幅�最大厚� �
�番号� 番号� 種別� 番号� � � （㎜）� （㎜）�（㎜）� �

� 136� 402� SK� 26�凹石� 多孔質安山岩� 82� 73� 50� 365.7�
� 136� 403� SK� 26�石鏃� 珪質頁岩� 25� 12� 4� 1.0� 被熱。
� 136� 404� SK� 26�スクレイパー� 珪質頁岩� 49� 30� 8� 6.6� 素材打面残る。
� 136� 405� SK� 35�磨製石斧� 変質流紋岩（グリーンタフ）� 45� 18� 9� 12.4�
� 136� 406� SK� 37�スクレイパー� 珪質頁岩� 31� 30� 6� 4.5� 自然面残る。
� 137� 407� SK� 202�スクレイパー� 珪質頁岩� 20� 53� 7� 7.0� 素材断面残る。
� 137� 408� SK� 203�石鏃� 珪質頁岩� 26� 17� 4� 2.5�
� � � � � � � � � � � 先端ごくわずかに折損。
� � � � � � � � � � � 基部折損(背→腹)。
� � � � � � � � � � � 刃部残存。折損(背→腹)。
� � � � � � � � � � � 自然面残る。
� 137� 411� SK� 209�スクレイパー� 珪質頁岩� 88� 19� 8� 18.5�
� 137� 412� SK� 213�スクレイパー� 珪質頁岩� 124� 23� 11� 36.0�素材打面上端に残る。
� 137� 413� SK� 213�磨石� 凝灰岩� 77� 52� 18� 95.0�砥石として転用。
� 137� 414� SK� 214�スクレイパー� 珪質頁岩� 62� 26� 7� 9.0� 素材打面上端に残る。
� 137� 415� SK� 214�敲石� 砂質頁岩� 104� 61� 16� 164.0�
� 137� 416� SK� 215�スクレイパー� 珪質頁岩� 44� 46� 8� 13.5�折断(背→腹と腹→背の2回)。
� 137� 417� SK� 215�凹＋敲石� 凝灰岩� 160� 74� 38� 562.0�
� 138� 418� SK� 213�石皿� 砂質擬灰岩� (270)� 240� 540� 3,200.0�折損(腹→背)。
� 139� 419� SK� 213�石剣素材母岩� 砂質頁岩� 350� 140� 21� 2,100.0�磨切→打撃でプレート状に整形。
� 140� 420� SK� 217�石鏃� 玉髄� 23� 14� 3� 1.0�
� 140� 421� SK� 217�石鏃� 珪質頁岩� 30� 11� 3� 1.0�
� 140� 422� SK� 217�石錐� 珪質頁岩� 34� 12� 6� 2.5� 両端摩耗。
� 140� 423� SK� 217�石鏃� 珪質頁岩� 32� 19� 3� 1.5� 左側縁抉る。
� 140� 424� SK� 217�石鏃� 流紋岩� 25� 17� 4� 1.0�
� 140� 425� SK� 217�石鏃� 珪質頁岩� 31� 15� 4� 1.0� 左側縁抉る。
� 140� 426� SK� 231�磨り＋敲石� 安山岩� 98� 89� 52� 686.5�
� 140� 427� SK� 231�磨り＋敲＋凹石� 輝石安山岩� 109� 93� 45� 635.0�
� 140� 428� SK� 231�凹＋敲石� 安山岩� 144� 78� 31� 479.0�
� 141� 429� SK� 233�石皿� 凝灰質砂岩� (26)� (20)� (38)� 24.5�縁辺の残欠。
� 141� 430� SK� 233�凹＋敲石� 安山岩� 102� 62� 35� 265.5�
� � � � � � � � � � � 先端左側→右側へ破損。
� � � � � � � � � � � 衝撃剥離。
� 141� 432� SK� 245�石鏃� 珪質頁岩� 20� 14� 3� 0.5� アスファルト付着。
� 141� 433� SK� 245�石鏃� 玉髄� 20� 12� 3� 0.5� アスファルト付着。
� 141� 434� SK� 245�スクレイパー� 珪質頁岩� 53� 37� 13� 22.5�素材剥片打面側に刃部を設定。
� 141� 435� SK� 247�石皿� 砂質凝灰岩� (104)� (60)� 17� 132.5�一部被熱。
� 141� 436� SK� 247�凹＋磨石� 安山岩� 114� 78� 44� 520.5�
� 141� 437� SK� 249�石鏃� 玉髄� 27� 20� 7� 2.5� アスファルト付着。
� 141� 438� SK� 250�スクレイパー� 珪質頁岩� 57� 28� 8� 12.0�素材打面上端に残る。
� 141� 439� SK� 250�スクレイパー� 珪質頁岩� 52� 54� 11� 30.0�素材打面上端に残る。
� 141� 440� SK� 258�磨り＋凹石� 輝石安山岩� 88� 64� 49� 415.0�
� 142� 441� SK� 260�石棒� 安山岩� 390� 71� 64� 3,200.0�全体に被熱。
� 143� 442� SK� 260�磨石� 多孔質安山岩� 104� 81� 44� 502.5�
� 143� 443� SK� 260�磨石� 多孔質輝石安山岩� 154� 79� 56� 819.5�
� 143� 444� SK� 261�石匙� 珪質頁岩� (27)� (10)� 6� 3.0� 折損(背→腹)。
� � � � � � � � � � � 石鏃失敗品かもしくは石箆の
� � � � � � � � � � � ミニチュア。
� 143� 446� SK� 472�スクレイパー� 珪質頁岩� (60)� (40)� 18� 38.0�背腹両面から刃部を折断再生。
� 143� 447� SN� 30�磨製石斧� 変質流紋岩（グリーンタフ）� 60� 31� 13� 39.8�
� 143� 448� SN� 66�敲石� 安山岩� 166� 92� 37� 811.9�
� 143� 449� SN� 267�石鏃� 珪質頁岩� (29)� 11� 5� 2.0� 先端折損(腹→背)。
� � � � � � � � � � � 基部折損(背→腹)。
� � � � � � � � � � � 調整粗く失敗作か？
� 143� 451� SKP� 281�磨石� 輝石安山岩� 99� 83� 43� 472.5�
� 157� 476� SI� 91�石箆� 珪質頁岩� 70� 25� 13� 22.2�
� 157� 477� SI� 91�石箆� 珪質頁岩� 61� 18� 8� 8.1� 基部側に素材打面を残す。
� � � � � � � � � � � 素材剥片。打面側を折断　
� � � � � � � � � � � (腹→背)。
� 157� 479� SI� 120�磨石� 輝石安山岩� 87� 68� 39� 360.2�
� 157� 480� SI� 120�凹石� 輝石安山岩� 107� 85� 58� 751.5�
� 157� 481� SI� 120�磨石＋凹石� 輝石安山岩� 111� 87� 66� 928.5�
� 158� 482� SK� 61�石鏃� 珪質頁岩� 47� 10� 7� 2.2� ドリルの可能性あり。
� 158� 483� SK� 69�石匙� 珪質頁岩� (29)� 32� 10� 6.8� 基部側残存。折断(背→腹)。
� 158� 484� SK� 69�スクレイパー� 珪質頁岩� 78� 71� 23� 108.8�素材打面残る。
� 158� 485� SK� 71�スクレイパー� 珪質頁岩� 38� 19� 5� 3.1�
� 158� 486� SK� 71�スクレイパー� 珪質頁岩� 62� 85� 16� 58.0�自然面残る。素材打面残る。
� 158� 487� SN� 07�スクレイパー� 珪質頁岩� 54� 52� 13� 28.6�素材打面残る。
� 158� 488� SK� 72�スクレイパー� 珪質頁岩� (45)� (38)� 10� 16.6�被熱によるハジケ著しい。
� 158� 489� SK� 77�石匙� 珪質頁岩� 49� 36� 9� 10.8�右側縁折損。

� 137� 409� SK� 209�石鏃� 珪質頁岩� (23)� 14� 3� 0.5

� 137� 410� SK� 209�スクレイパー� 珪質頁岩� (25)� 29� 9� 9.0

� 141� 431� SK� 234�石鏃� 珪質頁岩� (21)� 13� 4� 1.0

� 143� 450� SKP� 281�石鏃� 珪質頁岩� (29)� 14� 7� 3.5

� 157� 478� SI� 91�スクレイパー� 珪質頁岩� 57� 44� 9� 20.8

器　　種�　　　　　　　石　　質 重量（ｇ） 備　考

� 143� 445� SK� 302�小型両面調整石器�デイザイト� 27� 13� 6� 2.5

第20表　遺構内出土石器観察表（3）
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第４章　調査の記録

�挿図�遺物� 出土� � � 最大長�最大幅�最大厚� 重量�

�番号�番号� 地区� � � （㎜）�(㎜)� (㎜)� （g）
�器　種� 石　質� � � � 備　考�

�168� 609� KT60�石鏃� 珪質頁岩� (14)� 16� 3� 0.4�先端折損(背→腹)。

�168� 610� KS63�石鏃� 珪質頁岩（玉髄質）� (25)� 14� 4� 1.3�先端より長軸方向へ衝撃剥離。アスファルト付着。

�168� 611� KT61�石鏃� 珪質頁岩� 29� 14� 4� 1.5�先端より長軸方向へ衝撃剥離あり。

�168� 612� KS63�石鏃� 珪質頁岩� 22� 9� 4� 0.5�基部にアスファルト付着。

�168� 613� KT60�石鏃� 珪質頁岩� 37� 13� 5� 1.8�

�168� 614� KT60�石箆� 珪質頁岩� 95� 35� 18� 60.7�

�168� 615� KT61�スクレイパー� 珪質頁岩� 82� 59� 28� 125.4�甲高大形スクレイパー、背面に自然面残る。

�168� 616� KT60�石箆� 珪質頁岩� 88� 37� 18� 51.7�

�168� 617� KT60�石箆� 珪質頁岩� 84� 38� 20� 64.5�

�168� 618� KQ61�スクレイパー� 珪質頁岩� 90� 39� 19� 73.9�平面形は石箆に似る。刃部は急角度。

�168� 619� KT60�石箆� 珪質頁岩� (59)� 39� 20� 53.8�刃部残存。折損(背→腹)。

�169� 620� KS60�スクレイパー� 珪質頁岩� 72� 32� 20� 46.9�基部上端に素材剥片の打面残る。

�169� 621� KT63�石箆� 珪質頁岩（玉髄質）� 62.3� 28.1� 13.7� 25.2�

�169� 622� KT59�石箆� 珪質頁岩� (33)� 26� 9� 7.3�基部残存。折損(背→腹)。

�� � � � � � � � �素材剥片打面除去し刃部とする。

�� � � � � � � � �基部側を折り折断面を使用。

�169� 624� KS58�石箆� 珪質頁岩� (40)� 42� 16� 29.6�刃部残存。折損(背→腹)

�169� 625� KT59�石箆� 珪質頁岩� 62� 35� 14� 25.7�自然面残す。

�169� 626� LA62�石槍� 珪質頁岩� 75� 23� 9� 12.9�剥片を素材とする。側面は腹面側へ緩くカーブする。

�169� 627� KR61�石匙� 珪質頁岩� (63)� 31� 9� 13.5�先端わずかに欠損。

�169� 628� KR61�石匙� 珪質頁岩� 71� (41)� 12� 20.4�右側面被熱により破損。つまみ上面自然面。

�169� 629� KT62�石匙� 珪質頁岩� 40� 67� 11� 25.5�つまみ上面は自然面。素材剥片の打面とする。

�169� 630� KS61�石匙� 珪質頁岩� 47� 70� 10� 29.2�つまみにアスファルト付着。

�169� 631� KS61�石匙� 珪質頁岩� 58� 42� 13� 17.9�腹面右側に使用痕による光沢あり。

�� � � � � � � � �素材剥片末端側をつまみとする。

�170� 632� LA61�石匙� 珪質頁岩� 64� 41� 10� 13.4�打面を折断(腹→背)して除去。

�� � � � � � � � �折断面に使用による微細剥離痕あり。

�170� 633� KT61�石匙� 珪質頁岩� 40� 61� 10� 19.4�つまみ２つあり。腹面に使用痕による光沢。

�170� 634� LA64�石匙� 珪質頁岩� 45� 49� 10� 14.6�素材剥片を核に使う。打点目立つ。

�170� 635� LA62�石匙� 珪質頁岩� 71� 46� 13� 35.3�素材剥片末端をつまみ側におく。

�170� 636� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� 102� 38� 19� 43.7�

�170� 637� KS59�スクレイパー� 流紋岩� 171� 90� 32� 480.1�大形剥片の左側縁に粗い刃をつける。一部自然面。

�170� 638� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� 90� 67� 39� 232�甲高大形スクレイパー。

�� � � � � � � � �背面からの直接打撃で折断。

�� � � � � � � � �折断面縁辺に微細剥離痕あり。折断石器。

�171� 640� KT61�スクレイパー� 珪質頁岩� 57� 88� 19� 71.9�刃部はノッチ状で急角度に調整する。

�171� 641� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� 45� 25� 8� 7�素材剥片の打面が残る。

�171� 642� KQ61�スクレイパー� 珪質頁岩� 89� 71� 37� 241�甲高大形スクレイパー。全周に刃部がめぐる。

�171� 643� KT60�スクレイパー� 珪質頁岩� (59)� 32� 11� 8.5�被熱により上端破損。本来は石匙。

�� � � � � � � � �背面中央を加撃して折断折面縁辺に微細な

�� � � � � � � � �剥離痕あり。折断石器。

�171� 645� KS61�石箆� 珪質頁岩� 51� 31� 11� 15.2�上端破損後再調整。

�171� 646� LA61�スクレイパー� 珪質頁岩� (60)� (59)� 15� 42�背面自然面残る。末端折損(背→腹)。

�172� 647� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� 106� 46� 19� 58.1�素材剥片の打面上端に残る。

�172� 648� KS60�スクレイパー� 珪質頁岩� 79� 39� 22� 67.9�

�169� 623� KT60�スクレイパー� 珪質頁岩� （51）� 40� 10� 22.4

�170� 639� KT61�スクレイパー� 珪質頁岩� (50)� (38)� 13� 19.1

�171� 644� KT61�スクレイパー� 珪質頁岩� (41)� 53� 13� 24.5

第21表　北側調査区内捨て場出土石器観察表（1）
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第２節　検出遺構と出土遺物

�挿図�遺物� 出土� � � 最大長�最大幅�最大厚� 重量�

�番号�番号� 地区� � � （㎜）� (㎜)� (㎜)� （g）
�器　種� 石　質� � � � 備　考�

�172� 649� KT61�スクレイパー� 珪質頁岩� 44� 46� 12� 16.5�素材剥片の末端に刃部をつくる。打面残る。

�172� 650� KT62�スクレイパー� 珪質頁岩� 42� 37� 17� 28.7�素材打面残る。自然面打面。

�172� 651� KR61�スクレイパー� 珪質頁岩� (62)� 33� 17� 32.5�末端折損(背→腹)。

�172� 652� LA64�スクレイパー� 珪質頁岩� 41� 48� 11� 28.9�ノッチ折断面を調整し強い抉りの刃部を作る。

�172� 653� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� (28)� 32� 7� 5.7�末端折損(背→腹)。素材打面残る。

�172� 654� KT60�スクレイパー� 珪質頁岩� 47� (23)� 9� 9.3�背腹両面からの両極打撃で折断。

� � � � � � � � � �素材剥片。腹面側に刃部を設ける。

� � � � � � � � � �打面残る。

�173� 656� KR61�石核� 珪質頁岩� 66� 75� 49� 170.1�

�173� 657� KQ61�石核� 珪質頁岩� 51� 58� 41� 146.8�

�174� 658� KR62�コアスクレイパー� 珪質頁岩� 70� 84� 30� 168.6�

�174� 659� KS61�コアスクレイパー� 珪質頁岩� 56� 48� 28� 77�

�174� 660� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� 61� 51� 26� 73.3�円盤状石核を転用。

�174� 661� KR60�スクレイパー� 珪質頁岩� 67� 44� 21� 53.9�両側縁を粗く調整する。

�174� 662� KR61�石鏃� 珪質頁岩� 44� 13� 6� 2.4�

�174� 663� KS59�スクレイパー� 珪質頁岩� (53)� 36� 11� 22�上端欠損。

�174� 664� KS60�石箆� 珪質頁岩（玉髄質）� 45� 25� 12� 13.5�失敗作の可能性あり。

�175� 665� KS61�スクレイパー� 珪質頁岩� 68� 43� 18� 29.3�

� � � � � � � � � �擦り切り石斧。折損(腹→背)。

� � � �� � � � � �刃部つぶれ著しい。折れ面を打撃しており、

� � � � � � � � � �クサビに転用したと考えられる。

�175� 667� KT61�石錘� 変質安山岩（グリーンタフ）� 188� 82� 43� 747�

�175� 668� KT60�石錘� 輝石安山岩� 100� 99� 19� 190.2�

�175� 669� KS62�半円状扁平打製石器� 安山岩� 88� (79)� 12� 120.4�

�175� 670� KS59�半円状扁平打製石器� 安山岩� 75� 220� 21� 407.6�

�176� 671� KS59�半円状扁平打製石器� 安山岩� 77� 185� 23� 361.1�

�176� 672� KS59�半円状扁平打製石器� 輝石安山岩� 99� (136)� 22� 355.9�縁辺２次調整後研磨。

�176� 673� KS59�半円状扁平打製石器� 輝石安山岩� 114� 199� 24� 778.5�

�176� 674� KT61�半円状扁平打製石器� 多孔質安山岩� 171� 152� 25� 295�

�176� 675� KT62�半円状扁平打製石器� 安山岩� 75� (107)� 29� 339.4�折損(背→腹)。

�177� 676� KT59�半円状扁平打製石器� 輝石安山岩� 108� (151)� 18.4� 505.6�

�177� 677� KT61�半円状扁平打製石器� 凝灰質砂岩� 83.7� 200� 22� 534�

�177� 678� KT61�半円状扁平打製石器� 輝緑岩� 67� 173� 29� 490�凹石、あるいは凹石からの転用。

�177� 679� KS59�磨石� 安山岩� 112� 95� 58� 777.9�表裏磨面あり。

�178� 680� KS61�敲石� 珪質頁岩� 82� 49� 43� 194�稜線と両端著しくつぶれ。

�178� 681� KT61�磨石� 輝石安山岩� 90� 86� 59� 650�全面磨面。

�178� 682� KR61�磨石� 輝石安山岩� 98.9� 92� 57� 720�両面に磨面あり。背面側に敲打痕あり。

�179� 683� KT61�磨石� 輝石安山岩� 98� 88� 46� 538.5�下端に敲打痕あり。

�179� 684� KT62�凹石� 砂質凝灰岩� 118� 78� 33� 441.8�

�179� 685� KT60�凹石� 砂質凝灰岩� 133� 37� 38� 460�

�179� 686� KS59�凹石� 安山岩� 87� 80� 35� 241.8�背腹両面中央に凹み面をもつ。

�179� 687� KT60�凹石� 輝石安山岩� 96� 82� 60� 535.4�

�179� 688� KQ61�凹石� 凝灰質砂岩� 101� 89� 46� 457.8�背腹両面に敲打痕目立つ。

�179� 689� KS59�円盤状石製品� 凝灰岩（流紋岩質）� 76� 73� 34� 113.0�風化著しい。

�175� 666� KT61�磨製石斧� 緑色岩� (70)� 51� 32� 193.5

�172� 655� KT61�コアスクレイパー� 珪質頁岩� 68� 80� 28� 138
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第４章　調査の記録

�挿図� 遺物� 出土� � � 最大長�最大幅�最大厚�重量�
�番号� 番号� 地区� � � （㎜）� (㎜)� (㎜)� (g)���器種� 石質� � �� 　　　　備考

�184� 792� LO48�石鏃� 珪質頁岩� (40)� 14� 5� 2.7�茎部が折損(背→腹)。
�184� 793� LQ61�石鏃� 珪質頁岩� (24)� 14� 4� 1.3�基部折損(背→腹)。
�184� 794� LR50�石鏃� 珪質頁岩� 36� 10� 4� 1.5�先端に衝撃剥離。
�184� 795� LR55�石鏃� 珪質頁岩� （22）� 16� 5� 1.2�先端折損(背→腹)。
�184� 796� LR56�石鏃� 珪質頁岩� 26� 8� 3� 0.5�
�184� 797� MB47�石鏃� 珪質頁岩� (40)� 9� 7� 3.0�基部わずかに折損。
�184� 798� MC46�石鏃� 珪質頁岩� (19)� 9� 2� 0.4�先端残存。
�184� 799� MC48�石鏃� 珪質頁岩� 18� 10� 2� 0.4�わずかにアスファルト付着。
�184� 800� MC49�石鏃� 珪質頁岩� 24� 14� 2� 1.0�
�184� 801� MD46� 石鏃� 珪質頁岩� (27)� 10� 3� 1.0�折損(背→腹)。
�184� 802� MD52�石鏃� 珪質頁岩� 26� 13� 4� 1.2�
�184� 803� ME50�石鏃� 珪質頁岩� 25� (1.2)� 3� 0.6�被熱により左側欠損。
�184� 804� MF46�石鏃� 珪質頁岩� (19)� 13� 4� 0.8�先端茎部折損。先端(時→背)。茎(背→腹)。
�184� 805� MF51�石鏃� 珪質頁岩� 20� 14� 3� 0.5�わずかにアスファルト付着。
�184� 806� MF53�石鏃� 珪質頁岩� (20)� 13� 3� 1.0�先端折損(腹→背)。
�184� 807� MG45�石鏃� 珪質頁岩� (21)� 9� 3� 0.5�茎部折損(背→腹)。
�184� 808� MG50�石鏃� 珪質頁岩� 43� 16� 9� 6.4�
�184� 809� MG51�石鏃� 珪質頁岩� (18)� 14� 3� 0.6�先端わずかに折損(腹→背)。
�184� 810� MG50�石鏃� 流紋岩� (32)� (16)� 4� 1.6�先端とカエリわずかに折損(背→腹)。
�184� 811� MG51�石鏃� 変質流紋岩（グリーンタフ）� (30)� 9� 4� 1.0�先端わずかに折損(背→腹)。アスファルト付着。

�184� 812� MH45�石鏃� 珪質頁岩� 40� 12� 3� 1.2�
�184� 813� MH46�石箆� 珪質頁岩� 29� 10� 5� 1.2�背面にコブ状の高まりが残る。
�184� 814� MH49�石鏃� 珪質頁岩（玉髄質）� 21� 9� 2� 1.2�被熱。
�184� 815�表採�石鏃� 瑪瑙� 26� (12)� 2� 0.8�
�184� 816� MI45�石鏃� 珪質頁岩� (24)� 14� 3� 0.5�先端わずかに折損(腹→背)。
�185� 817� LS52�石箆� 珪質頁岩� 81� 23� 15� 24.0�
�185� 818� LS53�石箆� 珪質頁岩� 71� 20� 12� 16.7�
�185� 819� MD49�スクレイパー�珪質頁岩� (50)� 28� 10� 11.0�中央で折損(腹→背)。
�185� 820� MF49�石槍� 珪質頁岩� 56� 21� 8� 10.8�
�185� 821� MG51�石錐� 珪質頁岩� 52� 37� 21� 21.8�
�185� 822� MH49�石錐� 珪質頁岩� (35)� 21� 8� 5.2�先端折損(腹→背)。
�185� 823� MI48�石錐� 珪質頁岩� 41� 13� 10� 4.4�
�185� 824� MJ48�石錐� 珪質頁岩� 43� 45� 14� 18.4�
�185� 825� LN61�石匙� 珪質頁岩� 71� 27� 10� 17.2�
�185� 826� LP44�石匙� 珪質頁岩� 67� 28� 10� 14.6�
�185� 827� LP50�石匙� 珪質頁岩� 60� 27� 10� 12.0�素材剥片末端につまみ作る。
�186� 828� LP50�石匙� 珪質頁岩� 66� 42� 16� 37.0�背面に自然面残存。
� � � � � � � � � �素材剥片。
� � � � � � � � � �腹面側に刃部が設けられる。
�186� 830� ME47�石匙� 珪質頁岩� 67� 19� 7� 10.2�
�186� 831� MD44�石匙� 珪質頁岩� 52� 75� 8� 32.6�素材打面が右側端に残る。
�186� 832� MD53�石匙� 珪質頁岩� 60� 56� 11� 27.6�つまみにアスファルト付着。
�186� 833� MB50�石匙� 珪質頁岩� 51� 51� 9� 16.4�つまみにアスファルト付着。
� � � � � � � � � �背面に自然面残る。腹面側2次調整あり。
� � � � � � � � � �二重パティナとなる。
�186� 835� MF51�石匙� 珪質頁岩� 70� 41� 10� 29�
�187� 836� MH46�石匙� 珪質頁岩� (66)� 29� 8� 15.6�先端折損(腹→背)。
�187� 837� MJ43�石匙� 珪質頁岩� 64� 35� 8� 18.4�つまみ部アスファルト付着。
�187� 838� ML42�石匙� 珪質頁岩� 43� 66� 8� 16.4�
�187� 839� MM45�石匙� 珪質頁岩� 44� 43� 5� 8.4�
�187� 840� ML42�石匙� 珪質頁岩� 41� 51� 8� 15.4�
�187� 841� MN27�石匙� 珪質頁岩� 68� 34� 7� 13.8�
�187� 842� MO28�石匙� 珪質頁岩� 54� 23� 5� 10�
�187� 843� LT47�石箆� 珪質頁岩� 49� 26� 15� 20.2�基部ごくわずかに折損。
�187� 844� LR53�石箆� 珪質頁岩� 111� 38� 20� 77.5�
�188� 845� MB46�スクレイパー�珪質頁岩� 80� 26� 10� 28.0�背面に自然面残る。
�188� 846� MB49�石箆� 珪質頁岩� 66� 22� 13� 20.6�
�188� 847� MC44�石箆� 珪質頁岩� 79� 27� 18� 37.6�
�188� 848� MD47�スクレイパー�珪質頁岩� 82� 34� 14� 44.4�
�188� 849� MD53�石箆� 珪質頁岩� 91� 29� 17� 39.6�
�188� 850� MD54�スクレイパー�珪質頁岩� 70� 38� 28� 60.6�

�186� 829� LJ68�石匙� 珪質頁岩� 47� 51� 8� 18.2

�186� 834� MF24�石匙� 珪質頁岩� 69� 32� 6� 18.4
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第２節　検出遺構と出土遺物

��挿図� 遺物� 出土� � � 最大長� 最大幅� 最大厚�重量�
��番号� 番号� 地区� � � （㎜）� (㎜)� (㎜)� (g)�

�器種� 石質� � � � 備考

� 188� 851� MD55�石箆� 珪質頁岩� 110� 39� 24� 84.6�背面に自然面残る。
� 189� 852� MG50�石箆� 流紋岩� 86� 46� 15� 51.2�
� 189� 853� MH48�石箆� 珪質頁岩� 77� 41� 15� 42.6�
� 189� 854� MH49�石箆� 珪質頁岩� 96� 47� 22� 90.2�
� 189� 855� MP30�石箆� 珪質頁岩� 62� 12� 7� 7.4�異形石器の可能性大。
� 189� 856� LK64� 石箆� 珪質頁岩� 51� 28� 16� 22.0�最後はクサビ形石器として使用。
� 189� 857� LO57�スクレイパー� 珪質頁岩� 68� 58� 17� 50.0�折り取り後再調整。
� 189� 858� LO64�スクレイパー� 珪質頁岩� 65� 51� 25� 54.6�
� 189� 859� LN62�スクレイパー� 珪質頁岩� 56� 33� 6� 7.4�上部折損(背→腹)。ノッチあり。
� 190� 860� LO47�スクレイパー� 珪質頁岩� (27)� 46� 9� 11.4�刃部のみ。折損(腹→背)。
� 190� 861� LQ57�スクレイパー� 珪質頁岩� 72� 43� 19� 56.4�素材打面残る。一部折損。
� 190� 862� LR51�スクレイパー� 珪質頁岩� 100� 59� 21� 99.6�
� 190� 863� LT47�スクレイパー� 珪質頁岩� (40)� 25� 9� 8.8�基部折損(腹→背)。
� 190� 864� MC47�スクレイパー� 珪質頁岩� 4.3� 25� 4� 5.0�
� 190� 865� MC48�スクレイパー� 珪質頁岩� 55� 29� 7� 11.6�
� 190� 866� MC48�スクレイパー� 珪質頁岩� (39)� 34� 8� 13.8�分割折断(背→腹)。
� 190� 867� MC45�スクレイパー� 珪質頁岩� 48� 11� 4� 3.2�素材剥片打面折り取る(背→腹)。
� 190� 868� MC49�スクレイパー� 珪質頁岩� 60� 29� 4� 10.8�
� 190� 869� MC49�スクレイパー� 珪質頁岩� 65� 32� 9� 22.0�背面に自然面残る。
� 190� 870� MC54�スクレイパー� 珪質頁岩� 42� 19� 7� 5.5�
� 190� 871� MC56�スクレイパー� 珪質頁岩� 4.7� 3.2� 8� 11.4�
� 191� 872� ME42�スクレイパー� 珪質頁岩� 85� 26� 20� 43.0�
� 191� 873� ME46�スクレイパー� 珪質頁岩� 111� 52� 16� 114.2�縁辺ガジリが著しい。
� 191� 874� ME48�スクレイパー� 珪質頁岩� 44� 51� 5� 14.2�
� 191� 875� MH48�スクレイパー� 珪質頁岩� 56� 19� 7� 8.2�自然面残る。
� 191� 876� MK41�スクレイパー� 珪質頁岩� 64� (18)� 5� 8.8�左側縁わずかに欠損
� � � � � � � � � �末端ステップフラクチャーとなり
� � � � � � � � � �その上に微細な剥離痕あり。
� 191� 878� MM36�スクレイパー� 珪質頁岩� 55� 27� 10� 15.8�上端に素材剥片打面残す。
� 191� 879� MM37�スクレイパー� 珪質頁岩� 72� 20� 6� 9.0�上端に素材剥片打面残す。
� 191� 880� ML29�スクレイパー� 珪質頁岩� 87� 77� 10� 64.4�自然面残る。
� 192� 881� LJ68�半円状扁平打製石器� 輝石安山岩� 89� (104)� 30� 411.6�折損(腹→背)。
� 192� 882� LL48�磨製石斧� 緑色岩� 89� 42� 26� 139.0�刃部折損後敲石に転用。
� 192� 883� LM49�磨製石斧� 閃緑岩� (50)� 33� 27� 57.5�基部残存。折損(背→腹)。
� 192� 884� LQ54�磨製石斧� 閃緑岩� (64)� 38� 31� 110.7�基部残存。折損(背→腹)。
� 192� 885� LS50�磨製石斧� 変質安山岩（グリーンタフ）� 209� 61� 31� 652.1�左側面敲打痕残る。
� 192� 886� LS59�磨製石斧� ホルンフェルス� (83)� 45� 14� 92.5�基部折損。
� 192� 887� MA41�磨製石斧� 緑色岩� (37)� 45� 20� 32.8�刃部残欠。腹→背へはじける。
� � � � � � � � � �中央部のみ残存。
� � � � � � � � � �両端とも折損(腹→背)
� 193� 889� MD47�磨製石斧� 閃緑岩� (88)� (45)� 23� 128.2�刃部破損後クサビに使用。
� 193� 890� MD48�磨製石斧� ホルンフェンス� (44)� 29� 14� 33.2�基部残存。
� 193� 891� ME45�磨製石斧� （変）輝緑岩� (55)� (36)� 21� 72.2�基部残存。破損後敲石に転用。
� � � � � � � � � �基部折損。刃部のつぶれが著しい。
� � � � � � � � � �クサビとして使用。
� 193� 893� MF49�磨製石斧� 斑れい岩� 51� 28� 12� 27.8�クサビとして使用した可能性高い。
� 193� 894� MG44�磨製石斧� 曹長岩� 74� 39� 15� 80.8�
� 193� 895� MP29�磨製石斧� 変質流紋岩（グリーンタフ）� (49)� 34� 8� 26.8�基部折損後クサビとして使用。
� 193� 896� MP36�磨製石斧� 微斑れい岩� (67)� 42� 23� 133.8�基部折損(背→腹)。
� � � � � � � � � �基部折損。
� � � � � � � � � �刃部も大きく剥離する。
� 193� 898� MB45�石斧未製品� 輝石安山岩� 1540� 54� 33� 357.6�粗く調整し一部敲打を施す。
� 194� 899� LR43�敲石� 珪質頁岩� 40� 34� 30� 54.5�
� 194� 900� MI48�凹石� 安山岩� 72� 69� 32� 200.0�
� 194� 901� LJ54�石剣� ホルンフェルス� （96）� 16� 15� 30.6�5破片が接合。
� 194� 902� MM35�石刀� ホルンフェンス� (114)� 27� 15� 51.8�折損(背→腹)。
� 194� 903� LR45�垂飾� ホルンフェルス� 39� 28� 2.5� 5.5�背面から穿孔。
� 194� 904� MC46�岩版� 安山岩� 96� 75� 1.3� 151.2�
� 194� 905� ME51�石板� 粘板岩� （95）� （75）� 3� 27.6�近代の遺物。
� 194� 896� MA55�小玉� 滑石� 14� 10� 0.5� 0.5�
� 194� 907� MD55�石板� 珪質頁岩� (58)� (37)� 2� 10.6�近代の遺物。

� 191� 877� MF41�スクレイパー� 珪質頁岩� 85� 28� 9� 21.8

� 192� 888� MC50�磨製石斧� ホルンフェルス� （82）� 45� 32� 181.2

� 193� 892� MF46�磨製石斧� 輝石安山岩� (66)� 44� 29� 159.8

� 193� 897� MQ30�磨製石斧� 変質安山岩� (91)� 47� 27� 204.2
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第４章　調査の記録

� 81� 135� SE434� 下駄� 19� 9.1� 6.6

� 81� 136� SE434� 下駄� 21.8� 11.6� 5

� 81� 137� SE434� 漆器片� 5.6� 2.6� 0.5

� 81� 138� SE434� 漆器片� 10� 7.9� 0.2

� 81� 139� SE434� 有孔板� 14� 13� 2.8

� 82� 140� SE434(RW6)� 井戸枠� 82.6� 7� 5.2

� 82� 141� SE434(RW8)� 井戸枠� 73.7� 11.2� 6.5

� 82� 142� SE434� 井戸枠� 86.9� 8.8� 5.8

� 82� 143� SE434(RW7)� 井戸枠� 75� 10.5� 6

� 82� 144� SE434(RW9)� 井戸枠� 73� 6� 4.3

� 82� 145� SE434(RW2)� 井戸枠� 84.5� 15.6� 2.3

� 83� 146� SE452� 箸� 22� 0.4� 0.4

� 83� 147� SE452� 箸� 22.1� 0.5� 0.4

� 83� 148� SE452� 木串� 12.2� 0.6� 0.6

� 83� 149� SE452� 木串� 29.8� 0.7� 0.6

� 83� 150� SE452� 箆状木製品� 10.1� 0.7� 0.6

� 83� 151� SE452� 箆状木製品� 7.9� 0.7� 0.5

� 83� 152� SE434(RW3)� 井戸枠� 69.3� 20.5� 2.1

� 83� 153� SE434(RW4)� 井戸枠� 48.4� 12� 1.7

� 83� 154� SE434(RW1)� 井戸枠� 60.3� 13.3� 1.5

� 84� 155� SE452� 箸？� 20.6� 0.6� 0.5

� 84� 156� SE452� 箸� 19.9� 0.7� 0.5

� 84� 157� SE452� 箸� 21.1� 0.5� 0.4

� 84� 158� SE452� 箸� 15.1� 0.6� 0.4

� 84� 159� SE452� 箸� 17.1� 0.6� 0.4

� 84� 160� SE452� 箸� 11.7� 0.6� 0.5

� 84� 161� SE452� 箸� 10.5� 0.5� 0.4

� 84� 162� SE452� 箸� 10.4� 0.6� 0.4

� 84� 163� SE452� 箸� 9.5� 0.4� 0.4

� 84� 164� SE452� 箸� 10.1� 0.6� 0.4

� 84� 165� SE452� 箸� 10.7� 0.6� 0.4

� 84� 166� SE452� 箆状木製品� 18.9� 1� 0.8

� 84� 167� SE452� 木串� 14.3� 0.6� 0.4

� 84� 168� SE452(RW19)� 井戸枠� 36� 8.4� 1.2

� 85� 169� SE452(RW18)� 井戸枠� 25.3� 17.5� 0.6

� 85� 170� SE452(RW5)� 井戸枠� 26.5� 10.5� 2

� 85� 171� SE452(RW15)�井戸枠(転用材)� 53� 5� 4.2

� 86� 172� SE452(RW10)�井戸枠(転用材)� 53.7� 11.8� 3.6

� 86� 173� SE452(RW12)�井戸枠(転用材)� 57.2� 4.1� 3.3

� 86� 174� SE452(RW14)� 井戸枠� 36.6� 7.6� 2.3

� 87� 175� SE452(RW7)�井戸枠(転用材)� 42.2� 15.8� 4

� 88� 176� SE452(RW6)�井戸枠(転用材)� 61.1� 5.7� 3.9

� 88� 177� SE452(RW13)� 井戸枠� 73.8� 5.6� 4.9

� 89� 178� SE452(RW2)� 井戸枠� 131.8� 9.9� 5.9

� 89� 179� SE452(RW3)� 井戸枠� 121� 8.1� 5.6

� 89� 180� SE452(RW9)� 井戸枠� 128� 9.9� 5.5

� 89� 181� SE452(RW8)� 井戸枠� 102.2� 7.7� 4.6

� 90� 182� SE452(RW)� 井戸枠� 58.6� 11.6� 4.4

� 90� 183� SE452(RW4)� 井戸枠� 86.5� 5.9� 3.2

� 90� 184� SE452(RW4)� 井戸枠� 84.9� 5� 1.7

� 90� 185� SE452(RW11)� 井戸枠� 89� 6.3� 3.8

� 91� 186� SE506� 砧� 32.2� 3.4�

� 91� 187� SE506(RW9)� 井戸枠� 77� 19.5� 1.7

� 91� 188� SE506(RW15)� 井戸枠� 91.4� 8.5� 1.5

� 92� 189� SE595� 箸� 8.9� 0.8� 0.4

� 92� 190� SE595� 箸� 8.5� 0.6� 0.4

� 92� 191� SE595� 箸� 7.3� 0.6� 0.5

� 92� 192� SE595� 箸� 8� 0.5� 0.3

� 92� 193� SE595� 箸� 7.6� 0.4� 0.2

� 92� 194� SE595� 箸� 6.6� 0.4� 0.3

� 92� 195� SE595� 井戸枠� 29� 9.8� 1.4

� 92� 196� SE595� 井戸枠� 42.8� 9.6� 2.1

� 93� 197� SE595� 柄� 41.8� 3.2� 1.8

�挿図�遺物� 出土遺構� � 法量(㎝)

�番号�番号�（出土地区）� 縦(長さ)� 横(幅)� 高(厚さ)
種　別

� 93� 198� SE595� 井戸枠� 21.4� 9.5� 2.9

� 93� 199� SE595� 井戸枠� 32.7� 8.6� 0.9

� 93� 200� SE595� 井戸枠� 45� 8.4� 1.2

� 93� 201� SE595� 井戸枠� 41.6� 7.5� 0.8

� 94� 202� SE595� 棒状木製品� 25.7� 1.7� 1.7

� 94� 203� SE595� 曲げ物側板� 12� 6� 0.3

� 94� 204� SE595� 木札� 12.7� 5.6� 0.3

� 94� 205� SE595� 木札� 22.8� 5.1� 1.1

� 94� 206� SE595� 木札� 23.2� 7� 0.9

� 94� 207� SE595� 井戸枠� 23.4� 4.3� 0.9

� 94� 208� SE595� 井戸枠� 28.8� 4.6� 1.8

� 94� 209� SE595� 井戸枠� 21.4� 7.8� 1.6

� 95� 210� SE595(RW1)�曲げ物底板� 6.8� 3.4� 0.6

� 95� 211� SE595(RW2)�木製品(抉入)� 5.7� 4.6� 2.6

� 95� 212� SE595(RW3)� 井戸枠� 23.3� 4.5� 3.3

� 95� 213� SE595(RW4)�井戸枠(転用材)� 59.8� 5.7� 3.8

� 95� 214�SE595(RW3-2)� 井戸枠(転用材)� 49.3� 6.3� 3.1

� 96� 215� SE595(RW2)� 井戸枠� 78.8� 5.1� 3.5

� 96� 216�SE595(RW3-1)� 井戸枠(転用材)� 48.6� 9.5� 7.1

� 96� 217� SE3011� 井戸枠� 22.0� 5.5� 1.8

� 97� 218� SE3011� 箸� 12� 0.5� 0.4

� 97� 219� SE3011� 箸� 23.5� 0.4� 0.4

� 97� 220� SE3011� 木串� 24.4� 1� 0.7

� 97� 221� SE3011� 木串� 19.2� 0.5� 0.4

� 97� 222� SE3011� 木串� 19.3� 0.5� 0.3

� 97� 223� SE3011� 木串� 19.7� 0.6� 0.5

� 97� 224� SE3011� 木串� 16.4� 0.5� 0.4

� 97� 225� SE3011� 箆状木製品� 30.7� 1� 0.3

� 97� 226� SE3011� 箆状木製品� 25� 11� 0.2

� 97� 227� SE3011� 箆状木製品� 22.1� 0.7� 0.4

� 97� 228� SE3011� 箆状木製品� 14.4� 0.9� 0.6

� 97� 229� SE3011� 棒状木製品� 32.9� 2.5� 1.5

� 97� 230� SE3011� 箆状木製品� 39.1� 1.5� 0.8

� 98� 231� SE3011(RW)� 井戸枠� 50.5� 16.3� 1.9

� 98� 232�SE3011(RW13)� 井戸枠� 48.5� 13� 1.4

� 99� 233�SE3011(RW29)� 箸� 21.3� 0.6� 0.5

� 99� 234�SE3011(RW27)� 箸� 6.3� 0.6� 0.5

� 99� 235�SE3011(RW27)� 箸� 6.2� 0.5� 0.4

� 99� 236�SE3011(RW27)� 箸� 8.5� 0.6� 0.5

� 99� 237�SE3011(RW33)� 箸� 9.5� 0.5� 0.4

� 99� 238�SE3011(RW44)� 箸� 19.6� 0.5� 0.3

� 99� 239�SE3011(RW39)� 井戸枠(転用材)� 30.4� 13� 3.9

� 99� 240�SE3011(RW21)� 井戸枠(転用材)� 21.5� 11.4� 4

� 100� 241�SE3011(RW340)� 井戸枠(転用材)� 36.5� 15.2� 4.5

� 101� 242� SE3011� 箸� 10� 0.6� 0.5

� 101� 243� SE3011� 箸� 18.5� 0.5� 0.5

� 101� 244� SE3011� 箸� 13.9� 0.6� 0.4

� 101� 245� SE3011� 箸� 15.1� 0.6� 0.5

� 101� 246� SE3011� 箸� 15.4� 0.7� 0.6

� 101� 247� SE3011� 箸� 15.3� 0.6� 0.5

� 101� 248� SE3011� 箸� 17.2� 0.5� 0.5

� 101� 249� SE3011� 箸� 16� 0.6� 0.6

� 101� 250� SE3011� 木串� 22.6� 0.8� 0.6

� 101� 251� SE3011� 木串� 10.4� 1� 0.4

� 101� 252� SE3011� 木串� 19.7� 0.3� 0.3

� 101� 253� SE3011�井戸枠(転用材)� 10.3� 8.5� 2.9

� 102� 254�SE3011(RW43)� 井戸枠� 76.3� 9.6� 4.6

� 102� 255�SE3011(RW42)� 井戸枠� 77.9� 11.4� 5.7

� 102� 256�SE3011(RW38)� 井戸枠� 92.8� 5.5� 3.8

� 103� 257�SB4026 P8� 柱材� 18.9� 14.1� 13.5

� 103� 258� SB4009 P8� 人形� 14.4� 2.6� 2.5

� 103� 259� SE595� 井戸枠� 75.7� 7.6� 5.9

�挿図�遺物� 出土遺構� � 法量(㎝)

�番号�番号�（出土地区）� 縦(長さ)� 横(幅)� 高(厚さ)
種　別

第25表　井戸跡等出土木製品一覧表
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　　第１節　土坑等採取炭化物の年代測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形　秀樹（パレオ・ラボ）

　１　はじめに

　森吉家前ノ前A遺跡の土坑等より検出された炭化物の加速器質量分析法（AMS法）による放射性

炭素年代測定を実施した。

　２　試料と方法

　試料はＳＫ16より採取した炭化物１点、ＳＫ60より採取した炭化物１点、ＳＫ69より採取した炭化

物１点、ＳＫ209より採取した炭化物１点、ＳＫ231より採取した炭化物１点、ＳＫ249より採取した

炭化物１点、ＳＫ260より採取した炭化物１点、ＳＫ283より採取した炭化物１点、ＳＮ423より採取

した炭化物１点、ＳＩ517より採取した炭化物１点の併せて10点である。

　これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（AMS）にて測定した。測定した
14

C濃度について同位体分別効果の補正を行

った後、補正した
14

C濃度を用いて
14

C年代を算出した。

　３　結果

　表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－25.0‰）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した
14

C年代、
14

C年代を暦年代に較正した年代を示す。

　
14

C年代測定値（yrBP）の算出は、
14

Cの半減期としてLibbyの半減期5,568年を使用した。また付記

した
14

C年代誤差（±１б）は、計数値の標準偏差бに基づいて算出し、標準偏差（One sigma）に

相当する年代である。これは、試料の
14

C年代が、その
14

C年代誤差範囲内に入る確率が68％であるこ

とを意味する。なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

　　　

暦年代較正

　暦年代較正とは、大気中の
14

C濃度が一定で半減期が5,568年として算出された
14

C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の
14

C濃度の変動、および半減期の違い（
14

Cの半減期

5,730±40年）を較正し、より正確な年代を求めるために、
14

C年代を暦年代に変換することである。

具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代と
14

C年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて
14

C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲

線を作成し、これを用いて
14

C年代を暦年代に較正した年代を算出する。

　
14

C年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB 4.3（CALIB 3.0のバージョンアップ版）を使用し

た。なお、暦年代較正値は
14

C年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１б暦年代範囲はプロ

グラム中の確率法を使用して算出された
14

C年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率

の値はその１б暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10％未満についてはその表示を省略した。

１б暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。
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　４　考察

　各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行った。暦年代較正した１б暦年代のうち、

その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲として示

された。ただし、各試料は炭化材の小破片で、年輪のどの部分かは不明である。最外年輪部分が木材

の伐採された年代を示すことから、得られた各試料の年代値は、伐採された年代より若干古い可能性

がある。

引用文献

中村俊夫（2000）放射性年代測定法の基礎.日本先史時代の14C年代、p.3-20.

Stuiver ,M.and Reimer ,P .J（1993）Extended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age Cal ibrat ion Program,

Radiocarbon,35,p .215-230.

Stuiver,M. ,Reimer,P.J . ,Bard,E. ,Beck,J .W. ,Burr ,G.S. ,Hughen,K.A. ,Kromer,B. ,McCormac,F.G. ,v .d .

Plicht ,J . ,and Spurk.M.（1998）INTCAL98 Radiocarbon Age Calibratoin, 24,000-0 cal BP,Radiocarbon,40,p .1041-1083.

測定番号

（測定法）
試料データ

PLD-3034

(AMS)
-23.1

（yrBP±1σ）

3,690±40

暦年代較正値 1σ暦年代範囲

cal BC 2,120
cal BC 2,095
cal BC 2,085
cal BC 2,040

cal BC 2,140-2,030(94.4%)

PLD-3035

(AMS)

PLD-3036

(AMS)

PLD-3037

(AMS)

PLD-3038

(AMS)

PLD-3039

(AMS)

PLD-3040

(AMS)

PLD-3041

(AMS)

PLD-3042

(AMS)

PLD-3043

(AMS)

-22.6

-24.1

-23.9

-26.5

-24.1

-25.7

-24.5

-24.2

-24.6

4,280±45

3,960±40

3,815±40

2,320±40

3,590±40

3,690±45

3,625±40

760±35

4,270±45

cal BC 2,890

cal BC 2,470

cal BC 2,280
cal BC 2,250
cal BC 2,230
cal BC 2,220
cal BC 2,205

cal BC 395

cal BC 1,940
cal BC 1,925

cal BC 2,120
cal BC 2,100
cal BC 2,040

cal BC 2,100
cal BC 2,000
cal BC 1,975

cal AD 1,275

cal BC 2,890

cal BC 2,920-2,875(95.9%)

cal BC 2,565-2,520(33.7%)
cal BC 2,495-2,455(44.1%)
cal BC 2,420-2,405(11.5%)

cal BC 2,305-2,195(88.8%)
cal BC 2,165-2,145(10.3%)

cal BC 405-365(92.7%)

cal BC 2,010-2,000(10.2%)
cal BC 1,980-1,885(89.8%)

cal BC 2,140-2,025(92.2%)

cal BC 2,035-1,920(99.4%)

cal BC 2,920-2,870(87.8%)
cal BC 2,800-2,785(11.1%)

cal AD 1,245-1,285(98.4%)

（ ‰ ）

  炭化物
LP44・45地区
   SK16
   No.1

 炭化物
LN52地区
  SK60
  No.2

   炭化物
LL52・53地区
    SK69
    No.3

      炭化物
LP43・44,LQ43・44地区
       SK209
       No.4

 炭化物
LT44地区
  SK231
  No.5

  炭化物
LS・LT44地区
  SK249
  No.6

 炭化物
LT45地区
 SK260
 No.7

 炭化物
MB44地区
 SK283
 No.8

 炭化物
ML38地区
 SN423
 No.9

 炭化物
MC45地区
 SI517
 No.10

14C年代
14C年代を暦年代に較正した年代δ13C

第26表　放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果
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　　第２節　ＳＤ63溝跡出土炭化材の樹種同定・年代測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 古環境研究所

　１　はじめに

　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベル

の同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

　２　試料

　試料は、森吉家ノ前Ａ遺跡のＳＤ63溝跡より出土した炭化材６点である。

　３　樹種同定の方法

　試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡

によって75～750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

　４　樹種同定結果

　結果を表１に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

スギ  Cryptomeria japonica D.Don　スギ科　　　　 　　　　                    　　第195図　１･２･３

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、１分野に１～３個存在するが、２個存在す

るものがほとんどである。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

　以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ40m、径２mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

　５　樹種同定所見

　同定の結果、森吉家ノ前Ａ遺跡のＳＤ63出土の炭化材６点はいずれもスギであった。スギは温帯に

広く分布するが、特に積雪地帯に純林を形成する。大木になり、建築材等に用いられる。

� 試料番号� 出土位置・状況等� � 樹種名（和名／学名）� �

� 1� Ａ区　炭化物の多量に混入する層より検出� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

� 2� Ａ区　周囲から焼土及び被熱痕のある礫を検出� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

� 3� Ａ区　周囲一帯焼けた痕跡あり� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

� 4� Ａ区　周囲一帯焼けた痕跡あり　板材か？� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

� 5� Ａ区　周囲一帯焼けた痕跡あり　板材か？� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

� 6� Ｃ区　底部付近から壁際にかけて検出� � スギ� Cryptomeria japonica D.Don�

第27表　森吉家ノ前Ａ遺跡における樹種同定結果
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　６　年代測定

（１）
14

C年代測定値  

　試料の
14

C/
12

C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前かを計算した値。
14

Cの半減期は、国際

慣例に従って5,568年を用いた。

（２）δ
13

C測定値  

　試料の測定
14

C/
12

C比を補正するための炭素安定同位体比（
13

C/
12

C）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

（３）補正
14

C年代値  

　δ
13

C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
14

C/
12

Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

（４）暦年代  

　過去の宇宙線強度の変動による大気中
14

C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西暦）。

補正には、年代既知の樹木年輪の
14

Cの詳細な測定値、およびサンゴのU-Th年代と
14

C年代の比較によ

り作成された較正曲線を使用した。最新のデータベース（"INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" 

Stuiver et al, 1998,Radiocarbon 40(3)）により、約19,000年BPまでの換算が可能となっている。ただ

し、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

　暦年代の交点とは、補正
14

C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。1σ（68％確

率）・２σ（95％確率）は、補正
14

C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。した

がって、複数の交点が表記される場合や、複数の1σ・２σ値が表記される場合もある。

　参考文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.49-100．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，296p

 １．試料と方法

�  №　　　　出土位置　  　  　  種類    　 　　 　 　前処理・調整         　 　　　 　 　 測定法

�　１　　　　　Ａ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法

�　２　　　　　Ａ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法

�　３　　　　　Ａ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法  

�　４　　　　　Ａ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法  

�　５　　　　　Ａ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法  

�　６　　　　　Ｃ区　　　　　　炭化物　　　酸-アルカリ-酸洗浄，石墨調整　　　　　　 ＡＭＳ法  

� �
14

C年代� δ
13

C� 補正
14

C年� 　暦年代（西暦）� 測定
� � （年BP）� （‰）� （年BP）� 　（Beta-）

�１� 　880±40　� -24.3� 890±40� 交点：AD 1170� 173173
�  � � � � １σ：AD 1050 ～ 1100
�  � � � � 　　：AD 1140 ～ 1200
�  � � � � ２σ：AD 1030 ～ 1240

�２� 430±40� -24.1� 440±40� 交点：AD 1440� 173174
�  � � � � １σ：AD 1430 ～ 1460
�  � � � � ２σ：AD 1420 ～ 1500
�
�３� 850±40� -24.3� 860±40� 交点：AD 1190� 173175
�  � � � � １σ：AD 1160 ～ 1230
�  � � � � ２σ：AD 1040 ～ 1260
�
�４� 460±40� -22.2� 510±40� 交点：AD 1420� 173176
�  � � � � １σ：AD 1410 ～ 1430
�  � � � � ２σ：AD 1400 ～ 1450
�
�５� 460±40� -23.1� 490±40� 交点：AD 1430� 173177
�  � � � � １σ：AD 1420 ～ 1440
�  � � � � ２σ：AD 1400 ～ 1460
�
�６� 780±40� -25.4� 770±40� 交点：AD 1270� 173178
�  � � � � １σ：AD 1240 ～ 1280
�  � � � � ２σ：AD 1200 ～ 1290

２. 測定結果

第28表　森吉家ノ前Ａ遺跡出土試料の放射性炭素年代測定結果
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第２節　SD63遺構出土炭化材の樹種同定・年代測定

第195図　森吉家ノ前Ａ遺跡の炭化材１

横断面 ：0.4㎜

１．資料番号２　スギ

放射断面 ：0.1㎜ 接線断面 ：0.2㎜

横断面 ：0.2㎜

２．資料番号３　スギ

放射断面 ：0.1㎜ 接線断面 ：0.2㎜

横断面 ：0.2㎜

３．資料番号６　スギ

放射断面 ：0.2㎜ 接線断面 ：0.2㎜
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　　第３節　竪穴住居跡等採取炭化物の樹種同定・年代測定および骨片分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

　はじめに

　森吉家ノ前Ａ遺跡（秋田県北秋田市森吉字森吉家ノ前に所在）は、森吉山北麓を西に流れる小又川

右岸の段丘上に位置し、北東側が高く、南西側に向かい低くなる。今回の発掘調査区では、縄文時代

中期の竪穴住居跡群、縄文時代後期の土坑墓跡群、中世の掘立柱建物跡群、竪穴状遺構、井戸跡、柱

穴などが検出されている。

　今回、縄文時代中期末、同後期、中世とみられる竪穴住居跡等から検出された炭化物の年代測定を

行い、遺構の年代観に関する情報を得る。また、この炭化物については、その種類も明らかにし、周

辺植生や植物利用について検討を行う。さらに、中世に所属する遺構から検出された焼骨の種類や部

位等について明らかにし、出土焼骨の由来を検討する。

１　年代測定と炭化物同定

（1）試料

　試料は、ＳＩ227,430、ＳＫＩ333,573、ＳＥ343、ＳＫ77,209,214,303,331、ＳＩ120（炉２）、ＳＫ

Ｐ284から検出された炭化材11点と炭化種子１点、合計12点（試料番号1-12）である。これらの炭化

材および炭化種子は、縄文時代中期末、縄文時代後期、中世に所属する可能性があるとされている。

なお、試料の詳細については、結果とともに表に示す。

（2）分析方法

①放射性炭素年代測定

　測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期は

LIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年代（BP）であり、誤差は

標準偏差（One Sigma）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION 

PROGRAM CALIB REV4.4（Copyright 1986-2002 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、いずれの試料も北半球の大気

圏における暦年較正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

②炭化物同定

　炭化材は試料を乾燥後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作

製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

また、炭化種子は双眼実体顕微鏡で試料の外観形状、表面模様等を観察し、特徴から種類を同定する。

（3）結果

①放射性炭素年代測定

　結果を第29表に、また暦年較正結果を第30表に示す。試料の補正年代は、試料番号１,２が約3,900-

4,000年前、試料番号３,５が約900年前、試料番号４が約600年前、試料番号６,７が約3,500年前、試料

番号８が約850年前、試料番号9が約2,500年前、試料番号10が約4,700年前、試料番号11が約300年前、

試料番号12が約500年前である。

②炭化物同定

　樹種同定および種実遺体同定結果を年代測定結果とともに第29表に示す。炭化材は、針葉樹１種類
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（スギ）と広葉樹5種類（ブナ属、コナラ属コナラ亜属コナラ節、クリ、カツラ、トチノキ）に同定

された。また、種実遺体はトチノキに同定された。各種類の木材組織の解剖学的特徴や種実遺体の形

態的特徴等を以下に記す。

・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　　スギ科スギ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材

部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、

柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、1分野に2-4個。放射組織は単列、1-15細胞高。

・ブナ属（Fagus）　　ブナ科

　散孔材で、管孔は単独または放射方向に2-3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管

の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組

織は同性～異性Ⅲ型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus）　　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1-20細胞高のものと複合放

射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　　ブナ科クリ属

　試料はいずれも年輪界付近で割れている。環孔材で、孔圏部は1-4列、孔圏外で急激～やや緩やか

に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、単列、1-15細胞高。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.）　　カツラ科

　散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。

道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性、1-2細胞幅、1-30細胞高。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume）　　トチノキ科トチノキ属

＜炭化材＞

　散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2-3個が複合して散在し、年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は同性、単列、1-15細胞高で階層状に配列する。

＜種実遺体＞

　種子の破片と胚が検出された。全個体とも炭化しており黒色を呈す。完形ならば偏球形で、径20-

30㎜程度。種皮は薄く硬く、不規則に割れる。種子表面は、ほぼ赤道面を一周する特徴的なカーブを

境に、流理状または指紋状の微細な模様があり光沢がある上部と、ざらつき光沢のない下部に別れる。

炭化した胚は木質。

（4）考察

①遺構の構築年代

　今回年代測定を行った結果、縄文時代中期末とされる遺構（ＳＩ227,430）、縄文時代後期とされ

る遺構（ＳＫ209,214）から採取された炭化材では、それぞれ発掘調査所見と調和的な結果が得られ

ている。また、縄文時代の炉の可能性があるとされたＳＩ120炉２の炭化材では、約4,700年前の年代
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値が得られている。よって同遺構は、縄文時代前期末頃に相当すると考えられる。

　一方、中世とされる遺構の内、ＳＫＩ333、ＳＥ343、ＳＫＰ284が約800-900年前、ＳＫＩ573が約

600年前、ＳＫ331が約500年前の年代値が得られている。したがって、これらの遺構の構築年代はそ

れぞれ異なっており、少なくとも３時期にわたっていたと考えられる。また、ＳＫ77では、約300年

前の年代値が得られており、中世末から近世初頭に相当する可能性がある。さらに、ＳＫ303も中世

に所属するとされているが、柱穴から検出された炭化物では、約2,500年前の縄文時代後期に相当す

る年代値が得られた。これは、何らかの要因により、古い炭化材が柱穴内部に混入したことが想定さ

れるが、この点については試料の出土状況等も考慮して検討したい。

②周辺植生と植物利用

　縄文時代中期末の炭化材は、いずれも住居跡から出土したが、出土状況の詳細は不明である。炭化

材は、２点ともクリであった。クリは強度や耐朽性に優れた材質を有しており、秋田県内では住居構

築材等に利用例がある（未公表資料）。また、青森県近野遺跡や岩手県御所野遺跡等でも、竪穴住居

跡から出土した炭化材の樹種同定が行われているが、その結果ではクリが多用される傾向にある（嶋

倉,1979；パリノ・サーヴェイ株式会社,1993）。こうしたことから、クリは縄文時代の主要な構築材

であったことが推定され、本遺跡でも利用されていたことが推定される。なお、縄文時代におけるク

リ材利用の背景には、クリ栽培との関連が指摘されることがある。しかし、クリは本地域でも落葉広

葉樹林中に普通に見られる樹種であり、縄文時代のクリ栽培の問題については今後の検討課題である。

　縄文時代後期の炭化材は、土坑の底部から出土しており、燃料材の一部の可能性があるが、出土状

況の詳細は不明である。炭化材の樹種は、コナラ節とクリであった。コナラ節もクリと同様に本地域

の落葉広葉樹林中に普通に見られる樹種である。これらの炭化材が燃料材とすれば、手近で入手可能

な木材を利用したことが推定される。縄文時代前期末頃の年代値が得られた炭化材は、性格不明の遺

構から出土している。その樹種はクリであった。クリ材の利用は、中期および後期の遺構出土材の樹

種同定結果とも類似する。おそらく、本地域では縄文時代前期末頃、既にクリ材の利用が行われてい

た可能性がある。ただし、用途等の詳細が不明であるため、その評価については今後の課題である。

　中世の炭化材は、井戸、柱穴、竪穴状遺構等から出土している。このうち、ＳＥ343の炭化材は、

井戸枠片の可能性が考えられている。また、ＳＫＰ284とＳＫ303からはヒトの焼骨片が出土しており、

火葬時の燃料材の一部である可能性がある。ＳＥ343の炭化材はスギであった。スギは、木理が通直

で割裂性が高く、楔の利用などで比較的容易に加工することが可能で、耐水性も比較的高い。中世の

井戸材の調査例は少ないが、スギは古代や近世の井戸材にもしばしば確認される樹種であり（島地・

伊東,1988）、本試料が井戸枠材としても何ら矛盾はない。一方、ヒトの焼骨片と共に出土した炭化材

は、ＳＫＰ284がスギ、ＳＫ303がクリであった。ただし、ＳＫ303で出土したクリは、縄文時代後期

頃の年代値が得られており、異なる時期のものが混入していると考えられるため、発掘調査所見も含

めてさらに検討を行いたい。なお、火葬時の燃料材については、統計的に扱った資料がほとんどない

ため、現時点では傾向等の詳細は不明である。

　中世の遺構から出土した種実遺体は、全てトチノキであった。トチノキは、食用可能な堅果類とし

て知られている。今回の試料では破損しているものもあるが、完形に近い状態のものも多く見られる。

そのため、今回のトチノキの種子は、食用前の状態で火を受けて炭化したことが推定される。保存中
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に火を受けた可能性もあるが、詳細は不明であり、今後出土状況も含めた検討が必要である。

　２　出土骨片の同定

（1）試料

　試料は、中世に所属するとされるＳＫ283、ＳＫＰ284、ＳＫ290、ＳＫ303、ＳＫＰ306、ＳＫＰ296、

ＳＫＰ300、ＳＫＰ281、ＳＫＰ282の柱穴様ピットから検出された焼骨９点（試料番号1-9）である。

ＳＫ290から採取された試料は、焼骨1点が含まれている程度である。それ以外の試料は、複数点の

焼骨が認められる。

（2）分析方法

　試料に付着した土壌を除去するため、水洗し、自然乾燥させる。また、一部の試料については、一

般工作用接着剤を用いて接合する。試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、種類お

よび部位の特定を行う。なお、同定および解析には、金子浩昌先生に協力をお願いしたので、以下に

署名原稿として結果を掲載する。

（3）結果および考察

森吉家ノ前Ａ遺跡の出土骨（金子浩昌）

　結果を表３に示す。以下、試料ごとに結果を示す。

・SK283（試料番号１）

頭骨、椎骨、肋骨、四肢骨などの破片が検出される。

・SKP284（試料番号２）

頭骨、腰椎、椎体、椎骨横突起、肋骨、左上腕骨遠位端部、四肢骨、中節／基節骨、指骨などの破片

が検出される。左上腕骨は、成人男性の特徴をみる。

・SK290（試料番号３）

部位不明の焼骨片１点である。

・SK303（試料番号４）

腰椎、肋骨／四肢骨の破片が検出される。

・SKP306（試料番号５）

頭骨、四肢骨、肋骨／四肢骨、指骨?などの破片が検出される。

・SKP296（試料番号６）

頭骨、寛骨、四肢骨、肋骨／四肢骨、基節／中節骨、指骨などの破片が検出される。

・SKP300（試料番号７）

頭骨、肋骨、四肢骨などの破片が検出される。頭骨は、蝶形骨片？、および前頭骨から側頭骨にかけ

ての破片である。前頭骨から側頭骨にかけては、一部接合する。既に癒合した縫合線が認められるこ

とから、30歳代後半以降の年齢が推定される。

・SKP281（試料番号８）

頭骨、椎骨、四肢骨、肋骨／四肢骨などの破片が検出される。

・SKP282（試料番号９）

頭骨、右下顎枝関節突起、椎骨、肋骨、大腿骨遠位端、腓骨、四肢骨などの破片が検出される。

　検出された焼骨は、ＳＫ290の焼骨片を除くと、火葬された人骨片である。遺骸の保存状態は、そ
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� � � � � � � � � �

� � � � � � � 補正年代� δ13Ｃ� 測定年代� �

�番号�遺構� 層位等� 所見� 質� 種類� BP� （‰）� BP� Code.No.� 備考

�1� SI227� RC8� 縄文時代中期末� 炭化材� クリ� 3,870±40� -23.18±0.75� 3,840±40� IAAA-31454�

� 2� SI430� � 縄文時代中期末?� 炭化材� クリ� 4,020±40� -22.70±0.73� 3,980±40� IAAA-31455�

� 3� SKI333�床面直上�中世?� �炭化材� カツラ�   870±30� -23.15±0.71�   850±30� IAAA-31456�

� 4� SKI573�床面直上�中世?� 炭化種子� トチノキ�   620±30� -21.42±0.84�   560±30� IAAA-31457�

� 5� SE343�底部� 中世?　枠材?� � 炭化材� スギ�   890±40� -23.87±0.86�   870±30� IAAA-31458�

� 6� SK209�床面直上�縄文時代後期� �炭化材�コナラ属コナラ亜属コナラ節� 3,470±40� -22.10±0.80� 3,420±30� IAAA-31459�

� 7� SK214�床面直上�縄文時代後期� �炭化材� クリ� 3,560±40� -23.63±0.87� 3,540±30� IAAA-31460�

� 8� SKP284�� 中世　柱穴� �炭化材� スギ�   840±30� -21.08±0.85�   770±30� IAAA-31461�焼骨片出土

� 9� SK303� � 縄文・中世　柱穴��炭化材� クリ� 2,510±40� -24.62±0.76� 2,510±30� IAAA-31462�焼骨片・銭貨出土

� 10� SI120� � 縄文?　炉?� �炭化材� クリ� 4,680±40� -23.69±0.80� 4,650±40� IAAA-31463�

� 11� SK77� � 中世?� �炭化材� トチノキ�   300±30� -20.53±0.91�   220±30� IAAA-31464�

� 12� SK331� � 中世?� �炭化材� ブナ属�   490±30� -23.49±0.90�   460±30� IAAA-31465�

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5,568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

第29表　放射性炭素年代測定および炭化物同定結果

� 1� 3,865 ± 37� cal BC 2,455� -�cal BC 2,446　　　　� cal BP 4,405� -� 4,396� 0.054� IAAA-31454

� � � cal BC 2,434� -�cal BC 2,421　　　　� cal BP 4,384� -� 4,371� 0.069�

� � � cal BC 2,404� -�cal BC 2,361　　　　� cal BP 4,354� -� 4,311� 0.295�

� � � cal BC 2,354� -�cal BC 2,287　　　　� cal BP 4,304� -� 4,237� 0.521�

� � � cal BC 2,246� -�cal BC 2,235　　　　� cal BP 4,196� -� 4,185� 0.061�

� 2� 4,019 ± 37� cal BC 2,574� -�cal BC 2,511　　　　� cal BP 4,524� -� 4,461� 0.755� IAAA-31455

� � � cal BC 2,503� -�cal BC 2,488　　　　� cal BP 4,453� -� 4,438� 0.180�

� � � cal BC 2,479� -�cal BC 2,474　　　　� cal BP 4,429� -� 4,424� 0.065�

� 3�   873 ± 32� cal AD 1,068�-�cal AD 1,081　　　　� cal BP   882� -�   869� 0.111� IAAA-31456

� � � cal AD 1,125�-�cal AD 1,137　　　　� cal BP   825� -�   813� 0.101�

� � � cal AD 1,158�-�cal AD 1,218　　　　� cal BP   792� -�   732� 0.789�

� 4�   615 ± 33� cal AD 1,303�-�cal AD 1,329　　　　� cal BP   647� -�   621� 0.422� IAAA-31457

� � � cal AD 1,344�-�cal AD 1,369　　　　� cal BP   606� -�   581� 0.393�

� � � cal AD 1,382�-�cal AD 1,394　　　　� cal BP   568� -�   556� 0.186�

� 5�   891 ± 35� cal AD 1,045�-�cal AD 1,088　　　　� cal BP   905� -�   862� 0.366� IAAA-31458

� � � cal AD 1,121�-�cal AD 1,138　　　　� cal BP   829� -�   812� 0.165�

� � � cal AD 1,156�-�cal AD 1,193　　　　� call BP   794� -�   757� 0.383�

� � � cal AD 1,199�-�cal AD 1,209　　　　� cal BP   751� -�   741� 0.086�

� 6�  3,471 ± 36� cal BC 1,877� -�cal BC 1,841　　　　� cal BP 3,827� -� 3,791� 0.354� IAAA-31459

� � � cal BC 1,826� -�cal BC 1,796　　　　� cal BP 3,776� -� 3,746� 0.226�

� � � cal BC 1,780� -�cal BC 1,740　　　　� call BP 3,730� -� 3,690� 0.416�

� 7� 3,564 ± 36� cal BC 2,006� -�cal BC 2,004　　　　� cal BP 3,956� -� 3,954� 0.005� IAAA-31460

� � � cal BC 1,955� -�cal BC 1,878　　　　� calBP 3,905� -� 3,828� 0.831�

� � � cal BC 1,840� -�cal BC 1,827　　　　� cal BP 3,790� -� 3,777� 0.103�

� � � cal BC 1,792� -�cal BC 1,783　　　　� cal BP 3,742� -� 3,733� 0.061�

� 8�   838 ± 32� cal AD 1,164�-�cal AD 1,168　　　　� cal BP   786� -�   782� 0.049� IAAA-31461

� � � cal AD 1,186�-�cal AD 1,252　　　　� cal BP   764� -�   698� 0.951�

� 9� 2,512 ± 35� cal BC   785� -�cal BC   758　　　　� cal BP 2,735� -� 2,708� 0.157� IAAA-31462

� � � cal BC   646� -�cal BC   543　　　　� cal BP 2,596� -� 2,493� 0.685�

� 10� 4,675 ± 39� cal BC 3,517� -�cal BC 3,490　　　　� cal BP 5,467� -� 5,440� 0.229� IAAA-31463

� � � cal BC 3,470� -�cal BC 3,399　　　　� cal BP 5,420� -� 5,349� 0.655�

� � � cal BC 3,384� -�cal BC 3,372　　　　� cal BP 5,334� -� 5,322� 0.116�

� 11�   296 ± 32� cal AD 1,521�-�cal AD 1,579　　　　� cal BP   429� -�   371� 0.715� IAAA-31464

� � � cal AD 1,626�-�cal AD 1,648　　　　� cal BP   324� -�   302� 0.285�

� 12�   488 ± 33� cal AD 1,415�-�cal AD 1,440　　　　� cal BP   535� -�   510� 1.000� IAAA-31465

　計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV4.4（Copyright 1986-2002 M Stuiver and PJ Reimer）を使用�

計算には表に示した丸める前の値を使用している。�

試料 補正年代
(BP)

暦年較正年代（cal) 相対比 Code No.

第30表　暦年較正結果
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れぞれの土坑によって異なり、頭骨片などかなり大きい破片がある場合、焼骨小片のみの場合などで

あり一様でない。それぞれが一個体の遺骸の埋納とすれば、ごく一部の骨が納められたことになる。

いずれの試料も細かな破片となっていたため、性別などが判明したのはＳＫＰ284の出土骨が成人男性、

SKP300の出土骨が30歳代後半以降と推定された程度にとどまる。また、この他の出土骨も、明らか

に小児、幼児などと推定される骨が検出されていないことから、おそらくは成人の火葬骨の可能性が

ある。

引用文献
パリノ・サーヴェイ株式会社,1993,花粉分析・炭化材同定・種子同定.御所野遺跡Ⅰ　縄文時代中期の大集落跡,一戸町教育委員
会,341-355.
島地　謙・伊東　隆夫（編）,1988,日本の遺跡出土木製品総覧.雄山閣,296p.
嶋倉　巳三郎,1979,青森市近野遺跡から出土した炭化材の樹種.青森県文化財調査報告書第47集　近野遺跡　発掘調査（Ⅳ）
－青森県総合運動公園建設関係発掘調査－,青森県教育委員会,321-323.
橋本　真紀夫,1993,植物化石からみた植生変遷.特別展　下町・中世再発見,葛飾区郷土と天文の博物館,126-129.

�

� 1� SK283� 2003/07/23�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 13� �
� � � � � � � 椎骨� 椎体片� 3� �
� � � � � � � 肋骨� 骨体� 2� �
� � � � � � � 四肢骨� 骨頭片� 1� �
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 12� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 22� �
� � � � � � � 不明� 破片� 65� �
� 2� SKP284� 2003/06/17�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 12� �
� � � � 銭貨出土� � � 腰椎� 椎体片� 2� �
� � � � � � � 椎骨� 横突起片� 2� �
� � � � � � � 椎骨� 破片� 1� �
� � � � � � � 肋骨� 破片� 7� �
� � � � � � 左� 上腕骨� 遠位端部片� 1� 成人男性�
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 1� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 16� �
� � � � � � � 中節/基節骨� 近位端欠� 1� �
� � � � � � � 指骨� 骨体� 1� �
� � � � � � � 不明� 破片� 12.5g� �
� 3� SK290� 2003/06/18�柱穴？� 哺乳綱� � 不明� 破片� 1� �
� 4� SK303� 2003/06/19�柱穴？� ヒト� � 腰椎� 椎体片� 4� �
� � � � 銭貨出土� � � 肋骨/四肢骨� 破片� 3� �
� � � � � � � 不明� 破片� 44� �
� 5� SKP306� 2003/06/23�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 5� �
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 7� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 9� �
� � � � � � � 指骨?� 破片� 1� �
� � � � � � � 不明� 破片� 59� �
� 6� SKP296� 2003/06/12�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 15� �
� � � � � � � 寛骨等� 破片� 5� �
� � � � � � � 四肢骨� 骨端関節部片� 4� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 26� �
� � � � � � � 基節/中節骨� 近位端欠� 2� �
� � � � � � � 指骨� 破片� 1� �
� � � � � � � 不明� 破片� 37.8g� �
� 7� SKP300� 2003/07/08�柱穴？� ヒト� � 前頭-側頭骨� 破片� 16� 30歳代後半以降� 一部接合
� � � � � � � 頭骨� 蝶形骨片?� 1� �
� � � � � � � 肋骨� 破片� 1� �
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 7� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 14� �
� � � � � � � 不明� 破片� 75� �
� 8� SKP281� 2003/07/09�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 4� �
� � � � � � � 椎骨� 椎体片� 1� �
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 5� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 15� �
� � � � � � � 不明� 破片� 96� �
� 9� SKP282� 2003/07/08�柱穴？� ヒト� � 頭骨� 破片� 24� �
� � � � � � � 側頭骨?� 破片� 1� �
� � � � � � 右� 下顎枝� 関節突起� 1� �
� � � � � � � 椎骨� 椎体片� 4� �
� � � � � � � 椎骨� 椎弓部片� 2� �
� � � � � � � 肋骨� 破片� 11� �
� � � � � � � 大腿骨� 遠位端片� 4� �
� � � � � � � 腓骨� 破片� 1� �
� � � � � � � 四肢骨� 破片� 16� �
� � � � � � � 肋骨/四肢骨� 破片� 13� �
� � � � � � � 不明� 破片� 47.8g� �

� 試料�出土遺構
� 番号�層位�

採取日� 性格等� 分類群� 左右�部位� 部分� 数量� 性別・年齢等� 備考

第31表　骨同定結果
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1．スギ（試料番号5）
2．ブナ属（試料番号12）
3．コナラ属コナラ亜属コナラ節（試料番号6）
　　a：木口，b：柾目，c：板目

200 μ m:a

第196図　森吉家ノ前Ａ遺跡の炭化材２

200 μ m:b.c

3c3b3a

2c2b2a

1c1b1a
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4．クリ（試料番号7）
5．カツラ（試料番号3）
6．トチノキ（試料番号11）
　　a：木口，b：柾目，c：板目

200 μ m:a

200 μ m:b.c

6c6b6a

5c5b5a

4c4b4a

第197図　森吉家ノ前Ａ遺跡の炭化材３
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　　第４節　坩堝の成分分析

秋田県産業技術総合研究センター

工業技術センター

　１　試料採取

　坩堝の一部（第183図-791の▲印）から小片２個を採取して、分析用試料とした。

　２　分析方法

　電界放射走査電子顕微鏡（㈱日立製作所、S-4500）で試料を100倍の倍率で観察し、分析位置を決

定した。次に、電子線を試料に照射し、エネルギー分散Ｘ線分析装置（㈱堀場製作所、EMAX-5770）

を用いて分析を行った。なお、分析は各試料につき場所を変えて２か所、合計４か所について行い、

試料を構成する成分の種類と成分の大まかな量を判定した。

　３　分析結果

　結果を第198図１～４に示す。分析位置により含有成分に若干の違いが認められたが、坩堝に付着

している金属は「鉄（Fe）」と考えられる。

　検出された成分は、炭素（C）、酸素（O）、ナトリウム（Na）、マグネシウム（Mg）、アルミ

ニウム（Al）、シリコン（Si）、リン（P）、塩素（Cl）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、チ

タン（Ti）であるが、鉄（Fe）と酸素（O）の含有率が高く、実際には酸化鉄（鉄と酸素の化合物）

として存在したと推定される。

　地中に埋没している鉄等の金属は地中の水分の影響を受け、時間の経過と共に表面が酸化され酸化

鉄に変化するため、今回分析した試料もそのようなプロセスを経たものと思われる。

　ちなみに、酸化鉄には以下の3種類がある。

①FeO   （酸化鉄。常温常圧で黒色の固体。鉄を高温で加熱すると生じる。）

②Fe3O4 （四酸化三鉄。常温常圧で黒色の固体。鉄を酸素中で燃やすと生じる。）

③Fe2O3 （三酸化二鉄。常温常圧で赤褐色の固体。鉄の自然酸化で生じる。赤サビの成分。）

　なお、結果には検出された全ての成分を示したが、分析装置の精度や測定誤差等を考慮すると含有

率が1％以下の成分は無視して良い数値である。

　４　その他

　純鉄（含有率100％）の融点（固体の鉄が溶けて液体の鉄に変わる温度）は1,535℃であるが、３～

４％の炭素を含む鉄（例えば、3.3％以上の炭素を含む銑鉄）では融点が低下し、1,200℃程度になる。

室町時代にこの坩堝で製鉄が行われていたと仮定すると、坩堝の耐熱温度は最低でも1,200℃以上で

あったと推定される。室町時代の坩堝が古代の土器と同様に土を成型して焼き固めた物であるとすれ

ば、土の主成分はSiO2（二酸化珪素）とAl2O3（酸化アルミニウム）であり、融点はそれぞれ1,730℃、

2,050℃であるため、1,535℃以上の鉄を溶融する坩堝として使用されたことも納得できる。なお、今

回の結果は、含有元素の半定量分析（含有成分の大まかな量を求める分析）結果であり、分析値には

少なからぬ誤差を含むことを付記する。
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第198図　坩堝の成分分析

測定時間� ：�100s� 加速電圧� ：�20.00kV

パルス処理時間� ：�P4� 電子線入射角度� ：�90.0°

デッドタイム� ：�38％� X線取出し角度� ：�30.0°

プローブ電流� ：�0.200nA

BG点� ：�2.21, 4.44, 8.70, 8.88keV

【　濃度　】

元素� ライン　�k-レシオ� 重量濃度【％】�2σ【％】� 原子数濃度【％】

6C� K� 0.0277� 12.32� 0.45� 23.70

8O� K� 0.1458� 36.51� 0.36� 52.72

11Na� K� 0.0014� 0.75� 0.12� 0.75

12Mg� K� 0.0012� 0.41� 0.09� 0.39

13Al� K� 0.0065� 1.59� 0.09� 1.36

14Si� K� 0.0122� 2.27� 0.09� 1.87

15P� K� 0.0022� 0.36� 0.06� 0.27

26Fe� K� 0.4049� 45.79� 0.38� 18.94

� � トータル� 100.00� 0.00� 100.00

測定時間� ：�100s� 加速電圧� ：�20.00kV

パルス処理時間� ：�P4� 電子線入射角度�：�90.0°

デッドタイム� ：�32％� X線取出し角度� ：�30.0°

プローブ電流� ：�0.200nA

BG点� ：�2.21, 5.30, 8.70, 15.00keV

【　濃度　】

元素� ライン�k-レシオ� 重量濃度【％】�　2σ【％】�　原子数濃度【％】

6C� K� 0.0277� 13.05� 0.49� 25.32

8O� K� 0.1201� 33.65� 0.38� 49.04

11Na� K� 0.0011� 0.58� 0.12� 0.59

12Mg� K� 0.0017� 0.54� 0.09� 0.52

13Al� K� 0.0086� 2.06� 0.10� 1.78

14Si� K� 0.0194� 3.55� 0.10� 2.95

15P� K� 0.0037� 0.60� 0.06� 0.45

19K� K� 0.0031� 0.35� 0.05� 0.21

20Ca� K� 0.0040� 0.43� 0.06� 0.25

22Ti� K� 0.0046� 0.49� 0.07� 0.24

26Fe� K� 0.3947� 44.70� 0.41� 18.66

� � トータル� 100.00� 0.00� 100.00

測定時間� ：�100s� 加速電圧� ：�20.00kV

パルス処理時間� ：�P4� 電子線入射角度� ：�90.0°

デッドタイム� ：�32%� X線取出し角度� ：�30.0°

プローブ電流� ：�0.200nA

BG点� ：�2.21, 4.44, 8.70, 8.88keV

【　濃度　】

元素� ライン� k-レシオ� 重量濃度【％】　�2σ【％】� 原子数濃度【％】

6C� K� 0.0296� 13.72� 0.47� 26.25

8O� K� 0.1250� 33.85� 0.37� 48.63

11Na� K� 0.0025� 1.30� 0.13� 1.30

12Mg� K� 0.0021� 0.70� 0.09� 0.66

13Al� K� 0.0084� 2.02� 0.09� 1.72

14Si� K� 0.0193� 3.56� 0.10� 2.91

19K� K� 0.0032� 0.36� 0.06� 0.21

26Fe� K� 0.3926� 44.49� 0.40� 18.31

� � トータル� 100.00� 0.00� 100.00

測定時間� ：�100s� 加速電圧� ：�20.00kV

パルス処理時間�：�P4� 電子線入射角度� ：�90.0°

デッドタイム� ：�39％� X線取出し角度� ：�30.0°

プローブ電流� ：�0.200nA

BG点� ：�2.21, 5.28, 8.70, 15.11keV

1 2

3 4

【　濃度　】

元素� ライン�k-レシオ� 重量濃度【％】�　2σ【％】� 原子数濃度【％】

6C� K� 0.0793� 30.50� 0.39� 45.04

8O� K� 0.0926� 38.10� 0.34� 42.24

11Na� K� 0.0029� 1.19� 0.08� 0.92

12Mg� K� 0.0021� 0.57� 0.06� 0.42

13Al� K� 0.0088� 1.82� 0.06� 1.19

14Si� K� 0.0221� 3.64� 0.07� 2.30

15P� K� 0.0013� 0.19� 0.04� 0.11

17Cl� K� 0.0014� 0.18� 0.03� 0.09

19K� K� 0.0047� 0.54� 0.04� 0.25

20Ca� K� 0.0031� 0.34� 0.04� 0.15

22Ti� K� 0.0034� 0.39� 0.04� 0.14

26Fe� K� 0.1884� 22.55� 0.24� 7.16

� � トータル� 100.00� 0.00� 100.00
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第５章　自然科学的分析等

　　第５節　森吉家ノ前A遺跡の掘立柱建物跡

八戸工業大学　高　島　成　侑

　はじめに

　2003年秋に秋田県内の中世遺跡を巡視する機会があった。そのときに見せていただいた多くの遺跡

のなかで、興味を引かれたものの一つにこの森吉家ノ前Ａ遺跡があった。山間深く入ったところで、

多くの南北棟と東北棟との掘立柱建物跡が、複雑に入り混じって検出されていた。この報告書に一筆

を書かせていただくことは、わたしとしては願っても無い幸せであり、よろこんでお引き受けした。

　秋田県内では、現在、中世遺跡が目白押しのように調査が続いており、建築歴史を学ぶ者としては

貴重な資料が次々と提供されることから、興味をもって見せてもらっている。

ここでは、中世遺跡としては珍しい間取りを持つ掘立柱建物跡が検出され、その初期的な存在を想わ

せるものがあった。この小稿では、掘立柱建物跡の配置計画に異なる２時期があったらしいこと、ま

た、大型の掘立柱建物跡は、その後半の時期に集中することを述べてみたい。個々の掘立柱建物跡に

ついて記した後に、さらに、ここでの掘立柱建物跡に見られる特徴ある間取りについて述べることと

したい。それは、秋田県北部における一つの特色ある現象かもしれない。

　秋田埋蔵文化財センター・北調査課の皆様には、資料の点や間取りのことなどで、多くのご指摘を

いただいたことに感謝をするものである。また、八戸市教育委員会文化課の佐々木浩一氏と同渡則子

氏にも見てもらい、貴重なご指示を頂いたことに、深い謝意を表するものである。

　１　掘立柱建物跡の配置と年代

　この遺跡の掘立柱建物跡の配置は、その配置図を一見すれば分かるように、東西棟あるいは南北棟

を示すものと、北東棟あるいは南西棟を示すものとが検出されている。ＳＢ4001からＳＢ4028くら

いまでが東西棟あるいは南北棟を示しており、他の掘立柱建物跡は北東棟あるいは南西棟を示してい

る。

　これには時期差があるのではないのかと問うたが、そうではなくて、川の流れに沿うように建てら

れたものであろう、ということであった。しかしその配置を見ると、調査区の北端から暫らくは南北

棟あるいは東西棟の掘立柱建物跡が25棟ほど建ちつづけるのであり、その後に続くような大規模なも

のも無いのであり、時期差があったとしてもいいのではなかろうか。

　大規模な掘立柱建物跡は、調査区の南部から連なっており、ここには珍しい間取りを持つものが含

まれているということも、その北部とは違っている。北部で検出される掘立柱建物跡は、小規模なも

のが多く見られる。そこにはやはり時期差を考えなければならないであろう。

　南北棟を示す地区では、多くの掘立柱建物跡が重複して検出されたが、柱穴が直接に切合っている

個所は数えるほどしかない。それらのなかで、

　　　ＳＢ4009―――＞ＳＢ4010―――＞ＳＢ4012

と切合っており、その新旧を捉えることができる。他には、

　　　ＳＢ4015―――＞ＳＢ4014

というのがある。
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　北東棟を示す地区では、次のような切合いをみる。

　　　ＳＢ4021―――＞ＳＢ4024

　　　ＳＢ4032―――＞ＳＢ4030―――＞ＳＢ4029

　　　ＳＢ4041―――＞ＳＢ4040

　　　　　　　―――＞ＳＢ4035

　　　ＳＢ4042―――＞ＳＢ4043

などである。

　これらの切合い関係では、南北棟および北西棟を示す地区でのことであり、南北棟の掘立柱建物跡

と北東棟の掘立柱建物跡との切合いは見ることができなかった。

　この遺跡は、13世紀後半からのものとされているが、そのなかでの掘立柱建物跡の新旧を明らかに

することはまだ時間が必要なようである。

　２　掘立柱建物跡の各説

　ＳＢ4001掘立柱建物跡：調査区のもっとも北側で検出された。桁行・梁間ともに１間の小規模なも

ので、南北棟である。柱間寸法は桁行では10.0尺で、梁間は7.5尺を測る。

　ＳＢ4002掘立柱建物跡：桁行２間に梁間１間という小規模なもので、東西棟を示している。寸法は

桁行では西側から5.5尺＋5.5尺となり、梁間では9.0尺を測る。

　ＳＢ4003掘立柱建物跡：すこし西側にずれたところで検出された。桁行２間に梁間１間で、南北棟

を示している。柱間寸法は桁行で北側から8.5尺＋8.0尺となり、梁間では7.0尺を測る。

　ＳＢ4004掘立柱建物跡：ほぼ重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。桁行２間に梁間1間で、

南北棟を示すが、柱穴の欠落が１か所ある。柱間寸法は桁行で北側から8.0尺＋8.0尺となり、梁間で

は9.5尺を測る。

　ＳＢ4005掘立柱建物跡：やや南側に下がったところで検出された。桁行２間に梁間１間で、南北棟

を示している。柱間寸法は桁行で北側から7.5尺＋6.5尺となり、梁間は8.0尺と測る。

　ＳＢ4006掘立柱建物跡：先のものと重複する。新旧関係を明確に示す柱穴の切合いはない。桁行２

間に梁間１間で、南北棟を示す。柱間寸法は桁行で北側から8.0尺＋7.0尺、梁間では7.5尺を測る。

　ＳＢ4007掘立柱建物跡：これも重複しているが柱穴の切合いは無い。桁行２間に梁間１間で南北棟

である。柱間寸法は桁行では北側から7.0尺＋8.0尺となり、梁間は7.0尺を測る。

　ＳＢ4008掘立柱建物跡：これまでのものと重複しながらさらに西側へ伸びる形を示している。桁行

４間以上に梁間２間で東西棟を示している。柱穴の欠落が１か所あり、また、桁行はあとすこし調査

区外に伸びそうである。柱間寸法は桁行では東側から7.0尺＋9.0尺＋8.5尺＋8.5尺となり、梁間は北側

から9.5尺＋8.0尺と測る。総柱建物となるかとも見られるが、梁間の寸法が1.5尺違っているのが気に

なる。倉庫とも考えられる。

　ＳＢ4009掘立柱建物跡；先のものと重複しているが切合いは無い。桁行４間以上に梁間１間で、南

北棟を示している。調査区外にいますこし伸びる可能性があり、また、柱穴が１か所欠落している。

柱間寸法は南側から8.0尺＋7.0尺＋8.0尺＋7.5尺となり、梁間は7.5尺を測る。

　ＳＢ4010掘立柱建物跡：先のものと、また後述のものと重複しており、柱穴の切合い関係は、
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　　　ＳＢ4009―――＞ＳＢ4010―――＞ＳＢ4012

となる。桁行２間に梁間１間の南北棟を示している。柱間寸法は桁行では北側から8.0尺＋7.5尺とな

り、梁間は7.5尺を測る。

　ＳＢ4011掘立柱建物跡：やはり重複するが、柱穴の切合いは無く、柱穴が１か所欠落する。桁行２

間に梁間１間で東西棟を示す。柱間寸法は桁行では西側から5.0尺＋10.5尺で、梁間は8.5尺である。

　ＳＢ4012掘立柱建物跡：柱穴の欠落が２か所あるが、先に見たように三者の重複を見る。桁行３間

に梁間２間で、南北棟である。柱間寸法は桁行では北側から8.0尺＋7.5尺＋8.0尺であり、梁間は東側

から9.0尺＋7.0尺を測る。北側から１間のところに間仕切りがなされて、２間に２間の室と１間に２

間の室とに２分されている。

　ＳＢ4013掘立柱建物跡：これもここで重複しており、柱穴の欠落が１か所ある。桁行２間に梁間１

間で、東西棟である。柱間寸法は桁行では東側から7.5尺＋6.0尺であり、梁間は9.5尺である。

　ＳＢ4014掘立柱建物跡：これまでのところから東へ下りたところで検出された。桁行４間に梁間２

間で、西側に１間四方の突出しがあり、棟は南北を示している。柱間寸法は桁行で北側から9.0尺＋

8.0尺＋8.0尺＋10.5尺となり、梁間は東側から6.5尺＋8.0尺で、西側への突出しが8.0尺である。北側か

ら２間のところに間仕切りがあり、２間に２間の室と２間に２間の総柱の室とに分かれており、この

うち南側は倉庫か土間のように総柱が立っている。

　ＳＢ4015掘立柱建物跡：先のＳＢ4014と重複して、切合いがあり、

　　　　　　　　ＳＢ4015―――＞ＳＢ4014

である。桁行３間に梁間１間で、南北棟であり、中央部西側に２間の突出しがある。柱間寸法は桁行

では北側から9.0尺＋9.0尺＋7.5尺、梁間は8.0尺で、西側への突出し部は東側から6.0尺＋4.5尺である。

　ＳＢ4016掘立柱建物跡：南北棟が並び建つ地域の南西側で検出された。桁行２間に梁間１間で、南

北棟である。柱間寸法は桁行では北側から8.5尺＋6.5尺となり、梁間は8.0尺を測る。

　ＳＢ4017掘立柱建物跡：先のＳＢ4014などのところで検出された。桁行２間に梁間１間で北東棟を

示している。柱間寸法は桁行で東側から7.0尺＋5.0尺で、梁間は7.0尺を測る。

　ＳＢ4018掘立柱建物跡：これもここで検出された。重複してはいるが、柱穴の切合いは無く、欠落

が１か所みられる。桁行２間に梁間１間で、東西棟を示している。柱間寸法は桁行で西側から8.5尺

＋6.5尺となり、梁間は10.0尺を測る。

　ＳＢ4019掘立柱建物跡：これまでに見た南北・東西の棟方向に変わって、これから北西方向を示し

ている。桁行５間に梁間２間で、北西棟を示す。総柱かと思われたが、南東側の柱穴が別の建物跡に

使われたため、南東側に２間に２間の１室をもち、その北側の２間に３間分が総柱となっている。柱

穴の欠落が南西側に２か所みられる。柱間寸法は桁行では北西側から9.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋8.5

尺となり、梁間では南西側から8.5尺＋7.5尺を測る。

　ＳＢ4020掘立柱建物跡：ＳＢ4019と重複した形で検出された。桁行２間に梁間１間の北東棟のもの

で、南西隅の柱穴が欠落する。柱間寸法は桁行で南西側から7.5尺＋6.0尺、梁間では8.0尺を測る。

　ＳＢ4021掘立柱建物跡：これもＳＢ4019のすぐ近くで並ぶようにして検出された。桁行４間に梁間

１間の北西棟である。柱穴の欠落が北東側に2か所みられるが、北東隅にみえる柱穴をこの建物跡の

ものとすると、１か所である。柱間寸法は桁行では北西側から7.5尺＋7.0尺＋8.5尺＋7.0尺となり、

第５章　自然科学的分析等
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梁間は8.5尺である。

　ＳＢ4022掘立柱建物跡：先の二つと重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。桁行３間に梁間

１間で北東棟を示している。すなわち、

　　　ＳＢ4019―――＞ＳＢ4020―――＞ＳＢ4022―――＞ＳＢ4023

となる。柱間寸法は桁行では北西側から6.5尺＋7.0尺＋5.5尺となり、梁間は7.5尺を測る。

　ＳＢ4023掘立柱建物跡：ＳＢ4019とＳＢ4020とに重複して検出されたが、柱穴の切合いは、これら

のいずれよりも新しいことを示している。桁行3間に梁間が１間で北西棟を示している。柱間寸法は

桁行では北西側から8.0尺＋8.5尺＋8.0尺となり、梁間は7.5尺を測る。

　ＳＢ4024掘立柱建物跡：先のＳＢ4021と重複して検出され、柱穴の切合いは

　　　ＳＢ4021―――＞ＳＢ4024

となることを示している。桁行２間に梁間１間で、北西棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側

から6.5尺＋7.0尺となり、梁間は9.0尺である。

　ＳＢ4025掘立柱建物跡：桁行４間に梁間２間で南北棟を示している。柱穴の欠落が１か所見られる。

柱間寸法は桁行では北側から8.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋9.0尺となり、梁間では西側から8.0尺＋7.0尺を測る。

北側に３間に２間の室を取り、その南側に１間に２間の室をもっている。

　ＳＢ4026掘立柱建物跡：北西側で調査区からはみだしそうにして検出された。桁行５間に梁間２間

と推定される南北棟のものである。柱間寸法は桁行で北側から6.0尺＋7.0尺＋8.5尺＋7.5尺＋8.0尺、梁

間では西側から8.0尺＋7.5尺を測る。２間に２間の室を南北に２室続けてもち、さらにその北側に１

間に２間の室を有する、と推定されるが、南西隅の１か所のほかにも、４か所ほどが調査区外である。

　ＳＢ4027掘立柱建物跡：先のＳＢ4025と重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。桁行４間に

梁間２間の南北棟を示している。柱間寸法は桁行では北側から8.0尺＋10.0尺＋10.0尺＋10.0尺となり、

梁間では西側から8.5尺＋9.0尺を測る。間尺がやや大きくなっており、また、総柱の建物跡である。

　ＳＢ4028掘立柱建物跡：同じところから検出されたが、ＳＢ4027との柱穴の切合いは無い。桁行３

間に梁間３間で、東西棟を示す。柱間寸法は桁行では西側から8.5尺＋8.5尺＋9.0尺となり、梁間では

10.5尺＋7.5尺＋9.0尺を測る。この遺跡ではL字型の平面は考えにくく、推測により平面を決定した。

　ＳＢ4029掘立柱建物跡：いままでのところよりやや北西に寄ったところで検出された。桁行４間に

梁間４間で北東棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側から7.5尺＋8.5尺＋8.5尺＋9.0尺となり、

梁間では北東側から9.0尺＋8.5尺＋8.5尺＋7.5尺を測る。まったくの正方形であり、どちらが棟方向か

は不明であるが、一応、２室があって２面庇のものと考えた。また、柱穴の欠落が北西隅に２か所見

られた。内部の室は北東側では２間に２間の室を取り、南西側では２間に２間の室をとるが総柱であ

り、これに取り付くように２面庇が付いている。

　ＳＢ4030掘立柱建物跡：先のＳＢ4029と重複して検出され、その新旧関係は柱穴の切合いから、

　　　ＳＢ4029―――＞ＳＢ4030

とみられた。柱穴の欠落が北東隅に１か所、北西中央部に１か所、さらに１間内側の北東部に１か所

および南東側にも１か所見られる。桁行４間に梁間４間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行で

は北西側から8.0尺＋8.5尺＋9.0尺＋8.0尺となり、梁間では北西側から7.5尺＋7.5尺＋7.5尺＋8.0尺を測

る。内部に総柱の４間に２間の室を有し、これに２面の庇を付けている。
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　ＳＢ4031掘立柱建物跡：先の２棟と同じところで検出されたが、それらとの柱穴の切合いは無い。

桁行３間に梁間１間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側から8.0尺＋9.5尺＋7.0尺と

なり、梁間は7.0尺である。

　ＳＢ4032掘立柱建物跡：これも先のところで検出されたものであり、その重複は３者が一緒になっ

て切合っている柱穴が見付かっている。それによると、

　　　ＳＢ4032―――＞ＳＢ4030―――＞ＳＢ4029

となり、これらのなかではもっとも早くに建てられたものである。桁行５間に梁間１間で北東棟を示

している。柱間寸法は桁行では北西側から8.5尺＋9.0尺＋8.5尺＋9.0尺＋6.5尺、梁間は8.5尺である。

　ＳＢ4033掘立柱建物跡：桁行３間に梁間１間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側

から6.5尺＋8.0尺＋6.5尺となり、梁間では7.0尺である。

　ＳＢ4034掘立柱建物跡：桁行３間に梁間１間で、北東棟を示す。柱間寸法は桁行で北西側から7.5

尺＋7.5尺＋9.5尺となり、梁間は7.0尺である。

　ＳＢ4035掘立柱建物跡：先のところから南東に寄ったところで検出された。ＳＢ4040およびＳＢ

4041と柱穴を切合うが、後述する。桁行５間に梁間４間で、北西棟を示す。柱穴の欠落が南東隅と南

西隅との２か所みられる。柱間寸法は桁行では北西側から8.5尺＋7.5尺＋7.5尺＋8.0尺＋7.0尺となり、

梁間では南西側から7.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋8.5尺を測る。内部の間取りは、両側に２面の庇を付け、そ

の内側に２間に２間の室と１間に２間の室を食違いに並べているのが目に付く。この間取りの形は、

13世紀末の年代を考慮すると、妙なことになりかねないが、後述のように、本遺跡では他にもあった。

　ＳＢ4036掘立柱建物跡：先のＳＢ4035と重複しているが柱穴の切合いは無い。桁行３間に梁間２間

で北西棟を示している。柱穴の欠落が南西線上に１か所みられた。柱間寸法は桁行では北西側から

8.5尺＋8.0尺＋8.0尺となり、梁間では南西側から8.0尺＋10.0尺と測る。総柱の建物跡であるが、これ

も梁間の寸法が2.0尺異なることが気になるところである。

　ＳＢ4037掘立柱建物跡：先のものよりやや北西側に寄って検出された。これも総柱の建物跡である。

桁行５間に梁間２間で、北東棟を示している。柱穴の欠落が北西側線上に１か所みられた。柱間寸法

は桁行では南西側から8.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋9.0尺＋8.5尺、梁間では北西側から8.0尺＋8.0尺である。

　ＳＢ4038掘立柱建物跡：同様のところで検出されているが、柱穴の切合いは無い。桁行３間に梁間

１間で北東棟を示す。柱間寸法は桁行では北西側から7.0尺＋7.0尺＋7.0尺、梁間は6.5尺を測る。

　ＳＢ4039掘立柱建物跡：これも同様である。桁行２間に梁間１間で、北東棟を示している。柱穴の

切合いは無い。柱間寸法は桁行では北西側から8.0尺＋6.0尺となり、梁間では7.5尺を測る。

　ＳＢ4040掘立柱建物跡：先の２棟と重複しており、柱穴の切合いは後述する。桁行５間に梁間２間

で、北西棟を示している。柱穴の欠落が北東側線上で１か所みられる。柱間寸法は桁行では北西側か

ら8.5尺＋7.5尺＋7.5尺＋8.5尺＋8.0尺となり、梁間では南西側から7.5尺＋7.5尺となっている。内部の

間取りは、中央に３間に２間の室をとり、その両端部に１間に２間の小室を付けている。

　ＳＢ4041掘立柱建物跡：先のＳＢ4040と重複して、柱穴の切合いがみられ、

　　　ＳＢ4041―――＞ＳＢ4040

　　　　　　　―――＞ＳＢ4035

ということになる。柱穴の欠落が内部の間仕切り線上と北西側との２か所みられる。桁行３間に梁間
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３間で、北東棟を示す。柱間寸法は桁行では北西側から8.5尺＋8.5尺＋9.0尺、梁間では北東側から8.0

尺＋8.0尺＋6.5尺となる。間仕切りは２つに分かれ、３間に２間の室とその庇のようなものである。

　ＳＢ4042掘立柱建物跡：先のところより南西に寄って検出された。柱穴の欠落が北西隅に１か所み

られる。桁行７間に梁間３間で、北東棟を示している。柱間寸法は、桁行では北西側から8.5尺＋8.5

尺＋8.0尺＋8.0尺＋8.5尺＋8.5尺＋9.0尺となり、梁間では北東側から9.0尺＋8.5尺＋8.5尺となる。内部

の間仕切りは、北東側に、先にみたＳＢ4035と同様な食違いの間仕切りがされている。２間に２間の

室と２間に１間の室とを食違いに取り、南西側は３間四方の総柱となっている。

　ＳＢ4043掘立柱建物跡：先のＳＢ4042と重複しており、柱穴の切合いをみると、

　　　ＳＢ4042―――＞ＳＢ4043

となるようである。柱穴の欠落が、北西側の線上に２か所と内部に１か所みられる。桁行８間に梁間

３間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側から9.0尺＋9.0尺＋8.0尺＋8.0尺＋8.5尺＋8.0

尺＋8.5尺＋8.5尺となり、梁間では北東側から8.0尺＋8.5尺＋7.5尺となる。間仕切りは、先のＳＢ4042

と同様で、これにも食違い型の室が取られており、総柱部分が桁行で１間多くなって４間に３間となる。

　ＳＢ4044掘立柱建物跡：さきの２棟と重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。桁行３間に梁

間１間で北東棟を示す。柱間寸法は桁行では北西側から8.0尺＋9.0尺＋9.0尺、梁間は8.0尺である。

　ＳＢ4045掘立柱建物跡：先のところより北西に寄って検出された。重複しているものの柱穴の切合

いはなかった。またこれは調査区外に近い形で検出されたために、その全容を把握できずにいる。お

そらく桁行と見られる方に４間あるが、梁間は不明であり、一応北東棟としておく。その寸法は南西

側から8.5尺＋7.0尺＋8.0尺＋7.5尺となり、梁間１間が6.5尺と測ることができた。

　ＳＢ4046掘立柱建物跡：先よりやや南西に寄って検出された。柱穴の欠落が南西隅に２か所、北東

隅に３か所あり、南東部に１か所、間仕切り線上にも１か所みられた。さらにこの図のように間仕切

りを考えると、もう２か所が欠落となる。桁行７間に梁間３間で北東棟を示している。柱間寸法は桁

行では北西側から9.0尺＋8.5尺＋8.5尺＋8.0尺＋8.5尺＋7.5尺＋7.5尺となり、梁間では南西側から7.0尺

＋7.5尺＋7.5尺となる。内部の間仕切りは、もしこの図が許されるとすれば、これまでにみたような

食違い型の間仕切りを示しており、それに３間四方の総柱が付いた形であろう。

　ＳＢ4047掘立柱建物跡：先のＳＢ4046と重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。調査区外に

はみ出すような形を示しており、桁行２間以上に梁間１間で、北西棟とみられる。柱間寸法は桁行で

南東側から7.5尺＋7.5尺＋となり、梁間は11.0尺である。

　ＳＢ4048掘立柱建物跡：同様のところで検出されたが、これも調査区外にはみ出している。桁行２

間以上に梁間2間で、北西棟とみられる。柱間寸法は桁行で南東側から7.5尺＋となり、梁間は南西側

から8.5尺＋8.0尺となる。

　ＳＢ4049掘立柱建物跡：これも同様のところで検出され、同様に調査区外にはみ出している。桁行

２間以上に梁間２間で、北西棟である。柱間寸法は桁行で南東側から8.0尺＋7.5尺＋となり、梁間は

南西側から9.0尺＋7.0尺である。

　ＳＢ4050掘立柱建物跡：遺跡のもっとも南東隅で検出されたが、歪な形をなしている。北東隅を柱

穴の欠落とすると、歪ではない長方形で纏めることもできる。桁行２間に梁間１間で、北西棟を示し

ている。柱間寸法は桁行では北西側から8.5尺＋8.0尺となり、梁間が9.0尺である。
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　ＳＢ4051掘立柱建物跡：少し北側で検出された。桁行３間に梁間２間で、北東棟を示す。柱穴の欠

落が北西隅と南東線上との２か所にみられた。柱間寸法は桁行で北西側から8.0尺＋8.5尺＋8.5尺とな

り、梁間は北東側から8.5尺＋8.0尺である。内部は２間に２間の室と１間に２間の室とに分かれる。

　ＳＢ4052掘立柱建物跡：先のＳＢ4051と重複して検出されたが、柱穴の切合いは無かった。柱穴の

欠落が南西隅に１か所みられる。桁行3間に梁間１間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行では

北西側から8.0尺＋8.0尺＋8.0尺となり、梁間は8.5尺である。

　ＳＢ4053掘立柱建物跡：先のＳＢ4052よりも北側で検出された。柱穴が北西隅と南東隅と２か所で

欠落している。桁行３間に梁間１間で、北西棟を示している。柱間寸法は桁行では北東側から9.0尺

＋9.0尺＋7.5尺となり、梁間は8.5尺である。

　ＳＢ4054掘立柱建物跡：先のＳＢ4042やＳＢ4043と重複して検出されたが、柱穴の切合いは無い。

桁行２間に梁間１間で、北東棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側から4.0尺＋5.5尺となり、

梁間は7.0尺となる。極めて小さなものであるがここに入れておく。

　３　間取りの特徴

　この遺跡における掘立柱建物跡の間取りを見ると、前項で述べたように、「食違い」間取りを示す

ものが多いといえる。「食違い」間取りは、住宅史からみると、３間取りから４間取りへ移る過程で

出現し、梁間が３間のものには見られないが、ここでは、梁間３間のものにこれが見られる。

　この遺跡で見られる「食違い」形式は、ＳＢ4035、ＳＢ4042、ＳＢ4043、そしてＳＢ4046と４棟に

も及んでいる。そして、ＳＢ4035を除いて外のものはすべて、この「食違い」形式の部分に続いて、

総柱部分が、桁行で３間から４間と付いている。それも梁間３間のなかでなされている。

　この間取りは、秋田県北部での他の遺跡でも２～３例が見受けられる。すぐ近くで先年調査された

「向様田Ｅ遺跡」にあり、またやや離れた「金仏遺跡」に見られる。また見方を替えると「柴内館跡」

でも見ることができた。これまで総柱の掘立柱建物跡かと見られていた秋田県北部に、これほど「食

違い」間取りを見ることができたのは、この「森吉家ノ前Ａ遺跡」のおかげともいえる。

　「向様田Ｅ遺跡」では、その報告書によると、ＳＢ28掘立柱建物跡であり、これ一つだけが高みに

建っている。桁行７間に梁間４間という規模の大きなものだが、その中のＰ38とされた柱穴が、柱筋

からずれてあり、外しても良いような柱穴と見られる。これを外して考えると、第199図－①のよう

に「食違い」間取りを持ち、その南側に１間の庇が付く形と解することができる。西側は、この遺跡

と同様に、総柱の建物跡となり、土間部分くらいが想定できる。

　「金仏遺跡」ではＳＢ3006とされている掘立柱建物跡が、第199図－②に示すように、明らかに「食

違い」形式を表す。その南側に１面の庇を付け、さらに、南北に庇か下屋のような突出部を持ってお

り、東側には総柱部分が付く形となる。先の「向様田Ｅ遺跡」とは左右を逆にした姿を示している。

　「柴内館跡」では、報告書でＳＢ1550とされている掘立柱建物跡が問題となった。報告書では第

199図－④のように示されているが、遺構全体の配置図をみると第199図－③のように見ることができ、

これも「食違い」形式を示している。報告書で一番南側に引かれた線より一つ北側の線を引いたので

あり、南側に柱穴の欠陥を６個ほどみるが、そうすることによって「食違い」間取りを見ることがで

きた。そしてこれは北側に１面の庇を付けた形で、総柱部分は無い形であり、「森吉家ノ前A遺跡」
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のＳＢ4035と似た形である。

　13世紀後半とされている当遺跡に、このような「食違い」間取りを持つ掘立柱建物跡が４棟ほど検

出され、またこの近辺にも、同様のものが３棟ほど見付かったということになる。これは大きな問題

としなければならない。

　現在のところ、日本で最古と見られている現存する民家は、15世紀後半ころとされる民家で、その

間取りは「前座敷形３間取り」と呼ばれる３室のものである。それが13世紀後半に、それも梁間３間

のなかで１間をずらした「食違い」間取りを取り、４室の構成を示しているということは、その用途

を含めて、深く考えなければならないことである。

むすび

　森吉家ノ前Ａ遺跡で検出された掘立柱建物跡を見てきたが、個々の掘立柱建物跡の年代を決めるこ

とができず、また、そこの変遷にも及ばなかった。今後の課題としたいと想っている。

　この遺跡では、「食違い」形式の間取りを取る掘立柱建物跡を検出し、それに大部分を割いてきた

が、そこにも、まだ決めなければならない問題があるような気がしている。

　本文中でもときどき述べたことであるが、柱穴の欠落が目に付く掘立柱建物跡が多いようであった。

その辺にも、もう一度気を配ってみたい。あるいは「食違い」だと想って部屋としたものも、単なる

柱穴の欠落であり、それに気付かずに、「食違い」間取りだと騒いでいたのかもしれないからだ。
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第199図　「食違い」間取り形式の建物跡
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第６章　まとめ

　　第１節　縄文時代遺構群の変遷

　今回の森吉家ノ前Ａ遺跡の調査では、縄文時代の遺構として前期から晩期までの遺構が確認された。

ここではそれら遺構群の変遷について概説する。

　北側調査区では神社跡地西側の捨て場から前期の遺物が出土した。その主体は円筒下層ｃ式および

ｄ式の前期後葉の時期であり、この時期に今回の調査区では最も高い位置にあたる北側調査区に一定

規模の居住域が営まれていたことが想定される。ただし、神社跡地周辺では後世の削平で地形が大き

く失われており、遺構が確認されているのは南西方向に向かったやや標高の低い、西側および東側調

査区に近い部分である。この区域も削平で遺構の遺存状況は良好とは言えないものの、４か所に炉を

もち長さ12ｍ程度に復元できるＳＩ120竪穴住居跡があり、その形態上の特徴および年代測定の結果

からは前期後葉に属するものと認めて良いであろう。また、北側に隣接して径3.8ｍほどの円形プラ

ンに復元できるＳＩ91竪穴住居跡がある。遺構範囲内から細身の箆状石器２点が出土しているが、こ

の石器の特徴からはやはり前期に帰属すると考えられる。なお、遺物が出土しなかったものの、ＳＩ

91から北東に25.5ｍ離れた地点にあるＳＮ02、ＳＮ03、ＳＮ07の３基の焼土遺構についても捨て場と

住居群の間に位置することを考慮すれば、前期ないし前期以降の縄文時代に帰属する可能性を考える

ことができよう。また、ＳＩ91竪穴住居跡からそれぞれ北東に12.5ｍ、22ｍ離れた地点に確認された

ＳＢ151、ＳＢ150掘立柱建物跡は梁桁の柱間間隔が異なり、旧河川上で確認された中世に帰属する建

物跡群とは異なる特徴をもつ。帰属時期の確かさを欠くが、むしろ縄文時代の建物跡に近いと言える。

　中期前中葉については土器１点（180-695）が東側調査区の遺構外から出土しているのみである。

次の中期後葉には南側調査区の自然堤防上に竪穴住居跡群が営まれる。ＳＩ219、ＳＩ221、ＳＩ227、

ＳＩ224が弧状の配置をとり、遺物がなく帰属時期を決しがたいＳＩ218もその弧のなかに収まること

を考えれば、同時期であったと考えるのが妥当であろう。また、その配置が調査区外に延びることを

考えれば、この範囲に環状配置の居住域が形成されていたことも考えられる。なお、これら住居跡の

出土土器は大木式系が主体となるが、ＳＩ224だけは円筒上層式系の深鉢形土器が炉体土器に用いら

れる。出自の異なる集団が混在していた可能性がある。５軒の住居からなる居住域の北東側には自然

堤防肩部にＳＩ510、ＳＩ430の２軒の竪穴住居跡が配置し、さらに北東に上った東側調査区内の自然

堤防肩部にも１軒、ＳＩ230が配置する。これらも全て中期後葉に帰属する竪穴住居跡である。中期

後葉の土器を出土した土坑にはＳＫ301、ＳＫ415、ＳＫ257、ＳＫ260がある。このうち、東側調査区

ほぼ中央に位置するＳＫ260は土坑上面から大形の石棒が出土し墓と考えられるが、東側調査区は次

の後期前葉に至り多数の土坑群が作られ、本土坑はその最初と言える。

　東側調査区の土坑群のうち、後期前中葉の土器を出土した土坑は32基（第４表、第５表）あり、西

側調査区に接した位置にあるＳＩ3014竪穴住居跡内の１基（ＳＫ574）を除く31基は、東側調査区の

東縁に沿って、北東－南西方向に長さ40ｍ前後にわたってほぼ２列に分布する（第12図参照）。これ

らの土坑の中には、例えば副葬品と判断される、半割した石皿、擦切・折断された石器素材の出土例
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（ＳＫ213）、略完形の土器が納められた例（ＳＫ212）、複数の石鏃の出土例（ＳＫ217）、さらに

は坑底部に礫を巡らし覆土中に破砕した凝灰岩を散布した例（ＳＫ14）などがあって、墓として使わ

れたものが多数あることが推定される。なお、これら32基のうち、後期中葉の土器を出土した土坑は

５基あるが、これらは分布列の中でも北西側によった位置で見つかっている。

　晩期の遺構としては中葉のＳＫ69が北側調査区で、末のＳＫ231が東側調査区で見つかっている。

ほかに、ＭＥ53グリッドからはほぼ完形に近い鉢形土器２点（183-788・789）が出土している。痕跡

は薄いながら調査区のほぼ中央部が晩期まで活動域とされたことが示されている。

　　第２節　中世の森吉家ノ前Ａ遺跡

　今回の調査では、調査区の南西縁に沿う旧河道上の西側調査区および南側調査区から、併せて54棟

の建物跡、６基の竪穴状遺構、８基の井戸跡、２条の溝跡が見つかった。また、旧河道から一段高い

東側調査区縁には16基の柱穴群があり、うち、９基の柱穴および４基の土坑併せて13基から焼骨が出

土し、遺跡が中世期に墓地を備えた比較的規模の大きな集落であったことが確かめられた。

　第200図に森吉家ノ前Ａ遺跡と平成７年度調査の同Ｂ遺跡、平成15年度調査の同Ｃ遺跡、そして平

成７年および平成16・17年度調査の地蔵岱遺跡、同Ａ遺跡の調査範囲図を周辺地形図に重ねて示した。

家ノ前Ｂ遺跡では室町期の竪穴状遺構１基が、家ノ前Ｃ遺跡では15世紀前半の竪穴状遺構１基、掘立

柱建物跡13棟が、地蔵岱遺跡では中世の掘立柱建物跡70棟以上が確認されている。本遺跡周辺は森吉

山ダム内の小又川流域でも中世の集落群が濃密に展開した地区と言える。また、明治年間に作られた

耕図に示された水路の流れを、昭和40年代半ばの耕地整理後の地形図上の潅漑の流れから推定して橙

の矢印で描き入れたが、これにしたがえば、本遺跡周辺には北東から南西に流れる水路があったこと

が復元され、50棟以上の掘立柱建物跡が立地した旧河道は同じ方向で流れていたことが推定される。

なお、耕図にはＳＤ63溝跡の見つかった位置に対応し、他より区画の小さな水田が小又川に向かって

並ぶ部分がある。地蔵岱遺跡では室町期後半に築かれた70×40ｍの方形区画の溝跡が確認され、区画

と同時に排水路としての役割を担っていたことが想定されるが、本遺跡で確認されたＳＤ63もまた、

旧河道上に立地した集落への水の迂回路として築かれたことが考えられる。

　さて、東側調査区で確認された最終的に火葬墓として残された９基を含む柱穴群は、特異なあり方

を示す。底面の柱アタリはＳＫＰ284・286・308のように溝状に残されており、丸柱あるいは角柱を

据えたものではなく、分厚い板状の柱を据えたことを示している。さらに、片側を大きくスロープ状

に削り出して並列するＳＫＰ281・282は底面に同じく溝状の痕跡が複数残されており、何度かの材の

建て直しがあったことが想定される。全体が列状に展開する火葬墓群として残っていることを考え併

せると、かなり大きな板材を用いた墓標（卒塔婆）が立ち並ぶ状況を考えることも可能であろう。類

例の確認をもって述べるべきではあるが、一応、本遺跡の中世集落の特徴の一つとして指摘しておく。

　本遺跡の中世集落は、同じく多数の掘立柱建物跡の見つかった地蔵岱遺跡との関連も併せ考えるべ

き点が多い。いずれ地蔵岱遺跡の報告並びに平成19年度以降に予定されている本遺跡未調査区の調査

によって、明らかにされることとなる。
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第６章　まとめ
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